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本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
法

律
〕

〇
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
五
八
）

〇
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
五
九
）

〇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
六
〇
）

〇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め

の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
六
一
）

〇
公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
六
二
）

〇
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働

者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
六
三
）

〇
自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
六
四
）

〔
政

令
〕

〇
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
二
〇
八
）

〇
河
川
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
二
〇
九
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

（
二
一
〇
）

〇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
二
一
一
）

〔
府

令
〕

〇
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定

義
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
五
三
）

〇
金
融
庁
等
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す

べ
き
身
分
証
明
書
等
の
様
式
を
定
め
る
内

閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
同
五
四
）

〔
府
令
・
省
令
〕

〇
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
内
閣
府
・
財
務
・
経
済
産
業
四
）

〔
省

令
〕

〇
経
済
産
業
省
・
財
務
省
関
係
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
財
務
・
経
済
産
業
二
）

〇
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
国
土
交
通
六
五
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行

に
関
す
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
・
財
務
・
経
済
産
業
五
）

〇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令

第
六
条
第
十
二
項
第
五
号
並
び
に
経
済
産

業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第
十
一

条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、

第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
合
算
関
連

法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
と
し
て
主
務
大

臣
等
が
定
め
る
者
等
を
定
め
る
告
示

（
同
六
）

〇
航
空
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
国
土
交
通
大
臣
が
申
請
に
よ
り
指
定
し

た
航
空
従
事
者
の
養
成
施
設
の
課
程
を
修

了
し
た
者
に
対
す
る
実
地
試
験
に
つ
い
て

の
免
除
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示
（
国
土
交
通
四
六
一
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加

物
の
安
全
性
審
査
を
経
た
生
物
の
公
表
を

行
う
件
（
内
閣
府
九
八
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
一
五
四
〜
一
六
二
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
一
六
三
〜
一
六
五
）

〇
個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令

第
四
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行

し
た
個
人
向
け
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告

示
（
同
一
六
六
〜
一
六
八
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

官
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
変
更
の
公
表
に

つ
い
て
（
内
閣
府
）

国
家
試
験

二
千
二
十
五
年
度
皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験

（
高
卒
程
度
試
験
）
公
告
（
人
事
院
）

二
千
二
十
五
年
度
刑
務
官
採
用
試
験
公
告

（
同
）

二
千
二
十
五
年
度
入
国
警
備
官
採
用
試
験
公

告
（
同
）

二
千
二
十
五
年
度
航
空
保
安
大
学
校
学
生
採

用
試
験
公
告
（
同
）

二
千
二
十
五
年
度
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採

用
試
験
公
告
（
同
）

二
千
二
十
五
年
度
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験
公
告
（
同
）

二
千
二
十
五
年
度
気
象
大
学
校
学
生
採
用
試

験
公
告
（
同
）


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４

残
余
財
産
の
分
配
の
特
例

機
構
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
株
主
に
分
配
す

る
こ
と
が
で
き
る
残
余
財
産
の
額
が
株
式
の
払
込
金
額

の
総
額
を
下
回
る
と
き
は
、
当
該
残
余
財
産
の
額
は
、

政
府
保
有
株
式
以
外
の
株
式
に
つ
い
て
そ
の
払
込
金
額

を
限
度
と
し
て
分
配
し
、
分
配
の
結
果
な
お
残
余
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
を
政
府
保
有
株
式
に
つ
い

て
分
配
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
九
条
関
係
）

５

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

６

施
行
期
日
等

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
株
式
会
社
地
域
経
済

活
性
化
支
援
機
構
法
の
規
定
に
つ
い
て
の
検
討
規
定

を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
を
行
お
う
と
す

る
と
き
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
一
項
関
係
）

公
募
占
用
計
画
の
記
載
事
項
に
、
気
象
、
海
象
、

海
底
の
地
形
等
の
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
を
設
置
す
る
海
域
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を

設
置
し
、
及
び
維
持
管
理
す
る
過
程
で
取
得
す
る
も

の
の
管
理
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
七
条
第
二
項
第
一
四
号
関
係
）

選
定
事
業
者
が
そ
の
認
定
公
募
占
用
計
画
に
係
る

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
場
合

に
お
け
る
当
該
選
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
環
境
影

響
評
価
法
第
二
章
第
一
節
及
び
第
三
章
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
五
条
第
一
項
関

係
）

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
仮
許
可

を
し
た
と
き
は
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協
議

を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
六
条
第
一
項
関
係
）

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可

仮
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
仮
許
可
区
域
に

お
い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
及

び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
七
条
第

一
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、

の

申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
一
定
の
基
準
に
適
合
す

る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
に
係
る
許

可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
八

条
第
一
項
関
係
）

の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下「
許
可
事
業
者
」

と
い
う
。）は
、
当
該
許
可
区
域
に
お
い
て
当
該
許

可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

八
条
第
四
項
関
係
）

５

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

何
人
も
、
の

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、

排
他
的
経
済
水
域
に
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
（
そ
の
規
模
、
設
置
の
形

態
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
そ
の
設
置
に
よ
り
排

他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
適
正
な
利
用
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）及
び

そ
の
附
属
設
備
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約

第
五
八
条
１
に
規
定
す
る
海
底
電
線
を
除
く
。）を
設

置
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
一
条
関

係
）経

済
産
業
大
臣
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
排
他

的
経
済
水
域
の
う
ち
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
相
当

の
面
積
の
区
域
を
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
設
置
募
集
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
二
条
第
一
項
関
係
）

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
係
る
仮
の
地
位
を
付
与

す
る
処
分
等

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募

集
区
域
に
お
い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業

大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
設

置
に
係
る
仮
の
地
位
を
付
与
す
る
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
第
一
項

関
係
）

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、

の

申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
一
定
の
基
準
に
適
合
す

る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
を
し
た
者

に
仮
の
地
位
を
付
与
す
る
処
分
（
以
下「
仮
許
可
」

と
い
う
。）を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
四
条
第
一
項
関
係
）

仮
許
可
を
受
け
た
者
（
当
該
仮
許
可
を
受
け
た

者
が
当
該
仮
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て

の

の
許
可
を
受
け

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
）

が
当
該
仮
許
可
（
当
該
仮
許
可
を
受
け
た
者
が
当

該
仮
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
に
つ
い
て

の

の
許
可
を
受
け
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
）
に
係
る
海
洋
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る

当
該
仮
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
環
境
影

響
評
価
法
第
二
章
第
一
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
関
係
）

許
可
事
業
者
の
義
務
等

許
可
事
業
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
海
洋
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
計

画
に
従
っ
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
の
設
置
、
維
持
管
理
及
び
撤
去
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
〇
条
関
係
）

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

に
関
す
る
工
事
の
届
出
等
、
許
可
事
業
者
に
対
す

る
監
督
命
令
並
び
に
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
の
廃
止
の
届
出
及
び
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
の
確
認
等
に
つ
い
て

所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
一

条
〜
第
四
三
条
関
係
）

◇
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
五
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

機
構
の
目
的

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下
「
機

構
」
と
い
う
。）は
、「
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
地
域
の

経
済
の
再
建
」
そ
の
他
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

支
援
基
準

支
援
基
準
は
、
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
地
域
の
経

済
の
再
建
の
た
め
の
当
該
地
域
の
事
業
者
に
対
す
る
迅

速
か
つ
適
切
な
支
援
の
実
施
に
必
要
な
事
項
を
含
む
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
関

係
）

３

業
務
の
期
限

再
生
支
援
決
定
、
特
定
支
援
決
定
、
特
定
組
合
出

資
決
定
及
び
特
定
経
営
管
理
決
定
は
、
令
和
二
三
年

三
月
三
一
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
二
五
条
、
第
三
二
条
の
二
、
第
三
二
条

の
一
〇
及
び
第
三
二
条
の
一
一
関
係
）

機
構
は
、
令
和
二
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
期
間

内
に
、

に
掲
げ
る
決
定
及
び
特
定
専
門
家
派
遣
決

定
に
係
る
全
て
の
業
務
を
完
了
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
関
係
）

◇
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る

海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
法
律
第
五
九
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

題
名

題
名
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
題
名

関
係
）

２

目
的

こ
の
法
律
の
目
的
に
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合

条
約
に
定
め
る
権
利
を
的
確
に
行
使
し
、
排
他
的
経
済

水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
適
正

な
利
用
を
図
る
た
め
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海

洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可
等

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
条
関
係
）

３

基
本
方
針

基
本
方
針
の
記
載
事
項
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
関
す
る
事
項
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
二
項
関
係
）

４

領
海
及
び
内
水
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進

区
域
の
指
定
基
準
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
の
実
施
が
当
該
区
域
の
海
洋
並
び
に
そ
の

周
辺
の
海
岸
及
び
そ
の
近
傍
の
土
地
の
環
境
の
保
全

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
第
一
項
第

六
号
関
係
）

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進

区
域
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
手
続
と
し

て
、
環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
通

知
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

〇
条
第
四
項
関
係
）
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仮
許
可
を
受
け
た
者
又
は
許
可
事
業
者
が
有
し
て

い
た
地
位
の
承
継
、
仮
許
可
又
は

の

の
許
可
の

取
消
し
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。（
第
四
四
条
〜
第
四
八
条
関
係
）

６

附
則所

要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
二
条
〜
第
四
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

４

健
全
化
措
置
及
び
実
運
送
体
制
管
理
簿
に
関
す
る
規

定
等
の
拡
充

真
荷
主
と
の
運
送
契
約
に
係
る
書
面
の
交
付
及
び

実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作
成
に
係
る
規
定
を
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
二
条
、
第
二
四
条
の
五
及
び
第
三
七
条
関

係
）

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
真
荷
主
か
ら

引
き
受
け
た
貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
、
二
以
上
の
段

階
に
わ
た
る
委
託
を
制
限
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
二
三
条
の
四
関
係
）

５

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
事
業
用
自
動
車

の
運
転
者
等
が
有
す
る
知
識
等
に
つ
い
て
の
公
正
な
評

価
に
基
づ
く
適
正
な
賃
金
の
支
払
等
の
確
保
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
の

六
関
係
）

６

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
基
準
を
遵
守
す
べ
き
事
項
に
、
適
正
原
価
を
下

回
ら
な
い
額
で
の
貨
物
の
運
送
の
受
託
等
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
五
条
第
一
項
第
二
号
関
係
）

７

３

、
４

及
び
５
の
規
定
等
の
特
定
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
等
へ
の
準
用
等
に
関
し
必
要
な
規
定
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
、
第
三
六
条
、
第

三
七
条
及
び
第
三
七
条
の
二
関
係
）

８

無
許
可
等
で
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者

へ
の
貨
物
の
運
送
の
委
託
の
禁
止

無
許
可
等
で
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る

者
に
貨
物
の
運
送
を
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

し
、
違
反
し
た
者
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
五
条
の
二
及
び
第
七
五
条

第
一
四
号
関
係
）

国
土
交
通
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
荷
主
等
が
無
許

可
経
営
等
原
因
行
為
を
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
当
該

荷
主
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
等
と
し
た
。（
附
則
第
一
条
の
二
の
二
関
係
）

９

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

基
本
方
針

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の

整
備
等
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
推
進

さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
等
の
許
可
の
更
新
に

関
す
る
事
務
の
一
部
で
あ
っ
て
、
独
立
行
政
法
人
に

行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
な
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
に
関
す
る
業
務
を
一
の
独
立
行
政
法
人
に
行

わ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
業
務
が
適
切
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う

こ
と
等
と
し
た
。

独
立
行
政
法
人
に

に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る

た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
国
庫
が
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
財
源
は
、

の
許
可
の
更
新
に
係
る
手
数

料
に
よ
る
収
入
等
を
活
用
し
て
、
確
保
す
る
こ
と
等

と
し
た
。

に
掲
げ
る
業
務
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
よ

う
、
当
該
業
務
の
実
施
に
係
る
収
入
等
の
関
係
の
明

確
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

３

法
制
上
の
措
置
等

政
府
は
、
２

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に

基
づ
く
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体

制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め

必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
等
に
つ
い
て
、
こ

の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
を
目
途
と
し
て
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

４

物
流
政
策
推
進
会
議

政
府
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た

め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
施
策
等
の
総

合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
物
流
政
策

推
進
会
議
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

六
条
第
一
項
関
係
）

の
物
流
政
策
推
進
会
議
は
、
国
土
交
通
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

そ
の
他
の
関
係
す
る
国
務
大
臣
及
び
公
正
取
引
委
員

会
委
員
長
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
第
二
項
関
係
）

国
土
交
通
省
等
は
、
物
資
の
流
通
の
実
務
に
関
し

て
十
分
な
知
識
等
を
有
す
る
者
等
に
よ
っ
て
構
成
す

る
物
流
政
策
推
進
関
係
者
会
議
を
設
け
、

の
施
策

に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
第
三
項
関
係
）

５

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
法
律
第
六
〇
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
運
営
を
適
正
か
つ
合
理
的

な
も
の
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
従
事
す
る
者
の
労
働
環
境
の
適
正
な
整
備
に
留
意

し
つ
つ
行
う
べ
き
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
条
関
係
）

２

許
可
の
更
新
制
度
の
導
入
等

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
の
基
準
と
し

て
、
輸
送
の
安
全
に
関
す
る
基
準
等
を
遵
守
し
て
そ

の
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
等
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
三
号
の
二
関

係
）一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
は
、
五
年
ご

と
に
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と

と
し
た
。（
第
六
条
の
二
関
係
）

３

適
正
原
価

国
土
交
通
大
臣
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係

る
運
賃
等
に
つ
い
て
、
燃
料
費
等
を
的
確
に
反
映
し

た
積
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
の
原
価
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
の
二
及
び
第
六

八
条
関
係
）

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
自
ら
が
引
き

受
け
る
貨
物
の
運
送
に
係
る
運
賃
等
が
、
適
正
原
価

を
下
回
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
の
三
関
係
）

◇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
六
一
号
）（
国
土

交
通
省
）

１

目
的こ

の
法
律
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化

の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
し
、
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
総
合

的
か
つ
集
中
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
条
関
係
）

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制

の
整
備
等
の
推
進
は
、
物
資
の
流
通
が
国
民
生
活
及

び
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
等
の
重
要
性
に
鑑

み
、
貨
物
自
動
車
運
送
に
係
る
安
全
性
の
向
上
等
を

図
り
、
我
が
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
物
資
の
流
通

の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

国
は
、

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の

推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関

係
）

◇
公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律

第
六
二
号
）（
消
費
者
庁
）

１

総
則公

益
通
報
者
の
範
囲
に
、
特
定
受
託
業
務
従
事
者

及
び
特
定
受
託
業
務
従
事
者
で
あ
っ
た
者
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
第
三
号
関
係
）

通
報
対
象
事
実
の
範
囲
に
、
公
益
通
報
者
保
護
法

の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
こ
と
が
犯
罪
の

事
実
又
は
過
料
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
事
実
と
な
る

場
合
に
お
け
る
当
該
処
分
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
事

実
等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
三
項
第

二
号
関
係
）

２

公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取

扱
い
の
禁
止
等

労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、

そ
の
使
用
し
、
又
は
使
用
し
て
い
た
公
益
通
報
者

が
第
三
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
公
益
通
報
者
に
対

し
て
、
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

の
規
定
に
違
反
し
て
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
定
め
る
事
業
者
が
行
っ
た
解
雇
そ
の
他
不
利
益

な
取
扱
い
（
解
雇
以
外
の
不
利
益
な
取
扱
い
に

あ
っ
て
は
、
懲
戒
と
し
て
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。

及
び
５
の

に
お
い
て
「
解
雇
等
特
定
不
利
益

取
扱
い
」と
い
う
。）を
無
効
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
条
第
二
項
関
係
）
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公
益
通
報
者
に
対
す
る
解
雇
等
特
定
不
利
益
取

扱
い
が
公
益
通
報
を
し
た
日
等
か
ら
一
年
以
内
に

さ
れ
た
と
き
は
、
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
は
、
当
該
公
益

通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と

推
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
事
業
者
（
当
該

派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を

受
け
る
も
の
に
限
る
。）は
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に

労
働
す
る
派
遣
労
働
者
で
あ
る
公
益
通
報
者
が
第
三

条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
解
除
等
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

特
定
受
託
事
業
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁

止
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
そ

の
業
務
委
託
を
し
、
又
は
業
務
委
託
を
し
て
い
た
特

定
受
託
事
業
者
に
係
る
特
定
受
託
業
務
従
事
者
で
あ

る
公
益
通
報
者
が
第
三
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公

益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
特
定
受

託
事
業
者
に
対
し
て
、
業
務
委
託
に
係
る
契
約
の
解

除
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

解
釈
規
定

の
規
定
は
、
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
及
び
第
六
条
第
三

項
等
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
八
条
第
三
項
関
係
）

一
般
職
の
国
家
公
務
員
等
に
対
す
る
取
扱
い

一
般
職
の
国
家
公
務
員
等
に
つ
い
て
は
、

の

及
び

の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

の

及
び
５
の

の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
九
条
関

係
）

３

事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
等

事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置

事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
の
例
示
と
し
て
、
整
備

し
た
体
制
に
つ
い
て
の
労
働
者
等
に
対
す
る
周
知
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
二
項
関
係
）

通
報
妨
害
の
禁
止
等

第
二
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、正
当
な
理
由
が
な
く
、

公
益
通
報
を
し
な
い
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
そ
の
他
の
行
為
に
よ
っ
て
、
公
益
通
報
を
妨

げ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
違
反
し
て
さ

れ
た
合
意
そ
の
他
の
法
律
行
為
は
、
無
効
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
一
条
の
二
関
係
）

通
報
者
探
索
の
禁
止

第
二
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
公
益
通
報
者
で
あ
る
旨
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
そ
の
他
の
公
益
通
報

者
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
の
三
関
係
）

４

雑
則勧

告
及
び
命
令
等

内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
益
通
報
対
応
業
務
従
事
者

を
定
め
る
義
務
（
第
一
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

努
力
義
務
と
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

に
お
い
て
同

じ
。）に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者

に
対
し
て
、
そ
の
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理

由
が
な
く
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ

た
と
き
は
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該

勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一
五
条
の
二
関
係
）

報
告
及
び
検
査

内
閣
総
理
大
臣
は
、
公
益
通
報
対
応
業
務
従
事
者

を
定
め
る
義
務
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
事
業
者
に
対
し
、
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の

職
員
に
、
事
業
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立

ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
一
六
条
関
係
）

適
用
除
外

及
び

の
規
定
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に

は
、
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
関
係
）

５

罰
則２

の

の

の
規
定
に
違
反
し
て
解
雇
等
特
定
不

利
益
取
扱
い
を
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し

た
者
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
〇
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
第
一
項

関
係
）

４
の

の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
又

は
４
の

の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
な
か
っ
た
と
き

等
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
〇
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
第
二

項
関
係
）

両
罰
規
定

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
に
関
し
、

又
は

の
規
定
の
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法

人
又
は
人
に
対
し
て
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
等
と
し

た
。（
第
二
三
条
関
係
）

６

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

職
場
に
お
け
る
顧
客
等
の
言
動
に
起
因
す
る
問
題

に
関
し
て
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等

事
業
主
は
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
、

取
引
の
相
手
方
、
施
設
の
利
用
者
そ
の
他
の
当
該

事
業
主
の
行
う
事
業
に
関
係
を
有
す
る
者
（
以
下

４
の

に
お
い
て
「
顧
客
等
」
と
い
う
。）の
言
動

で
あ
っ
て
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が
従
事
す
る

業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
社
会
通

念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
も
の
（
以
下
こ

の

及
び
４
の

に
お
い
て
「
顧
客
等
言
動
」
と

い
う
。）に
よ
り
当
該
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
労
働
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体

制
の
整
備
、
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
当
該

顧
客
等
言
動
へ
の
対
応
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
そ
の
抑
止
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
た
。（
第
三
三
条
第
一
項
関
係
）

事
業
主
は
、
労
働
者
が

の
相
談
を
行
っ
た
こ

と
又
は
事
業
主
に
よ
る

の
相
談
へ
の
対
応
に
協

力
し
た
際
に
事
実
を
述
べ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益

な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第

三
三
条
第
二
項
関
係
）

事
業
主
は
、
他
の
事
業
主
か
ら
当
該
他
の
事
業

主
が
講
ず
る

の
措
置
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協

力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第

三
三
条
第
三
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

か
ら

ま
で
の
事
業
主

が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ

有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
定
め

る
も
の
と
し
た
。（
第
三
三
条
第
四
項
関
係
）

◇
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律（
法
律
第
六
三
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
関
係

１

職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言

動
に
関
す
る
規
範
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
国
に
よ

る
啓
発
活
動

国
は
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害

す
る
言
動
に
起
因
す
る
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
に
際
し
て

は
、
何
人
も
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
就
業
環
境
を

害
す
る
言
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
鑑
み
、

当
該
言
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
就
業
環
境
の
形

成
に
関
す
る
規
範
意
識
の
醸
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
た
。（
第
四
条
第
四
項
関
係
）

２

治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
対
策

事
業
主
は
、
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
治
療
を
受
け
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
就
業
に

よ
っ
て
疾
病
又
は
負
傷
の
症
状
が
増
悪
す
る
こ
と

等
を
防
止
し
、
そ
の
治
療
と
就
業
と
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、当
該
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
二
七
条
の
三
第
一

項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
措
置
に
関
し
て
、
そ

の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指

針
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
し
た
。（
第

二
七
条
の
三
第
二
項
関
係
）

の
指
針
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
七
〇
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
と
調
和
が
保
た
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
二

七
条
の
三
第
三
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
指
針
に
従
い
、
事
業

主
又
は
そ
の
団
体
に
対
し
、
必
要
な
指
導
、
援
助

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
七

条
の
三
第
四
項
関
係
）


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４

職
場
に
お
け
る
顧
客
等
の
言
動
に
起
因
す
る
問
題

に
関
す
る
国
、
事
業
主
、
労
働
者
及
び
顧
客
等
の
責

務

国
は
、
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
顧
客
等

言
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
顧

客
等
言
動
に
起
因
す
る
問
題
（
以
下
こ
の
４
に
お

い
て
「
顧
客
等
言
動
問
題
」
と
い
う
。）に
対
す
る

事
業
主
そ
の
他
国
民
一
般
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
各
事
業
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、

広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。

（
第
三
四
条
第
一
項
関
係
）

事
業
主
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
当
該
労
働
者
が
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る

労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ

う
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
配
慮
を
す
る

ほ
か
、
国
の
講
ず
る

の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
三

四
条
第
二
項
関
係
）

事
業
主
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
役
員
）
は
、
自
ら
も
、
顧
客
等
言
動

問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
他
の
事
業

主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な

注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
た
。（
第
三
四
条
第
三
項
関
係
）

労
働
者
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働

者
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
と
と
も

に
、
事
業
主
の
講
ず
る
３
の

の
措
置
に
協
力
す

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
三
四
条
第
四
項
関
係
）

顧
客
等
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
労
働
者
に
対
す
る

言
動
が
当
該
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
三
四
条
第

五
項
関
係
）

二

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る

問
題
に
関
し
て
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等

事
業
主
は
、
求
職
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ

の
１
の

及
び

並
び
に
２
に
お
い
て
「
求
職
者

等
」
と
い
う
。）に
よ
る
そ
の
求
職
活
動
そ
の
他
求

職
者
等
の
職
業
の
選
択
に
資
す
る
活
動
（
以
下
こ

の
１
の

及
び
２
の

に
お
い
て「
求
職
活
動
等
」

と
い
う
。）に
お
い
て
行
わ
れ
る
当
該
事
業
主
が
雇

用
す
る
労
働
者
に
よ
る
性
的
な
言
動
に
よ
り
当
該

求
職
者
等
の
求
職
活
動
等
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、当
該
求
職
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ

の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
一
項
関

係
）事

業
主
は
、
労
働
者
が
当
該
事
業
主
に
よ
る
求

職
者
等
か
ら
の

の
相
談
へ
の
対
応
に
協
力
し
た

際
に
事
実
を
述
べ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該

労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い

を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一
三
条
第

二
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

及
び

の
事
業
主
が
講

ず
べ
き
措
置
等
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効

な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
定
め
る
も

の
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
三
項
関
係
）

２

求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る

問
題
に
関
す
る
国
、
事
業
主
及
び
労
働
者
の
責
務

国
は
、
求
職
者
等
の
求
職
活
動
等
を
阻
害
す
る

１
の

の
言
動
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
そ
の

他
当
該
言
動
に
起
因
す
る
問
題
（
以
下
こ
の
２
に

お
い
て「
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動
問
題
」

と
い
う
。）に
対
す
る
事
業
主
そ
の
他
国
民
一
般
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
報
活
動
、
啓
発

活
動
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一
四
条
第
一
項

関
係
）

事
業
主
は
、
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動

問
題
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
当
該
労
働
者
が
求
職

者
等
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ

う
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
配
慮
を
す
る

ほ
か
、
国
の
講
ず
る

の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一

四
条
第
二
項
関
係
）

事
業
主
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
役
員
）
は
、
自
ら
も
、
求
職
活
動
等

に
お
け
る
性
的
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解

を
深
め
、
求
職
者
等
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注

意
を
払
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
し
た
。（
第
一
四
条
第
三
項
関
係
）

労
働
者
は
、
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動

問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
求
職
者
等

に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
と
と
も

に
、
事
業
主
の
講
ず
る
１
の

の
措
置
に
協
力
す

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
一
四
条
第
四
項
関
係
）

３

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
者

事
業
主
が
選
任
す
る
職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を

図
る
た
め
の
業
務
を
担
当
す
る
者
の
業
務
と
し
て
、

事
業
主
の
講
ず
る
１
の

及
び
２
の

の
措
置
等
を

加
え
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
九
条
関
係
）

三

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

基
本
原
則

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
当
た

り
留
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
女
性
の
健
康
上
の
特

性
を
加
え
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

２

基
本
方
針

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
基
本
方
針
に
お
い
て
定
め
る
事
項
と
し
て
、
職
場

に
お
い
て
行
わ
れ
る
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
に
起

因
す
る
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措

置
に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
も
の
と
し
た
。（
第
五
条

第
二
項
第
三
号
関
係
）

３

基
準
に
適
合
す
る
認
定
一
般
事
業
主
の
認
定
の
基

準
基
準
に
適
合
す
る
認
定
一
般
事
業
主
（
国
及
び
地

方
公
共
団
体
以
外
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
取
組
に
関

し
、
当
該
取
組
の
実
施
の
状
況
が
優
良
な
も
の
で
あ

る
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を

い
う
。）の
認
定
の
基
準
と
し
て
、
事
業
主
が
講
じ
て

い
る
二
の
１
の

の
措
置
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し

て
い
る
こ
と
を
加
え
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
二
条
関

係
）

４

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
変
更
手
続
の
見
直
し

特
定
事
業
主
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、

そ
れ
ら
の
長
又
は
そ
れ
ら
の
職
員
で
政
令
で
定
め
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
特
定
事
業
主
行
動
計

画
（
特
定
事
業
主
が
実
施
す
る
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
取
組
に
関
す
る
計
画

を
い
う
。）に
つ
い
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
事
務
及
び
事
業
に
お
け

る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す
る
状
況

把
握
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す

る
た
め
に
改
善
す
べ
き
事
情
に
つ
い
て
の
分
析
等
を

行
う
義
務
を
課
さ
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
一
九
条
第

三
項
及
び
第
四
項
関
係
）

５

女
性
の
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報
の
公
表
の
義
務

の
適
用
拡
大
等

一
般
事
業
主
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の

事
業
主
で
あ
っ
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数

が
一
〇
〇
人
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）が
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
業
生
活

を
営
み
、
又
は
営
も
う
と
す
る
女
性
の
職
業
選
択

に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
し
て
定
期
的
に
公
表

す
べ
き
情
報
に
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
男
女

の
賃
金
の
額
の
差
異
及
び
そ
の
雇
用
す
る
管
理
的

地
位
に
あ
る
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割

合
を
加
え
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
〇
条
第
一
項
及

び
第
二
項
関
係
）

特
定
事
業
主
が
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
職
業
生
活
を
営
み
、
又
は
営
も
う
と
す

る
女
性
の
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
事
務

及
び
事
業
に
お
け
る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
に
関
し
て
定
期
的
に
公
表
す
べ
き
情
報
に
、

そ
の
任
用
す
る
職
員
の
男
女
の
給
与
の
額
の
差
異

及
び
そ
の
任
用
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
職
員
に

占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
を
加
え
る
も
の
と
し

た
。（
第
二
一
条
関
係
）

６

期
限
の
延
長

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
有
効
期
限
を
一
〇
年
間
延
長
し
、
令
和
一

八
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
二
条
第
一
項
関
係
）

四

施
行
期
日
等

１

検
討政

府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
し
た
。（
附
則
第
八
条
関
係
）


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政
府
は
、
特
定
受
託
事
業
者
（
特
定
受
託
事
業

者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託
事
業
者
を
い

う
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）が
受
け
た
業

務
委
託
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
委
託
を

い
う
。）に
係
る
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
、

取
引
の
相
手
方
、
施
設
の
利
用
者
そ
の
他
の
当
該

業
務
に
関
係
を
有
す
る
者
の
言
動
で
あ
っ
て
、
当

該
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
特
定
受
託
業
務
従
事

者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託
業
務
従

事
者
を
い
う
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。）が

従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し

て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
も
の

に
よ
り
当
該
特
定
受
託
業
務
従
事
者
の
就
業
環
境

が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
八
条
の
二
関

係
）

２

経
過
措
置
及
び
関
係
法
律
の
整
備

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
七
条
及
び
第
九

条
〜
第
一
六
条
関
係
）

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ

る
事
項
は
、
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。一

の
１
、
三
の
１
、
２
及
び
６
並
び
に
四
の
１

の

公
布
の
日

一
の
２
並
び
に
三
の
４
及
び
５

令
和
八
年
四

月
一
日

２

国
の
責
務
に
係
る
規
定
の
改
正

こ
ど
も
に
係
る
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
自

殺
の
実
態
等
を
踏
ま
え
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
策
定
さ

れ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相
互
に
又
は
関
係
行
政

機
関
の
長
と
の
間
に
お
い
て
緊
密
な
連
携
協
力
を
図
り

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
に
係
る
施
策
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条

第
二
項
関
係
）

３

学
校
の
責
務

学
校
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
関
係
者
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
こ
ど
も
の
自
殺
の
防
止
等
に
取
り
組

む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関

係
）

４

心
の
健
康
の
保
持
に
係
る
教
育
及
び
啓
発
の
推
進
等

に
係
る
規
定
の
改
正

学
校
は
、
自
殺
の
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
心
の
健
康

の
保
持
の
た
め
の
健
康
診
断
、
保
健
指
導
等
の
措
置
を

行
う
よ
う
努
め
る
ほ
か
、
精
神
保
健
に
関
す
る
知
識
の

向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条

第
三
項
関
係
）

５

医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
係
る
規
定
の
改
正

医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
関
し
必
要
な
施
策
の
例
示

と
し
て
、
精
神
科
医
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る

自
殺
の
防
止
等
に
関
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
関
係
）

６

自
殺
発
生
回
避
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
に
係
る
規

定
の
改
正

自
殺
発
生
回
避
の
た
め
の
体
制
に
お
い
て
は
、
自

殺
を
す
る
危
険
性
が
高
い
者
を
早
期
に
発
見
し
、
自

殺
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
の
適
切
な
対
処
を
行
う

上
で
必
要
な
情
報
が
、
当
該
対
処
を
行
う
関
係
機
関

及
び
関
係
団
体
に
対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
九
条
第
二
項
関
係
）

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
殺
の
防
止
の
観
点

か
ら
、
自
殺
の
助
長
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
、
物

品
、
設
備
等
に
つ
い
て
そ
の
適
切
な
管
理
、
配
慮
等

に
関
し
て
注
意
を
促
す
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
第
三
項
関

係
）

７

自
殺
未
遂
者
等
の
支
援
に
係
る
規
定
の
改
正

自
殺
未
遂
者
等
へ
の
支
援
に
関
し
、
そ
の
継
続
的
な

支
援
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
関

係
）

８

自
殺
者
の
親
族
等
の
支
援
に
係
る
規
定
の
改
正

自
殺
者
の
親
族
等
へ
の
支
援
に
関
し
、
そ
の
生
活
上

の
不
安
等
の
緩
和
の
観
点
か
ら
も
行
う
こ
と
を
明
記
す

る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
支
援
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
一
条
関
係
）

９

協
議
会

地
方
公
共
団
体
は
、
第
一
九
条
（
自
殺
発
生
回
避

の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
）
及
び
第
二
〇
条
（
自
殺

未
遂
者
等
の
支
援
）
の
施
策
で
こ
ど
も
に
係
る
も
の

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し

て
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関
、
当
該
地
域
を
管
轄

す
る
警
察
署
等
の
関
係
機
関
、
自
殺
対
策
に
係
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
を
も
っ
て

構
成
す
る
協
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
三
条
第
一
項
関
係
）

に
よ
り
協
議
会
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体

は
、
協
議
会
に
お
い
て

に
よ
り
こ
ど
も
の
自
殺
の

防
止
の
た
め
の
対
処
、
支
援
等
の
措
置
に
関
し
協
議

を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
議
会
を
構
成
す

る
者
に
、
当
該
協
議
を
行
う
事
項
を
通
知
す
る
も
の

と
し
、
当
該
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
の
協
議

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

協
議
会
は
、

の
施
策
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
、
こ
ど
も
の
自
殺
の
防
止
等
に
つ
い
て

必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
対

処
、
支
援
等
の
措
置
に
関
す
る
協
議
を
行
う
も
の
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
第
一
項
関
係
）

協
議
会
は
、

の
情
報
の
交
換
及
び
協
議
を
行
う

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機

関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
、
資
料
又
は
情
報
の

提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
第

二
項
関
係
）

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
そ
の
他
の
国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
都
道
府

県
は
、
こ
ど
も
の
自
殺
の
防
止
等
に
関
し
、
協
議
会

を
構
成
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要
な
助
言
、

資
料
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
第
三
項
関
係
）

協
議
会
を
構
成
す
る
者
又
は
当
該
者
で
あ
っ
た
者

は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
協
議
会
の
事
務
に
関
し

て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
二
四
条
第
四
項
関
係
）

に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
設
け
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
五
条
関
係
）

10

検
討

自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、
自
殺
に
関
す
る
状
況
の
変

化
、
自
殺
対
策
に
係
る
諸
施
策
の
実
施
の
状
況
、
自
殺

対
策
等
に
関
す
る
最
新
の
知
見
そ
の
他
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、
適
宜
、
そ
の
在
り
方
に
関
し
て
検

討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
見
直

し
等
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
附
則
第
二
条
関
係
）

11

施
行
期
日
等

こ
ど
も
家
庭
庁
の
所
掌
事
務
と
し
て
こ
ど
も
に
係

る
自
殺
対
策
を
規
定
す
る
等
の
改
正
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
改
正
法
附
則
第
二
項
〜
第
四
項
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

六
四
号
）（
こ
ど
も
家
庭
庁
）

１

基
本
理
念
の
追
加

自
殺
対
策
の
社
会
的
取
組
に
つ
い
て
関
係
機
関
、
関

係
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
こ
と

を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
基
本
理
念
と
し
て
次
の
事
項

を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
、
第
六
項
及

び
第
七
項
関
係
）

自
殺
対
策
は
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
、

情
報
通
信
技
術
、
人
工
知
能
関
連
技
術
等
の
適
切
な

活
用
を
図
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
自
殺
の
防
止
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
流
通
す
る
自
殺
に
関
連
す
る
情
報
が

及
ぼ
す
影
響
に
関
し
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
取
組
の
促
進
に
つ
い
て
特
に
留
意
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

こ
ど
も
に
係
る
自
殺
対
策
は
、
こ
ど
も
が
自
立
し

た
個
人
と
し
て
ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
、
心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
利
益
の
擁
護
が
図
ら
れ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。

◇
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
二
〇
八
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

男
女
共
同
参
画
局
及
び
同
局
推
進
課
の
所
掌
事
務
の

特
例
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。


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三

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関

係１

国
土
交
通
大
臣
が
地
方
公
共
団
体
の
長
に
代
わ
っ

て
河
川
の
改
良
工
事
を
行
う
際
に
行
使
す
る
権
限
に

洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
条
第
二
項
第
一
二
号
〜

第
一
四
号
関
係
）

２

１
の
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限

の
う
ち
、損
失
の
補
償
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
河
川
の
改
良
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に

お
い
て
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
四
条
第
三
項
関
係
）

四

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
関
係

１

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
河
川
管
理

者
に
代
わ
っ
て
特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
を
行
う

際
に
行
使
す
る
権
限
に
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措

置
に
係
る
権
限
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
一

条
第
二
項
第
一
三
号
〜
第
一
五
号
及
び
第
三
二
条
第

二
項
第
一
二
号
〜
第
一
四
号
関
係
）

２

１
の
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限

の
う
ち
、損
失
の
補
償
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

特
定
災
害
復
旧
等
河
川
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日

後
に
お
い
て
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
一
条
第
三
項
及
び
第
三
二
条
第
三
項
関

係
）

五

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

融
資
対
象
株
主
の
間
接
の
構
成
員
が
、
そ
の

加
入
す
る
当
該
融
資
対
象
株
主
の
直
接
の
構
成

員
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
、
当
該
融

資
対
象
株
主
の
間
接
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た

こ
と
。

イ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
由

ロ

当
該
融
資
対
象
株
主
で
あ
る
者
か
ら
の
脱

退
商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、

に
規
定
す
る
事
由

に
よ
り
融
資
対
象
団
体
等
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら

二
年
間
に
限
り
、
当
該
融
資
対
象
団
体
等
で
な
く

な
っ
た
者
に
対
し
て
資
金
の
貸
付
け
又
は
手
形
の

割
引
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五

条
第
三
項
関
係
）

２

同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
の
範
囲
に
つ
い

て
、
連
結
し
て
そ
の
計
算
書
類
の
作
成
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
実
質
支
配

力
基
準
に
基
づ
く
子
法
人
等
、
影
響
力
基
準
に
基

づ
く
関
連
法
人
等
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
六
条
第
一
項
〜
第
三
項
関
係
）

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用

供
与
等
限
度
額
に
つ
い
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

の
自
己
資
本
の
額
の
一
〇
〇
分
の
四
〇
か
ら
一
〇

〇
分
の
二
五
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
第
九
項
関
係
）

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用

供
与
等
限
度
額
が
超
過
す
る
場
合
の
承
認
理
由
に

つ
い
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
債
権
者
等
の

事
業
の
遂
行
に
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
理
由
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
一
〇
項
及
び
第
一
一
項

関
係
）

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用

の
供
与
等
の
適
用
除
外
と
な
る
信
用
の
供
与
等

に
、
日
本
銀
行
及
び
外
国
政
府
等
に
対
す
る
信
用

の
供
与
等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第

一
二
項
関
係
）

法
第
二
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
信
用
の
供
与
等
は
、
信
用
の
供
与
等
を

行
う
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
等
と

実
質
的
に
同
一
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
す
る
信
用

の
供
与
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
一
三

項
関
係
）

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

３

休
日商

工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
営
業
所
（
商
工
組

合
中
央
金
庫
の
本
店
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め

る
営
業
所
を
除
く
。）の
休
日
と
し
て
主
務
大
臣
に

届
出
を
し
た
日
を
当
該
営
業
所
の
休
日
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
二
項
関

係
）そ

の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

４

剰
余
金
の
配
当
の
特
例

剰
余
金
の
配
当
の
特
例
の
廃
止
に
伴
い
、
当
該
特

例
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。（
旧
第

一
五
条
関
係
）

５

主
務
大
臣
の
監
督

商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け

た
者
か
ら
委
託
（
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託

を
含
む
。）を
受
け
た
者
に
対
し
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
の
監
督
権
限
を
有
す
る
財
務
局
長
等
へ
当
該

委
託
を
受
け
た
者
に
対
す
る
報
告
徴
求
等
の
権
限

を
委
任
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
条
第
五
項
関

係
）そ

の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

６

紛
争
解
決
等
業
務
に
相
当
す
る
業
務
に
係
る
他
の

法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定

法
第
六
〇
条
の
三
五
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号

ニ
並
び
に
法
第
六
〇
条
の
三
七
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
銀
行
法
第
五
二
条
の
六
六
及
び
第
五
二
条
の

八
三
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

金
融
商
品
取
引
法
第
一
五
六
条
の
三
九
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
及
び
７
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る

指
定
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
二
条
関
係
）

◇
河
川
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

二
〇
九
号
）（
国
土
交
通
省
）

一

河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

国
土
交
通
大
臣
が
都
道
府
県
知
事
等
に
代
わ
っ
て

特
定
河
川
工
事
又
は
特
定
維
持
を
行
う
際
に
行
使
す

る
権
限
に
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権

限
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
の
八
第
二

項
及
び
第
一
〇
条
の
九
第
二
項
関
係
）

２

１
の
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限

の
う
ち
、損
失
の
補
償
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
特
定
河
川
工
事
又
は
特
定
維
持
の
完
了
又
は
廃

止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
の
八
第
三
項
及
び
第
一
〇
条

の
九
第
三
項
関
係
）

二

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正

関
係

１

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
都
道
府
県
知
事
等

に
代
わ
っ
て
特
定
河
川
工
事
を
行
う
際
に
行
使
す
る

権
限
に
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
の
三
第
一
項

関
係
）

２

１
の
洪
水
時
等
に
お
け
る
緊
急
措
置
に
係
る
権
限

の
う
ち
、損
失
の
補
償
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
特
定
河
川
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お

い
て
も
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
七
条
の
三
第
二
項
関
係
）

◇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央

金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
一
〇
号
）（
経
済
産
業
省
）

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央

金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六

一
号
）
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、

令
和
七
年
六
月
一
三
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
一
一
号
）（
経
済
産
業
省
）

一

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
の
一
部
改

正
関
係
（
第
一
条
関
係
）

１

業
務
の
範
囲

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
二
一
条
第
三
項
第
一
〇
号
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
の

株
主
で
あ
る
も
の
が
、
そ
の
定
款
の
変
更
以
外

の
事
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ

る
者
以
外
の
者
と
な
っ
た
こ
と
。

法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
で
あ
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
株
主
で

あ
る
も
の
（
以
下「
融
資
対
象
株
主
」と
い
う
。）

の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
が
、
当
該
融
資
対

象
株
主
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
、
当

該
融
資
対
象
株
主
の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員

で
な
く
な
っ
た
こ
と
。

イ

定
款
の
変
更

ロ

構
成
員
を
有
さ
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体

へ
の
変
更

ハ

定
款
で
定
め
る
存
続
期
間
又
は
存
立
時
期

の
満
了
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
由
以
外

の
事
由
に
よ
る
解
散

ニ

に
掲
げ
る
事
由
（
当
該
構
成
員
の
責
め

に
帰
す
べ
き
場
合
を
除
く
。）
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７

指
定
紛
争
解
決
機
関
に
係
る
名
称
の
使
用
制
限
の

適
用
除
外

法
第
六
〇
条
の
三
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

銀
行
法
第
五
二
条
の
七
七
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
指
定
の
い
ず
れ
か
を
受
け

た
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三
条
関
係
）

無
尽
業
法
第
三
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法

律
第
一
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

農
業
協
同
組
合
法
第
九
二
条
の
六
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

水
産
業
協
同
組
合
法
第
一
一
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
六
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第

六
条
の
五
の
一
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

信
用
金
庫
法
第
八
五
条
の
一
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定

長
期
信
用
銀
行
法
第
一
六
条
の
八
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

労
働
金
庫
法
第
八
九
条
の
一
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定

銀
行
法
第
五
二
条
の
六
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定

貸
金
業
法
第
四
一
条
の
三
九
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定

保
険
業
法
第
三
〇
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
第
五
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定

農
林
中
央
金
庫
法
第
九
五
条
の
六
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

信
託
業
法
第
八
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
九
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
指
定

８

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

二

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関

係
（
第
六
条
関
係
）

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
第
二
六
条
第
一
項
第
八

号
ニ
の
政
令
で
定
め
る
販
売
又
は
役
務
の
提
供
に
株
式

会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
〇
条
の
三
五
第
一
項

第
八
号
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
行
う
同
条

第
二
項
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
た
。

三

そ
の
他
関
係
政
令
の
整
備

１

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
〇
条
の
三

五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
を
指
定

紛
争
解
決
機
関
の
名
称
の
使
用
制
限
の
適
用
除
外
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
〜
第
五
条
及
び
第
七

条
〜
第
一
八
条
関
係
）

２

金
融
庁
の
所
掌
事
務
と
し
て
、
株
式
会
社
商
工
組

合
中
央
金
庫
法
第
六
〇
条
の
三
五
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
検
査
そ
の
他
の
監
督
に
関

す
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
関

係
）

四

附
則

１

一
の
３
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式

会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
五
十
八
号

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
通
じ
て
」
の
下
に
「
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
地
域
の
経
済
の
再
建
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

支
援
基
準
は
、
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
地
域
の
経
済
の
再
建
の
た
め
の
当
該
地
域
の
事
業
者
に
対
す
る
迅
速
か

つ
適
切
な
支
援
の
実
施
に
必
要
な
事
項
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
第
八
項
、
第
三
十
二
条
の
二
第
七
項
、
第
三
十
二
条
の
十
第
六
項
及
び
第
三
十
二
条
の
十
一
第
三
項
中

「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
場
合
」
の
下
に「（
第
三
項
の
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
残
余
財
産
の

額
が
前
項
」
を
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
残
余
財
産
の
額
が
同
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
株
主
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
残
余
財
産
の
額
が
株
式
の
払
込
金
額
の
総

額
を
下
回
る
と
き
は
、
当
該
残
余
財
産
の
額
は
、
会
社
法
第
五
百
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、政
府
保
有
株
式（
預

金
保
険
機
構
の
保
有
す
る
株
式
の
う
ち
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
株
式
に
つ
い
て
そ
の
払
込
金
額
を
限
度
と
し
て
分
配
し
、
分
配
の
結
果
な
お
残
余
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
を
政
府
保
有
株
式
に
つ
い
て
分
配
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
第
五
十
六
条
第
二
項
」
を
「
並
び
に
第
五
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
六
条
」
を
「
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
残
余
財
産
の
額
が
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
額
及
び

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
の
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
預
金
保
険
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
当
該
残
余
財
産
の
額
を
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
拠
出
金
を
拠
出
し
た
者

に
対
し
そ
の
拠
出
金
の
額
を
限
度
と
し
て
分
配
し
、
分
配
の
結
果
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
を
国

庫
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
七
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
法
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、同
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治


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第
一
条
中
「
、
基
本
方
針
の
策
定
」
を
削
り
、「
講
ず
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約

に
定
め
る
権
利
を
的
確
に
行
使
し
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
適
正
な
利
用
を
図

る
た
め
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可
等
に
つ
い
て
定
め
る
」

を
加
え
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
の
う
ち
第
八
条

第
一
項
」
を
「
に
お
い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
を
促
進
す
る
区
域
と
し
て
第
十
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
排
他
的
経
済
水
域
」
と
は
、
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
七
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
の
排
他
的
経
済
水
域
を
い
う
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
」
と
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お

い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
者
を
募
集
す
る
区
域
と
し
て
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
を
い
う
。

第
三
条
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
」
及
び
「
、
関
係
地
方
公
共
団
体
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
」
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
」
を
削
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
中
「
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
」
及
び
「
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
」
を
削
り
、同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及

び
第
四
号
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
」
の
下
に
「
及
び
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
」
を
削
り
、
第
二
章
中
同
条
を

第
六
条
と
す
る
。

第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

領
海
及
び
内
水
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

第
三
十
六
条
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
五
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
四

十
七
条
第
一
項
」
に
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、同
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
三

項
」
に
改
め
、「
国
土
交
通
大
臣
の
」
を
削
り
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条

を
第
五
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
条
第

一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
五
条
又

は
第
三
十
一
条
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
占
用
公
募
」
の
下
に
「
又
は
設
置
募
集
」
を
加
え
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行

為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
占
用
公
募
」
の
下
に
「
又
は
設
置
募
集
」
を
加
え
、「
者
も
」
を
「
と
き

は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
も
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
の
認
定
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
の
認
定
又
は
仮
許
可
」
に
改
め
、「
、
当
該
認

定
」
の
下
に
「
若
し
く
は
当
該
仮
許
可
」
を
加
え
、「（
以
下
」
を「（
次
条
に
お
い
て
」
に
改
め
、「
い
う
。）」
の
下
に「
若

し
く
は
当
該
仮
許
可
に
係
る
募
集
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
募
集
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
当
該
占
用
公
募
」
を
「
当

該
公
募
又
は
当
該
募
集
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
三
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
四
章
中
第
三
十
条
を
第
五
十
二
条
と
し
、
第
二
十
九
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、第
二
十
八
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
海
域
の
利
用
を
促
進
す
る
」
を
「
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
の
利
用
を
促
進
し
、
並
び
に

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
適
正
な
利
用
に
資
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
九

条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条
第
六
項
」
に
、「
第
二
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
八

条
第
九
項
」
に
改
め
、
第
三
章
第
三
節
中
同
条
を
第
三
十
条
と
し
、
同
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

第
一
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
禁
止
行
為

第
三
十
一
条

何
人
も
、
第
三
十
八
条
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
排
他
的
経
済
水
域
に
海
洋
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
（
そ
の
規
模
、
設
置
の
形
態
そ
の
他
の
事
由
を
勘
案
し
て
そ
の
設
置
に
よ

り
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
適
正
な
利
用
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）及
び
そ
の
附
属
設
備
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
五
十
八
条
１
に

規
定
す
る
海
底
電
線
を
除
く
。）を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
又
は
国
か
ら
そ
の
設
置
に
係
る
委
託
を
受

け
た
者
が
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
五
十
九
号

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
五
条
）

第
二
章

基
本
方
針
（
第
六
条
）

第
三
章

領
海
及
び
内
水
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

第
一
節

総
則
（
第
七
条

第
九
条
）

第
二
節

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
指
定
等
（
第
十
条

第
十
五
条
）

第
三
節

公
募
占
用
計
画
の
認
定
等
（
第
十
六
条

第
二
十
六
条
）

第
四
節

監
督
等
（
第
二
十
七
条

第
三
十
条
）

第
四
章

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

第
一
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
禁
止
行
為
（
第
三
十
一
条
）

第
二
節

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
指
定
（
第
三
十
二
条
）

第
三
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
係
る
仮
の
地
位
を
付
与

す
る
処
分
等
（
第
三
十
三
条

第
三
十
五
条
）

第
四
節

協
議
会
（
第
三
十
六
条
）

第
五
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可
等
（
第
三
十
七

条

第
三
十
九
条
）

第
六
節

許
可
事
業
者
の
義
務
等
（
第
四
十
条

第
四
十
三
条
）

第
七
節

雑
則
（
第
四
十
四
条

第
四
十
八
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
四
十
九
条

第
五
十
二
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
五
十
三
条

第
五
十
八
条
）

附
則


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第
二
節

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
指
定

第
三
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
排
他
的
経
済
水
域
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る

相
当
の
面
積
の
区
域
を
、海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
気
象
、海
象
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
が
適
当
で
あ
り
、

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
れ
ば
そ
の
出
力
の
量
が
相
当
程
度
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

二

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
漁
業
に
明
白
な
支
障
が
及
ぶ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
。

三

当
該
区
域
の
海
洋
環
境
の
状
況
か
ら
み
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
が
海
洋
環
境
の
保

全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
区
域
の
状
況
を
調
査
す
る
も
の

と
す
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
調
査
に
係
る
区
域
の
位
置
及
び
区
域
並

び
に
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
環
境
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
区
域
の
海
洋
環
境
に
関
す
る
情

報
を
収
集
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
経
済
産
業
大
臣
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

５

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
区
域
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
位
置
及
び
区
域
を
公
告
し
、
当
該
指
定
の
案
を
、
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
理

由
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週
間
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
者
は
、
同
項
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
縦
覧
に

供
さ
れ
た
指
定
の
案
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

意
見
書
の
写
し
を
添
え
て
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
指
定
を
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
関
し
次
に
掲
げ
る
事
項
を
併
せ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

募
集
の
対
象
と
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
区
分

等
二

募
集
の
対
象
と
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
出
力
の
量
の
基
準

三

供
給
価
格
上
限
額

四

そ
の
他
募
集
の
対
象
と
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
を
長
期
的
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

五

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
募
集
す
る
期
間

９

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
調
達
価
格
等

算
定
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
調
達
価
格
等
算
定

委
員
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

10

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
八
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
を
し
た
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
位
置
及
び
区
域
並
び
に
当

該
指
定
を
し
た
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
関
し
定
め
ら
れ
た
第
八
項
各
号
（
第
三
号

を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

経
済
産
業
大
臣
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
指
定
を
受
け
た
区
域
の
全
部
又
は

一
部
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し

な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
指
定
を
解
除
し
、

又
は
そ
の
区
域
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

13

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
又
は
区
域
の
縮
小
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
の
解
除
を
し
た
旨
又
は
当
該
区
域
の
縮
小
を
し
た
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
位
置
及
び
区
域
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
八
項
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
の
満
了
後
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募

集
区
域
内
に
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
仮
許
可
区
域
又
は
第
三
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
区
域
で
な

い
区
域
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
現
に
さ
れ
て
い
る
区
域
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
未
利
用

区
域
」
と
い
う
。）が
あ
る
場
合
は
、
当
該
未
利
用
区
域
に
関
し
定
め
ら
れ
た
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

15

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
項

中
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
」
と
、「
当
該
指
定
を
し
た
海
洋

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
当
該
未
利
用
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
三
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
係
る
仮
の
地
位
を

付
与
す
る
処
分
等

（
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
係
る
仮
の
地
位
を
付
与
す
る
処

分
）

第
三
十
三
条

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
お
い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
設
置
に
係
る
仮
の
地
位

を
付
与
す
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設

置
募
集
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
前
条
第
八
項
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
（
そ
の
期
間
に
つ
き
同
条
第
十
四
項
の
規

定
に
よ
る
変
更
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
期
間
）
内
に
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
請
書
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
」
と
い
う
。）の
案
及
び
区
域
図
の
案
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
の
案
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
の
う
ち
、
当
該
申
請
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
区
域

二

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
以
外
の
海
域
の
う
ち
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
附
属
設
備
で
あ
っ
て
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
電
線
路
と
電
気
的
に
接
続

す
る
た
め
の
も
の
を
設
置
す
る
区
域

三

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
内
容
及
び
実
施
時
期

四

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
区
分
等

五

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
構
造

六

工
事
の
実
施
方
法

七

工
事
の
時
期

八

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
出
力

九

供
給
価
格

十

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
維
持
管
理
の
方
法
（
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
の
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
及
び
航
空
機
に
対
し
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
。）





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

十
一

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
必
要
な
人
員
及
び
物
資
の
輸
送
に
利

用
す
る
港
湾
に
関
す
る
事
項

十
二

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
の
方
法

十
三

関
係
漁
業
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
と
の
調
整
を
行
う
た
め
の
体
制
及
び
能
力
に
関
す
る
事
項

十
四

気
象
、
海
象
、
海
底
の
地
形
そ
の
他
の
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
海
域
（
政

令
で
定
め
る
そ
の
上
空
及
び
海
底
の
区
域
を
含
む
。）に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
し
、
及
び
維
持
管
理
す
る
過
程
で
取
得
す
る
も
の
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
五

資
金
計
画
及
び
収
支
計
画

十
六

そ
の
他
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

（
仮
の
地
位
を
付
与
す
る
処
分
の
基
準
等
）

第
三
十
四
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請

を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）に
仮
の
地
位
を
付
与
す
る
処
分（
以
下「
仮

許
可
」
と
い
う
。）を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
前
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
が
他
の
申
請
に
係
る
こ
れ
ら
の
区
域
と
重

複
し
て
い
な
い
場
合

次
に
掲
げ
る
基
準

イ

供
給
価
格
が
供
給
価
格
上
限
額
以
下
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置

計
画
の
案
が
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
第
三
十
二
条

第
八
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
及
び
そ
の
維
持
管
理
の
方
法
が
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ハ

申
請
者
に
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
及
び
経
理

的
基
礎
が
あ
る
こ
と
。

ニ

申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な

い
者第

四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
許
可
又
は
許
可
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日

か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
関
し
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
明
ら
か
な
者

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る

も
の

二

当
該
申
請
に
係
る
前
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
が
他
の
申
請
に
係
る
こ
れ
ら
の
区
域
と
重

複
し
て
い
る
場
合

次
に
掲
げ
る
基
準

イ

供
給
価
格
が
供
給
価
格
上
限
額
以
下
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置

計
画
の
案
が
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
第
三
十
二
条

第
八
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
照
ら
し
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
長
期

的
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
の
観
点
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

前
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、仮
許
可
に
は
、排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
適
正
な
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
有
効
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る

と
と
も
に
、
必
要
な
条
件
（
有
効
期
間
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
仮
許
可
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る

と
と
も
に
、
当
該
仮
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
仮
許
可
事
業
者
」
と
い
う
。）の
氏
名
又
は
名
称
、
当
該
仮
許
可
に

係
る
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
（
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
に

係
る
も
の
を
除
く
。）（
以
下
「
仮
許
可
区
域
」
と
い
う
。）の
位
置
及
び
区
域
、
当
該
仮
許
可
の
有
効
期
間
そ
の
他
経

済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
影
響
評
価
法
の
特
例
）

第
三
十
五
条

仮
許
可
事
業
者
（
当
該
仮
許
可
事
業
者
が
当
該
仮
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

に
つ
い
て
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
。
こ
の
条
及
び
次
条

第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該
仮
許
可
（
当
該
仮
許
可
事
業
者
が
当
該
仮
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
）
に
係
る
海

洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
仮
許
可
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法

第
二
章
第
一
節
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
節

協
議
会

第
三
十
六
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
仮
許
可
を
し
た
と
き
は
、
当
該
仮
許
可
区
域
を
含
む
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
ご
と
に
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区

域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会（
以
下「
協

議
会
」
と
い
う
。）を
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。

２

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

一

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣

二

農
林
水
産
大
臣

三

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
募
集
区
域
に
係
る
仮
許
可
事
業
者

四

関
係
漁
業
者
の
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交

通
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
者

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
前
項
第
三
号

及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
、
当
該
協
議
を
行
う
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
の
協
議

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
構
成
員
以
外
の
港
湾
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
に
対

し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
結
果
と
仮
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置

計
画
の
案
又
は
区
域
図
の
案
と
の
間
に
相
違
が
あ
る
と
き
は
、仮
許
可
事
業
者
は
、当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
計
画
の
案
又
は
当
該
区
域
図
の
案
に
つ
い
て
当
該
結
果
と
整
合
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

第
五
節

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可
等

（
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
許
可
）

第
三
十
七
条

仮
許
可
事
業
者
は
、
当
該
仮
許
可
区
域
に
お
い
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
仮
許
可
事
業
者
は
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
請
書
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
及
び
区
域
図
を
添
え
て
、
経
済

産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、前
項
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
許
可
の
基
準
等
）

第
三
十
八
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
に
係
る
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
必
要
な
人
員
及
び
物
資
の
輸
送
に
関
し

港
湾
法
第
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
拠
点
港
湾
又
は
こ
れ
と
同
等

の
機
能
を
有
す
る
港
湾
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。


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二

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
と
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
電
線
路
と
の
電
気
的

な
接
続
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

三

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
及
び
当
該
区
域
図
が
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た

事
項
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
区
域
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
航
路
の
利
用
に
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

五

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
漁
業
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

六

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
に
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
適
正
な
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の
有
効
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
条
件
を

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
を
し
た
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下「
許
可
事
業
者
」と
い
う
。）

の
氏
名
又
は
名
称
、
当
該
許
可
に
係
る
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号

に
掲
げ
る
区
域
（
次
項
及
び
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
「
許
可
区
域
」
と
い
う
。）の
位
置
及
び
区
域
、
当
該
許

可
の
有
効
期
間
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

許
可
事
業
者
は
、
当
該
許
可
区
域
（
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
お
い
て
当
該
許

可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
の
許
可
等
）

第
三
十
九
条

許
可
事
業
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
又
は
区
域
図
を

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
変
更
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
許
可
事
業
者
は
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
申
請
書
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
又
は
区
域
図
を
添
え
て
、
経
済
産

業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準

二

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準

４

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

許
可
事
業
者
は
、第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
当
該
変
更
の
内
容
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
節

許
可
事
業
者
の
義
務
等

（
許
可
事
業
者
の
義
務
）

第
四
十
条

許
可
事
業
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
（
前
条
第
三
項
又

は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
又
は
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
第
四
十
六
条
第
二
項

及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
従
っ
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
、
維
持
管
理
及
び
撤
去

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
置
に
関
す
る
工
事
の
届
出
等
）

第
四
十
一
条

許
可
事
業
者
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
工
事
を
す
る
と
き
は
、
当

該
工
事
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

工
事
が
行
わ
れ
る
海
域
の
位
置
及
び
区
域
並
び
に
当
該
工
事
の
内
容
及
び
工
期
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
経
済
産

業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、許
可
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
、海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
工
事
が
行
わ
れ
る
海
域
の
位
置
及
び
区
域
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
命
令
）

第
四
十
二
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、許
可
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

工
事
そ
の
他
の
行
為
の
中
止
、
工
作
物
若
し
く
は
船
舶
そ
の
他
の
物
件
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
工
作
物
等
」
と

い
う
。）の
撤
去
、
移
転
若
し
く
は
改
築
、
工
事
そ
の
他
の
行
為
若
し
く
は
工
作
物
等
に
よ
り
生
じ
た
若
し
く
は
生
ず

べ
き
障
害
を
除
去
し
、
若
し
く
は
予
防
す
る
た
め
必
要
な
施
設
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
又
は
原
状
の
回

復
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
工
作
物
等
の
撤
去
等
」
と
い
う
。）を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

二

第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
三
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
さ

れ
た
条
件
（
第
四
十
四
条
第
四
項
又
は
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た

も
の
を
含
む
。）に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
四
十
条
（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
に
係
る

部
分
を
除
く
。）、
前
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

２

第
二
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
及
び
国

土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
国
土
交
通
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通

省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
廃
止
の
届
出
及
び
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
の
確

認
等
）

第
四
十
三
条

許
可
事
業
者
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業

省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
事
項
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
設
置
（
工
事
中
の
場
合
を
含
む
。）さ
れ
て
い
る
場
合

当
該
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
に
関
す
る
工
事
が
行
わ
れ
る
海
域
の
位
置
及
び
区
域
並
び
に
当
該
工
事
の

内
容
及
び
工
期

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
廃
止
す
る
旨

２

許
可
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
に
関

す
る
工
事
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
が
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
四
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
撤
去
に
関
す
る
工
事
を
行
っ
た
許
可
事
業
者
（
同
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
当
該
工
事
を
し
な
い
者
を
含
む
。）に
対
し
、
工
作
物
等
の
撤
去
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

許
可
事
業
者
が
第
二
項
の
確
認
を
受
け
た
と
き
（
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
届
出
が

あ
っ
た
と
き
）
は
、
当
該
許
可
事
業
者
に
係
る
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
二
項
の
確
認
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
許
可
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が

撤
去
さ
れ
た
海
域
の
位
置
及
び
区
域
そ
の
他
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６

第
二
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
及
び

国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
国
土
交
通
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交

通
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
七
節

雑
則

（
地
位
の
承
継
）

第
四
十
四
条

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
仮
許
可
事
業
者
又
は
許
可
事
業
者
が
有
し
て
い
た
地
位
を
承
継
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
て
、
そ
の
地
位
の
承
継
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

一

仮
許
可
事
業
者
又
は
許
可
事
業
者
の
一
般
承
継
人

二

許
可
事
業
者
か
ら
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
当
該
許
可
事
業
者
が
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
取
得
し
た
者

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
申
請
書
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画（
仮
許
可
事
業
者
の
一
般
承
継
人
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
案
）
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
に
係
る

認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
申
請
を
し
た
者
（
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）が
仮
許
可
事
業
者
の
一
般
承
継
人

で
あ
る
場
合

第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準

二

申
請
者
が
許
可
事
業
者
の
一
般
承
継
人
又
は
許
可
事
業
者
か
ら
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
関
す

る
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
場
合

前
号
に
定
め
る
基
準
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
基
準

４

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
す
る
に
際
し
て
は
、
当
該
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
承
継

に
係
る
仮
許
可
又
は
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
、
第
三
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第
二
項

（
第
三
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
定
め
た

有
効
期
間
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ

れ
た
も
の
を
含
む
。）を
変
更
し
、
又
は
第
三
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
付
し
た

条
件
（
こ
の
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
し
、
又
は
新
た
に
付
し
た
も
の
を
含
む
。）

を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
変
更
し
、
若
し
く
は
新
た
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通

知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
認
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
当
該
認
可
を
し
た
承
継
に
係
る
仮
許
可
区
域
又
は

許
可
区
域
の
位
置
及
び
区
域
、
当
該
認
可
を
し
た
承
継
に
係
る
仮
許
可
又
は
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期

間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
期
間
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
そ
の
他
経
済
産
業
省

令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
第
三
項
の
認
可
を
さ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
認
可
に
係
る
仮
許
可
事
業
者
又
は

許
可
事
業
者
が
有
し
て
い
た
地
位
を
承
継
す
る
。

（
仮
許
可
又
は
許
可
の
取
消
し
等
）

第
四
十
五
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
仮
許
可
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
仮
許
可
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
そ
の
有
効
期
間
を
短
縮
し
、
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
新
た

な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
仮
許
可
を
受
け
た
と
き
。

二

第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
（

を
除
く
。）に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

三

第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
（
前
条
第
四
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
変

更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）に
違
反
し
た
と
き
。

四

第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

２

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
許
可
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
三
十

八
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
そ
の
有
効
期
間
を
短
縮
し
、
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又

は
新
た
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
（

を
除
く
。）に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

第
三
十
六
条
第
四
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
四
十
条
又
は
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
違
反
し
た
と
き
。

三

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

四

第
三
十
八
条
第
二
項
（
第
三
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
さ

れ
た
条
件
（
前
条
第
四
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）に
違

反
し
た
と
き
。

五

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
当
該
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
期
間
内
に
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
開
始
せ
ず
、
又
は
引
き
続
き
一
年
以
上
そ
の
事
業
を
休
止

し
た
と
き
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
許
可
又
は
許
可
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
公
示
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
仮
許
可
又
は
許
可
の
有
効
期
間
を
短
縮
し
た
と
き
は
、
短
縮
後
の
有
効
期

間
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
旧
許
可
事
業
者
等
の
撤
去
義
務
等
）

第
四
十
六
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
許
可
事
業
者

等
」
と
い
う
。）は
、
第
四
十
条
（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十

三
条
第
三
項
及
び
第
六
項
並
び
に
次
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

六
項
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
許
可
事
業
者
と
み
な
す
。

一

許
可
事
業
者
が
第
三
十
八
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
第
四
十
三
条
第
二
項
の
確

認
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

当
該
許
可
事
業
者
で
あ
っ
た
者

二

許
可
事
業
者
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合

当
該
許
可
事
業
者
で
あ
っ
た
者

三

許
可
事
業
者
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
第
四
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
承
継
が
な
か
っ
た
と
き

清
算

人
又
は
破
産
管
財
人

四

許
可
事
業
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
相
続
人
（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
協
議
に
よ

り
許
可
事
業
者
が
有
し
て
い
た
地
位
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
）
が
第
四
十
四
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
る
承
継
を
し
な
か
っ
た
と
き

当
該
相
続
人

五

許
可
事
業
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
と
き

相
続
人
に
代
わ
っ
て

相
続
財
産
を
管
理
す
る
者

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
許
可
事
業
者
等
は
、
そ
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
に
記
載

さ
れ
た
第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣

に
申
請
し
て
、
変
更
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
三
十

四
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
第
三
十
二
条
第
八
項
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
（
第

二
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
請
に
係
る
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

旧
許
可
事
業
者
等
は
、
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
変
更
の
内
容
を
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
設
置
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
第
四
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
条
第
三
項
又
は
第

五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
と
、「
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
あ
る
の
は

「
同
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
す
る
。

６

旧
許
可
事
業
者
等
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
撤
去
に
関
す
る
工
事
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ

の
結
果
が
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
及

び
国
土
交
通
大
臣
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
十
三
条
第
五
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。
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２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
選
定
事
業
者
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る
。第

十
一
条
第
一
項

前
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
と
き
は
こ
れ
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
、
第
八
条
第
一
項
の
意
見
に

配
意
し
て
第
五
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ

る
事
項
に
検
討
を
加
え

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律

第
八
十
九
号
。
以
下「
整
備
法
」と
い
う
。）

第
十
一
条
第
一
項
の
海
洋
環
境
等
調
査
方

法
書
に
記
載
さ
れ
た
整
備
法
第
十
条
第
四

項
の
海
洋
環
境
等
調
査
の
項
目
及
び
手
法

並
び
に
当
該
項
目
及
び
手
法
を
選
定
し
た

理
由
並
び
に
当
該
海
洋
環
境
等
調
査
の
結

果
を
考
慮
し
て

第
十
五
条

第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
条
第
一
項
、
第

四
項
又
は
第
五
項
の
意
見

整
備
法
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
七
項
の

環
境
保
全
意
見

第
六
条
第
一
項
の
地
域

整
備
法
第
十
一
条
第
六
項
の
地
域

第
二
十
一
条
第
一
項

第
一
号

同
条

第
十
一
条

第
二
十
八
条
、
第
二

十
九
条
第
一
項
及
び

第
三
十
条
第
一
項

第
七
条

第
十
六
条

第
二
十
八
条

第
五
条
か
ら

第
十
一
条
か
ら
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（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
四
十
七
条

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
経
済
産

業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
仮
許
可
事
業
者
若
し
く
は
許
可
事
業
者
に
対
し
必
要
な
報
告

を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
整
備
す
る
場
所
若
し
く
は
当
該
仮
許
可
事

業
者
若
し
く
は
当
該
許
可
事
業
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
国
際
約
束
の
誠
実
な
履
行
）

第
四
十
八
条

こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
誠
実
な
履

行
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を「（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
を
「
こ
の
章
の

規
定
」
に
、「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
法
律
」
を
「
こ
の
章
の
規

定
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
を
「
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
一
項
の
」
を
「
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
」
に
、「
付
し
た
条
件
」
を
「
付
さ
れ
た
条
件
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
、
又
は
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
を
含

む
。）」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
第
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

第
二
十
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」を「
前

項
第
一
号
」
に
、「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を

第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
を
同
章
第
四
節
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
第
十
七
条
第
一
項
又

は
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

２

港
湾
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
選
定
事
業
者
が
第
十
七
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め

ら
れ
た
認
定
公
募
占
用
計
画
に
従
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
行
為
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
章
第
二
節
中
第
二
十
二
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

選
定
事
業
者
が
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
環
境
影
響
評
価
法
の
特
例
）

第
二
十
五
条

選
定
事
業
者
が
そ
の
認
定
公
募
占
用
計
画
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
場
合

に
お
け
る
当
該
選
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
章
第
一
節
及

び
第
三
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
十
条
第
一
項
」

を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十

七
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

二
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
そ
の
旨
」
を「
当
該
変
更
の
内
容
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
三
条

第
二
項
第
十
五
号
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
同

条
第
五
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、

「
、
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
四
号
中
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
区
分
等
」
の
下
に「（
第
三
十
二
条
第
八
項
第
一

号
及
び
第
三
十
三
条
第
三
項
第
四
号
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
区
分
等
」
と
い
う
。）」を
加
え
、

同
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

気
象
、
海
象
、
海
底
の
地
形
そ
の
他
の
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
す
る
海
域
（
政

令
で
定
め
る
そ
の
上
空
及
び
海
底
の
区
域
を
含
む
。）に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置
し
、
及
び
維
持
管
理
す
る
過
程
で
取
得
す
る
も
の
の
管
理
に
関
す
る
事
項

第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
単
に
」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
中
「
次
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
五
条
第
一
項
第

一
号
に
お
い
て
」
及
び
「
第
六
項
及
び
同
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
及
び
第
九
号
中
「
第
十

六
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
、「
単
に
」
を
削
り
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
促
進
法
」
を
「
整
備
法
」
に
、「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
十

三
条
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
十
号
」
に
、「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
第

十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
三
章
第
二
節
を
同
章
第
三
節
と
す
る
。

第
三
章
第
一
節
中
第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
八
条
第
一
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

当
該
区
域
の
海
洋
並
び
に
そ
の
周
辺
の
海
岸
及
び
そ
の
近
傍
の
土
地
の
環
境
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お

い
て
「
海
洋
環
境
等
」
と
い
う
。）の
状
況
か
ら
み
て
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
が
当
該
区

域
の
海
洋
環
境
等
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
八
条
第
二
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
変
更
す
る
」
を
「
縮
小
す
る
」
に
改
め
、
同
項

後
段
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
そ
の
旨
及
び
」
を
削
り
、「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
」
の
下
に
「
の
位
置
及
び
区
域
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
、
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
に
」
の
下
に
「
対
し
、」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
国
土
交

通
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
区
域
に
つ
い
て
」を
加
え
、「
、
あ
ら
か
じ
め
」を
削
り
、「
そ

の
旨
」
を
「
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
位
置
及
び
区
域
」

に
、「
公
告
か
ら
」
を
「
公
告
の
日
か
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
調
査
に
係
る
区
域

の
位
置
及
び
区
域
並
び
に
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
環
境
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
区
域
の
海
洋
環
境
等
に
関
す
る

情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
次
条
第
一
項
の
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
に
記
載
さ
れ
た
海
洋
環
境
等
調
査
（
海
洋
環
境

等
に
関
す
る
調
査
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
同
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
項
目
ご
と
に
、
当
該
海
洋
環
境
等
調
査
方

法
書
に
記
載
さ
れ
た
海
洋
環
境
等
調
査
の
手
法
に
基
づ
い
て
、
海
洋
環
境
等
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
経
済
産
業

大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
解
除
又
は
区
域
の
縮
小
を
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
の
解
除
を
し
た
旨
又
は
当
該

区
域
の
縮
小
を
し
た
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
位
置
及
び
区
域
を
公
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
作
成
等
）

第
十
一
条

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
海
洋
環
境

等
調
査
方
法
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一

海
洋
環
境
等
調
査
に
係
る
区
域
の
位
置
及
び
区
域
並
び
に
そ
の
周
囲
の
概
況

二

海
洋
環
境
等
調
査
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

三

海
洋
環
境
等
調
査
の
項
目
及
び
手
法
並
び
に
当
該
項
目
及
び
手
法
を
選
定
し
た
理
由

四

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項

２

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
を
作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
海
洋
環
境
等
調
査
の
項
目
及
び
手
法

に
つ
い
て
、
当
該
海
洋
環
境
等
調
査
に
係
る
区
域
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
環

境
保
全
意
見
」
と
い
う
。）を
求
め
る
た
め
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案

を
作
成
し
た
旨
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、当
該
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
を
、

当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
（
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
縦
覧
等
期
間
」
と
い
う
。）、
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
、

か
つ
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
縦
覧
等
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法

書
の
案
の
記
載
事
項
を
周
知
さ
せ
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
に
つ
い
て
の
環
境
保
全
意
見
の
表
明
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
か
ら

縦
覧
等
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
保
全
意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
配
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
を
作
成
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。）に
対
し
、環
境
保
全
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
保
全
意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
項
の
期
間
満
了
後
、

当
該
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
に
対
し
、
そ
の
意
見
書
の
写
し
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７

環
境
大
臣
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
環
境
保
全
意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
勘
案
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

８

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
を
作
成
し
た
と
き
は
、
電
気
工
作
物
の
工
事
、
維
持
及
び
運
用
の

規
制
の
観
点
か
ら
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

９

環
境
大
臣
は
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
並
び
に
第
四
項

又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
保
全
意
見
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
環
境
保
全
意
見
及
び
こ
れ

に
つ
い
て
の
環
境
大
臣
の
見
解
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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環
境
大
臣
は
、
第
一
項
第
四
号
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
の
環
境
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章
第
一
節
を
同
章
第
二
節
と
し
、
同
節
の
前
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
一
節

総
則

（
関
係
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
七
条

関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
第
四
条
に
規
定
す
る
国
の
施
策
に
協
力
し
て
、
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
者
の
責
務
）

第
八
条

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
者
は
、
第
五
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
者
の
協
力
）

第
九
条

国
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
は
、

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
我
が
国
の
領
海
及
び
内
水
の
海
域
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
の
指
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
五
項
、
第
十
条
（
第
九
項
及
び
第
十
項
を
除
く
。）、
第
十
一
条
及
び
第
二

十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
新

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
区
域
（
施
行
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧

法
」
と
い
う
。）第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
が
開
始
さ
れ
た
区
域
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
区
域
」
と
い
う
。）を
除
く
。）に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
旧
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
（
特
定
区
域
を
含
む
。）に
係
る
指

定
の
基
準
及
び
海
洋
環
境
（
当
該
区
域
の
周
辺
の
海
岸
及
び
そ
の
近
傍
の
土
地
の
環
境
を
含
む
。）に
関
す
る
調
査
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
公
募
占
用
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

施
行
日
前
に
旧
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
募
に
応
じ
て
選
定
事
業
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
公

募
占
用
計
画
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
ま
だ
そ
の
公
募
占
用
計
画
に
係
る
選
定
事
業

者
の
選
定
が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
選
定
事
業
者
の
選
定
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
て
い
る
又
は
施
行
日
以
後
に
前
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
選
定
さ
れ
る
選
定
事
業
者
に
係
る
公
募
占
用
計
画
の
認
定
及
び
変
更
並
び
に

認
定
に
基
づ
く
地
位
の
承
継
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
関
す
る
特
例
）

第
三
十
七
条

第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
四
か
ら
第
二
十
四
条
の
五
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十

四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
を
除
く
。）並
び
に
第
六
十
条
第
一
項
、第
四
項
、

第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第

二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
が
選
任
し
た
運
送
利
用
管
理
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項

貨
物
の
運
送

貨
物
の
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運

送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も

の
を
除
く
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置

を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の

施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
港
湾
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項

若
し
く
は
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
水
産
資
源
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
」
を
「
海
洋
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
五
の
見
出
し
を「（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三
項
」
を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条

第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
真
荷
主
か
ら
引
き
受
け
た
貨
物
の
運
送
に
係
る
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
の
制
限
）

第
二
十
三
条
の
四

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
真
荷
主
（
第
二
十
四
条
の

五
に
お
い
て
単
に
「
真
荷
主
」
と
い
う
。）か
ら
引
き
受
け
た
貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
の
行
う
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運
送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
利
用
す
る
と
き
は
、
当
該
貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
当
該
他
の
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
か
ら
の
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
制
限
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
」
を
「
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
は
」
に
改
め
、「（
次
条
及
び
第
二
十
四
条
の
三
に
お
い
て
「
健
全
化
措
置
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、

同
項
第
三
号
中
「
他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
更
に
」
を
「
貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
当
該
」
に
、「
の
行
う

運
送
を
利
用
す
る
場
合
に
関
し
」
を
「
か
ら
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
健
全
化
措
置
」
を
「
第
二
十
三
条
の
四
の
措
置
及
び
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

措
置
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
健
全
化
措
置
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
六
項
中
「
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
を
「
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
」
に

改
め
る
。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
十
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
八
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
、
第
十
二
条
、
第
二
十
四
条
の
五
及
び
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
七
条
の

二
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中「（
自
ら
の
事
業
に
関
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
と
の
間
で
運
送
契
約
を
締
結
し
て
貨
物

の
運
送
を
委
託
す
る
者
で
あ
っ
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
第
二
十
四
条
の
五
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
「
真
荷
主
」
と
は
、自
ら
の
事
業
に
関
し
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
貨
物
利
用
運
送
事
業
者（
次

に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
四
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
間
で
運
送
契
約
を
締
結
し

て
貨
物
の
運
送
を
委
託
す
る
者
で
あ
っ
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
以
外
の
も
の

を
い
う
。

一

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運

送
事
業
者
（
以
下
単
に
「
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。）

二

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

三

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
人
国
際
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

を
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎

防
衛
大
臣

中
谷

元





第
二
十
三
条
の
四

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
第
一
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
の

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
又
は
第
一
種
貨
物
利
用

運
送
事
業
（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
条
第
七
項

に
規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
を
い
う
。）

の

第
二
十
四
条
第
二
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
第
二
項
た

だ
し
書

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
第
一
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
第
三
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
二
第
一

項

貨
物
自
動
車
利
用
運
送
を

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
（
そ
の
行
う
貨

物
自
動
車
利
用
運
送

第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
（
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の

行
う
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運
送

を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の

を
除
く
。）を
利
用
し
て
す
る
貨
物
の
運
送

第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
二

十
四
条
の
三
第
一
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
二

十
四
条
の
四
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で

特
別
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

特
別
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
三

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
四

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

前
項
（
同
条
第
六
項
及
び

第
三
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
三
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
受
け
た
者
」
の
下
に「（
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事

業
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
前
段
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
の
四
か
ら
第
二

十
四
条
の
五
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。）並
び
に
第

六
十
条
第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
、第
十
三
条
」

に
、「
、
第
三
十
三
条
」
を
「
並
び
に
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
六
十
条
第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び

第
七
項
」
を
削
り
、「
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
が
選
任
し
た
運
送
利
用
管
理
者
に
つ
い
て
」
を
加
え
、

同
項
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項

貨
物
の
運
送

貨
物
の
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運

送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も

の
を
除
く
。）

第
二
十
三
条
の
四

つ
い
て
他
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者

つ
い
て
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
者
（
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を
い

う
。
以
下
第
二
十
四
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
か
ら

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
か
ら

第
二
十
四
条
第
一
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
の

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
又
は
第
二
種
貨
物
利
用

運
送
事
業
（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
条
第
八
項

に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
を
い
う
。）

の

第
二
十
四
条
第
二
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
第
二
項
た

だ
し
書

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
第
二
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
第
三
項

他
の
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨

物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
二
第
一

項

貨
物
自
動
車
利
用
運
送
を

行
う
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
（
そ
の
行
う
貨

物
自
動
車
利
用
運
送

第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
（
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
又
は
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の

行
う
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運
送

を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の

を
除
く
。）を
利
用
し
て
す
る
貨
物
の
運
送

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

２

第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
実
運
送
体
制
管

理
簿
に
係
る
貨
物
の
運
送
を
引
き
受
け
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
中
「
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

又
は
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
と
、「
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

又
は
前
項
（
同
条
第
六
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
又
は
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
の
規
定
は
同
条
第
一
項
（
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
実
運
送
体
制
管
理
簿
に
係
る
貨
物
の
運
送
を
引
き
受
け
た
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
、
第
二
十

四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
は
当
該
貨
物
の
運
送
を
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
か
ら
引
き
受
け
た
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。





第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
二

十
四
条
の
三
第
一
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
二

十
四
条
の
四
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で

特
別
一
般
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者

特
別
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
一

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
第
二
種
貨
物
利
用
運

送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
二

項
及
び
第
三
項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

第
二
十
四
条
の
五
第
四

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

他
の
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

第
三
十
三
条

当
該
事
業
の
た
め
の
使
用

の
停
止
若
し
く
は
事
業
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

止
を
命
じ
、
又
は
第
三
条

の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る

当
該
事
業
の
た
め
の
使
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る

第
二
十
四
条
の
五
第
四

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

前
項
（
同
条
第
六
項
及
び

第
三
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）

第
三
十
七
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
四
条
第
一
号
中「（
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
、
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
及
び
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
人
国
際
第
二
種
貨
物
利
用
運

送
事
業
者
を
い
う
。）」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
五
第
三

項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
（
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を
い
う
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
三
十
七
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
実
運
送
体
制
管

理
簿
に
係
る
貨
物
の
運
送
を
引
き
受
け
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
中
「
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

又
は
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
（
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を

い
う
。）」
と
、「
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
前
項
（
同
条
第
六
項
及

び
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
項
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

５

第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
の
規
定
は
同
条
第
一
項
（
第
三
十
五
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
実
運
送
体
制
管
理
簿
に
係
る
貨
物
の
運
送
を
引
き
受
け
た
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
、
第
二
十

四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
は
当
該
貨
物
の
運
送
を
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
か
ら
引
き
受
け
た
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
無
許
可
等
で
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
へ
の
貨
物
の
運
送
の
委
託
の
禁
止
）

第
六
十
五
条
の
二

何
人
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
貨
物
の
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の

運
送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

第
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者

二

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者

三

第
三
十
六
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
違
反
し
て
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者

第
七
十
五
条
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
に
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
、
第
三

十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
中
「
第
三
十
七
条
の

二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

第
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
貨
物
の
運
送
を
委
託
し
た
と
き
。

附
則
第
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
へ
の
対
処
）

第
一
条
の
二
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規

定
す
る
特
定
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を
含
む
。）以
外
の
者
に
よ
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
経
営
（
第
六

項
に
お
い
て
「
無
許
可
経
営
等
」
と
い
う
。）の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
無

許
可
経
営
等
原
因
行
為
」
と
い
う
。）を
荷
主
（
第
六
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。）そ
の
他
の
者
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
荷
主
等
」
と
い
う
。）が
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対

し
、
当
該
荷
主
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
荷
主
等
が
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
を
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
荷
主
等
に
対
し
、
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
を
し
な
い
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
荷
主
等
が
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相

当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
荷
主
等
に
対
し
、
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
を
し
な
い
よ
う
勧
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

５

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
荷
主
等
に
よ
る
無
許
可
経
営
等
原
因
行
為
の
効
果
的
な
防
止
を
図
る
た
め
、
第
二
項

及
び
第
三
項
の
規
定
の
実
施
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

６

地
方
実
施
機
関
は
、
当
分
の
間
、
無
許
可
経
営
等
を
す
る
者
に
対
す
る
荷
主
等
の
行
為
が
無
許
可
経
営
等
原
因

行
為
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
事
実
を
把
握
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

第
二
条

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
の
運
営
」
を
「
に
つ
い
て
こ
れ
に
従
事
す
る
者
の
労
働
環
境
の
適
正
な
整
備
に
留
意
し
つ
つ
そ
の
運

営
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

第
十
五
条
第
一
項
の
基
準
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
の
基
準
を
遵
守
し
て
そ
の
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と

そ
の
他
法
令
の
規
定
を
遵
守
し
て
そ
の
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
許
可
の
更
新
）

第
六
条
の
二

第
三
条
の
許
可
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け

れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
項
の
許
可
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
有
効
期
間
」

と
い
う
。）の
満
了
の
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
第
三
条
の
許
可
は
、

有
効
期
間
の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
許
可
の
更
新
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
有
効
期

間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。





第
三
十
七
条
第
一
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
九
条
の
三
、
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
項
の
表

第
十
二
条
第
二
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
条
の
三
第
二
項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
一
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
（
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定

す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を
い
う
。）

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第

八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」に
改
め
、

同
項
の
表
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
の
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
一
条
ま
で
」
の
下
に「（
第
九
条
の
二
及
び
第
九
条
の
三
を
除
く
。）」を
加
え
、

「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
十
二
条
」

を
「
第
九
条
の
三
、
第
十
二
条
」
に
改
め
、「
第
二
十
三
条
の
三
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
の
六
」
を
加
え
、

同
項
の
表
第
十
二
条
第
二
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
条
の
三
第
二
項

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
（
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
を
い
う
。
以
下

第
二
十
四
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
表
第
二
十
三
条
の
四
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
四

他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百

三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
一
項
の
許
可
の
更
新
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
三
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
許
可
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
運
賃
及
び
料
金
に
係
る
適
正
原
価
）

第
九
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
運
賃
及
び
料
金
に
つ
い
て
、
燃
料
費
、
全
産
業

の
労
働
者
一
人
当
た
り
の
賃
金
の
額
の
平
均
額
を
踏
ま
え
た
人
件
費
、
減
価
償
却
費
、
輸
送
の
安
全
確
保
の
た
め

に
必
要
な
経
費
、
委
託
手
数
料
、
事
業
を
継
続
し
て
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
投
資
の
原
資
、
公
租
公
課

そ
の
他
の
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
の
た
め
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
を
的
確
に
反
映
し
た
積
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め

の
原
価
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
原
価
（
以
下
「
適
正
原
価
」
と
い
う
。）を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
正
原
価
を
下
回
る
運
賃
及
び
料
金
の
制
限
）

第
九
条
の
三

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
適
正
原
価
の
告
示
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
自
ら
が
引
き
受
け
る
貨
物
の
運
送
に
係
る
運
賃
及
び
料
金
が
当
該
適
正
原
価
を
下
回
る
こ
と
と
な

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
適
正
原
価
の
告
示
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

自
ら
が
引
き
受
け
る
貨
物
の
運
送
に
つ
い
て
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な

い
で
貨
物
の
運
送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
利
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
利

用
す
る
運
送
に
係
る
運
賃
及
び
料
金
が
当
該
適
正
原
価
を
下
回
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同

条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
労
働
者
の
適
切
な
処
遇
の
確
保
）

第
二
十
四
条
の
六

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
業
用

自
動
車
の
運
転
者
そ
の
他
の
労
働
者
が
有
す
る
知
識
、
技
能
そ
の
他
の
能
力
に
つ
い
て
の
公
正
な
評
価
に
基
づ
く

適
正
な
賃
金
の
支
払
そ
の
他
の
労
働
者
の
適
切
な
処
遇
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
の
納
付
」
の
下
に
「
、
適
正
原
価
を
下
回
ら
な
い
額
で
の
貨
物
の
運
送
の
受
託

及
び
委
託
、
労
働
者
の
適
切
な
処
遇
の
確
保
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
一
項
の
基
準
及
び
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
第
一

項
の
基
準
を
遵
守
し
て
そ
の
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
そ
の
他
法
令
の
規
定
を
遵
守
し
て
そ
の
事
業
を
遂
行
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

第
三
十
五
条
第
六
項
中
「
第
九
条
、」の
下
に
「
第
九
条
の
三
、」を
、「
及
び
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
の

六
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を

加
え
る
。

５

第
一
項
の
許
可
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ

の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

６

第
六
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
更
新
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
九
条
の
三
、
第
十
二
条
」
に
改
め
、「
第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
」

の
下
に
「
、
第
二
十
四
条
の
六
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同

条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に

改
め
、
同
項
の
表
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
の
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
二
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
中
「
緊
急
調
整
区
間
の
指
定
」
の
下
に「
、
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
適
正
原
価
の
設
定
」

を
加
え
る
。

第
七
十
条
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
七
十
一
条
第
一
号
、
第
七
十
四
条
、第
七
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
並
び
に
第
八
十
一
条
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
第
三
十
五
条
第
六

項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
の
三
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
実
運
送
体
制
管
理
簿
の
作
成
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に

規
定
す
る
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
と
い

う
。）が
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て「
第
二
号
施
行
日
」と
い
う
。）

以
後
に
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
三
十
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
（
次
項
に
お
い
て
単

に
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。）又
は
他
の
第
一
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
（
自
動
車
を
使

用
し
な
い
で
貨
物
の
運
送
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
利
用
し
た
場
合
に
つ
い

て
適
用
す
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
同
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
と
い
う
。）が
第
二
号
施
行
日
以
後
に
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
又
は
他
の
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
の
行
う
運
送
（
自
動
車
を
使
用
し
な
い
で
貨
物
の
運
送
を

行
わ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
利
用
し
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
基
本
方
針
）

第
四
条

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
推
進

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
業
務
を
一
の
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
業
務
が
そ
の
独
立
行
政
法
人
に
よ
り
適
切
か
つ
効
率
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

イ

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
及
び
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
そ
れ
ぞ
れ
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第
二

条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
及
び
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。）

の
許
可
の
更
新
に
関
す
る
事
務
の
一
部
で
あ
っ
て
、
独
立
行
政
法
人
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
な
も
の

（
調
整
規
定
）

第
六
条

第
二
号
施
行
日
が
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
二
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
で

あ
る
場
合
に
は
、
同
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
第

三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
表
以

外
の
部
分
中
「
及
び
第
二
項
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
」と
、「
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
及
び
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
の
表
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十

四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
及
び
第
三
項
」
と
、
同
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
並
び
に
第
二
十
四
条
の

四
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
の
表
第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
項

中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
第
三
項
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
百
二
十
五
号

中
「
の
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
」
の
下
に「（
更
新
の
許
可
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
号

中
「
の
許
可
」
の
下
に「（
更
新
の
許
可
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

（
貨
物
利
用
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
許
可
の
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
さ
れ
た
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
三
条
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の

許
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
対
す
る
処

分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
及
び
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
の
更
新
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
条
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
施
行
日

に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
三

条
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
法
第
三
条
又
は
第
三
十

五
条
第
一
項
の
許
可
に
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
条
件
は
、
新
法
第
三
条
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の

許
可
に
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
三
条
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
当
該
許

可
に
係
る
施
行
日
後
の
最
初
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
五
年
ご
と
」
と
あ
る
の
は
「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
第
三
条
の
許
可
を
受
け
た
と
み
な
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
七
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
日
ま
で
」
と
、
新
法
第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
五
年
ご
と
」
と
あ
る
の
は

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
許
可
を
受
け

た
と
み
な
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
七
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
日
ま
で
」
と
す
る
。

（
運
輸
審
議
会
へ
の
諮
問
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
原
価
の
設
定
の
た
め
に
、
運
輸
審
議
会
に
諮
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
五
十
五
第
三
項
第
五
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
三
号
の
二
」
に
改
め
る
。

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
第
五
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
三
号
の
二
」
に
改
め
る
。内

閣
総
理
大
臣

石
破

茂

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
十
一
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進

に
関
し
、
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、こ
れ
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
は
、
物
資
の
流
通
が
国
民
生
活
及
び
経

済
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
貨
物
自
動
車
運
送
が
将
来
に
わ
た
っ
て
輸
送
需
要
に
対
応

し
た
適
正
な
輸
送
力
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
貨
物
自
動
車
運
送
に
係
る
安
全
性
の
向
上
、
輸
送
効
率

の
向
上
及
び
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
の
運
転
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
そ
の
他
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

の
適
正
化
を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
物
資
の
流
通
の
確
保
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
国
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推

進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
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ロ

貨
物
自
動
車
運
送
に
係
る
安
全
性
の
向
上
、
輸
送
効
率
の
向
上
及
び
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
の
運
転
者

の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
そ
の
他
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
並
び
に
こ
れ
ら
を
通
じ
た
将
来
に
わ

た
る
貨
物
自
動
車
運
送
に
係
る
輸
送
需
要
に
対
応
し
た
適
正
な
輸
送
力
の
確
保
そ
の
他
の
持
続
可
能
な
物
資
の

流
通
の
確
保
に
資
す
る
取
組
へ
の
支
援
に
関
す
る
業
務

二

前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
業
務
の
費
用
に
係
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

独
立
行
政
法
人
に
前
号
イ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、
国
庫
が
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
財
源
は
、
同
号
イ
の
許
可
の
更
新
に
係
る
手
数
料
に
よ
る
収
入
そ
の
他
の
収
入
を
活
用
し
て
、
確
保

す
る
こ
と
。

ロ

独
立
行
政
法
人
に
前
号
ロ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
、
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
と
こ
れ
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
物
資
の
流
通
の

確
保
を
広
く
社
会
で
支
え
る
観
点
か
ら
幅
広
く
検
討
を
行
う
こ
と
。

三

第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
業
務
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
施
に
係
る
収
入
及
び

支
出
の
関
係
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
。

第
三
条
第
三
号
ヘ
中
「
第
六
条
第
二
号
ロ
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

２

前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
事
業
者
が
行
っ
た
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
（
解

雇
以
外
の
不
利
益
な
取
扱
い
に
あ
っ
て
は
、
懲
戒
（
労
働
基
準
法
第
八
十
九
条
（
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の

規
定
に
基
づ
き
事
業
者
が
就
業
規
則
に
定
め
た
制
裁
又
は
事
業
者
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
に
定
め
た
制
裁
を

い
う
。）と
し
て
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
」

と
い
う
。）は
、
無
効
と
す
る
。

３

公
益
通
報
者
に
対
す
る
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
が
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
日
（
前
条
第
一

項
第
一
号
に
定
め
る
事
業
者
が
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
公
益
通
報
が
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
当
該
解

雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
が
当
該
公
益
通
報
を
知
っ
た
日
）
か
ら
一
年
以

内
に
さ
れ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
は
、
当
該
公
益
通
報

を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等
）

第
四
条

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
事
業
者
（
当
該
派
遣
労
働
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け

る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
す
る
派
遣
労
働
者
で
あ
る
公
益
通
報
者

が
前
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

当
該
公
益
通
報
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
契
約
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣

契
約
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
解
除
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
公
益
通
報
者
に
対
し
て
、
当
該
公
益
通
報
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
を
す
る

事
業
者
に
派
遣
労
働
者
の
交
代
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

２

前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
違
反
し
て
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
事
業
者
が
行
っ
た

労
働
者
派
遣
契
約
の
解
除
は
、
無
効
と
す
る
。

（
法
制
上
の
措
置
等
）

第
五
条

政
府
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
基
づ
く
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

備
等
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
に
つ
い
て
、
こ

の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
を
目
途
と
し
て
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
物
流
政
策
推
進
会
議
）

第
六
条

政
府
は
、
前
条
の
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の
推

進
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
物
資
の
流
通
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
物
流
政
策

推
進
会
議
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
物
流
政
策
推
進
会
議
は
、
国
土
交
通
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
そ
の
他

の
関
係
す
る
国
務
大
臣
及
び
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

３

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
農
林
水
産
省
、
厚
生
労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
は
、

そ
の
職
員
、
物
資
の
流
通
の
実
務
に
関
し
て
十
分
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
す

る
物
流
政
策
推
進
関
係
者
会
議
を
設
け
、
第
一
項
の
物
資
の
流
通
に
関
す
る
施
策
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と

す
る
。附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
十
二
号

公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
公
益
通
報
者
の
解
雇
の
無
効
及
び
」
を
削
り
、「
・
第
二
十
二
条
」
を
「

第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
公
益
通
報
者
の
解
雇
の
無
効
及
び
」
を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
次
条
第
二
号
及
び
第
六
条
第
二
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
二
号
」

に
、「
次
条
第
三
号
及
び
第
六
条
第
三
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
第
四
条
に
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
」
に
、「
第
四
条
及
び
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
、「
労
働
者
で
あ
っ
た
者

又
は
派
遣
労
働
者
若
し
く
は
派
遣
労
働
者
」
を
「
派
遣
労
働
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
「
労

働
者
等
」と
い
う
。）若
し
く
は
労
働
者
等
で
あ
っ
た
者
又
は
特
定
受
託
業
務
従
事
者
若
し
く
は
特
定
受
託
業
務
従
事
者
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

特
定
受
託
業
務
従
事
者
（
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二

十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託
業
務
従
事
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
特
定
受
託
業
務
従
事

者
で
あ
っ
た
者

当
該
特
定
受
託
業
務
従
事
者
に
係
る
特
定
受
託
事
業
者
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託

事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
特
定
受
託
事
業
者
で
あ
っ
た
者
に
業
務
委
託
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業

務
委
託
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
、
又
は
当
該
通
報
の
日
前
一
年
以
内
に
業
務

委
託
を
し
て
い
た
事
業
者

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
別
表
」
を
「
こ
の
法
律
及
び
別
表
」
に
、「
同
表
」
を
「
こ
の
法
律
及
び
同
表
」
に
改
め

る
。第

二
章
の
章
名
中
「
公
益
通
報
者
の
解
雇
の
無
効
及
び
」
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等
）」に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

前
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
そ
の
使
用
し
、
又
は
使
用
し
て
い
た
公
益
通
報
者
が
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
公
益
通
報
者
に

対
し
て
、
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。


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（
特
定
受
託
事
業
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）

第
五
条

第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
そ
の
業
務
委
託
を
し
、
又
は
業
務
委
託
を
し
て
い
た
特
定
受

託
事
業
者
に
係
る
特
定
受
託
業
務
従
事
者
で
あ
る
公
益
通
報
者
が
第
三
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
特
定
受
託
事
業
者
に
対
し
て
、
業
務
委
託
に
係
る
契
約
の
解
除
、取
引
の
数
量
の
削
減
、

取
引
の
停
止
、
報
酬
の
減
額
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
役
員
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等
）」に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
事
業
者
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
者
に
限
る
。
次
項
及
び
第
八
条
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。）は
、
そ
の
職
務
を
行
わ
せ
、
又
は
行
わ
せ
て
い
た
役
員
で
あ
る
公
益
通
報
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、当
該
公
益
通
報
者
に
対
し
て
、

報
酬
の
減
額
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
（
解
任
を
除
く
。）を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

役
員
で
あ
る
公
益
通
報
者
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
第
二
条
第
一
項
第
五

号
に
定
め
る
事
業
者
か
ら
解
任
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
解
任
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
中
「
第
三
条
各
号
及
び
前
条
各
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
各
号
及
び
前
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

３

第
五
条
の
規
定
は
、特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
及
び
第
六
条
第
三
項（
同

法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
八
条
第
四
項
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
を「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」

に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
三
条
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
」
を
削
り
、「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
一
般
職
の
国
家
公
務
員
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
免
職
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
か

ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
。
裁
判
所
職
員
臨
時
措

置
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
国
会
職
員
法
、
自
衛
隊
法
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

同
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
解
雇
」
と
あ
る
の
は
「
懲

戒
免
職
、
分
限
免
職
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
」
と
あ
る
の
は
「
分
限
免
職
又
は

懲
戒
処
分
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
る
。

第
十
条
中
「
第
三
条
各
号
及
び
第
六
条
各
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
各
号
及
び
第
六
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
号
及
び
第
六
条
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第

一
号
」
に
、「
次
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
一
号
及
び
第
六
条
第
一
号
」
を
「
第
三

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
整
備
」
の
下
に
「
、
労
働
者
等
に
対
す
る
そ
の
周
知
」
を

加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
通
報
妨
害
の
禁
止
等
）

第
十
一
条
の
二

第
二
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、
正
当
な
理
由
が
な

く
、
公
益
通
報
を
し
な
い
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
、
公
益
通
報
を
し
た
場
合
に
不
利
益
な
取
扱
い
を

す
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
そ
の
他
の
行
為
に
よ
っ
て
、
公
益
通
報
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
さ
れ
た
合
意
そ
の
他
の
法
律
行
為
は
、
無
効
と
す
る
。

（
通
報
者
探
索
の
禁
止
）

第
十
一
条
の
三

第
二
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
事
業
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
公
益
通
報
者
で
あ
る
旨
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
そ
の
他
の
公
益
通
報
者
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
条
第
二
号
及
び
第
六
条
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六

条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を「（
助
言
及
び
指
導
）」に
改
め
、
同
条
中
「
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言
、指
導
若
し
く
は
勧
告
」

を
「
助
言
又
は
指
導
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勧
告
及
び
命
令
等
）

第
十
五
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
除
く
。）の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置

を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）及

び
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
対
し
て
、
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。）の

規
定
に
違
反
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た

者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除

く
。）の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
事
業
者
に
対
し
、
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
事
業
者
の

事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）及

び
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
事
業
者
に
対
し
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
中
「
及
び
第
十
六
条
」
を
「
か
ら
第
十
六
条
ま
で
」
に
、「
に
適
用
し
な
い
」
を
「
に
は
、
適
用
し
な
い
」

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に

対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一

第
二
十
一
条
第
一
項

三
千
万
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
二
十
一
条
第
二
項

同
項
の
罰
金
刑

２

前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
五
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
解
雇
等
特
定
不
利
益
取
扱
い
を
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一

第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
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第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
は
、
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
に
際
し
て
は
、
何
人
も
職
場
に
お
け
る
労
働

者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
言
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
就
業

環
境
の
形
成
に
関
す
る
規
範
意
識
の
醸
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
改
め

る
。第

三
十
八
条
の
二
中
「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
改
め
、「
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
八
章
」
を

加
え
る
。

第
十
一
章
を
第
十
二
章
と
し
、
第
八
章
か
ら
第
十
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を

加
え
る
。第

八
章

治
療
と
就
業
の
両
立
支
援

第
二
十
七
条
の
三

事
業
主
は
、
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
治
療
を
受
け
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
就
業
に

よ
つ
て
疾
病
又
は
負
傷
の
症
状
が
増
悪
す
る
こ
と
等
を
防
止
し
、そ
の
治
療
と
就
業
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

当
該
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指

針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
指
針
」
と
い
う
。）を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と

す
る
。

３

治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
指
針
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
十
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
指
針
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
指
針
に
従
い
、
事
業
主
又
は
そ
の
団
体
に
対
し
、必
要
な
指
導
、

援
助
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
言
動
」
を
「
言
動
等
」
に
、「
第
三
十
条
の
二

第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
一
条

第
三
十
九
条
」

に
、「
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二
条
」
を
「
第
四
十
条
・
第
四
十
一
条
」
に
、「
第
三
十
三
条

第
四
十
一
条
」
を
「
第

四
十
二
条

第
五
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
十
章
の
章
名
中
「
言
動
」
を
「
言
動
等
」
に
改
め
る
。

（
報
告
及
び
勧
告
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
、
か
つ
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際

現
に
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
事
業
者
が
当
該
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
に
お
け
る
公
表
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
新
法
の
規
定
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
十
三
号

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
一
条

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
章

中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
等
（
第
二
十
七
条
の
二
）」を

「
第
七
章

中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
等
（
第
二
十
七
条
の
二
）

第
八
章

治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
（
第
二
十
七
条
の
三
）

」
に
、「
第
八
章
」

を
「
第
九
章
」
に
、「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、「
第
十
章
」
を
「
第
十
一
章
」
に
、「
第
十
一
章
」
を「
第
十
二
章
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
八
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
公
益
通
報
者
保
護
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）の
規
定（
罰
則
を
除
く
。）は
、

こ
の
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
公
益

通
報
者
保
護
法
（
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
益
通
報
に
も
適
用
す

る
。

（
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

新
法
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ
た
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱

い
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２

新
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
解
雇
以
外
の
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、こ
の
法
律
の
施
行
後
に
懲
戒（
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
懲
戒
を
い
う
。）と
し
て
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
解
雇
に
係
る
新
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中「
前
項
」

と
あ
る
の
は
、「
公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の

第
三
条
」
と
す
る
。

（
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

新
法
第
四
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ
た
同
号
に

掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
行
為
に
相
当
す
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
通
報
妨
害
に
係
る
法
律
行
為
の
無
効
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ
た
公
益
通
報
を
し
な
い
旨
の
合
意
そ

の
他
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
当
該
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、適
用
し
な
い
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
四
十
一
条
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」を「
第
四
十
三
条
第
一
項
」に
、「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
に
、「
者
」を「
と
き
。」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
三
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
罰
則
）」を
付
す
る
。

第
三
十
条
の
六
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
四
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二

第
二
項
の
規
定
」
を
「
事
業
主
」
に
、「
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
を
「
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対

し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
五
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
」
を
「
事
業
主
」
に
、「
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
」

を
「
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」に
改
め
、

同
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
四
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
二
項
」
の
下
に
「
並
び

に
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、「
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

五
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
の
見
出
し
を「（
職
場
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る

国
、
事
業
主
及
び
労
働
者
の
責
務
）」に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
職
場
に
お
け
る
顧
客
等
の
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
雇
用
管
理
上
の
措
置
等
）

第
三
十
三
条

事
業
主
は
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
、
取
引
の
相
手
方
、
施
設
の
利
用
者
そ
の
他
の
当
該
事

業
主
の
行
う
事
業
に
関
係
を
有
す
る
者
（
次
条
第
五
項
に
お
い
て
「
顧
客
等
」
と
い
う
。）の
言
動
で
あ
つ
て
、
そ

の
雇
用
す
る
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超

え
た
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
顧
客
等
言
動
」
と
い
う
。）に
よ
り
当
該
労
働
者
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体

制
の
整
備
、
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
当
該
顧
客
等
言
動
へ
の
対
応
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

そ
の
抑
止
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
主
は
、
労
働
者
が
前
項
の
相
談
を
行
つ
た
こ
と
又
は
事
業
主
に
よ
る
当
該
相
談
へ
の
対
応
に
協
力
し
た
際

に
事
実
を
述
べ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

３

事
業
主
は
、
他
の
事
業
主
か
ら
当
該
他
の
事
業
主
が
講
ず
る
第
一
項
の
措
置
の
実
施
に
関
し
必
要
な
協
力
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効

な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
（
次
項
に
お
い
て
「
指
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

５

第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
指
針
の
策
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
職
場
に
お
け
る
顧
客
等
の
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
国
、
事
業
主
、
労
働
者
及
び
顧
客
等
の
責
務
）

第
三
十
四
条

国
は
、
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
顧
客
等
言
動
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
顧
客

等
言
動
に
起
因
す
る
問
題
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
顧
客
等
言
動
問
題
」
と
い
う
。）に
対
す
る
事
業
主
そ
の
他

国
民
一
般
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
各
事
業
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
主
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
当
該

労
働
者
が
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
、
研
修
の
実
施
そ
の
他

の
必
要
な
配
慮
を
す
る
ほ
か
、
国
の
講
ず
る
前
項
の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
主
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
は
、
自
ら
も
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

労
働
者
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
他
の
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る

言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
事
業
主
の
講
ず
る
前
条
第
一
項
の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

顧
客
等
は
、
顧
客
等
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
労
働
者
に
対
す
る
言
動
が
当
該

労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二
の
見
出
し
を「（
職
場
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る

雇
用
管
理
上
の
措
置
等
）」に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

（
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第

百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
三
条
の
二
」
を
「
第
十
九
条
」
に
、「
第
十
四
条
」
を
「
第
二
十
条
」に
、「
第
十
五
条

第
十
七
条
」

を
「
第
二
十
一
条

第
二
十
三
条
」
に
、「
第
十
八
条

第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
四
条

第
三
十
三
条
」
に
、「
第

二
十
八
条

第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
四
条

第
三
十
八
条
」
に
、「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
改
め

る
。

第
三
十
八
条
の
二
中
「
第
三
十
条
の
四
か
ら
第
三
十
条
の
八
ま
で
、
第
三
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
か

ら
第
三
十
九
条
ま
で
、
第
四
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
、
第

三
十
条
の
二
及
び
第
三
十
条
の
三
」
を
「
及
び
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
八

条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
七
及
び
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
」
に
、「
第

三
十
三
条
、
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
五
十

一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
六
条
第
一

項
及
び
」
を
「
第
三
十
一
条
第
三
項
並
び
に
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
及
び
第
三
十
三

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
並
び

に
」
に
、「
第
三
十
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
及
び
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
第
三
十
条
の
四
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、「
第
三
十
条
の
八
」
を「
第
三
十
九
条
」

に
、「
第
三
十
条
の
六
及
び
第
三
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
及
び
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
条
の

五
第
一
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
、
第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」と
」

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
、「
第
三

十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
第

二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を「
第
二
十
七
条
」

に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」に
、

「
第
三
十
条
の
四
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、「
第
三
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
三
十
七
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三

十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
五
条

と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
並
び
に
第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
四

条
と
し
、
第
三
十
四
条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、「（
第
三
十
条
の
五
第
二
項

及
び
第
三
十
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
「
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
二
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
二
条
と
す
る
。

第
十
一
章
中
第
三
十
二
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
十
章
中
第
三
十
条
の
八
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
七
中
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第
十

九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
二

十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第

二
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
四
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。


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第
十
一
条
第
三
項
中
「
当
該
事
業
主
の
」
を
「
当
該
他
の
事
業
主
が
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
十
三
条
の
二
」
を
「
第
十
九
条
」
に
、「
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
」
を
「
第
三
十
五
条
及

び
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
の
三
第
四
項
及
び
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
、
第
十
五
条

第
四
項
及
び
第
十
八
条
第
三
項
」
に
、「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
、
第

十
五
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
二
十
九

条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
」に
、

「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
中
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
中
」
に
、「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
八
条
第

一
項
中
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
中
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一

項
」
に
、「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
、「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十

九
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
、「
第
三
十
一
条
第
三

項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
条
中「（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
、
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
二
条
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
」
を「
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
二

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
第
二
十
九
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、第
二
十
八
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、

第
三
章
第
二
節
中
第
二
十
七
条
を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
六
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、

第
二
十
四
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
を
六
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
九
条
の
前
の
見

出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
調
停
）」を
付
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
」

を
「
事
業
主
」
に
、「
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
を
「
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他

不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
」
を
「
事
業
主
」
に
、「
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
を
「
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
第
三
章

第
一
節
中
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中「（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
二

条
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
七

条
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
ゆ
だ
ね
る
」

を
「
委
ね
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
二
章
第
三
節
中
第
十
四
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
第
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
条
」

を
「
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十

七
条
」
に
改
め
、
第
二
章
第
二
節
中
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
妊
娠
中
及
び
出
産

後
の
健
康
管
理
に
関
す
る
措
置
）」を
付
し
、
第
十
一
条
の
四
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

事
業
主
は
、
労
働
者
が
前
項
の
相
談
を
行
つ
た
こ
と
又
は
事
業
主
に
よ
る
当
該
相
談
へ
の
対
応
に
協
力
し
た
際

に
事
実
を
述
べ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

第
十
一
条
の
三
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
一
条
の
二
を
第
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
雇
用
管
理
上
の
措
置
等
）

第
十
三
条

事
業
主
は
、
求
職
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
並
び
に
次
条
に
お
い
て
「
求
職
者
等
」
と
い
う
。）に
よ
る
そ
の
求
職
活
動
そ
の
他
求
職
者
等
の
職
業
の

選
択
に
資
す
る
活
動
（
以
下
こ
の
項
及
び
同
条
第
一
項
に
お
い
て
「
求
職
活
動
等
」
と
い
う
。）に
お
い
て
行
わ
れ

る
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
よ
る
性
的
な
言
動
に
よ
り
当
該
求
職
者
等
の
求
職
活
動
等
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
求
職
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の

他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
主
は
、
労
働
者
が
事
業
主
に
よ
る
求
職
者
等
か
ら
の
前
項
の
相
談
へ
の
対
応
に
協
力
し
た
際
に
事
実
を
述

べ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効

な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
（
次
項
に
お
い
て
「
指
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
指
針
の
策
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
四
項
中
「
聴
く
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
求
め
る
」
と
あ
る
の
は
、「
聴
く
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
国
、
事
業
主
及
び
労
働
者
の
責
務
）

第
十
四
条

国
は
、
求
職
者
等
の
求
職
活
動
等
を
阻
害
す
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
言
動
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
そ
の
他
当
該
言
動
に
起
因
す
る
問
題
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動
問
題
」

と
い
う
。）に
対
す
る
事
業
主
そ
の
他
国
民
一
般
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の
他

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
主
は
、
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動
問
題
に
対
す
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
当
該
労
働
者
が
求
職
者
等
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の

必
要
な
配
慮
を
す
る
ほ
か
、
国
の
講
ず
る
前
項
の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
主
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
は
、
自
ら
も
、
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性

的
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
求
職
者
等
に
対
す
る
言
動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

労
働
者
は
、
求
職
活
動
等
に
お
け
る
性
的
言
動
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
求
職
者
等
に
対
す
る
言

動
に
必
要
な
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
事
業
主
の
講
ず
る
前
条
第
一
項
の
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
二
項
の
見
出
し
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
中

「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
十
三
条
の
二
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改

め
る
。

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
配
慮
し
て
」
を
「
配
慮
し
、
併
せ
て
、
女
性
の
健
康
上
の
特
性
に
留
意
し
て
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
第
三
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
に
起
因
す
る
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
関
す
る
事
項

第
十
二
条
中
「
第
十
三
条
の
二
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
講
じ
て
い
る
措
置
に
関
す
る
情
報
を

公
表
し
て
い
る
こ
と
、
同
法
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
変
更
し
よ
う
」
を
「
そ
の
変
更（
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く
。）を
し
よ
う
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
変
更
し
た
」
を
「
そ
の
変
更
（
前
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く
。）を

し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
変
更
し
た
」
を
「
そ
の
変
更
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

そ
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
男
女
の
賃
金
の
額
の
差
異

二

そ
の
雇
用
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割
合


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第
二
十
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
」
を
「
次
」
に
改
め
、「
の
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
方
」
を
削
り
、
同
項
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報

二

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
情
報
又
は
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
情
報
の
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
方

第
二
十
条
第
三
項
中
「
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
方
」
を
「
う
ち
少
な
く
と
も
一
の
情
報
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、そ
の
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
任
用
す
る
職
員
の
男
女
の
給
与
の
額
の
差
異

二

そ
の
任
用
す
る
管
理
的
地
位
に
あ
る
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合

第
三
十
四
条
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
従
事
し

た
者
」
を
「
従
事
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号

中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
又
は
」
の
下
に
「
同
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

二

第
三
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
の
分
野
に
お
け

る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
改
正

後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
と
い
う
。）第
十
三
条
第
三
項
（
改
正
後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
三
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
改
正
後
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
第
十
三
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第

四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
改
正
後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
指
針
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
条
改
正
後
労
働

施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
指
針
及
び
改
正
後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
指
針
と
み
な
す
。

（
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

特
定
紛
争
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三

年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項
の
紛
争
調
整
委
員
会
又
は
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
す
る
あ
っ
せ
ん
員
に
係
属
し
て
い
る
同
項
（
同
法
第
二
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
紛
争
を
い
う
。
次
条
に
お

い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

特
定
紛
争
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
女
性
の
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報
の
公
表
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

第
四
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
後
の
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
お
い
て
行
わ
れ
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
情
報

の
公
表
か
ら
適
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
二

政
府
は
、
特
定
受
託
事
業
者
（
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五

年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が

受
け
た
業
務
委
託（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
委
託
を
い
う
。）に
係
る
業
務
に
お
い
て
行
わ
れ
る
顧
客
、

取
引
の
相
手
方
、
施
設
の
利
用
者
そ
の
他
の
当
該
業
務
に
関
係
を
有
す
る
者
の
言
動
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
受
託
事

業
者
に
係
る
特
定
受
託
業
務
従
事
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
受
託
業
務
従
事
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）が
従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
も

の
に
よ
り
当
該
特
定
受
託
業
務
従
事
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法

律
第
四
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第

二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
条
中
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
項
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定（「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」を「
令

和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
四
条
中
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
二

条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
七
条
、
第
八
条
の
二
及
び
第
十
六
条
の
規
定

公

布
の
日

二

第
一
条
の
規
定
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
四
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
及
び

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。）並
び
に
附
則
第
六
条

の
規
定
及
び
附
則
第
十
三
条
中
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る

法
律（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）第
四
十
七
条
の
四
の
改
正
規
定（「
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）」

の
下
に
「
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
、」を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）
令
和
八
年
四
月
一
日

（
準
備
行
為
等
）

第
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
（
同
号
に
掲
げ
る

改
正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職

業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条

の
三
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
指
針
（
同
項
に
規
定
す
る
指
針
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
、
こ

れ
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
た
指
針
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、

第
二
号
新
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
た
指
針
と
み
な

す
。

第
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
指
針
の
策
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活

の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
と
い

う
。）第
三
十
三
条
第
四
項
（
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進

法
第
三
十
三
条
第
四
項
並
び
に
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三
十

一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
二
条
改
正
後
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）





（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
和
十
八
年
三
月
三

十
一
日

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
船
員
職
業
安
定
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
一
条
中
「
第
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
条
及
び

第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十

六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
第
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を
「
、
第
十
三
条
第
一
項

及
び
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
の
三
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三

十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
中
」
を
「
第
三
十

一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
中
」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
第
五
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
七
十
四
条
の
八
中
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中

「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
」
を「
第
三
十
二
条
」に
、「
第

三
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を

「
第
二
十
七
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条

第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
四
中
「
第
三
十
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」に
、「
第
十
八
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
六
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
七
条
の
二
中
「
第
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
条

及
び
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、

第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
第
十
一
条
の
三
第
一
項
」
を
「
、
第
十
三
条
第

一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
四
中「
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）」の
下
に「
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
、」を
加
え
、「
第

三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三

条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
中
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三

条
第
一
項
中
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
九
中
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中

「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

短
時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第
十
九

条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第

十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
の
六
中
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
五
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中

「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
、「
第
三
十

一
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を
「
第

二
十
七
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一

項
」
に
改
め
る
。

自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
六
十
四
号

自
殺
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

自
殺
総
合
対
策
会
議
等
（
第
二
十
三
条

第
二
十
五
条
）」を
「
第
四
章

協
議
会
（
第
二
十
三

第
五
章

自
殺
総
合
対
策
会
議

条

第
二
十
五
条
）

等
（
第
二
十
六
条

第
二
十
八
条
）」に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
踏
ま
え
」
の
下
に
「
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
と
協
働
に
よ
り
」
を

加
え
、「
実
施
さ
れ
」
を
「
推
進
さ
れ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

自
殺
対
策
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
、
情
報
通
信
技
術
、
人
工
知
能
関
連
技
術
等
の
適
切
な
活
用
を

図
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
殺
の
防
止
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
流

通
す
る
自
殺
に
関
連
す
る
情
報
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
の
促
進

に
つ
い
て
特
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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こ
ど
も
に
係
る
自
殺
対
策
は
、
こ
ど
も
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
利
益
の
擁
護
が
図
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健

康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
国
の
責
務
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
次
条
第
一
項
及
び
第
五
条
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

こ
ど
も
に
係
る
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
自
殺
の

実
態
等
を
踏
ま
え
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
策
定
さ
れ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相
互
に
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長

と
の
間
に
お
い
て
緊
密
な
連
携
協
力
を
図
り
つ
つ
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
に
係
る
施
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条
の
二

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
国
と
協
力
し
つ
つ
、
当
該
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
前
項
の
責
務
が
十
分
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行

う
も
の
と
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
学
校
の
責
務
）

第
五
条

学
校
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
こ
ど
も
の
自
殺
の
防
止
等
に
取
り
組

む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
国
民
の
理
解
）」に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。

国
民
は
、
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
の
自
殺
対
策
の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
中「（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い
い
、
幼
稚
園
及
び

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
除
く
。
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
啓
発
、」の
下
に
「
及
び
」
を
加
え
、「
啓
発
そ
の
他
」
を
「
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
自
殺
の

防
止
等
の
観
点
か
ら
、
心
の
健
康
の
保
持
の
た
め
の
健
康
診
断
、
保
健
指
導
等
の
措
置
の
ほ
か
、
精
神
保
健
に
関
す
る

知
識
の
向
上
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
環
境
の
整
備
」
の
下
に
「
、
精
神
科
医
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
自
殺
の
防
止
等
に
関
す
る

研
修
の
機
会
の
確
保
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
す
る
体
制
に
お
い
て
は
、
自
殺
を
す
る
危
険
性
が
高
い
者
を
早
期
に
発
見
し
、
自
殺
の

発
生
を
回
避
す
る
た
め
の
適
切
な
対
処
を
行
う
上
で
必
要
な
情
報
が
、
当
該
対
処
を
行
う
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体

に
対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
自
殺
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
自
殺
の
助
長
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
、
物
品
、
設
備

等
に
つ
い
て
そ
の
適
切
な
管
理
、
配
慮
等
に
関
し
て
注
意
を
促
す
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
適
切
な
」
を
「
適
切
か
つ
継
続
的
な
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
心
理
的
影
響
」
の
下
に
「
、
そ
の
生
活
上
の
不
安
等
」
を
加
え
、「
適
切
な
」
を
「
総
合
的
な
」
に

改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

協
議
会

（
協
議
会
の
設
置
等
）

第
二
十
三
条

地
方
公
共
団
体
は
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
施
策
で
こ
ど
も
に
係
る
も
の
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
精
神
保
健
及

び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。）、
医
療
機
関
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
等
の
関
係
機
関
、
自
殺
対
策
に
係
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
協
議
会
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と

い
う
。）を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
協
議
会
に
お
い
て
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ

ど
も
の
自
殺
の
防
止
の
た
め
の
対
処
、
支
援
等
の
措
置
に
関
し
協
議
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
議
会
を
構

成
す
る
者
に
、
当
該
協
議
を
行
う
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
の
協
議

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
議
会
の
事
務
等
）

第
二
十
四
条

協
議
会
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
策
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
こ
ど
も
の
自
殺

の
防
止
等
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
対
処
、
支
援
等
の
措
置
に
関
す
る
協
議
を
行

う
も
の
と
す
る
。

２

協
議
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
情
報
の
交
換
及
び
協
議
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政

機
関
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
そ
の
他
の
国
の
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
都
道
府
県
は
、
こ

ど
も
の
自
殺
の
防
止
等
に
関
し
、
協
議
会
を
構
成
す
る
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要
な
助
言
、
資
料
の
提
供
そ
の
他

の
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
協
議
会
を
構
成
す
る
者
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、正
当
な
理
由
が
な
く
、

協
議
会
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関

当
該
機
関
の
職
員
又
は
職
員
で
あ
っ
た
者

二

法
人

当
該
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

協
議
会
を
構
成
す
る
者
又
は
当
該
者
で
あ
っ
た
者

５

前
条
及
び
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め

る
。

（
罰
則
）

第
二
十
五
条

前
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
則
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
二
条

自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、
自
殺
に
関
す
る
状
況
の
変
化
、
自
殺
対
策
に
係
る
諸
施
策
の
実
施
の
状
況
、
自
殺

対
策
等
に
関
す
る
最
新
の
知
見
そ
の
他
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
適
宜
、
そ
の
在
り
方
に
関
し
て
検
討
が

加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
見
直
し
等
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
、
第
十
二
条
の
改
正
規
定
、
第
十
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
五
条
を
第
二
十

八
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
四
章
を
第
五

章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
次
項
か
ら
附
則
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

２

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
及
び
第
十
六
号
」
を
「
、
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
の
二
」
に
改
め
る
。





政

令

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
十
四
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
五
号
、
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
、
第
四
十
号
か
ら
第
四
十

二
号
ま
で
、
第
四
十
六
号
、
第
四
十
八
号
又
は
第
四
十
九
号
」
を
「
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三

十
四
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
、
第
四
十
九
号
、
第
五
十
一
号
又
は
第
五
十
二

号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
、
第
二
十
二
号
、
第
二

十
四
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
九
号

又
は
第
五
十
号
」
を
「
第
十
五
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
五
号
、第
二
十
七
号
、

第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
六
号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
、
第
五
十
号
、
第
五
十
二
号
又
は
第
五

十
三
号
」
に
改
め
る
。

河
川
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

（
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

３

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

こ
ど
も
に
係
る
自
殺
対
策
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
る
。

（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
）

４

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
十
八
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
及
び
第
十
六
号
」
を
「
、
第
十
六

号
及
び
第
十
七
号
の
二
」
に
、「
及
び
第
十
七
号
」
を
「
、
第
十
七
号
及
び
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
の
う
ち
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
九
号
」
を「
第
三
十
号
」

に
、「
二
号
ず
つ
」
を
「
三
号
ず
つ
」
に
、「
第
二
十
号
」
を
「
第
二
十
一
号
」
に
改
め
、「
第
十
八
号
を
」
の
下
に
「
第

二
十
号
と
し
、
第
十
七
号
の
二
を
」
を
加
え
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

文
部
科
学
大
臣

阿
部

俊
子

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

政
令
第
二
百
九
号

河
川
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第
十
六
条
の
五
第
二
項
、

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
九
条
の
二
第
二
項
、
福
島
復
興
再
生
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
五
条
第
三
項
（
同
法
第
十
七
条
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
五
十
一

条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
八
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第

二
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
九
第
二
項
中
「
第
十
八
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
法
」

の
下
に
「
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、」を
加
え
る
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
」
を
加
え
、同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中「
第

二
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
加
え
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
五
号
及
び
第
四
十
九
号
」
を
「
第
十
八
号
及
び
第
五
十
二
号
」
に
改
め
、
同

項
第
七
号
中
「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
三
十
五
号
」
を「
第
三
十
八
号
」

に
改
め
、
同
項
第
五
十
号
中
「
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
四
号
、

第
二
十
八
号
又
は
第
三
十
号
」
を
「
第
十
五
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
五
号
、
第
二
十

七
号
、
第
三
十
一
号
又
は
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
四
十
九
号
を
第
五

十
二
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、第
十
一
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

河
川
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る

収
用
、
使
用
若
し
く
は
処
分
を
し
、
又
は
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

十
三

河
川
法
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償

す
る
こ
と
。

十
四

河
川
法
第
二
十
二
条
第
六
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り

損
害
を
補
償
す
る
こ
と
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
二
百
八
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
及
び
第
九
条
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
八
号
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
一
号
中

「
第
十
三
号
、
第
十
五
号
、
第
十
七
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
五
号
、
第
二
十
九
号
又
は
第
三
十
一

号
」
を
「
第
十
六
号
、
第
十
八
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
二
号
又
は

第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
五
十
号
を
第
五
十
三
号
と
し
、
第
二
十
八
号

か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
次
条
第
二
項
第
二
十
五
号
」
を
「
次
条
第

二
項
第
二
十
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
十
三

号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
三

河
川
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る

収
用
、
使
用
若
し
く
は
処
分
を
し
、
又
は
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

十
四

河
川
法
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償

す
る
こ
と
。

十
五

河
川
法
第
二
十
二
条
第
六
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り

損
害
を
補
償
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
六
号
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
、
第
四
十
一
号
か
ら
第

四
十
三
号
ま
で
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
九
号
又
は
第
五
十
号
」
を
「
第
十
四
号
、
第
十
五
号
、
第
二
十
九
号
、
第

三
十
五
号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
、
第
四
十
四
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
、
第
五
十
号
、
第
五
十
二
号
又
は
第
五
十

三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
三
号
、
第
十
五
号
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
、
第
二
十
三
号
、
第

二
十
五
号
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
号
、
第
四
十
八
号
、
第
五
十
号

又
は
第
五
十
一
号
」
を
「
第
十
六
号
、
第
十
八
号
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八

号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
七
号
、
第
四
十
二
号
、
第
四
十
三
号
、
第
五
十
一
号
、
第
五
十
三
号
又

は
第
五
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
第
四
十
九
号
中
「
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
八
号
、
第
二
十
一
号
、
第
二

十
三
号
、
第
二
十
七
号
又
は
第
二
十
九
号
」
を
「
第
十
五
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
四

号
、
第
二
十
六
号
、
第
三
十
号
又
は
第
三
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
二
号
と
し
、
同
項
中
第
四
十
八

号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
三
号

を
加
え
る
。

十
二

河
川
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
収
用
、
使
用
若
し

く
は
処
分
を
し
、
又
は
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
業

務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

十
三

河
川
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償
す
る
こ
と
。

十
四

河
川
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
損
害
を
補
償
す
る

こ
と
。

第
三
十
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
四
号
、
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
、
第
三
十
九
号
か
ら
第
四

十
一
号
ま
で
、
第
四
十
五
号
、
第
四
十
七
号
又
は
第
四
十
八
号
」
を
「
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第
二
十
七
号
、
第

三
十
三
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十
二
号
か
ら
第
四
十
四
号
ま
で
、
第
四
十
八
号
、
第
五
十
号
又
は
第
五
十

一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
二
号
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
一
号
、
第

二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
七
号
、
第
三
十
八
号
、
第
四
十
六
号
、
第
四
十

八
号
又
は
第
四
十
九
号
」
を
「
第
十
五
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
、
第
二
十
四
号
、
第
二

十
六
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
五
号
、
第
四
十
号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
九
号
、
第
五
十
一
号
又

は
第
五
十
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
二
百
十
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法

律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
令
和
七
年
六
月
十
三
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
二
百
十
一
号

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法

律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法（
平

成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
五
条
第
二
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
十
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一

法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
株
主
で
あ
る
も

の
が
、
そ
の
定
款
の
変
更
以
外
の
事
由
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
と
な
っ
た
こ
と
。

二

法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
株
主
で
あ
る
も
の
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
融
資
対
象
株
主
」
と
い
う
。）の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
が
、
当
該
融
資
対
象
株
主
に

係
る
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
、
当
該
融
資
対
象
株
主
の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
こ
と
。

イ

定
款
の
変
更

ロ

構
成
員
を
有
さ
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体
へ
の
変
更

ハ

定
款
で
定
め
る
存
続
期
間
又
は
存
立
時
期
の
満
了
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
る
解

散
ニ

前
号
に
掲
げ
る
事
由
（
当
該
構
成
員
の
責
め
に
帰
す
べ
き
場
合
を
除
く
。）

三

融
資
対
象
株
主
の
間
接
の
構
成
員
が
、
そ
の
加
入
す
る
当
該
融
資
対
象
株
主
の
直
接
の
構
成
員
に
係
る
次
に

掲
げ
る
事
由
に
よ
り
、
当
該
融
資
対
象
株
主
の
間
接
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
こ
と
。

イ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
由

ロ

当
該
融
資
対
象
株
主
で
あ
る
者
か
ら
の
脱
退

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
り
融
資
対
象
団
体
等
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
間
に

限
り
、
当
該
融
資
対
象
団
体
等
で
な
く
な
っ
た
者
に
対
し
て
資
金
の
貸
付
け
又
は
手
形
の
割
引
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
。

第
六
条
中
第
十
項
を
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
第
一
号
中
「
。
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
及
び
第
十
三
項
に

お
い
て
」
を
、「（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
理
由
に
準
ず
る
」
を
「
も
の

の
ほ
か
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
が
合
算
信
用
供
与
等
限

度
額
を
超
え
て
信
用
の
供
与
等
を
し
な
い
こ
と
と
す
れ
ば
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
若
し
く
は
商
工

組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
又
は
債
務
者
等
の
事
業
の
遂
行
に
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
者
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
」
を
、「
信
用

供
与
等
限
度
額
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
理
由
に
準
ず
る
」
を
「
も
の

の
ほ
か
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
用
供
与
等
限
度
額
を
超
え
て
信
用
の
供
与
等
を
し
な
い
こ
と
と
す
れ
ば
商
工
組

合
中
央
金
庫
又
は
債
務
者
等
の
事
業
の
遂
行
に
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と

し
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
二
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
百
分
の
二
十
五
」

を
「
百
分
の
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
。
以
下
」
を
「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
」

を
「
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
を

同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
出
資
」の
下
に「（
信
用
の
供
与
又
は
出
資
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
一
号
ト
」
を
「
第
一
項
第
一
号
リ
」
に
、「
掲
げ

る
会
社
」
を
「
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
条
第
八
項
」
を
「
第

十
四
条
」
に
、「
第
一
項
各
号
の
場
合
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
者
が
保
有
す
る
議
決
権
及
び
前
項
の
場

合
に
お
い
て
会
社
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
議
決
権
」
を
「
第
一
項
、
第
二
項
第
二
号
及
び
前
項
の
議
決
権
の

割
合
を
算
定
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省

令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株

式
又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
リ
及
び
第
二
項
第
二

号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
合
算
子
法
人
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
等
を
い
う
。

一

他
の
法
人
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
二
項
に
お

い
て
「
意
思
決
定
機
関
」
と
い
う
。）を
支
配
し
て
い
る
法
人
等
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
連
結
し
て

そ
の
計
算
書
類
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
す
る
も
の
と
さ
れ
る
法
人
等
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
第
三

号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
受
信
者
連
結
基
準
法
人
等
」
と
い
う
。）に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て

「
実
質
親
法
人
等
」
と
い
う
。）が
そ
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
他
の
法
人
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
実
質
子
法
人
等
」
と
い
う
。）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
質
親
法
人
等
及
び
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の

実
質
子
法
人
等
又
は
当
該
実
質
親
法
人
等
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
実
質
子
法
人
等
が
そ
の
意
思
決
定
機
関
を

支
配
し
て
い
る
他
の
法
人
等
は
、
当
該
実
質
親
法
人
等
の
実
質
子
法
人
等
と
み
な
す
。

第
六
条
第
一
項
中
「
除
く
。
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
子
会
社
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
合
算
子
法
人
等
又
は
合
算
関
連
法
人

等
」
に
、「
者
（
以
下
」
を
「
者
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
合
算
子
法
人
等
及
び
合
算
関
連
法
人
等
を
除
く
。
第
十
項

第
四
号
及
び
第
十
一
項
第
五
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
子
会
社
」
を
「
合
算
子
法
人
等
」
に
改

め
、
同
号
ロ
中
「
子
会
社
と
す
る
会
社
」
を
「
合
算
子
法
人
等
と
す
る
法
人
等
（
会
社
、
組
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

ず
る
事
業
体
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同

じ
。）及
び
当
該
法
人
等
に
準
ず
る
者
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
会
社
の
子
会
社
」
を

「
者
の
合
算
子
法
人
等
」
に
、「
会
社
に
」
を
「
者
に
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
、
イ
か
ら
ハ
ま
で
」
を
「
、
ホ
」に
、

「
会
社
（
以
下
「
合
算
会
社
」
と
い
う
」
を
「
者
（
ヘ
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
同
一
人
自
身
を
子
会
社
と

す
る
会
社
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
者
に
限
る
。

に
お
い
て
同
じ
」

に
、「
ニ
若
し
く
は
ホ
」
を
「
合
算
会
社
（
次
」
に
、「
者
が
」
を
「
会
社
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
」に
、

「
イ
か
ら
ハ
ま
で
又
は
ヘ
」
を
「
当
該
同
一
人
自
身
及
び
イ
か
ら
ニ
ま
で
、
ト
又
は
チ
」
に
改
め
、
同
号
ト
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

当
該
同
一
人
自
身
の
子
会
社

当
該
同
一
人
自
身
を
子
会
社
と
す
る
会
社

に
掲
げ
る
会
社
の
子
会
社
（
当
該
同
一
人
自
身
及
び

又
は

に
掲
げ
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。）

ホ
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
会

社
（
当
該
同
一
人
自
身
及
び

に
掲
げ
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）及
び
当
該
会
社
の
子
会
社

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
ト
を
リ
と
し
、
同
号
ヘ
中
「
ニ
又
は
ホ
」
を
「
ホ
又
は
ヘ
」
に
、「
会
社
（
」
を
「
法
人

等
（
」
に
、「
ロ
に
掲
げ
る
会
社
」
を
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、「
及
び
当
該
会
社
の
子
会
社
」
を
削

り
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

ト
に
掲
げ
る
者
の
合
算
子
法
人
等
又
は
合
算
関
連
法
人
等
（
当
該
同
一
人
自
身
及
び
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
中
「
当
該
同
一
人
自
身
を
子
会
社
と
す
る
会
社
」
を
「
ロ
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
も
の
」

を
「
も
の
（
ロ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
者
」

の
下
に「（
国
及
び
外
国
政
府
を
除
く
。
ヘ
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
以
下
」
の
下
に「
こ
の
条
に
お
い
て
」

を
、「
も
の
」
の
下
に「（
ロ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

当
該
同
一
人
自
身
又
は
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
合
算
関
連
法
人
等
（
当
該
同
一
人
自
身
及
び
イ
か

ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
以
下
」
を
「
ロ
及
び
第
六
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
会
社
に
」を「
者

に
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
二
号
を
加
え
る
。

四

日
本
銀
行

五

外
国
政
府
、
外
国
の
中
央
銀
行
又
は
国
際
機
関
で
、
主
務
大
臣
の
定
め
る
も
の





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

二

子
会
社
（
前
号
に
掲
げ
る
法
人
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
質
子
法
人
等
以
外
の
子
会
社
」
と

い
う
。）。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
質
親
法
人
等
及
び
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
実
質
子
法
人
等
若
し
く
は

実
質
子
法
人
等
以
外
の
子
会
社
又
は
当
該
実
質
親
法
人
等
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
実
質
子
法
人
等
若
し
く
は

実
質
子
法
人
等
以
外
の
子
会
社
が
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
他

の
会
社
（
前
号
に
掲
げ
る
法
人
等
を
除
く
。）は
、
当
該
実
質
親
法
人
等
の
実
質
子
法
人
等
以
外
の
子
会
社
と
み

な
す
。

三

前
号
に
掲
げ
る
会
社
（
受
信
者
連
結
基
準
法
人
等
に
限
る
。）の
実
質
子
法
人
等
（
前
二
号
に
掲
げ
る
法
人
等

を
除
く
。）

３

第
一
項
に
規
定
す
る
「
合
算
関
連
法
人
等
」
と
は
、
法
人
等
（
受
信
者
連
結
基
準
法
人
等
に
限
る
。）又
は
そ
の

合
算
子
法
人
等
（
前
項
に
規
定
す
る
合
算
子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
出
資
、
取
締
役

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
役
職
へ
の
当
該
法
人
等
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
で
あ
る
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た

者
の
就
任
、
融
資
、
債
務
の
保
証
若
し
く
は
担
保
の
提
供
、
技
術
の
提
供
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
取
引

等
を
通
じ
て
、
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
他
の

法
人
等
（
合
算
子
法
人
等
を
除
く
。）と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

13

法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
信
用
の
供
与
等
は
、
信
用
の
供
与
等
を
行
う
商
工

組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
等
と
実
質
的
に
同
一
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中「（
会
社
、
組
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
業
体
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の

を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」、「
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
（
株

主
総
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
を
い
う
。
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
十
五
条
を
削
り
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
営
業
所
の
設
置
場
所
の
特
殊
事
情
」
を
「
本
店
」
に
、「
事
情
に
よ
り
」
を
「
主
務

省
令
で
定
め
る
営
業
所
に
つ
き
」
に
、「
業
務
」
を
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
」に
改
め
、「
当
該
営
業
所
に
つ
き
」

を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
営
業
所
（
前
号
に
規
定
す
る
営
業
所
を
除
く
。）の
休
日
と
し
て
主
務
大
臣
に
届

出
を
し
た
日

（
指
定
紛
争
解
決
機
関
に
係
る
名
称
の
使
用
制
限
の
適
用
除
外
）

第
二
十
三
条

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
七
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
指
定
の
い
ず
れ
か
を
受
け
た
者
と
す
る
。

一

無
尽
業
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

二

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
二
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定

三

農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

五

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

六

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
五
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

七

信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

八

長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

九

労
働
金
庫
法
第
八
十
九
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十
一

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
四
十
一
条
の
三
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十
二

保
険
業
法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十
三

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指

定
十
四

農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十
五

信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

十
六

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指

定
附
則
第
二
項
中
「
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
附
則
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五

条
」
に
、「
附
則
第
二
条
の
八
」
を
「
附
則
第
二
条
の
五
」
に
改
め
る
。

（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
四
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
四
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

（
農
業
協
同
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

農
業
協
同
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
九
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

第
十
二
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条

を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中「
以
下
」

を
「
次
項
第
一
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
。
以
下
」
を
「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
、「
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
又
は
準
用
金
融
商

品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
（
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
同
条
第
十
二
項
」
を
「
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
二
第
十
二
項
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
の
二
を
第

八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
及
び
」
を
「
第
六
条
第
十
二
項
第
三
号
及
び
第

五
号
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
条
第
五
項
、
第
八
項

及
び
第
九
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
、「
、
第
八
条

第
一
項
」
を
削
り
、「
第
十
条
、
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
及
び
」
を
「
第
六
条
第
十
二
項
第
三
号

及
び
第
五
号
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
代
理
又
は
」
を
「
代
理
若
し

く
は
」
に
、「
以
下
」
を
「
そ
の
者
か
ら
委
託（
二
以
上
の
段
階
に
わ
た
る
委
託
を
含
む
。）を
受
け
た
者
を
含
む
。）（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
紛
争
解
決
等
業
務
に
相
当
す
る
業
務
に
係
る
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
指
定
）

第
二
十
二
条

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
ニ
並
び
に
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
六
及
び
第
五
十
二
条
の
八
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
指
定
と
す
る
。

一

金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
三
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

二

次
条
各
号
に
掲
げ
る
指
定


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（
信
用
金
庫
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

信
用
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
八
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
二
第
四
十
五
号
中
「
及
び
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
に
規
定

す
る
役
務
の
提
供
及
び
同
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
行
う
同
条
第

二
項
」
を
加
え
る
。

（
銀
行
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
十
六
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
十
九
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
労
働
金
庫
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

労
働
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
の
七
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
貸
金
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

貸
金
業
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
四
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
号
の
二
中
「
第
六
条
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
の
十
四
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
保
険
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
の
九
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

（
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
八

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
農
林
中
央
金
庫
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

農
林
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
信
託
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

信
託
業
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
四
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
五
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
無
尽
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

無
尽
業
法
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定

（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
金
融
庁
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
エ
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

金
融
庁
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
エ
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十

一
年
政
令
第
三
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
次
項

に
お
い
て
「
旧
令
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
休
日
と
し
て
承
認
を
受
け
て
い
る
日
は
、

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。）

第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
営
業
所
（
次
項
に
お
い
て「
主
た
る
営
業
所
」と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
同
号
の
規
定
に
よ
り
休
日
と
し
て
承
認
を
受
け
た
日
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
同
条
第
二
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
休
日
と
し
て
届
け
出
ら
れ
た
日
と
み
な
す
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
主
た

る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
と
、
そ
れ
以
外
の

も
の
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌





府

令

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
持
株
会
）

（
持
株
会
）

第
六
条

﹇
略
﹈

第
六
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

第
一
項
の
「
被
支
配
会
社
等
」
と
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定

す
る
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
又
は
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第

二
十
一
号
に
規
定
す
る
関
連
会
社
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

３

第
一
項
の
「
被
支
配
会
社
等
」
と
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定

す
る
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

（
出
資
対
象
事
業
に
係
る
収
益
の
配
当
等
を
受
領
す
る
権
利
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

（
出
資
対
象
事
業
に
係
る
収
益
の
配
当
等
を
受
領
す
る
権
利
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

第
七
条

令
第
一
条
の
三
の
三
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

二
の
二

投
資
証
券
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
投
資
証
券
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
発
行
者
で

あ
る
投
資
法
人
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
資
産
運
用
会
社
（
同
法
第
二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）又
は
そ
の
特
定
関
係
法
人
（
法
第
百
六
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
関
係
法
人
を
い
い
、
そ

の
子
会
社
（
会
社
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。）に
該
当
す
る
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
役
員
又
は
従
業
員
が
当
該
資
産
運
用
会
社
又
は
当
該
特
定
関
係
法
人
の
他
の
役
員
又

は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
投
資
法
人
の
投
資
証
券
の
買
付
け
（
金
融
商
品
取
引
業
者
に
媒
介
、
取
次
ぎ
又

は
代
理
の
申
込
み
を
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
、
一
定
の
計
画
に
従
い
、個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、

継
続
的
に
行
う
こ
と
を
約
す
る
契
約
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満

た
な
い
も
の
に
限
る
。）に
基
づ
く
権
利

二
の
二

投
資
証
券
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
投
資
証
券
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
発
行
者
で

あ
る
投
資
法
人
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
投
資
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
資
産
運
用
会
社
（
同
法
第
二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）又
は
そ
の
特
定
関
係
法
人
（
法
第
百
六
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
関
係
法
人
を
い
い
、
そ

の
被
支
配
会
社
等
（
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
支
配
会
社
等
を
い
う
。）を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）の
役
員
又
は
従
業
員
が
当
該
資
産
運
用
会
社
又
は
当
該
特
定
関
係
法
人
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と

共
同
し
て
当
該
投
資
法
人
の
投
資
証
券
の
買
付
け
（
金
融
商
品
取
引
業
者
に
媒
介
、
取
次
ぎ
又
は
代
理
の
申

込
み
を
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
、
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に

行
う
こ
と
を
約
す
る
契
約
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
も

の
に
限
る
。）に
基
づ
く
権
利

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

２

前
項
第
一
号
の
「
関
係
会
社
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

２

﹇
同
上
﹈

一

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
支
配
会
社
等

一

会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
十
一
号
に
規
定
す
る
関
連
会

社

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
五
十
三
号

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
百
六
十
二
条
の
二
、
第
百
六
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
百
六
十
六
条
第
六
項
第
十
二
号
、
第
百
六
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び

第
百
六
十
七
条
第
五
項
第
十
四
号
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
一
条
の
三
の
三
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
二
十
六
条
の
二
の
二
第
五
項
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
六
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





（
上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
五
年
内
閣
府
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
一
般
的
記
載
事
項
等
）

（
一
般
的
記
載
事
項
等
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

同
一
の
株
主
総
会
に
関
し
て
被
勧
誘
者
に
提
供
す
る
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
株
主
総
会
参

考
書
類
（
会
社
法
第
三
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定

す
る
株
主
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）、議
決
権
行
使
書
面（
同

法
第
三
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
議
決
権
行

使
書
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
そ
の
他
当
該
株
主
総

会
に
関
す
る
書
面
に
記
載
し
て
い
る
事
項
又
は
令
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
同
法
第
二
条
第
三
十
四

号
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。）に
よ
り
提
供
す
る
事
項
が

あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
被
勧
誘
者
に
対
し
て
提
供
す
る
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
参
考
書
類
又
は
議
決
権
行
使
書
面
に
記
載
し
て
い
る
事
項
又
は
電
磁

的
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
事
項
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

同
一
の
株
主
総
会
に
関
し
て
被
勧
誘
者
に
提
供
す
る
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
株
主
総
会
参

考
書
類
（
会
社
法
第
三
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定

す
る
株
主
総
会
参
考
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）、議
決
権
行
使
書
面（
同

法
第
三
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
議
決
権
行

使
書
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
そ
の
他
当
該
株
主
総
会
に
関
す
る
書

面
に
記
載
し
て
い
る
事
項
又
は
令
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
同
法
第
二
条
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る

電
磁
的
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」と
い
う
。）に
よ
り
提
供
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
被
勧
誘
者
に
対
し
て
提
供
す
る
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
株
主
総
会
参
考
書
類
又
は
議
決
権
行
使
書
面
に
記
載
し
て
い
る
事
項
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
提

供
す
る
事
項
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、当
該
発
行
会
社
に
よ
り
会
社
法
第
三
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項（
同

法
第
三
百
二
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る

電
子
提
供
措
置
（
同
法
第
三
百
二
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
電
子
提
供
措
置
を
い
う
。
第
四
十
四
条
に
お
い
て

同
じ
。）が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
第
九
十
五
条
の
三

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

４

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
当
該
発
行
会
社
が
会
社
法
第
三
百
二
十
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
開
示
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
の
手
続
を
行
っ
た
有
価
証
券
報
告
書

（
添
付
書
類
及
び
こ
れ
ら
の
訂
正
報
告
書
を
含
む
。第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
記
載
し
て
い
る
も
の（
同

法
第
三
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
定
時
株
主
総
会
に
係
る
も
の
に
限
り
、
議
決
権

行
使
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
除
く
。）が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
会
社
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

５

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

６

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
会
社
法
施
行
規
則
第
九
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
う
ち
、
当
該
発
行
会
社
に
よ
り
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省

令
第
十
二
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

事
項
は
、
参
考
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も

の
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

﹇
略
﹈

５

﹇
同
上
﹈

（
書
類
の
写
し
等
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
）

（
書
類
の
写
し
等
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
四
十
四
条

令
第
三
十
六
条
の
三
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
一
の
株
主
総
会
に
関
し
て
株

式
の
発
行
会
社
の
株
主
（
当
該
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
限
る
。）の
全
て
に
対

し
、
株
主
総
会
参
考
書
類
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
株
主
総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

第
四
十
四
条

令
第
三
十
六
条
の
三
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
一
の
株
主
総
会
に
関
し
て
株

式
の
発
行
会
社
の
株
主
（
当
該
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
限
る
。）の
す
べ
て
に

対
し
株
主
総
会
参
考
書
類
及
び
議
決
権
行
使
書
面
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。
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備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

会
社
法
第
三
百
二
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
提
供
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
若
し
く
は
株
主

総
会
参
考
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
（
定
時
株
主
総
会
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
開
示
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
の
手
続
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
有

価
証
券
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
議
決
権
行
使
書
面
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は

議
決
権
行
使
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
提
供
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
場
合
と
す
る
。

（
有
価
証
券
の
取
引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

有
価
証
券
の
取
引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
そ
の
標

記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規

定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
借
入
れ
有
価
証
券
の
裏
付
け
の
確
認
等
の
適
用
除
外
）

（
借
入
れ
有
価
証
券
の
裏
付
け
の
確
認
等
の
適
用
除
外
）

第
九
条
の
三

令
第
二
十
六
条
の
二
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
取
引
は
、
次
に
掲
げ
る
取
引

（
第
二
十
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
取
引
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
引
と
し
て
空
売
り
を
行
う
こ
と
が

当
該
空
売
り
を
受
託
し
た
金
融
商
品
取
引
所
の
会
員
等
及
び
取
引
所
金
融
商
品
市
場
に
お
い
て
す
る
当
該
空
売

り
の
委
託
の
取
次
ぎ
の
申
込
み
を
受
け
た
者
に
お
い
て
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

第
九
条
の
三

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
十
一

略
﹈

﹇
一
〜
十
一

同
上
﹈

十
二

有
価
証
券
の
発
行
者
が
株
式
分
割
、
優
先
出
資
証
券
に
係
る
優
先
出
資
（
優
先
出
資
法
に
規
定
す
る
優

先
出
資
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
分
割
、
次
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
投
資
信
託
受

益
証
券
等
」
と
い
う
。）に
係
る
受
益
権
の
分
割
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）及
び
投

資
口
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
四

項
に
規
定
す
る
投
資
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
分
割（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
株
式
分
割
等
」と
い
う
。）、

株
式
無
償
割
当
て
（
会
社
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
株
式
無
償
割
当
て
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、合
併
、

会
社
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
、
株
式
交
付
又
は
剰
余
金
の
配
当
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式

分
割
等
、
株
式
無
償
割
当
て
、
合
併
、
会
社
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
、
株
式
交
付
又
は
剰
余
金
の
配

当
に
よ
り
割
り
当
て
ら
れ
た
株
式
（
剰
余
金
の
配
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
剰
余
金
の
配
当
の
直
前
に

お
い
て
当
該
有
価
証
券
の
発
行
者
の
子
会
社
（
同
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
第
二
十

三
条
第
一
号
ホ
、
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
の
二
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
っ
た
会
社
の
株
式
に
限
る
。）、
優
先
出
資
、
投
資
信
託
受
益
証
券
等
に
係
る
受
益
権
（
外
国
に
お
け
る
こ

れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）及
び
投
資
口
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。）の
数
量
の
範

囲
内
で
当
該
株
式
等
と
同
一
の
銘
柄
の
有
価
証
券
の
売
付
け
を
行
う
取
引

十
二

有
価
証
券
の
発
行
者
が
株
式
分
割
、
優
先
出
資
証
券
に
係
る
優
先
出
資
（
優
先
出
資
法
に
規
定
す
る
優

先
出
資
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
分
割
、
次
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
投
資
信
託
受

益
証
券
等
」
と
い
う
。）に
係
る
受
益
権
の
分
割
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）及
び
投

資
口
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
四

項
に
規
定
す
る
投
資
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
分
割（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
株
式
分
割
等
」と
い
う
。）、

株
式
無
償
割
当
て
（
会
社
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
株
式
無
償
割
当
て
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、合
併
、

会
社
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
又
は
株
式
交
付
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
株
式
分
割
等
、
株
式
無

償
割
当
て
、
合
併
、
会
社
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
又
は
株
式
交
付
に
よ
り
割
り
当
て
ら
れ
た
株
式
、

優
先
出
資
、
投
資
信
託
受
益
証
券
等
に
係
る
受
益
権
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）及

び
投
資
口
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。）の
数
量
の
範
囲
内
で
当
該
株
式
等
と
同
一
の
銘

柄
の
有
価
証
券
の
売
付
け
を
行
う
取
引

﹇
イ
〜
チ

略
﹈

﹇
イ
〜
チ

同
上
﹈

﹇
十
三
〜
三
十
六

略
﹈

﹇
十
三
〜
三
十
六

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

（
取
引
の
公
正
の
確
保
の
た
め
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
）

（
取
引
の
公
正
の
確
保
の
た
め
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
）

第
二
十
三
条

上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
が
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
、
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法

第
百
六
十
三
条
及
び
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
、

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法

第
八
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
上
場
等
株
券
等
の
買

付
け
等
を
行
う
場
合
に
は
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
二
十
三
条

﹇
同
上
﹈
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一

取
引
所
金
融
商
品
市
場
に
お
け
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
（
次
号
に
規
定
す
る
上
場
等
株
券
等
の
買

付
け
等
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
金
融
商
品
取
引
所
が
適
当
と
認
め

る
方
法

一

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

当
該
方
法
に
よ
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
う
前
に
、
当
該
上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
の
業
務

執
行
を
決
定
す
る
機
関
が
当
該
上
場
等
株
券
等
の
売
付
け
（
当
該
上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
又
は
そ
の
子

会
社
若
し
く
は
関
連
会
社
（
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二

十
一
号
に
規
定
す
る
関
連
会
社
を
い
う
。
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
す
る
役

務
の
提
供
の
対
価
と
し
て
個
人
に
対
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
そ
の

委
託
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
決
定
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
決
定
を
し
た
旨
を
公
表
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
営
業
日
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
方
法
に
よ
る
当
該
上
場
等
株
券
等
の

買
付
け
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

二

取
引
所
金
融
商
品
市
場
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
銘
柄
に
係
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
金
融
商
品
取
引
所
が
適
当
と
認
め
る
方
法

二

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

当
該
方
法
に
よ
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
う
前
に
、
当
該
上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
の
業
務

執
行
を
決
定
す
る
機
関
が
当
該
上
場
等
株
券
等
の
売
付
け
又
は
そ
の
委
託
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
決

定
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
決
定
を
し
た
旨
を
公
表
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
営
業
日
が

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
方
法
に
よ
る
当
該
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

三

店
頭
売
買
有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
（
次
号
に
規
定
す
る
上
場
等
株
券
等
の

買
付
け
等
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
が

適
当
と
認
め
る
方
法

三

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

当
該
方
法
に
よ
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
う
前
に
、
当
該
上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
の
業
務

執
行
を
決
定
す
る
機
関
が
当
該
上
場
等
株
券
等
の
売
付
け
又
は
そ
の
委
託
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
決

定
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
決
定
を
し
た
旨
を
公
表
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
営
業
日
が

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
方
法
に
よ
る
当
該
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

四

店
頭
売
買
有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
店
頭
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
銘
柄
に
係
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
認
可
金
融
商
品
取
引
業
協
会
が
適
当
と
認
め
る
方
法

四

﹇
同
上
﹈

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

ホ

当
該
方
法
に
よ
る
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
う
前
に
、
当
該
上
場
等
株
券
等
の
発
行
者
の
業
務

執
行
を
決
定
す
る
機
関
が
当
該
上
場
等
株
券
等
の
売
付
け
又
は
そ
の
委
託
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
決

定
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
決
定
を
し
た
旨
を
公
表
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
営
業
日
が

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
方
法
に
よ
る
当
該
上
場
等
株
券
等
の
買
付
け
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

﹇
号
の
細
分
を
加
え
る
。﹈

（
取
得
又
は
保
有
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
取
得
又
は
保
有
す
る
議
決
権
か
ら
除
く
議
決
権
）

（
取
得
又
は
保
有
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
取
得
又
は
保
有
す
る
議
決
権
か
ら
除
く
議
決
権
）

第
二
十
四
条

法
第
百
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
取
得
又
は
保
有
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
閣

府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
株
式
に
係
る
議
決
権
と
す
る
。

第
二
十
四
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

有
価
証
券
関
連
業
（
法
第
二
十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業
を
い
う
。
第
五
十
九
条
第
一

項
第
十
四
号
ロ

及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
が
有
価
証
券
の
引
受
け

（
法
第
二
条
第
八
項
第
六
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
引
受
け
を
い
う
。）又
は
売
出
し
若
し
く
は
特
定
投
資

家
向
け
売
付
け
勧
誘
等
を
行
う
業
務
に
よ
り
取
得
し
た
株
式

二

有
価
証
券
関
連
業
（
法
第
二
十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業
を
い
う
。
第
五
十
九
条
第
一

項
第
十
四
号
ロ

及
び
第
六
十
二
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
が
有
価
証
券
の
引
受
け
（
法
第
二

条
第
八
項
第
六
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
引
受
け
を
い
う
。）又
は
売
出
し
若
し
く
は
特
定
投
資
家
向
け
売

付
け
勧
誘
等
を
行
う
業
務
に
よ
り
取
得
し
た
株
式

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈
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（
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
）

（
報
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
十
条

法
第
百
六
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

第
三
十
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会
社
等
の
被
支
配
会
社
等
（
定
義
府
令
第
六
条
第
三
項
に

規
定
す
る
被
支
配
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に

お
い
て
同
じ
。）が
当
該
上
場
会
社
等
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
又
は

投
資
証
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
上
場
会
社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六

十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
て
い
た

株
券
以
外
の
も
の
を
買
い
付
け
た
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
に
限
る
。）

で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場

合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会
社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が

当
該
上
場
会
社
等
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
又
は
投
資
証
券
の
買
付

け
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
上
場
会
社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
て
い
た
株
券
以
外
の
も
の

を
買
い
付
け
た
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
当
該

買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号

に
お
い
て
同
じ
。）

﹇
三
〜
六

略
﹈

﹇
三
〜
六

同
上
﹈

六
の
二

上
場
会
社
等
（
上
場
投
資
法
人
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
資
産
運
用
会
社
又
は

そ
の
特
定
関
係
法
人
（
法
第
百
六
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
関
係
法
人
を
い
い
、
そ
の
子
会
社
に
該

当
す
る
会
社
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
役
員
又
は
従
業
員
が
当
該
資
産
運
用
会
社
又
は
当
該
特
定
関
係
法
人

の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
投
資
証
券
の
買
付
け
を
金
融
商
品
取
引
業
者
に

委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ

か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額

が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。）

六
の
二

上
場
会
社
等
（
上
場
投
資
法
人
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
資
産
運
用
会
社
又
は

そ
の
特
定
関
係
法
人
（
法
第
百
六
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
関
係
法
人
を
い
い
、
そ
の
子
会
社
（
会

社
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
次
項
、
第
四
十
条
第
五
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一

号
ハ
、
第
五
十
九
条
第
二
項
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
会
社
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）の
役
員
又
は
従
業
員
が
当
該
資
産
運
用
会
社
又
は
当
該
特
定
関
係
法
人
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と

共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
投
資
証
券
の
買
付
け
を
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場

合
に
限
る
。）

﹇
七
〜
十
五

略
﹈

﹇
七
〜
十
五

同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

２

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
上
場
会
社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け

る
当
該
他
の
会
社
と
は
、
当
該
上
場
会
社
等
の
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

２

前
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場

会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

３

第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上

場
会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

一

被
支
配
会
社
等

一

関
連
会
社
（
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
十
一
号
に
規
定

す
る
関
連
会
社
を
い
う
。
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
、
第
五
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
六
十
三
条

第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

（
特
定
組
合
等
の
組
合
員
に
係
る
売
買
に
関
す
る
報
告
）

（
特
定
組
合
等
の
組
合
員
に
係
る
売
買
に
関
す
る
報
告
）

第
四
十
条

﹇
略
﹈

第
四
十
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

４

法
第
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と

す
る
。

４

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



二

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会

社
等
の
被
支
配
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
共
同
し
て

当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う
こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及

び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
上
場
会

社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
て
い
た
株
券
以
外
の
も
の
を
買
い
付
け
た
と
き
は
、
金
融
商

品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、

個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の

一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
当
該
特
定

組
合
等
の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
売
付
け
（
当
該
特
定
組
合
等
を
脱
退
す
る
各
組
合
員
の
持

分
に
係
る
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
（
同
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
単
元
の
株
式
の
数
に
満

た
な
い
数
の
株
式
の
み
に
係
る
株
券
に
限
る
。）の
売
付
け
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合

二

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会

社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員

を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う

こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株

券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
（
当
該
上
場
会
社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
て
い
た
株
券
以

外
の
も
の
を
買
い
付
け
た
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ

て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限

る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

三

特
定
組
合
等
の
組
合
員
が
信
託
業
を
営
む
者
と
信
託
財
産
を
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
に
対
す
る
投
資
と

し
て
運
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
し
、
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の

組
合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が

一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合（
当

該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信
託
財
産
と
他
の
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信

託
財
産
と
が
合
同
し
て
運
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）又
は
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の
組

合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
売
付
け
（
当
該
特
定
組
合
等
を
脱
退
す
る
各
組
合
員
の

持
分
に
係
る
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
（
会
社
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
単
元
の
株
式
の
数

に
満
た
な
い
数
の
株
式
の
み
に
係
る
株
券
に
限
る
。）の
売
付
け
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合

三

特
定
組
合
等
の
組
合
員
が
信
託
業
を
営
む
者
と
信
託
財
産
を
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
に
対
す
る
投
資
と

し
て
運
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
し
、
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の

組
合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が

一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合（
当

該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信
託
財
産
と
他
の
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信

託
財
産
と
が
合
同
し
て
運
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

四

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
関
係
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員
で

あ
り
、共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う
こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
金
融
商
品
取

引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判

断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の

拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合

員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
売
付
け
（
当
該
特
定
組
合
等
を
脱
退
す
る
各
組
合
員
の
持
分
に
係
る
当
該

上
場
会
社
等
の
株
券
（
会
社
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
単
元
の
株
式
の
数
に
満
た
な
い
数
の

株
式
の
み
に
係
る
株
券
に
限
る
。）の
売
付
け
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合

四

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
関
係
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員
で

あ
り
、共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う
こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等

を
し
て
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、

継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百

万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

五

特
定
組
合
等
の
組
合
員
が
信
託
業
を
営
む
者
と
信
託
財
産
を
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
に
対
す
る
投
資
と

し
て
運
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
し
、
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の

組
合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が

一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合（
当

該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信
託
財
産
と
他
の
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信

託
財
産
と
が
合
同
し
て
運
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）又
は
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の
組

合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
売
付
け
（
当
該
特
定
組
合
等
を
脱
退
す
る
各
組
合
員
の

持
分
に
係
る
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
（
会
社
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
単
元
の
株
式
の
数

に
満
た
な
い
数
の
株
式
の
み
に
係
る
株
券
に
限
る
。）の
売
付
け
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合

五

特
定
組
合
等
の
組
合
員
が
信
託
業
を
営
む
者
と
信
託
財
産
を
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
に
対
す
る
投
資
と

し
て
運
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
し
、
当
該
信
託
業
を
営
む
者
が
当
該
特
定
組
合
等
の

組
合
員
の
指
図
に
基
づ
き
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が

一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合（
当

該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信
託
財
産
と
他
の
特
定
組
合
等
の
組
合
員
を
委
託
者
と
す
る
信

託
財
産
と
が
合
同
し
て
運
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

六

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
取
引
関
係
者
（
当
該
上
場
会
社
等

の
指
定
す
る
当
該
上
場
会
社
等
と
取
引
関
係
に
あ
る
者
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
を
含

み
、個
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
事
業
に
関
し
て
当
該
上
場
会
社
等
と
取
引
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
る
。）を
い
う
。

六

特
定
組
合
等
（
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員
の
全
員
が
上
場
会
社
等
の
取
引
関
係
者
（
当
該
上
場
会
社
等

の
指
定
す
る
当
該
上
場
会
社
等
と
取
引
関
係
に
あ
る
者
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
を
含

み
、個
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
事
業
に
関
し
て
当
該
上
場
会
社
等
と
取
引
関
係
に
あ
る
場
合
に
限
る
。）を
い
う
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



﹇
七
〜
十
三

略
﹈

﹇
七
〜
十
三

同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

５

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
上
場
会
社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け

る
当
該
他
の
会
社
と
は
、
当
該
上
場
会
社
等
の
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

５

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
第
三
十
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場

会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

６

第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
第
三
十
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上

場
会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う
こ
と
を
約

す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券

の
買
付
け
を
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画

に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
取
引
関
係

者
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。）又
は
当
該
特
定
組
合
等
の
組
合
員

が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
売
付
け
（
当
該
特
定
組
合
等
を
脱
退
す
る
各
組
合
員
の
持
分
に
係
る
当
該
上

場
会
社
等
の
株
券
（
会
社
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
単
元
の
株
式
の
数
に
満
た
な
い
数
の
株

式
の
み
に
係
る
株
券
に
限
る
。）の
売
付
け
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
行
う
こ
と
を
約

す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。）の
組
合
員
が
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
の
買
付
け
を
金
融
商
品
取
引
業

者
に
委
託
等
を
し
て
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に

基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
各
取
引
関
係
者
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額

が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。）

（
重
要
事
実
に
係
る
規
制
の
適
用
除
外
）

（
重
要
事
実
に
係
る
規
制
の
適
用
除
外
）

第
五
十
九
条

法
第
百
六
十
六
条
第
六
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
上
場
会
社
等
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

業
務
等
に
関
す
る
重
要
事
実
を
知
る
前
に
締
結
さ
れ
た
当
該
上
場
会
社
等
の
特
定
有
価
証
券
等
に
係
る
売
買
等

に
関
す
る
契
約
の
履
行
又
は
上
場
会
社
等
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
業
務
等
に
関
す
る
重
要
事
実
を
知
る
前
に

決
定
さ
れ
た
当
該
上
場
会
社
等
の
特
定
有
価
証
券
等
に
係
る
売
買
等
の
計
画
の
実
行
と
し
て
売
買
等
を
す
る
場

合
の
う
ち
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
五
十
九
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会
社
等
の
被
支
配
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該
上
場
会
社
等
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該

上
場
会
社
等
の
株
券
又
は
投
資
証
券
の
買
付
け
を
行
う
場
合
（
当
該
上
場
会
社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条

第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基

づ
き
買
い
付
け
た
株
券
以
外
の
も
の
を
買
い
付
け
る
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
う

場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続

的
に
行
わ
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に

限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

四

上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
上
場
会
社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が

当
該
上
場
会
社
等
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
株
券
又
は
投
資
証
券
の
買
付

け
を
行
う
場
合
（
当
該
上
場
会
社
等
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
た
株
券
以
外
の
も
の
を
買
い

付
け
る
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が

一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員

の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

﹇
五
〜
十
四

略
﹈

﹇
五
〜
十
四

同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

２

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
当
該
上
場
会
社
等
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け

る
当
該
他
の
会
社
と
は
、
当
該
上
場
会
社
等
の
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
を
い
う
。

２

前
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場

会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

３

第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上

場
会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

一

被
支
配
会
社
等

一

関
連
会
社

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

（
株
券
等
に
係
る
買
付
け
等
に
準
ず
る
も
の
）

（
株
券
等
に
係
る
買
付
け
等
に
準
ず
る
も
の
）

第
六
十
条

令
第
三
十
三
条
の
三
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
取
引

に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
条

﹇
同
上
﹈

一

株
券
等
（
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
株
券
等
を
い
う
。
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
十
二

条
の
二
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）に
係
る
法
第
二
条
第
二
十
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
取
引

現
実
数
値
が
約
定

数
値
を
上
回
っ
た
場
合
に
金
銭
を
受
領
す
る
立
場
の
当
事
者
（
売
方
関
連
株
券
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支

払
う
立
場
の
当
事
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
も
の

一

株
券
等
（
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
株
券
等
を
い
う
。
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
二
条
の
二

を
除
き
、
以
下
同
じ
。）に
係
る
法
第
二
条
第
二
十
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
取
引

現
実
数
値
が
約
定
数
値
を

上
回
っ
た
場
合
に
金
銭
を
受
領
す
る
立
場
の
当
事
者
（
売
方
関
連
株
券
等
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
支
払
う
立

場
の
当
事
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
も
の

﹇
二
〜
十
六

略
﹈

﹇
二
〜
十
六

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
公
開
買
付
け
等
事
実
に
係
る
軽
微
基
準
）

（
公
開
買
付
け
等
事
実
に
係
る
軽
微
基
準
）

第
六
十
二
条

法
第
百
六
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
投
資
者
の
投
資
判
断
に
及
ぼ
す
影
響
が
軽
微
な

も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
公
開
買
付
け
等
事
実
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
開
買
付
け
等

事
実
を
い
う
。
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
買
集
め
行
為
に
係

る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
十
二
条

﹇
同
上
﹈

一

当
該
買
集
め
行
為
に
よ
り
各
年
に
お
い
て
買
い
集
め
る
株
券
等
（
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
株
券
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
当
該
株
券
等
の
発
行
者
の
総
株
主
等
の
議
決
権
（
法
第
二
十

九
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
総
株
主
等
の
議
決
権
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の
百
分

の
二
・
五
未
満
で
あ
る
も
の
に
係
る
こ
と
。

一

当
該
買
集
め
行
為
に
よ
り
各
年
に
お
い
て
買
い
集
め
る
株
券
等
（
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
株
券
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
当
該
株
券
等
の
発
行
者
の
総
株
主
等
の
議
決
権
（
法
第
二
十

九
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
総
株
主
等
の
議
決
権
を
い
う
。）の
百
分
の
二
・
五
未
満
で
あ
る
も
の
に
係
る

こ
と
。

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

三

次
に
掲
げ
る
者
（
株
券
等
を
買
い
集
め
る
者
（
そ
の
者
と
共
同
し
て
買
い
集
め
る
者
が
い
る
場
合
に
は
、

当
該
共
同
し
て
買
い
集
め
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
間
で
、
共
同
し
て
当
該
株
券

等
を
取
得
し
、
若
し
く
は
譲
渡
し
、
若
し
く
は
当
該
株
券
等
の
発
行
者
の
株
主
と
し
て
の
議
決
権
そ
の
他
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
又
は
当
該
株
券
等
を
買
い
集
め
た
後
に
相
互
に
当
該
株
券
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は

譲
り
受
け
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
る
者
に
限
る
。）を
相
手
方
と
し
て
行
う
も
の
に
係
る
こ
と
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

イ

株
券
等
を
買
い
集
め
る
者
で
あ
る
個
人
（
そ
の
配
偶
者
並
び
に
一
親
等
内
の
血
族
及
び
姻
族
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
被
支
配
法
人
等

ロ

株
券
等
を
買
い
集
め
る
者
で
あ
る
法
人
等
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）を
被
支
配
法
人
等
と
す
る
個
人

２

個
人
と
そ
の
被
支
配
法
人
等
が
合
わ
せ
て
他
の
法
人
等
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え

る
数
の
議
決
権
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
百
四
十
七
条

第
一
項
又
は
第
百
四
十
八
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
五
条

第
一
項
、
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
六
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
発
行
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
又
は
出
資
に
係
る
議
決
権
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
対
象
議
決
権
」と
い
う
。）を
自
己
又
は
他
人
の
名
義
を
も
っ
て
保
有
す
る
場
合
に
は
、

当
該
他
の
法
人
等
は
、
当
該
個
人
の
被
支
配
法
人
等
と
み
な
し
て
、
前
項
第
三
号
及
び
こ
の
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

３

第
一
項
第
三
号
及
び
前
項
の
「
被
支
配
法
人
等
」
と
は
、
個
人
が
他
の
法
人
等
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
数

の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
数
の
対
象
議
決
権
を
自
己
又
は
他
人
の
名
義
を
も
っ
て
保
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
他
の
法
人
等
を
い
う
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
公
開
買
付
け
等
に
係
る
規
制
の
適
用
除
外
）

（
公
開
買
付
け
等
に
係
る
規
制
の
適
用
除
外
）

第
六
十
三
条

法
第
百
六
十
七
条
第
五
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
公
開
買
付
者
等
の
公
開
買
付
け
等
事
実
を
知
る

前
に
締
結
さ
れ
た
当
該
公
開
買
付
け
等
に
係
る
株
券
等
に
係
る
買
付
け
等
若
し
く
は
売
付
け
等
に
関
す
る
契
約

の
履
行
又
は
公
開
買
付
者
等
の
公
開
買
付
け
等
事
実
を
知
る
前
に
決
定
さ
れ
た
当
該
公
開
買
付
け
等
に
係
る
株

券
等
に
係
る
買
付
け
等
若
し
く
は
売
付
け
等
の
計
画
の
実
行
と
し
て
買
付
け
等
又
は
売
付
け
等
を
す
る
場
合
の

う
ち
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
六
十
三
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



四

公
開
買
付
け
等
に
係
る
上
場
等
株
券
等
又
は
上
場
株
券
等
の
発
行
者
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
発
行
者

の
被
支
配
会
社
等
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該
発
行
者

の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該
発
行
者
の
株
券
又
は
投
資
証
券
の
買
付
け
を
行
う
場
合
（
当
該

発
行
者
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付
け
た
株
券
以
外
の
も
の
を
買
い
付
け
る
と
き
は
、
金
融
商
品

取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別

の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額

が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

四

公
開
買
付
け
等
に
係
る
上
場
等
株
券
等
又
は
上
場
株
券
等
の
発
行
者
の
役
員
又
は
従
業
員
（
当
該
発
行
者

が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
の
役
員
又
は
従
業
員
を
含

む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該
発
行
者
の
他
の
役
員
又
は
従
業
員
と
共
同
し
て
当
該

発
行
者
の
株
券
又
は
投
資
証
券
の
買
付
け
を
行
う
場
合（
当
該
発
行
者
が
会
社
法
第
百
五
十
六
条
第
一
項（
同

法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
買
い
付

け
た
株
券
以
外
の
も
の
を
買
い
付
け
る
と
き
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
に
委
託
等
を
し
て
行
う
場
合
に
限

る
。）で
あ
っ
て
、
当
該
買
付
け
が
一
定
の
計
画
に
従
い
、
個
別
の
投
資
判
断
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
行
わ

れ
る
場
合
（
各
役
員
又
は
従
業
員
の
一
回
当
た
り
の
拠
出
金
額
が
二
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
限
る
。
同

号
に
お
い
て
同
じ
。）

﹇
五
〜
十
四

略
﹈

﹇
五
〜
十
四

同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

２

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
当
該
発
行
者
が
他
の
会
社
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当

該
他
の
会
社
と
は
、
当
該
発
行
者
の
子
会
社
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場
会
社
等
を
除
く
。）を
い
う
。

２

前
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場
会
社
等

を
除
く
。）を
い
う
。

３

第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
関
係
会
社
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
（
上
場
会
社

等
を
除
く
。）を
い
う
。

一

被
支
配
会
社
等

一

関
連
会
社

﹇
二
・
三

略
﹈

﹇
二
・
三

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
令
和
七
年
六
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
中
有
価
証
券
の
取
引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
二
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
業
務
の
運
営
の
状
況
が
公
益
に
反
し
又
は
投
資
者
の
保
護
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）

（
業
務
の
運
営
の
状
況
が
公
益
に
反
し
又
は
投
資
者
の
保
護
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）

第
百
二
十
三
条

法
第
四
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
状
況
は
、
次
に
掲
げ
る
状
況
と
す
る
。

第
百
二
十
三
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
二
十
六

略
﹈

﹇
一
〜
二
十
六

同
上
﹈

二
十
七

令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
買
集
め
行
為
で
あ
っ
て
、
取
引
等
規
制
府
令
第
六
十
二
条
に
定
め
る
基

準
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
も
の
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
状
況

二
十
七

令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
買
集
め
行
為
で
あ
っ
て
、
取
引
等
規
制
府
令
第
六
十
二
条
に
定
め
る
基

準
（
同
条
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
も
の
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ

て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
状
況

﹇
イ
・
ロ

略
﹈

﹇
イ
・
ロ

同
上
﹈

﹇
二
十
八
〜
三
十
六

略
﹈

﹇
二
十
八
〜
三
十
六

同
上
﹈

﹇
２
〜
16

略
﹈

﹇
２
〜
16

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
五
十
四
号

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
金
融
庁
等
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す
べ
き
身
分
証
明
書
等
の
様
式
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





金
融
庁
等
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す
べ
き
身
分
証
明
書
等
の
様
式
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

金
融
庁
等
の
職
員
が
検
査
の
際
に
携
帯
す
べ
き
身
分
証
明
書
等
の
様
式
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成
四
年
大
蔵
省
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
検
査
の
際
に
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し
く
は
財
務
支
局
の
職
員

が
携
帯
す
べ
き
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
又
は
証
票
は
、
別
紙
様
式
一
に
よ
る
。
た
だ
し
、
金
融
商
品
取
引
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
二
十
七
条
の
二
十
二
第
一
項
（
同
法
第
二
十
七
条
の
二
十
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
第
二
十
七
条
の
三
十
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
三
十
五
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の

三
十
七
第
一
項
、
第
百
八
十
五
条
の
五
並
び
に
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
並
び
に

同
法
第
百
九
十
四
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
、
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
百
三

十
九
条
第
二
項
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）
第
百
三
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
委
任

さ
れ
た
検
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

１

﹇
同
上
﹈

一

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
第

四
十
六
条
第
三
項
、
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第

十
七
条
、
信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
八
十
九
条
第
一
項
、労
働
金
庫
法（
昭

和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
並
び
に
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
八
第
二
項
（
長
期

信
用
銀
行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
十
二
第
二
項
（
長
期
信
用
銀

行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
三
十
二
第
三
項
（
長
期
信
用
銀
行
法

第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
五
十
四
第
二
項
（
長
期
信
用
銀
行
法
第
十

七
条
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
五
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
三
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事

業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
二
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
九
十
二
条
の
四
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
百
八
条
第

一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
並
び
に
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
三
第
二
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
七
条
第
二
項
及

び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の

六
十
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
五
十
二
条
の
五
十
四
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
並
び
に
長
期
信
用
銀
行
法

第
十
七
条
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
五
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
三
項
及
び
協
同
組
合
に
よ
る

金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の

六
十
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
五
第
三
項
及
び
第
五
十
二

一

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
第
三
項
及
び
第

四
十
六
条
第
三
項
、
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第

十
七
条
、
信
用
金
庫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
八
十
九
条
第
一
項
、労
働
金
庫
法（
昭

和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
並
び
に
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
八
第
二
項
（
長
期

信
用
銀
行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
十
二
第
二
項
（
長
期
信
用
銀

行
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
三
十
二
第
三
項
（
長
期
信
用
銀
行
法

第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
五
十
四
第
二
項
（
長
期
信
用
銀
行
法
第
十

七
条
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
五
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
三
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事

業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
二
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
九
十
二
条
の
四
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
百
八
条
第

一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
並
び
に
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
三
第
二
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
七
条
第
二
項
及

び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の

六
十
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
五
十
二
条
の
五
十
四
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
並
び
に
長
期
信
用
銀
行
法

第
十
七
条
、
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
五
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
三
項
及
び
協
同
組
合
に
よ
る

金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の

六
十
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
五
第
三
項
及
び
第
五
十
二

条
の
六
十
一
の
二
十
七
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
六
十
の
二
十
一
第
三
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
七
項
及
び
協
同
組
合

に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条

の
六
十
の
三
十
三
第
二
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
七
項
及
び
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
第
六
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
五
第
三
項（
信

用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
九
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
五
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す

る
法
律
第
六
条
の
五
の
十
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
五
の
九
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合

条
の
六
十
一
の
二
十
七
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条
の
六
十
の
二
十
一
第
三
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
七
項
及
び
協
同
組
合

に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
二
条

の
六
十
の
三
十
三
第
二
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
七
項
及
び
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
第
六
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
十
五
第
三
項（
信

用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
九
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
五
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す

る
法
律
第
六
条
の
五
の
十
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
五
の
九
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



﹇
一
の
二
〜
二
十
六

略
﹈

﹇
一
の
二
〜
二
十
六

同
上
﹈

二
十
七

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
五
十
八
条
第
三
項
、
第
六
十
条
の
十
七
第
三
項
及
び
第
六
十
条

の
二
十
九
第
二
項

二
十
七

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
五
十
八
条
第
三
項
、
第
六

十
条
の
十
七
第
三
項
及
び
第
六
十
条
の
二
十
九
第
二
項

﹇
二
十
八
〜
四
十
二

略
﹈

﹇
二
十
八
〜
四
十
二

同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

法
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並

び
に
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
の
十
一
第
六
項
、
労
働
金
庫
法
第
八
十

九
条
の
十
二
第
六
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
四
第
二
項
及
び
第
六
条

の
五
の
九
第
六
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
五
の
八
第
六
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
六
条

第
六
項
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五
の
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
十
七
第
二
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
九
項
、
労
働
金
庫
法
第
九

十
四
条
第
五
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
五
の
十
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合

法
第
九
十
二
条
の
五
の
九
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九

十
五
条
の
五
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及

び
第
八
十
五
条
の
十
一
第
六
項
、
労
働
金
庫
法
第
八
十
九
条
の
十
二
第
六
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
四
第
二
項
及
び
第
六
条
の
五
の
九
第
六
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条

の
五
の
八
第
六
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
六
条
第
六
項
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五

の
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
五
十
二
条
の
八
十
一
第
三
項
（
長
期
信
用

銀
行
法
第
十
七
条
、
無
尽
業
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
、
信
用
金

庫
法
第
八
十
九
条
第
十
一
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
七
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
第
六
条
の
五
の
十
四
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
八
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第

百
二
十
条
第
一
項
、
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
八
第
一
項
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
六
十
九
条
の
五
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十

九
号
）
第
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
六

十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

法
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並

び
に
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
の
十
一
第
六
項
、
労
働
金
庫
法
第
八
十

九
条
の
十
二
第
六
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
四
第
二
項
及
び
第
六
条

の
五
の
九
第
六
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
五
の
八
第
六
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
六
条

第
六
項
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五
の
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
十
二
条
の
六
十
一
の
二
十
七
第
二
項
（
信
用
金
庫
法
第
八
十
九
条
第
九
項
、
労
働
金
庫
法
第
九

十
四
条
第
五
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
五
の
十
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合

法
第
九
十
二
条
の
五
の
九
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
第
九

十
五
条
の
五
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
信
用
金
庫
法
第
八
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
及

び
第
八
十
五
条
の
十
一
第
六
項
、
労
働
金
庫
法
第
八
十
九
条
の
十
二
第
六
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
四
の
四
第
二
項
及
び
第
六
条
の
五
の
九
第
六
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条

の
五
の
八
第
六
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
十
六
条
第
六
項
並
び
に
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
五

の
九
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
五
十
二
条
の
八
十
一
第
三
項
（
長
期
信
用

銀
行
法
第
十
七
条
、
無
尽
業
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
、
信
用
金

庫
法
第
八
十
九
条
第
十
一
項
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
七
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る

法
律
第
六
条
の
五
の
十
四
第
一
項
、
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
二
条
の
八
第
一
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第

百
二
十
条
第
一
項
、
農
林
中
央
金
庫
法
第
九
十
五
条
の
八
第
一
項
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
六
十
九
条
の
五
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五

十
九
号
）
第
百
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

府

令
・
省

令

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
内

閣

府

財

務

省

経
済
産
業
省
令
第
四
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
及
び
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治





経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条

第
七
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条

第
七
条
）

第
二
章

業
務
（
第
八
条

第
六
十
八
条
）

第
二
章

業
務
（
第
八
条

第
六
十
八
条
）

第
三
章

子
会
社
等
（
第
六
十
九
条

第
七
十
八
条
）

第
三
章

子
会
社
等
（
第
六
十
九
条

第
七
十
八
条
）

第
四
章

計
算
（
第
七
十
九
条

第
八
十
七
条
）

第
四
章

計
算
（
第
七
十
九
条

第
八
十
七
条
）

第
五
章

監
督
（
第
八
十
八
条
・
第
八
十
九
条
）

第
五
章

監
督
（
第
八
十
八
条
・
第
八
十
九
条
）

第
六
章

商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
（
第
八
十
九
条
の
二

第
八
十
九
条
の
三
十
）

第
六
章

商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
（
第
八
十
九
条
の
二

第
八
十
九
条
の
三
十
）

第
七
章

指
定
紛
争
解
決
機
関
（
第
八
十
九
条
の
三
十
一

第
八
十
九
条
の
四
十
四
）

（
新
設
）

第
八
章

雑
則
（
第
九
十
条

第
九
十
三
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
九
十
条

第
九
十
三
条
）

附
則

附
則

（
営
業
所
等
の
定
義
等
）

（
営
業
所
等
の
定
義
等
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
種
類
の
変
更
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
本
店
（
第
二
項
に

規
定
す
る
本
店
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
支
店
（
前
項
に
規
定
す
る
支
店
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）以
外
の
営
業
所
（
以
下
「
出
張
所
」
と
い
う
。）か
ら
支
店
へ
並
び
に
支
店
か
ら
出
張
所
へ
の
変
更
を
い

う
。

４

法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
種
類
の
変
更
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
本
店
（
第
二
項
に

規
定
す
る
本
店
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
支
店
（
前
項
に
規
定
す
る
支
店
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）以
外
の
営

業
所
（
以
下
「
出
張
所
」
と
い
う
。）か
ら
支
店
へ
並
び
に
支
店
か
ら
出
張
所
へ
の
変
更
を
い
う
。

（
営
業
所
等
の
設
置
等
の
届
出
等
）

（
営
業
所
等
の
設
置
等
の
届
出
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

営
業
所
（
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日
又
は
第
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
時
間
以

外
の
時
間
に
お
い
て
の
み
そ
の
業
務
を
営
む
も
の
に
限
る
。）の
設
置
、
移
転
又
は
廃
止
を
す
る
場
合

（
新
設
）

二

出
張
所
（
前
号
に
規
定
す
る
営
業
所
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
移
転
又
は
廃
止
を
す
る
場
合

一

出
張
所
の
設
置
、
移
転
又
は
廃
止
を
す
る
場
合

三

営
業
所
（
第
一
号
に
規
定
す
る
営
業
所
及
び
前
号
に
規
定
す
る
出
張
所
を
除
き
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
休
日
以
外
の
日
の
第
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
時
間
の
全
部
に
お
い
て
そ
の
業
務
を

営
む
も
の
に
限
る
。）の
設
置
を
す
る
場
合

（
新
設
）

四

出
張
所
の
種
類
の
変
更
を
す
る
場
合

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
外
国
に
お
け
る
営
業
所
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
等
）

（
外
国
に
お
け
る
営
業
所
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
等
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

主
務
大
臣
等
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
所
の
設
置
又
は
種
類
の
変
更
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
営
業
所
の
設
置
又
は
種
類
の
変
更
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
経
営
の
健
全
性
確
保
に
資
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
並
び
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等

（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
次
章
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）の
自
己
資

本
の
充
実
の
状
況
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
適
当
で
あ
る
こ
と
。

一

当
該
営
業
所
の
設
置
又
は
種
類
の
変
更
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
経
営
の
健
全
性
確
保
に
資
す
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
並
び
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等

（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
自
己
資
本
の
充
実
の
状

況
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
適
当
で
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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（
金
銭
債
権
の
証
書
の
範
囲
）

（
金
銭
債
権
の
証
書
の
範
囲
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
証
書
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

二

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー

三

住
宅
抵
当
証
書

三

住
宅
抵
当
証
券

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

七

外
国
の
法
人
の
発
行
す
る
証
券
又
は
証
書
で
銀
行
業
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
銀
行
業
を
い
う
。
第
七
十
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
者
そ
の
他

の
金
銭
の
貸
付
け
を
業
と
し
て
行
う
者
の
貸
付
債
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
又
は
こ
れ
に
類
す
る
権
利

を
表
示
す
る
も
の

七

外
国
の
法
人
の
発
行
す
る
証
券
又
は
証
書
で
銀
行
業
（
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
銀
行
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
む
者
そ
の
他
の
金
銭
の
貸
付
け
を
業
と
し
て

行
う
者
の
貸
付
債
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
又
は
こ
れ
に
類
す
る
権
利
を
表
示
す
る
も
の

八

（
略
）

八

（
略
）

（
特
定
社
債
に
準
ず
る
有
価
証
券
）

（
特
定
社
債
に
準
ず
る
有
価
証
券
）

第
九
条

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
六
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商

品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
又
は
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
同
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）で

あ
っ
て
、
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）
第
四
十
条
第
一

号
に
規
定
す
る
譲
渡
資
産
が
、
金
銭
債
権
（
法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
六
号
に
規
定
す
る
金
銭
債
権
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
金
銭
債
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
六
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商

品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
又
は
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
同
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）で

あ
っ
て
、
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
二
号
）
第
四
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
譲
渡
資
産
が
、
指
名
金
銭
債
権
又
は
指
名
金
銭
債
権
を
信
託
す
る
信
託
の
受
益
権
で
あ
る
も
の

と
す
る
。

（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
）

（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
）

第
十
条

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
い
う
。
第
四
十
八
条

第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
取
引
以
外
の
取
引
と
す
る
。

第
十
条

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商

品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
取
引
以
外
の
取
引
と
す

る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
リ
ー
ス
契
約
の
要
件
）

第
十
一
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
十
二
号
イ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
機
械
類
そ

の
他
の
物
件
を
使
用
さ
せ
る
契
約
の
う
ち
使
用
期
間
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
使
用
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
中
途
に
お
い
て
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
定
め
が
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
相
手
方
が
、
当
該
契
約
に
係
る
使
用
期
間
の
中
途
に
お
い
て
当
該
契
約
に
基
づ
く
義
務
に
違
反
し
、
又
は

当
該
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
お
い
て
、
未
経
過
期
間
に
係
る
使
用
料
の
お
お
む
ね
全
部
を
支
払
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
十
二
号
ロ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
費
用
は
、
利
子
及
び
手
数
料
の
額

と
す
る
。

（
地
域
の
活
性
化
等
に
資
す
る
業
務
）

第
十
一
条
の
三

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

業
務
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
保
有
す
る
人
材
、
情
報
通
信
技
術
、
設
備
そ
の
他
の
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営

む
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
経
営
資
源
に
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
業
務
の
遂
行
の
た
め
に
新
た

に
経
営
資
源
を
取
得
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
需
要
の
状
況
に
よ
り
そ
の
相
当
部
分
が
活
用
さ
れ
な
い
と
き
に

お
い
て
も
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
に

限
る
。）と
す
る
。

（
新
設
）
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一

他
の
事
業
者
等
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
及
び
事
業
を
行
う
個
人
（
当
該
事
業
の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為

を
行
う
場
合
に
お
け
る
個
人
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
経
営
に
関
す
る
相
談
の
実
施
、
当
該
他
の

事
業
者
等
の
業
務
に
関
連
す
る
事
業
者
等
又
は
顧
客
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
並
び

に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
務
の
受
託
（
以
下
「
経
営
相
談
等
業
務
」
と
い
う
。）

二

高
度
の
専
門
的
な
能
力
を
有
す
る
人
材
そ
の
他
の
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
利
用
者
で
あ
る
事
業
者
等
の
経

営
の
改
善
に
寄
与
す
る
人
材
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
（
経
営

相
談
等
業
務
そ
の
他
の
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
む
業
務
に
関
連
し
て
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
の

派
遣
労
働
者
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
い
、
業
と
し
て
行
わ
れ
る
同
条
第
一
号
に
規
定

す
る
労
働
者
派
遣
の
対
象
と
な
る
も
の
に
限
る
。
第
七
十
二
条
の
二
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
常
時
雇
用

さ
れ
る
労
働
者
で
な
い
も
の
に
限
る
。）

三

他
の
事
業
者
等
の
た
め
に
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、
開
発
若

し
く
は
保
守
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
事
業
者
等
と
共
同
し
て
設
計
し
、
若
し
く
は

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
作
成
、

販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）若
し
く
は
保
守
（
商
工
組
合

中
央
金
庫
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
事
業
者
等
と
共
同
し
て
設
計
し
、
若
し
く
は
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
業
務

四

他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
関
す
る
広
告
、
宣
伝
、
調
査
、
情
報
の
分
析
又
は
情
報
の
提
供
を
行
う
業
務

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
利
用
者
に
つ
い
て
定
期
的
に
又
は
随
時
通
報
を
受
け
て
巡
回
訪
問
を
行
う
業
務

（
算
定
割
当
量
の
取
得
等
）

（
算
定
割
当
量
の
取
得
等
）

第
十
一
条
の
四

（
略
）

第
十
一
条
の
二

（
略
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
に
関
す
る
苦
情
処
理
措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
）

第
十
一
条
の
五

法
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
か
つ
、
消
費
生
活
相
談
（
消
費
者
契
約
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十

三
条
第
三
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
消
費
生
活
相
談
を
い
う
。）に
応
ず
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て

五
年
以
上
で
あ
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
付
与
す
る
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格

二

一
般
財
団
法
人
日
本
産
業
協
会
（
大
正
七
年
二
月
二
十
六
日
に
財
団
法
人
国
産
奨
励
会
と
い
う
名
称
で
設

立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）が
付
与
す
る
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格

三

一
般
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
（
昭
和
三
十
六
年
九
月
五
日
に
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
と
い
う
名

称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）が
付
与
す
る
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格

２

法
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
苦
情
処
理
措
置
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
全
て
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
二
項
に

規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
を
い
う
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
苦
情
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
処
理
に
関
す
る
業
務
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
業
務
運
営
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
。
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ロ

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
業
務
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
社

内
規
則
（
当
該
業
務
に
関
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
内
に
お
け
る
責
任
分
担
を
明
確
化
す
る
規
定
を
含
む

も
の
に
限
る
。）を
整
備
す
る
こ
と
。

ハ

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
申
出
先
を
顧
客
に
周
知
し
、
並
び
に
イ
の
業
務
運
営
体
制
及
び

ロ
の
社
内
規
則
を
公
表
す
る
こ
と
。

二

金
融
商
品
取
引
法
第
七
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
七
十
八
条
の
六
及
び
第
七
十
九
条
の
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
金
融
商
品
取
引
業
協
会
（
同
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
認
可

金
融
商
品
取
引
業
協
会
又
は
同
法
第
七
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
金
融
商
品
取
引
業
協
会
を
い
う
。

次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
認
定
投
資
者
保
護
団
体
（
同
法
第
七
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る

認
定
投
資
者
保
護
団
体
を
い
う
。
次
項
第
一
号
及
び
第
六
十
条
第
一
項
第
十
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う

苦
情
の
解
決
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理
を
図
る
こ
と
。

三

消
費
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る

あ
っ
せ
ん
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理
を
図
る
こ
と
。

四

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を

受
け
た
者
が
実
施
す
る
苦
情
を
処
理
す
る
手
続
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理
を
図
る

こ
と
。

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
業
務
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
経

理
的
基
礎
及
び
人
的
構
成
を
有
す
る
法
人
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
人
を
い

う
。
次
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
実
施
す
る
苦
情
を
処
理
す
る
手
続
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務

関
連
苦
情
の
処
理
を
図
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
措
置
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

金
融
商
品
取
引
業
協
会
又
は
認
定
投
資
者
保
護
団
体
の
あ
っ
せ
ん
（
金
融
商
品
取
引
法
第
七
十
七
条
の
二

第
一
項
（
同
法
第
七
十
八
条
の
七
及
び
第
七
十
九
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す

る
あ
っ
せ
ん
を
い
う
。）に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
に
関
す
る

紛
争
で
当
事
者
（
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
五
第
二

項
に
規
定
す
る
当
事
者
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
三
十
六
、
第
八
十
九
条
の
四
十
第
一
項
及
び
第
八
十
九
条

の
四
十
一
に
お
い
て
同
じ
。）が
和
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
解
決
を
図
る
こ

と
。

二

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
則
若
し
く
は
当
該

会
則
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
規
則
に
規
定
す
る
機
関
に
お
け
る
あ
っ
せ
ん
又
は
当
該
機
関
に
お
け
る
仲

裁
手
続
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
。

三

消
費
者
基
本
法
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
あ
っ
せ
ん
又
は
同
条
に
規
定
す
る

合
意
に
よ
る
解
決
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
。

四

令
第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
た
者
が
実
施
す
る
紛
争
の
解
決
を
図
る
手
続
に
よ
り
商
工
組

合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
。

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
業
務
を
公
正
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
経

理
的
基
礎
及
び
人
的
構
成
を
有
す
る
法
人
が
実
施
す
る
紛
争
の
解
決
を
図
る
手
続
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金

庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
を
図
る
こ
と
。
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４

前
二
項
（
第
二
項
第
五
号
及
び
前
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
商
工
組
合
中

央
金
庫
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
が
実
施
す
る
手
続
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関

連
苦
情
の
処
理
又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
解
決
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一

法
又
は
弁
護
士
法
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
法
人

二

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経

過
し
な
い
法
人
又
は
令
第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を

経
過
し
な
い
法
人

三

そ
の
業
務
を
行
う
役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
法
人

イ

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
法
若
し
く
は
弁
護
士
法
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消

し
の
日
前
一
月
以
内
に
そ
の
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

又
は
令
第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し
の
日
前
一
月

以
内
に
そ
の
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

（
当
該
同
一
人
自
身
を
合
算
子
法
人
等
と
す
る
法
人
等
に
準
ず
る
者
）

第
十
一
条
の
六

令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
会
社
で
あ
る
同
一
人
自

身
（
同
項
に
規
定
す
る
同
一
人
自
身
を
い
う
。）又
は
当
該
同
一
人
自
身
を
合
算
子
法
人
等
（
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
合
算
子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
法
人
等
（
同
号
ロ
に
規
定
す
る
法
人

等
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
三
十
八
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）（
当
該
同
一
人
自
身
又
は
当
該
法
人
等
が
連
結
財

務
諸
表
提
出
会
社
（
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省

令
第
二
十
八
号
。
以
下
「
連
結
財
務
諸
表
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）の
親
会
社
（
財
務
諸
表
等
の
用
語
、様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則（
昭

和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
規
則
」
と
い
う
。）第
八

条
第
三
項
に
規
定
す
る
親
会
社
を
い
い
、
当
該
同
一
人
自
身
（
連
結
財
務
諸
表
提
出
会
社
に
限
る
。）を
合
算
子

法
人
等
と
す
る
法
人
等
を
除
く
。）と
す
る
。

（
新
設
）

（
意
思
決
定
機
関
を
支
配
す
る
法
人
等
及
び
合
算
関
連
法
人
等
）

第
十
一
条
の
七

令
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
他
の
法
人
等
の
意
思
決
定
機
関
（
同
号
に
規
定
す
る
意

思
決
定
機
関
を
い
う
。
第
一
号
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
支
配
し
て
い
る
法
人
等
と
し
て

主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
等
の
区
分
に
応
じ
、当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

連
結
財
務
諸
表
提
出
会
社
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
一
条
の
三
に
規
定
す
る
外
国
会
社
、
連
結
財
務
諸
表
規

則
第
三
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
が
同
条
に
規
定

す
る
指
定
国
際
会
計
基
準
に
従
う
も
の
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
三
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
連

結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
が
同
条
に
規
定
す
る
修
正
国
際
会
計
基
準
に
従
う
も
の
並
び
に

連
結
財
務
諸
表
規
則
第
三
百
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方

法
が
米
国
預
託
証
券
の
発
行
等
に
関
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
よ
る
も
の
を
除

く
。）
親
会
社
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
親
会
社
を
い
い
、
連
結
財
務
諸
表
提
出
会

社
に
該
当
す
る
者
に
限
り
、
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
他
の
法
人
等
の
意
思

決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
法
人
等
以
外
の
法
人
等

同
号
に
定
め
る
者
に
類
す
る
者
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２

令
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
等
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
者
（
受
信
合
算
対
象
者
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
信
合
算
対
象
者
を
い
う
。）に
あ
っ

て
は
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
等

令
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
受
信
者
連
結
基
準
法
人
等
の
関

連
会
社
（
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
関
連
会
社
を
い
う
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
法
人
等
以
外
の
法
人
等

同
号
に
定
め
る
者
に
類
す
る
者

（
受
信
者
連
結
基
準
法
人
等
）

第
十
一
条
の
八

令
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
連
結
し
て
そ
の
計
算
書
類
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
す
る

も
の
と
さ
れ
る
法
人
等
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
等
と

す
る
。

（
新
設
）

一

連
結
財
務
諸
表
提
出
会
社

二

法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
連
結
し
て
そ
の
計
算
書

類
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
す
る
も
の
と
さ
れ
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

三

金
融
商
品
取
引
法
又
は
前
号
の
法
令
の
規
定
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
連
結
し
て
そ
の
計

算
書
類
そ
の
他
の
書
類
を
作
成
す
る
も
の
と
さ
れ
る
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
会
社
は
、
次

に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
（
令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
議
決
権
に
含
め
な
い
議
決
権
）

第
十
二
条
の
二

法
第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
十
条
第
九
項
、
令
第
六
条
第
五
項
並
び
に
第
六
十
九
条
第
十

六
項
、
第
七
十
条
第
六
項
、
第
七
十
三
条
第
四
項
、
第
七
十
三
条
の
二
第
四
項
、
第
七
十
六
条
第
三
項
、
第
七

十
八
条
第
五
項
及
び
第
九
十
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
（
次
項
に
お
い
て
「
準
用
法
第
十
四

条
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
議
決
権
（
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
決

権
を
い
う
。
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
四
項
、
第
三
十
一
条
並
び
に
第
八
十
四
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）

に
含
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
る
主
務
省
令
（
令
第
六
条
第
五
項
並
び
に
第
六
十
九
条
第
十
六
項
、
第
七
十
条
第
六

項
、
第
七
十
三
条
第
四
項
、
第
七
十
三
条
の
二
第
四
項
、
第
七
十
六
条
第
三
項
、
第
七
十
八
条
第
五
項
及
び
第

九
十
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
の
規
定
に
あ
っ
て
は
、
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣

府
令
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
定
め
る
議
決
権
は
、
次
に
掲
げ
る
株
式
等
（
株
式
又
は
持
分
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）に
係
る
議
決
権
と
す
る
。

（
新
設
）

一

有
価
証
券
関
連
業
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業
を
い
う
。
第

七
十
条
第
二
項
第
七
号
及
び
第
三
十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引

法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
を
い
う
。）及
び
外
国
の
会
社
が
業
務
と
し
て
所
有
す
る

株
式
等
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二

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
六
条
の
規
定
に

よ
り
元
本
の
補
塡
又
は
利
益
の
補
足
の
契
約
を
し
て
い
る
金
銭
信
託
（
外
国
に
お
い
て
外
国
の
法
令
に
基
づ

い
て
設
定
さ
れ
た
信
託
で
当
該
金
銭
信
託
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。）以
外
の
信
託
に
係
る
信
託
財
産
で
あ
る

株
式
等
（
当
該
株
式
等
に
係
る
議
決
権
に
つ
い
て
、
委
託
者
又
は
受
益
者
が
行
使
し
、
又
は
そ
の
行
使
に
つ

い
て
当
該
議
決
権
の
保
有
者
に
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。）

三

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
号
）

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
有
限
責
任
組
合
員
（
外
国

の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
に
類
似
す
る
も
の
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
類
似
団
体
」
と
い
う
。）の
こ
れ
に
相
当
す
る
構
成
員
を
含
む
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
有
限
責
任
組
合
員
」
と
い
う
。）と
な
り
、
組
合
財
産
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
類

似
団
体
の
財
産
を
含
む
。）と
し
て
取
得
し
、
又
は
所
有
す
る
株
式
等
（
有
限
責
任
組
合
員
が
議
決
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
及
び
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
有
限
責
任
組
合
員
が
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の

無
限
責
任
組
合
員
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
類
似
団
体
の
こ
れ
に
相
当
す
る
構
成
員
を
含
む
。）に
指
図
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
。）

四

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
で
会
社
に

対
す
る
投
資
事
業
を
営
む
こ
と
を
約
す
る
も
の
に
よ
っ
て
成
立
す
る
組
合
（
外
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
当
該
組
合
に
類
似
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
民
法
組
合
類
似
団
体
」
と

い
う
。）を
含
み
、
一
人
又
は
数
人
の
組
合
員
（
民
法
組
合
類
似
団
体
の
構
成
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）に
そ
の
業
務
の
執
行
を
委
任
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
組
合
員
（
業
務
の
執
行
を
委
任
さ
れ

た
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
非
業
務
執
行
組
合
員
」
と
い
う
。）と
な
り
、
組
合
財
産
（
民
法
組

合
類
似
団
体
の
財
産
を
含
む
。）と
し
て
取
得
し
、
又
は
所
有
す
る
株
式
等
（
非
業
務
執
行
組
合
員
が
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
及
び
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
非
業
務
執
行
組
合
員
が
業
務
の
執
行
を
委

任
さ
れ
た
者
に
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
。）

五

前
二
号
に
準
ず
る
株
式
等
で
、
主
務
大
臣
等
の
承
認
を
受
け
た
も
の

２

準
用
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
信
託
財
産
で
あ
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権
で
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又

は
そ
の
子
会
社
が
委
託
者
若
し
く
は
受
益
者
と
し
て
行
使
し
、
又
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
か
ら
除
か
れ
る
主
務
省
令
で
定
め
る
議
決
権
は
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
社
が
投
資
信
託
委
託
会
社
（
同
法
第
二
条

第
十
一
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
委
託
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
し
て
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う

株
式
等
に
係
る
議
決
権
及
び
同
法
第
十
条
の
規
定
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
社
が
同
法

に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
投
資
信
託
委
託
会
社
に
相
当
す
る
者
と
し
て
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指

図
を
行
う
株
式
等
に
係
る
議
決
権
と
す
る
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
第
一
項
第
五
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
理
由
書
を

添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
株
式
等
に
つ
い

て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
議
決
権
を
行
使
し
、
又
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
預
金
者
等
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

（
預
金
者
等
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
預
金
者
等
（
預
金
者
及
び
定
期
積

金
の
積
金
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）
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四

商
品
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
商
品
情
報
」と
い
う
。）

を
記
載
し
た
書
面
又
は
当
該
書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
計
算
機
の
映
像
面
へ
表
示
し
た
も
の
を
用
い

て
行
う
預
金
者
等
の
求
め
に
応
じ
た
説
明
及
び
当
該
書
面
の
交
付

四

商
品
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
「
商
品
情
報
」
と
い
う
。）を
記
載
し
た
書

面
を
用
い
て
行
う
預
金
者
等
の
求
め
に
応
じ
た
説
明
及
び
そ
の
交
付

イ
〜
リ

（
略
）

イ
〜
リ

（
略
）

ヌ

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項

（
新
設
）

指
定
紛
争
解
決
機
関
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）が
存
在
す
る
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号

に
定
め
る
手
続
実
施
基
本
契
約
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
手
続
実
施
基
本

契
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
当
該
手
続
実
施
基
本
契
約
の
相
手
方
で
あ
る

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
商
号
又
は
名
称

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
し
な
い
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第

二
号
に
定
め
る
苦
情
処
理
措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
の
内
容

ル

（
略
）

ヌ

（
略
）

五

（
略
）

五

次
に
掲
げ
る
も
の
と
預
金
等
と
の
組
合
せ
に
よ
る
預
入
れ
時
の
払
込
金
が
満
期
時
に
全
額
返
還
さ
れ
る
保

証
の
な
い
商
品
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
預
入
れ
時
の
払
込
金
が
満
期
時
に
全
額
返
還
さ
れ
る
保
証
の
な
い

こ
と
そ
の
他
当
該
商
品
に
関
す
る
詳
細
な
説
明

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
外
国
金
融
商
品
市
場
に
お
け
る
同

号
に
掲
げ
る
取
引
と
類
似
の
取
引
（
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
並
び
に
同
項

第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
政
府
が
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
に
つ
い
て
保
証
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。）（
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
十
条
第
一
項
第
十
三
号
ホ
に
お
い
て
「
国
債

証
券
等
」
と
い
う
。）並
び
に
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
う
ち
同
項
第
一
号
の

性
質
を
有
す
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

ホ

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
外
国
金
融
商
品
市
場
に
お
け
る
同

号
に
掲
げ
る
取
引
と
類
似
の
取
引
（
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
並
び
に
同
項

第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
政
府
が
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
に
つ
い
て
保
証
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
「
国
債
証
券
等
」
と
い
う
。）並
び
に
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ

る
有
価
証
券
の
う
ち
同
項
第
一
号
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

六

（
略
）

六

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
金
銭
債
権
等
と
預
金
等
の
誤
認
防
止
）

（
金
銭
債
権
等
と
預
金
等
の
誤
認
防
止
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
次
に
掲
げ
る
商
品
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
業
務
の
方
法
に
応
じ
、
顧
客

の
知
識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
取
引
を
行
う
目
的
を
踏
ま
え
、
顧
客
に
対
し
、
書
面
の
交
付
そ
の
他
の
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
預
金
等
と
の
誤
認
を
防
止
す
る
た
め
の
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

保
険
業
（
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
業
を
い
う
。
第
七

十
条
第
二
項
第
三
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
が
保
険
者
と
な
る
保
険
契
約

三

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
業
を
行
う
者
が
保
険
者
と
な

る
保
険
契
約

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
投
資
信
託
委
託
会
社
等
へ
の
店
舗
貸
し
に
よ
る
受
益
証
券
等
の
取
扱
い
）

（
投
資
信
託
委
託
会
社
等
へ
の
店
舗
貸
し
に
よ
る
受
益
証
券
等
の
取
扱
い
）

第
十
六
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
投
資
信
託
委
託
会
社
又
は
資
産
運
用
会
社
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
条
第
二
項
第

十
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
一
部
を
使
用
し
て
同
法
に
規
定
す
る
投
資
信
託

若
し
く
は
外
国
投
資
信
託
の
受
益
証
券
、
投
資
証
券
、
投
資
法
人
債
券
又
は
外
国
投
資
証
券
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
受
益
証
券
等
」
と
い
う
。）を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
預
金
等
を
取
り
扱
う
場

所
と
投
資
信
託
委
託
会
社
又
は
資
産
運
用
会
社
が
受
益
証
券
等
を
取
り
扱
う
場
所
と
を
明
確
に
区
分
す
る
と
と

も
に
、顧
客
の
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る
掲
示
を
行
わ
な
い
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
投
資
信
託
委
託
会
社
又
は
資
産
運
用
会
社
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）第
二
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
資
産
運
用
会
社
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
一
部
を
使
用
し
て
同
法
に
規
定
す
る
投
資
信
託
若
し
く
は
外

国
投
資
信
託
の
受
益
証
券
、
投
資
証
券
、
投
資
法
人
債
券
又
は
外
国
投
資
証
券
（
以
下
「
受
益
証
券
等
」
と
い

う
。）を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
預
金
等
を
取
り
扱
う
場
所
と
投
資
信
託
委
託
会
社
又
は

資
産
運
用
会
社
が
受
益
証
券
等
を
取
り
扱
う
場
所
と
を
明
確
に
区
分
す
る
と
と
も
に
、
顧
客
の
誤
解
を
招
く
お

そ
れ
の
あ
る
掲
示
を
行
わ
な
い
等
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
特
定
取
引
勘
定
）

（
特
定
取
引
勘
定
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
特
定
取
引
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
金
利
、
通
貨
の
価
格
、
金
融
商
品
市
場
（
金
融
商
品
取
引

法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
市
場
を
い
う
。
第
三
十
八
条
第
一
号
及
び
第
六
十
条
第
一
項
第
十

一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
相
場
そ
の
他
の
指
標
（
第
五
項
に
お
い
て
「
指
標
」
と
い
う
。）に
係
る
短
期

的
な
変
動
、
市
場
間
の
格
差
等
を
利
用
し
て
利
益
を
得
る
目
的
又
は
当
該
目
的
で
行
う
取
引
に
よ
り
生
じ
得
る

損
失
を
減
少
さ
せ
る
目
的
で
自
己
の
計
算
に
お
い
て
行
う
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
及
び
外
国
市
場
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
の
う
ち
有
価
証
券
関
連
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
並
び
に
次
に
掲
げ
る

取
引
を
い
う
。

２

前
項
の
特
定
取
引
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
金
利
、
通
貨
の
価
格
、
金
融
商
品
市
場
（
金
融
商
品
取
引

法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
市
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
け
る
相
場
そ
の
他
の
指
標
（
第

五
項
に
お
い
て
「
指
標
」
と
い
う
。）に
係
る
短
期
的
な
変
動
、
市
場
間
の
格
差
等
を
利
用
し
て
利
益
を
得
る
目

的
又
は
当
該
目
的
で
行
う
取
引
に
よ
り
生
じ
得
る
損
失
を
減
少
さ
せ
る
目
的
で
自
己
の
計
算
に
お
い
て
行
う
市

場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
及
び
外
国
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
う
ち
有
価
証
券
関
連
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
該

当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
並
び
に
次
に
掲
げ
る
取
引
を
い
う
。

一

有
価
証
券
の
売
買
（
国
債
等
（
国
債
、
地
方
債
又
は
政
府
保
証
債
（
政
府
が
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支

払
に
つ
い
て
保
証
し
て
い
る
社
債
そ
の
他
の
債
券
を
い
う
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
金

融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
同
項
第
四
号
及
び
第

五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
短
期
社
債
、
同
号
ニ

に
掲
げ
る
短
期
社
債
及
び
同
号
ホ
に
掲
げ
る
特
定
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
特
定
取
引
債
券
」
と
い
う
。）又
は
外
国
若
し
く
は
外
国
の
法
人
の
発
行
す
る
証
券
若
し
く
は
証
書
で
国
債

等
若
し
く
は
特
定
取
引
債
券
の
性
質
を
有
す
る
も
の
の
売
買
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
八
項

第
三
号
イ
及
び
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。）及
び
有
価
証
券
関
連
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
同
項
第
三

号
イ
及
び
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
並
び
に
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一

有
価
証
券
の
売
買
（
国
債
等
（
国
債
、
地
方
債
又
は
政
府
保
証
債
（
政
府
が
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支

払
に
つ
い
て
保
証
し
て
い
る
社
債
そ
の
他
の
債
券
を
い
う
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
金

融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
同
項
第
四
号
及
び
第

五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
短
期
社
債
、
同
号
ニ

に
掲
げ
る
短
期
社
債
及
び
同
号
ホ
に
掲
げ
る
特
定
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下「
特
定
取
引
債
券
」

と
い
う
。）又
は
外
国
若
し
く
は
外
国
の
法
人
の
発
行
す
る
証
券
若
し
く
は
証
書
で
国
債
等
若
し
く
は
特
定
取

引
債
券
の
性
質
を
有
す
る
も
の
の
売
買
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
八
項
第
三
号
イ
及
び
第
四

号
イ
に
掲
げ
る
取
引
に
限
る
。）及
び
有
価
証
券
関
連
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
（
同
項
第
三
号
イ
及
び
第
四
号
イ

に
掲
げ
る
取
引
並
び
に
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

二

国
債
等
の
引
受
け
（
国
債
等
の
発
行
に
際
し
て
当
該
国
債
等
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
他
に
こ
れ
を
取
得

す
る
者
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を
取
得
す
る
契
約
を
締
結
す
る
取
引
に
限
る
。
第
五
項
第
四
号
に
お
い
て

同
じ
。）

二

国
債
等
の
引
受
け
（
国
債
等
の
発
行
に
際
し
て
当
該
国
債
等
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
他
に
こ
れ
を
取
得

す
る
者
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を
取
得
す
る
契
約
を
締
結
す
る
取
引
に
限
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）

三

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
ホ
に
掲

げ
る
特
定
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。）、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
十
三
号
に

掲
げ
る
有
価
証
券
並
び
に
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る

短
期
社
債
及
び
同
号
ニ
に
掲
げ
る
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
金

融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
性
質

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）で
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
及
び
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
項
第
四
号
に
お
い
て
「
資
産
対
応
証
券
」
と
い
う
。）の
引

受
け
（
資
産
対
応
証
券
の
発
行
に
際
し
て
当
該
資
産
対
応
証
券
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
他
に
こ
れ
を
取
得

す
る
も
の
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を
取
得
す
る
契
約
を
締
結
す
る
取
引
に
限
る
。
第
五
項
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。）

三

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
ホ
に
掲

げ
る
特
定
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。）、
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
十
三
号
に

掲
げ
る
有
価
証
券
並
び
に
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る

短
期
社
債
及
び
同
号
ニ
に
掲
げ
る
短
期
社
債
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
金

融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
（
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
性
質

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）で
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
及
び
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
有
価
証
券
（
以
下
「
資
産
対
応
証
券
」
と
い
う
。）の
引
受
け
（
資
産
対
応
証
券
の
発
行
に
際
し

て
当
該
資
産
対
応
証
券
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
き
他
に
こ
れ
を
取
得
す
る
も
の
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を

取
得
す
る
契
約
を
締
結
す
る
取
引
に
限
る
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
短
期
社
債
等
の
取
得
又
は
譲
渡

五

短
期
社
債
等
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
短
期
社
債
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
取
得

又
は
譲
渡

六
〜
十
三

（
略
）

六
〜
十
三

（
略
）

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
特
定
取
引
勘
定
を
設
け
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
九
十
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
範
囲
内
で
行
う
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
特
定
取
引
勘
定
を
設
け
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
九
十
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
範
囲
内
で
行
う
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）
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（
個
人
顧
客
情
報
の
漏
え
い
等
の
報
告
）

（
個
人
顧
客
情
報
の
漏
え
い
等
の
報
告
）

第
二
十
条
の
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
取
り
扱
う
個
人
で
あ
る
顧
客
に
関
す
る
情
報（
個
人
デ
ー
タ（
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
デ
ー

タ
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
十
六
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
漏
え
い
、
滅
失
若
し

く
は
毀
損
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
態
が
生
じ
た
旨
を
主

務
大
臣
等
に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
の
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
取
り
扱
う
個
人
で
あ
る
顧
客
に
関
す
る
情
報
（
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
す

る
も
の
に
限
る
。）の
漏
え
い
、
滅
失
若
し
く
は
毀
損
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
が
生
じ

た
と
き
は
、
当
該
事
態
が
生
じ
た
旨
を
主
務
大
臣
等
に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
託
業
務
の
的
確
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
）

（
委
託
業
務
の
的
確
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
業
務
を
第
三
者
に
委
託
す
る
場
合
に
は
、
当
該
業
務
の
内
容
に
応

じ
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。）に
お
け
る
当
該
業
務
の

実
施
状
況
を
、
定
期
的
に
又
は
必
要
に
応
じ
て
確
認
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
受
託
者
が
当
該
業
務
を
的
確
に

遂
行
し
て
い
る
か
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
改
善
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
受
託
者
に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切

な
監
督
等
を
行
う
た
め
の
措
置

二

当
該
業
務
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。）に
お
け
る
当
該
業
務
の

実
施
状
況
を
、
定
期
的
に
又
は
必
要
に
応
じ
て
確
認
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
受
託
者
が
当
該
業
務
を
的
確
に

遂
行
し
て
い
る
か
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
改
善
さ
せ
る
等
、
受
託
者
に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切
な
監
督
等

を
行
う
た
め
の
措
置

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
社
内
規
則
等
）

（
社
内
規
則
等
）

第
二
十
四
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
営
む
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
応
じ
、
顧
客
の
知
識
、
経
験
、
財

産
の
状
況
及
び
取
引
を
行
う
目
的
を
踏
ま
え
た
重
要
な
事
項
の
顧
客
に
対
す
る
説
明
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切

な
業
務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
書
面
の
交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
商
品
又
は
取
引
の
内

容
及
び
リ
ス
ク
並
び
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
講
ず
る
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
に
定
め
る
措
置
の
内
容
の

説
明
並
び
に
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
。）に
関
す
る
社
内
規
則
等
（
社
内
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の

当
該
社
内
規
則
等
に
基
づ
い
て
業
務
が
運
営
さ
れ
る
た
め
の
十
分
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
営
む
業
務
の
内
容
及
び
方
法
に
応
じ
、
顧
客
の
知
識
、
経
験
、
財

産
の
状
況
及
び
取
引
を
行
う
目
的
を
踏
ま
え
た
重
要
な
事
項
の
顧
客
に
対
す
る
説
明
そ
の
他
の
健
全
か
つ
適
切

な
業
務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
（
書
面
の
交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
商
品
又
は
取
引
の
内

容
及
び
リ
ス
ク
の
説
明
並
び
に
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
含
む
。）に
関
す
る
社
内
規
則
等
（
社
内
規
則

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
定
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の

当
該
社
内
規
則
等
に
基
づ
い
て
業
務
が
運
営
さ
れ
る
た
め
の
十
分
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
）

（
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
）

第
二
十
五
条

令
第
六
条
第
七
項
第
一
号
に
規
定
す
る
貸
出
金
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
資
金
の
貸

付
け
又
は
手
形
の
割
引
の
う
ち
別
紙
様
式
第
二
号
中
の
貸
借
対
照
表
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
第
一
号

ハ
に
お
い
て
「
貸
借
対
照
表
」
と
い
う
。）の
次
に
掲
げ
る
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
（
主
務
大
臣
等
が
定
め
る

も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

第
二
十
五
条

令
第
六
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
貸
出
金
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
資
金
の
貸

付
け
又
は
手
形
の
割
引
の
う
ち
別
紙
様
式
第
二
号
中
の
貸
借
対
照
表
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
貸
借
対
照
表
」

と
い
う
。）の
貸
出
金
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

貸
出
金
勘
定

（
新
設
）

二

コ
ー
ル
ロ
ー
ン
勘
定

（
新
設
）

三

買
現
先
勘
定

（
新
設
）

２

令
第
六
条
第
七
項
第
二
号
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
の

支
払
承
諾
見
返
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
及
び
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

令
第
六
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
の

支
払
承
諾
見
返
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

令
第
六
条
第
七
項
第
三
号
に
規
定
す
る
出
資
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
の
有
価
証

券
勘
定
の
う
ち
株
式
勘
定
又
は
そ
の
他
の
証
券
勘
定
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の
（
そ
の
他
の
証
券
勘
定
と
し
て

計
上
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
外
国
法
人
の
発
行
す
る
証
券
又
は
証
書
に
表
示
さ
れ
る
権
利
で
株
式
又
は
出

資
の
性
質
を
有
す
る
も
の
（
次
項
第
八
号
に
お
い
て
「
外
国
法
人
の
発
行
す
る
株
式
等
」
と
い
う
。）に
限
る
。）

と
す
る
。

３

令
第
六
条
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
出
資
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
の
有
価
証

券
勘
定
に
株
式
又
は
出
資
（
外
国
法
人
の
発
行
す
る
証
券
又
は
証
書
に
表
示
さ
れ
る
権
利
で
株
式
又
は
出
資
の

性
質
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。）と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

令
第
六
条
第
七
項
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
の
次
に
掲
げ
る
勘
定
に

計
上
さ
れ
る
も
の
（
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。）及
び
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

令
第
六
条
第
五
項
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

現
金
預
け
金
勘
定
の
う
ち
預
け
金
勘
定

一

貸
借
対
照
表
の
有
価
証
券
勘
定
に
社
債
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
発
行
の
際
に
そ
の
取
得

の
申
込
み
の
勧
誘
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
私
募
に
該
当
す
る
も
の
で

あ
っ
た
社
債
の
保
有
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二

債
券
貸
借
取
引
支
払
保
証
金
勘
定

二

貸
借
対
照
表
の
有
価
証
券
勘
定
に
社
債
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
前
号
に
掲
げ
る
社
債
の
保
有

に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の

三

買
入
手
形
勘
定

三

貸
借
対
照
表
の
買
入
金
銭
債
権
勘
定
に
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
約
束
手

形
（
次
号
に
お
い
て
「
約
束
手
形
」
と
い
う
。）と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の

四

買
入
金
銭
債
権
勘
定

四

貸
借
対
照
表
の
特
定
取
引
勘
定
に
約
束
手
形
又
は
短
期
社
債
等
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の

五

商
品
有
価
証
券
勘
定
（
特
定
取
引
勘
定
を
設
置
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。）

五

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
信
用
の
供
与
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
従
い
算
出
さ
れ
る
も
の

六

特
定
取
引
資
産
勘
定
（
特
定
取
引
勘
定
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

（
新
設
）

七

金
銭
の
信
託
勘
定

（
新
設
）

八

有
価
証
券
勘
定
の
う
ち
短
期
社
債
勘
定
、
社
債
勘
定
又
は
そ
の
他
の
証
券
勘
定
（
外
国
法
人
の
発
行
す
る

株
式
等
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

（
新
設
）

九

外
国
為
替
勘
定

（
新
設
）

十

そ
の
他
資
産
勘
定
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
勘
定

（
新
設
）

イ

先
物
取
引
差
入
証
拠
金
勘
定

ロ

先
物
取
引
差
金
勘
定

ハ

金
融
商
品
等
差
入
担
保
金
勘
定

ニ

リ
ー
ス
投
資
資
産
勘
定
（
法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
二
十
二
号
イ
に
規
定
す
る
リ
ー
ス
物
件
を
使
用
さ

せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
付
随
費
用
の
額
が
当
該
リ
ー
ス
投
資
資
産
勘
定
に
計
上
さ
れ
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
付
随
費
用
を
含
む
。）

５

第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
清
算
機
関
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
一
定
の
情
報
を

提
供
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
、

商
品
先
物
取
引
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
商
品
取
引
清
算
機
関
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
外
国
の
機
関

（
設
立
さ
れ
た
国
に
お
い
て
適
切
な
規
制
及
び
監
督
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
規
制
及
び

監
督
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に

対
す
る
信
用
の
供
与
等
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
信
用
の
供
与
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で

あ
っ
て
、
清
算
機
関
が
行
う
業
務
（
金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
金
融

商
品
債
務
引
受
業
等
、
商
品
先
物
取
引
法
第
百
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
商
品
取
引
債
務
引
受
業
等
及
び
外

国
の
機
関
が
行
う
こ
れ
ら
の
業
務
と
同
種
類
の
業
務
を
い
う
。）に
係
る
も
の
及
び
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
新
設
）

６

一
又
は
複
数
の
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
原
資
産
」
と
い
う
。）を
裏
付
け
と
し
て
間
接
的
に
行
う
信

用
の
供
与
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
間
接
的
信
用
供
与
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る

取
引
を
通
じ
た
信
用
の
供
与
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
原
資
産
を
構
成
す
る
個
別
の
資
産
及
び
取
引
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
個
別
資
産
等
」
と
い
う
。）に
係
る
債
務
を
負
担
す
る
者
そ
の
他
実
質
的
に
当
該
間
接
的
信
用
供

与
等
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
と
み
な
し
て
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
信
用
の

供
与
等
の
額
を
計
上
し
、
又
は
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
方
法
に
よ
り
計
上
さ
れ
、
又
は
算
出

さ
れ
る
個
別
資
産
等
ご
と
の
信
用
の
供
与
等
の
額
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
自
己
資
本
の
額

の
一
万
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る
額
を
下
回
る
場
合
又
は
当
該
方
法
に
よ
り
信
用
の
供
与
等
の
額
を
計
上
し
、

若
し
く
は
算
出
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）
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（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
）

（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
二
十
六
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与

等
の
額
（
次
項
及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
「
単
体
信
用
供
与
等
総
額
」
と
い
う
。）は
、
同
一

人
に
係
る
前
条
各
項
の
規
定
に
よ
り
、
又
は
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
上
さ
れ
、
又
は
算

出
さ
れ
る
信
用
の
供
与
等
の
額
（
銀
行
そ
の
他
の
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
う
ち

債
権
債
務
の
決
済
が
同
日
に
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
人
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の

合
計
額
を
控
除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与

等
（
同
項
本
文
に
規
定
す
る
信
用
の
供
与
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の

額
（
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
単
体
信
用
供
与
等
総
額
」
と
い
う
。）は
、
同
一
人
に
係
る
前
条
各
項
の

規
定
に
よ
り
計
上
又
は
算
出
さ
れ
る
信
用
の
供
与
等
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
同
一
人
に
係
る
次
の
各
号
に
掲

げ
る
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
出
金
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

貸
借
対
照
表
の
貸
倒
引
当
金
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
の
額
の
う
ち
当
該
貸
出
金
に
対
し
て
計
上
さ
れ

る
額

（
新
設
）

ニ
〜
ヘ

（
略
）

ハ
〜
ホ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
出
資
又
は
同
条
第
四
項
第
四
号
、
第
七
号
若
し
く
は
第
八
号
に
掲
げ
る
勘
定
に

計
上
さ
れ
る
も
の
の
貸
借
対
照
表
計
上
額
が
帳
簿
価
額
を
上
回
る
場
合
に
お
け
る
当
該
貸
借
対
照
表
計
上
額

と
帳
簿
価
額
と
の
差
額

三

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
株
式
又
は
出
資
が
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
）第
八
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
で
あ
っ
て
、

貸
借
対
照
表
計
上
額
が
帳
簿
価
額
を
上
回
る
場
合
に
お
け
る
当
該
貸
借
対
照
表
計
上
額
と
帳
簿
価
額
と
の
差

額

四

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
社
債
に
係
る
信
用
保
証
協
会
の
債
務
の
保
証
相
当
額

（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
り
当
該
保
証
に
保
険
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額
の
う
ち
当
該
保
険

金
相
当
額
に
限
る
。）

四

前
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
社
債
に
係
る
信
用
保
証
協
会
の
債
務
の
保
証
相
当
額
（
株
式
会
社
日
本

政
策
金
融
公
庫
に
よ
り
当
該
保
証
に
保
険
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
額
の
う
ち
当
該
保
険
金
相
当
額
に
限

る
。）

五

前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
及
び
同
項
の
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額

の
合
計
額

五

前
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

六

（
略
）

六

（
略
）

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
、
自
己
資
本
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
係
る
算
式
に

よ
り
得
ら
れ
る
比
率
を
い
う
。）を
算
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
担
保
、
保
険
、
債
務
の
保
証
そ
の
他
の
債
権
を

保
全
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
た
手
段
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
手
段
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同
一
人
に

対
す
る
信
用
の
供
与
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
」
と
い
う
。）

を
適
用
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
同
一
人
に
対
す
る
単
体
信
用
供
与
等
総
額
を
計
算

す
る
に
当
た
り
、
当
該
同
一
人
に
係
る
前
条
各
項
の
規
定
に
よ
り
、
又
は
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
計
上
さ
れ
、
又
は
算
出
さ
れ
る
信
用
の
供
与
等
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
に
よ

り
保
全
さ
れ
る
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
に
よ
り
保

全
さ
れ
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
者
等

（
当
該
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
に
係
る
発
行
者
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
発
行
者
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
担
保
等
提
供
者
」
と
い
う
。）に
対
す
る
単
体
信
用
供
与
等
総
額
を
計
算
す
る
に
当
た
り
、
当
該
担
保
等

提
供
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
と
み
な
し
て
、
当
該
担
保
等
提
供
者
に
対
す
る
他
の
信
用
の
供
与
等
の

額
と
合
計
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
の
う
ち
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も

の
に
よ
り
保
全
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
は
、
担
保
等
提
供
者
に
対
す
る
単
体
信
用
供
与
等
総
額
を
計
算
す
る
に
当

た
り
、
当
該
担
保
等
提
供
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
と
み
な
し
て
、
当
該
担
保
等
提
供
者
に
対
す
る
他

の
信
用
の
供
与
等
と
合
計
し
て
計
算
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
新
設
）

３

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
何
ら
の
名
義
に
よ
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
の
規
定

に
よ
る
禁
止
を
免
れ
る
取
引
又
は
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
信
用
供
与
等
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
）

（
信
用
供
与
等
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
）

第
二
十
七
条

令
第
六
条
第
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
国
民
経
済
上
特
に
緊
要
な
事
業
は
、

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業
と

す
る
。

第
二
十
七
条

令
第
六
条
第
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
国
民
経
済
上
特
に
緊
要
な
事
業
は
、

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業
と

す
る
。

２

令
第
六
条
第
十
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
総
株
主
等
の
議
決
権
（
法
第
二
十
一

条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総
株
主
等
の
議
決
権
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
三
十
四
第
三
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
八
十
九
条
の
四
十
三
第
二
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）の
二
分
の
一
以
上
の
議
決
権
が
融
資
対
象

団
体
等
（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
融
資
対
象
団
体
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
保
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

令
第
六
条
第
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
総
株
主
等
の
議
決
権
（
法
第
二
十
一

条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総
株
主
等
の
議
決
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
二
分
の
一
以
上
の
議
決
権
（
法

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
決
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
融
資
対
象
団
体
等
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
す
る
。

３

令
第
六
条
第
十
項
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
と
す
る
。

３

令
第
六
条
第
八
項
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
と
す
る
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
預
金
保
険
法
第
六
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
二
十
六
条
の
二
十
九
第
一
項
の

認
定
又
は
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
二
十
六
条
の
三
十
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
、
同
法
第
五
十

九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
等
又
は
同
法
第
百
二
十
六
条
の
二
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
合
併
等
を

行
う
こ
と
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
預
金
保
険
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
認
定
又
は
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
、
同
法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
等
を
行
う
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

そ
の
他
主
務
大
臣
等
が
適
当
と
認
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
他
前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
適
当
と
認
め
る
こ
と
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）

第
二
十
八
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
と
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関

係
の
あ
る
者
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
（
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
を
除
く
。
次
条
第
二
項
第
二

号
及
び
第
三
十
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

第
二
十
八
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
と
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関

係
の
あ
る
者
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
及
び
関
連
法
人
等
と
す
る
。

（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
）

（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
二
十
九
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
当
該
子
会
社
等
（
法
第
二
十

六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
当
該
子
会
社
等
の
同

一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
は
、
合
算
信
用
供
与
等
総
額
か
ら
当
該
同
一
人
に
係
る
調
整
対
象
額
を
控

除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
当
該
子
会
社
等
又
は
当
該
子

会
社
等
の
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
は
、
合
算
信
用
供
与
等
総
額
か
ら
当
該
同
一
人
に
係
る
調
整

対
象
額
を
控
除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
合
算
信
用
供
与
等
総
額
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
い
う
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
合
算
信
用
供
与
等
総
額
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
い
う
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
単
体
信
用
供

与
等
総
額

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
単
体
信
用
供
与
等
総
額

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
に
つ
い
て
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算

し
た
信
用
の
供
与
等
の
総
額

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
及
び
関
連
法
人
等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定

の
例
に
よ
り
計
算
し
た
信
用
の
供
与
等
の
総
額

３

第
一
項
に
規
定
す
る
「
調
整
対
象
額
」
と
は
、
当
該
子
会
社
等
の
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
額
の
う
ち
商
工
組

合
中
央
金
庫
又
は
他
の
子
会
社
等
が
保
証
し
て
い
る
額
そ
の
他
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
額
を
い
う
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
「
調
整
対
象
額
」
と
は
、
当
該
子
会
社
等
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る

子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
額
の
う
ち
商
工
組
合
中
央
金
庫

又
は
他
の
子
会
社
等
が
保
証
し
て
い
る
額
そ
の
他
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
額
を
い
う
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
削
る
）

５

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
何
ら
の
名
義
に
よ
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
の
規
定

に
よ
る
禁
止
を
免
れ
る
取
引
又
は
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
合
算
信
用
供
与
等
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
）

（
合
算
信
用
供
与
等
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
）

第
三
十
条

第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
令
第
六
条
第
十
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
理

由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
商
工
組
合
中

央
金
庫
」
と
あ
る
の
は
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
等
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す

る
子
会
社
等
を
い
う
。）」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
自
己
資
本
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
自
己
資
本
の
純
合
計
額
」

と
、「
信
用
供
与
等
限
度
額
」
と
あ
る
の
は
「
合
算
信
用
供
与
等
限
度
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
令
第
六
条
第
九
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
理
由

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
商
工
組
合
中
央

金
庫
」
と
あ
る
の
は
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
等
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
自
己
資
本
の
額
」

と
あ
る
の
は
「
自
己
資
本
の
純
合
計
額
」
と
、「
信
用
供
与
等
限
度
額
」
と
あ
る
の
は
「
合
算
信
用
供
与
等
限

度
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
信
用
の
供
与
等
の
相
手
方
）

第
三
十
条
の
二

法
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
信
用
の
供
与
等
を
行
う
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は

そ
の
子
会
社
等
と
実
質
的
に
同
一
と
認
め
ら
れ
る
者
と
は
、商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
法
人
等
を
い
う
。

（
新
設
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
）

第
三
十
一
条

令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
等
と
す
る
。
た

だ
し
、
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
他
の
法
人
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
一
条

令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
等
（
同

項
に
規
定
す
る
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。
た

だ
し
、
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
他
の
法
人
等
の
意
思
決
定
機
関
（
同
項
に
規

定
す
る
意
思
決
定
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

（
略
）

二

他
の
法
人
等
の
議
決
権
の
百
分
の
四
十
以
上
、
百
分
の
五
十
以
下
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い

る
法
人
等
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

当
該
他
の
法
人
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の

総
額
の
過
半
に
つ
い
て
当
該
法
人
等
が
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及

び
次
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
当
該
法
人
等
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、技
術
、

取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の
過
半
と

な
る
場
合
を
含
む
。）。

ニ

当
該
他
の
法
人
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の

総
額
の
過
半
に
つ
い
て
当
該
法
人
等
が
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
当
該
法
人
等
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て

緊
密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の
過
半
と
な
る
場
合
を
含

む
。）。

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

２

令
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
財
務

上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
法
人
等
（
当
該
法
人
等
の
子
法
人
等
を
含
む
。）が
子
法
人

等
以
外
の
他
の
法
人
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

令
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
法
人
等
（
当
該
法
人
等
の
子
法
人
等
を
含
む
。）が
子

法
人
等
以
外
の
他
の
法
人
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
特
定
関
係
者
と
の
間
の
取
引
等
を
行
う
や
む
を
得
な
い
理
由
）

（
特
定
関
係
者
と
の
間
の
取
引
等
を
行
う
や
む
を
得
な
い
理
由
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

法
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
次
に
掲
げ

る
理
由
と
す
る
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
取
引
の
通
常
の
条
件
に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
に

不
利
益
を
与
え
る
取
引
又
は
行
為
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
（
法
第
二
十
七
条
本
文
に
規
定

す
る
特
定
関
係
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
該
当
す
る
特
定
金
融
機
関
（
破
綻
金
融
機
関
（
預
金
保
険
法
第

二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
破
綻
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
破
綻
金
融
機
関
の

権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
承
継
す
る
金
融
機
関
を
い
う
。）と
の
間
で
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
引

又
は
行
為
を
行
わ
な
け
れ
ば
当
該
特
定
金
融
機
関
の
営
業
又
は
事
業
の
継
続
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
取
引
の
通
常
の
条
件
に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
に

不
利
益
を
与
え
る
取
引
又
は
行
為
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
定
関
係
者
（
法
第
二
十
七
条
本
文
に
規
定

す
る
特
定
関
係
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
特
定
金
融

機
関
（
破
綻
金
融
機
関
（
預
金
保
険
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
破
綻
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）及
び
破
綻
金
融
機
関
の
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
承
継
す
る
金
融
機
関
を
い
う
。）と

の
間
で
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
引
又
は
行
為
を
行
わ
な
け
れ
ば
当
該
特
定
金
融
機
関
の
営
業
又
は
事

業
の
継
続
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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（
顧
客
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
体
制
整
備
に
係
る
業
務
の
範
囲
）

（
顧
客
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
体
制
整
備
に
係
る
業
務
の
範
囲
）

第
三
十
七
条
の
二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
が
営
む
こ
と
が
で
き
る
業
務
（
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
連
業
務
」
と

い
う
。）と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
業
務
（
次
条
に
お
い
て
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
連
業
務
」
と
い
う
。）と
す
る
。

（
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
）

（
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
）

第
四
十
三
条

令
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
四
十
三
条

令
第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
示
す
べ
き
方
法
の
種
類
及
び
内
容
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
特
定
投
資
家
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
営
業
者
等
）

（
特
定
投
資
家
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
営
業
者
等
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
個
人
は
、
次
に

掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

民
法
第
六
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
を
締
結
し
て
組
合
の
業
務
の
執
行
を
委
任
さ
れ
た

組
合
員
で
あ
る
個
人
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）

一

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
を
締
結
し

て
組
合
の
業
務
の
執
行
を
委
任
さ
れ
た
組
合
員
で
あ
る
個
人
（
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
者
に

限
る
。）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
広
告
類
似
行
為
）

（
広
告
類
似
行
為
）

第
五
十
一
条

（
略
）

第
五
十
一
条

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
各
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
郵
便
、
信

書
便
（
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
又
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供
す
る
同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
信
書
便
を
い
う
。）、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
、
電
子
メ
ー
ル
（
特
定
電

子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す

る
電
子
メ
ー
ル
を
い
う
。）を
送
信
す
る
方
法
、ビ
ラ
又
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法（
次

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
多
数
の
者
に
対
し
て
同
様
の
内
容
で
行
う
情
報
の
提
供
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

（
略
）

三

次
に
掲
げ
る
事
項
の
全
て
の
み
が
表
示
さ
れ
て
い
る
景
品
そ
の
他
の
物
品
（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
提
供
す
る
方
法
（
当
該
事
項
の
う
ち
景

品
そ
の
他
の
物
品
に
表
示
さ
れ
て
い
な
い
事
項
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
景
品
そ
の
他
の
物
品
と
当

該
事
項
が
表
示
さ
れ
て
い
る
他
の
物
品
と
を
一
体
の
も
の
と
し
て
提
供
す
る
方
法
を
含
む
。）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

令
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
事
項
の
文
字
又
は
数
字
が
当
該
事
項
以
外
の
事
項

の
文
字
又
は
数
字
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大
き
さ
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に

限
る
。）

ハ

令
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
事
項
の
文
字
又
は
数
字
が
当
該
事
項
以
外
の
事
項
の

文
字
又
は
数
字
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大
き
さ
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。）

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

（
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
広
告
等
の
表
示
方
法
）

（
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
広
告
等
の
表
示
方
法
）

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
十
二
条

（
略
）

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
行
う
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
広
告
等
を
す
る
と
き

は
、
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
文
字
又
は
数
字
を
当
該
事
項
以
外
の
事
項
の
文
字
又
は
数

字
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大
き
さ
で
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
行
う
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
広
告
等
を
す
る
と
き

は
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
文
字
又
は
数
字
を
当
該
事
項
以
外
の
事
項
の
文
字
又
は
数
字

の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大
き
さ
で
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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３

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
行
う
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
基
幹
放
送
事
業
者

（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
を
い

い
、
日
本
放
送
協
会
及
び
放
送
大
学
学
園
（
放
送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
三
条

に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
を
い
う
。）を
除
く
。
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
放
送
設
備

に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
（
音
声
に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
を
除
く
。）に

よ
り
広
告
を
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
文

字
又
は
数
字
を
当
該
事
項
以
外
の
事
項
の
文
字
又
は
数
字
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大

き
さ
で
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
行
う
特
定
預
金
等
契
約
の
締
結
の
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
基
幹
放
送
事
業
者

（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
を
い

い
、
日
本
放
送
協
会
及
び
放
送
大
学
学
園
（
放
送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
三
条

に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
を
い
う
。）を
除
く
。
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
放
送
設
備

に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
（
音
声
に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
を
除
く
。）に

よ
り
広
告
を
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
文
字

又
は
数
字
を
当
該
事
項
以
外
の
事
項
の
文
字
又
は
数
字
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
と
著
し
く
異
な
ら
な
い
大
き

さ
で
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
顧
客
が
支
払
う
べ
き
対
価
に
関
す
る
事
項
）

（
顧
客
が
支
払
う
べ
き
対
価
に
関
す
る
事
項
）

第
五
十
三
条

令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
手
数
料
、
報
酬
、
費
用

そ
の
他
い
か
な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
特
定
預
金
等
契
約
に
関
し
て
顧
客
が
支
払
う
べ
き
対
価
（
以
下

「
手
数
料
等
」
と
い
う
。）の
種
類
ご
と
の
金
額
若
し
く
は
そ
の
上
限
額
又
は
こ
れ
ら
の
計
算
方
法
（
当
該
特
定

預
金
等
契
約
に
係
る
元
本
の
額
に
対
す
る
割
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
概
要
及
び
当
該
金

額
の
合
計
額
若
し
く
は
そ
の
上
限
額
又
は
こ
れ
ら
の
計
算
方
法
の
概
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
表
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
と
す
る
。

第
五
十
三
条

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
手
数
料
、
報
酬
、
費
用
そ

の
他
い
か
な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
特
定
預
金
等
契
約
に
関
し
て
顧
客
が
支
払
う
べ
き
対
価（
以
下「
手

数
料
等
」
と
い
う
。）の
種
類
ご
と
の
金
額
若
し
く
は
そ
の
上
限
額
又
は
こ
れ
ら
の
計
算
方
法
（
当
該
特
定
預
金

等
契
約
に
係
る
元
本
の
額
に
対
す
る
割
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
概
要
及
び
当
該
金
額
の

合
計
額
若
し
く
は
そ
の
上
限
額
又
は
こ
れ
ら
の
計
算
方
法
の
概
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
表
示
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
と
す
る
。

（
顧
客
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
事
項
）

（
顧
客
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
事
項
）

第
五
十
四
条

令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

第
五
十
四
条

令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
基
幹
放
送
事
業
者
の
放
送
設
備
に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
等
）

（
基
幹
放
送
事
業
者
の
放
送
設
備
に
よ
り
放
送
を
さ
せ
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
等
）

第
五
十
五
条

令
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
五
条

令
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

令
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
五
十
一
条
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

２

令
第
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
五
十
一
条
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

（
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
記
載
事
項
）

（
契
約
締
結
前
交
付
書
面
の
記
載
事
項
）

第
六
十
条

（
略
）

第
六
十
条

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
〜
十
六

（
略
）

一
〜
十
六

（
略
）

十
七

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
対
象
事
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
第
七
十
九
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
対

象
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
っ
て
い
る
認
定
投
資
者
保
護
団
体
（
当
該
特
定
預

金
等
契
約
が
当
該
認
定
投
資
者
保
護
団
体
の
認
定
業
務
（
同
法
第
七
十
九
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定

業
務
を
い
う
。）の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
認
定
投
資
者
保
護
団
体
に
限
る
。）の
有
無

（
対
象
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
）

十
七

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
対
象
事
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
第
七
十
九
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
対

象
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
な
っ
て
い
る
認
定
投
資
者
保
護
団
体
（
同
法
第
七
十
九
条
の
十
第
一
項

に
規
定
す
る
認
定
投
資
者
保
護
団
体
を
い
い
、
当
該
特
定
預
金
等
契
約
が
当
該
認
定
投
資
者
保
護
団
体
の
認

定
業
務
（
同
項
に
規
定
す
る
認
定
業
務
を
い
う
。）の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
認
定
投

資
者
保
護
団
体
に
限
る
。）の
有
無
（
対
象
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
）

十
八

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項

（
新
設
）

イ

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
す
る
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
一
号

に
定
め
る
手
続
実
施
基
本
契
約
を
締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
当
該
手
続
実
施
基
本
契
約
の
相
手
方
で
あ
る

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
商
号
又
は
名
称

ロ

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
し
な
い
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
二

号
に
定
め
る
苦
情
処
理
措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
の
内
容

十
九

（
略
）

十
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
休
日
の
承
認
等
）

（
休
日
の
承
認
の
申
請
等
）

第
六
十
六
条

令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
営
業
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

第
六
十
六
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
休
日
の
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

本
店

一

理
由
書

二

災
害
そ
の
他
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
危
機
管
理
に
関
す
る
事
務
そ
の

他
の
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事
務
を
統
括

す
る
営
業
所
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

二

令
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
閲
覧
に
供
す
る
措
置
の
方
法
を
記
載
し
た
書
面

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
又

は
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
号
に
規
定
す
る
営
業
所
を
設
置
す
る
際
に
当
該
営
業
所
に
つ
い
て
す

る
も
の
を
除
く
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
又
は
届
出
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主

務
大
臣
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

理
由
書
（
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
記
載
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

イ

金
融
機
関
相
互
間
の
内
国
為
替
取
引
を
通
信
回
線
を
用
い
て
処
理
す
る
制
度
の
運
営
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

ロ

当
該
承
認
の
申
請
又
は
届
出
に
係
る
営
業
所
の
顧
客
の
利
便
を
著
し
く
損
な
わ
な
い
こ
と
。

二

令
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
及
び
閲
覧
に
供
す
る
措
置
の
方
法
を
記
載
し
た
書
面

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面

３

（
略
）

２

（
略
）

４

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
に
供
す
る
措
置
を
す
る
と
き
は
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
場
合
に
は
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
と
き
、
又
は
同
項
第

三
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
承
認
又
は
届
出
に
係
る
営
業
所
の
店
頭

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

４

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
休
日
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
承
認
に
係
る
営
業
所
の
店
頭
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
方
法
に
よ
り
公
衆
の
閲

覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

一

令
第
十
三
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
日
以
外
の
休
日

一

令
第
十
二
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
日
以
外
の
休
日

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
営
業
時
間
）

（
営
業
時
間
）

第
六
十
七
条

（
略
）

第
六
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
営
業
所
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
前
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）は
、
当
該
営
業
所
に
つ
い
て
営
業
時
間
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
そ
の
営
業
所
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除

く
。）は
、
当
該
営
業
所
に
つ
い
て
営
業
時
間
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
時
間
の
変
更
を
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当

該
営
業
所
の
店
頭
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り

公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

４

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
時
間
の
変
更
を
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当

該
営
業
所
の
店
頭
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り

公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
臨
時
休
業
の
届
出
等
）

（
臨
時
休
業
の
届
出
等
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
六
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
休
日
又
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
時

間
以
外
の
時
間
に
、
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
営
む
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
に
お
い
て
、
当
該
休
日

又
は
時
間
に
お
け
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る
場
合

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
休
日
に
、
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
営
む
商

工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
に
お
い
て
、
当
該
休
日
に
お
け
る
現
金
自
動
支
払
機
そ
の
他
の
主
務
大
臣
等
が

別
に
定
め
る
機
械
（
以
下
「
現
金
自
動
支
払
機
等
」
と
い
う
。）に
よ
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
す
る

場
合

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

休
業
期
間
が
一
営
業
日
以
内
で
、
業
務
が
速
や
か
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
場
合

（
新
設
）

六
・
七

（
略
）

五
・
六

（
略
）

３

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
掲
示
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
営
業
所
の
店
頭
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に

掲
げ
る
掲
示
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
再
開
に
関
す
る
情
報
が
既
に
当
該
営
業
所
の
利
用

者
に
広
範
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
掲
示
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
営
業
所
の
店
頭
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４

（
略
）

４

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
二
項
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

三

第
二
項
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
法
第
三
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
べ
き
内
容
で
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
場
合

四

休
業
期
間
が
一
営
業
日
以
内
で
、
営
業
が
速
や
か
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
場
合

５

法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

（
新
設
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
無
人
の
営
業
所
に
お
い
て
臨
時
に
そ
の
業
務
の
一
部
を
休
止
す
る
場
合

二

第
二
項
第
二
号
又
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

（
専
門
子
会
社
の
業
務
等
）

（
専
門
子
会
社
の
業
務
等
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
の
う
ち
法
第
三
十
九

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
会
社
で
あ
る
も
の
そ
の
他
第
四
項
に
規
定
す
る
者
（
次
項
第
二
号
及
び
第
十
五

項
第
二
号
イ
に
お
い
て
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
」
と
い
う
。）の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

一

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
商
工
組
合

中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
第
四

項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

二

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
証
券
専
門
会
社
等
（
証
券
専
門
会
社
（
法
第

三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
証
券
専
門
会
社
を
い
う
。
第
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は

証
券
仲
介
専
門
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
証
券
仲
介
専
門
会
社
を
い
う
。
第
七
十

七
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。
第
十
五
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
次
条
第
二
項
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
保

険
会
社
等
（
保
険
会
社
（
保
険
業
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
少

額
短
期
保
険
業
者
（
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
次
条
第
二
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信

託
専
門
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
信
託
専
門
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
二
十
一
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
信
託
業
務
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
信
託
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
む
場
合
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
信
託
兼
営

の
場
合
」
と
い
う
。）を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
次
条
第
二
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）

二

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
。
た
だ
し
、
同
項
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

に
つ
い
て
は
証
券
子
会
社
等
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
証
券
子
会
社
等
を
い
う
。）を
有

す
る
場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
保
険
子

会
社
等
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
保
険
子
会
社
等
を
い
う
。
次
項
第
三
号
及
び
第
三
項

第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲

げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十

八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
場
合
（
以
下「
信
託
兼
営
の
場
合
」

と
い
う
。）又
は
信
託
子
会
社
等
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
信
託
子
会
社
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
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２

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十

五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
業
務

並
び
に
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
商
品
先

物
取
引
法
第
二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
商
品
市
場
に
お
け
る
取
引
等
の
委
託
を
受
け
る
業
務
に
限
り
、
金

融
商
品
取
引
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

三
号
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

２

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十

五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
三
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
業
務
並
び
に
同
条

第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
商
品
先
物
取
引
法
第

二
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
商
品
市
場
に
お
け
る
取
引
等
の
委
託
を
受
け
る
業
務
に
限
り
、
金
融
商
品
取
引

法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
（
同
項

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
条
第
一
項
各
号
（
同
項
第
二
十
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の

営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

二

次
条
第
一
項
各
号
（
同
項
第
二
十
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基

準
に
よ
り
主
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
又
は
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
営
む
業
務
の
た

め
に
営
む
も
の

三

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
が
保
険
会
社
等
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
業
務
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託
専
門
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
（
商
工
組
合
中

央
金
庫
が
信
託
兼
営
の
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
同
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）

三

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
同

項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
保
険
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
限

り
、
同
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託

兼
営
の
場
合
又
は
信
託
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。

３

（
略
）

３

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
金
融
商
品
取

引
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
業
務
並
び
に
同
条
第
二
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
が
保
険
会
社
等
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
業
務
を
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託
専
門
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
（
商
工
組
合
中

央
金
庫
が
信
託
兼
営
の
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
同
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）

五

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）。
た
だ
し
、
同

項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
保
険
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
限

り
、
同
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託

兼
営
の
場
合
又
は
信
託
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
限
る
。

４

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社

等
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
会
社
に
限
る
。）を
除
く
。）と
す
る
。

４

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

（
削
る
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
集
団
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

（
削
る
）

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
集
団
及
び
次
に
掲
げ
る
者

イ

銀
行
等

ロ

銀
行
等
集
団

ハ

銀
行
持
株
会
社
集
団

ニ

長
期
信
用
銀
行
（
長
期
信
用
銀
行
法
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
長

期
信
用
銀
行
持
株
会
社
集
団

５

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ

て
い
る
株
式
又
は
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
（
金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す

る
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
を
い
う
。
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
式
の

発
行
者
で
あ
る
会
社
以
外
の
新
事
業
活
動
（
新
商
品
の
開
発
又
は
生
産
、
新
役
務
の
開
発
又
は
提
供
、
商
品
の

新
た
な
生
産
又
は
販
売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た
な
提
供
の
方
式
の
導
入
、
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
及

び
そ
の
成
果
の
利
用
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
中
小
企
業

者
（
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を

５

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
「
銀
行
等
」、「
銀
行
等
集
団
」、「
銀
行
持
株
会
社
集
団
」
及
び
「
長
期
信
用
銀
行
持

株
会
社
集
団
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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（
削
る
）

一

銀
行
等

次
に
掲
げ
る
者

イ

銀
行
又
は
長
期
信
用
銀
行
（
こ
れ
ら
の
子
会
社
の
う
ち
、
銀
行
業
を
営
む
外
国
の
会
社
を
含
む
。）

ロ

信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
又
は
労
働
金
庫
（
こ
れ
ら
の
法
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
連
合
会
又
は
そ
の

子
会
社
の
う
ち
、
銀
行
又
は
銀
行
業
を
営
む
外
国
の
会
社
を
含
む
。）

ハ

農
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
水
産
加
工
業

協
同
組
合
又
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
（
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
、
当
該
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
当
該
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
又
は
当
該
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
の
子
会
社
（
銀
行
に
限
る
。）を
含
む
。）

ニ

農
林
中
央
金
庫
（
そ
の
子
会
社
の
う
ち
、
銀
行
又
は
銀
行
業
を
営
む
外
国
の
会
社
を
含
む
。）

い
う
。
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
会
社
で
あ
っ
て
、
設
立
の
日
又
は
新
事
業
活
動
開
始
日
（
会
社
が

現
に
行
っ
て
い
る
事
業
活
動
と
異
な
る
種
類
の
新
事
業
活
動
を
開
始
し
た
日
を
い
う
。）以
後
二
十
年
を
経
過
し

て
い
な
い
会
社
と
す
る
。

（
削
る
）

二

銀
行
等
集
団

前
号
に
規
定
す
る
銀
行
等
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
又
は
当
該
銀
行
等
の
子
銀
行
等
（
当

該
銀
行
等
の
子
会
社
の
う
ち
、
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
又
は
銀
行
業
を
営
む
外
国
の
会
社
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
当
該
銀
行
等
の
子
銀
行
等
以
外
の
子
会
社
の
集
団

（
削
る
）

三

銀
行
持
株
会
社
集
団

当
該
銀
行
を
子
会
社
と
す
る
銀
行
持
株
会
社
の
二
以
上
の
子
会
社
の
集
団
又
は
当

該
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
の
う
ち
、
銀
行
又
は
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第

一
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
会
社
を
含
む
も
の
に
限
り
、
当
該
銀
行
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
又
は
当

該
銀
行
の
特
定
子
銀
行
及
び
当
該
銀
行
の
特
定
子
銀
行
以
外
の
子
会
社
の
集
団
を
除
い
た
も
の

（
削
る
）

四

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
集
団

長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
（
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項

に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
二
以
上
の
子
会
社
の
集
団
又
は
当
該
長
期

信
用
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
の
う
ち
、
長
期
信
用
銀
行
又
は
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条

の
四
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
会
社
を
含
む
も
の
に
限
り
、
第
二
号
に
定
め
る
も
の
を
除

い
た
も
の

６

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ

て
い
る
株
式
又
は
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
式
の
発
行
者
で
あ
る
会
社
以
外
の
会

社
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
と
す
る
。

６

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
四
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
金
融
商

品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
又
は
金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
店
頭
売
買
有
価
証

券
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
式
の
発
行
者
で
あ
る
会
社
以
外
の
会
社
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
株
式
会
社
と
す
る
。

（
削
る
）

一

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
で

あ
っ
て
、
設
立
の
日
以
後
十
年
を
経
過
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
前
事
業
年
度
若
し
く
は
前
年
に
お
い
て
イ
に

掲
げ
る
金
額
の
ロ
に
掲
げ
る
金
額
に
対
す
る
割
合
が
百
分
の
三
を
超
え
て
い
る
も
の

イ

試
験
研
究
費
そ
の
他
新
た
な
技
術
若
し
く
は
新
た
な
経
営
組
織
の
採
用
、
市
場
の
開
拓
又
は
新
た
な
事

業
の
開
始
の
た
め
に
特
別
に
支
出
さ
れ
る
費
用
の
合
計
額

ロ

総
収
入
金
額
か
ら
固
定
資
産
又
は
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
二
十
一
号

に
規
定
す
る
有
価
証
券
の
譲
渡
に
よ
る
収
入
金
額
を
控
除
し
た
金
額

（
削
る
）

二

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
設
立
の
日
以
後
一
年
を

経
過
し
て
お
ら
ず
、
常
勤
の
研
究
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
研
究
者
の
数
の
常
勤
の
役
員

及
び
従
業
員
の
数
の
合
計
に
対
す
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の

一

（
略
）

三

（
略
）
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〇

〇

（
削
る
）

四

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
を
受

け
て
い
る
会
社

二

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
計
画

認
可
の
決
定
を
受
け
て
い
る
会
社

五

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
再
生
計
画
に
つ
き
同

法
の
規
定
に
よ
る
再
生
計
画
認
可
の
決
定
を
受
け
て
い
る
会
社

三

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
百
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
計
画
認

可
の
決
定
を
受
け
て
い
る
会
社

六

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
更
生
計
画
に
つ
き
同
法

の
規
定
に
よ
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
を
受
け
て
い
る
会
社

四
〜
六

（
略
）

七
〜
九

（
略
）

七

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る

会
社

（
新
設
）

八

合
理
的
な
経
営
改
善
の
た
め
の
計
画
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
銀
行
等
（
銀
行
又
は
銀
行
法
施
行
令
（
昭

和
五
十
七
年
政
令
第
四
十
号
）
第
十
六
条
の
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
第
一
号

に
お
い
て
同
じ
。）、
保
険
会
社
（
保
険
業
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等
を
含
む
。）、
銀

行
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
銀
行
持
株
会
社
、
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
若
し
く
は
保
険
業
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
保
険
持
株
会
社
又
は
こ
れ

ら
の
子
会
社
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
特
定
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。）が
、
当
該
特
定
金
融
機

関
等
に
対
す
る
会
社
の
債
務
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
当
該
措
置
の
実
施
に
よ
り
相
当
の
期
間
内
に
当
該
会
社
の
経
営
の
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
実
施
し
て
い
る
会
社

十

合
理
的
な
経
営
改
善
の
た
め
の
計
画
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
銀
行
、
銀
行
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年

政
令
第
四
十
号
）
第
十
六
条
の
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
、
保
険
業
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険

会
社
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等
を
含
む
。）、
銀
行
持
株
会
社
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会

社
若
し
く
は
保
険
持
株
会
社
又
は
こ
れ
ら
の
子
会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
金
融
機
関
等
」
と
い

う
。）が
、
当
該
特
定
金
融
機
関
等
に
対
す
る
会
社
の
債
務
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
か
を
実
施

す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
措
置
の
実
施
に
よ
り
相
当
の
期
間
内
に
当
該
会
社
の
経
営

の
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
実
施
し
て
い
る
会
社

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

九

当
該
会
社
に
対
す
る
金
銭
債
権
を
有
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
銀
行
等
（
当
該
商
工
組
合
中
央
金
庫

又
は
銀
行
等
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
当
該
会
社
の
議
決
権
を

取
得
す
る
と
き
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
）
及
び
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
関
与
し
て
作
成

し
た
合
理
的
な
経
営
改
善
の
た
め
の
計
画
（
特
定
金
融
機
関
等
が
当
該
会
社
に
対
し
て
そ
の
事
業
に
必
要
な

資
金
を
出
資
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
出
資
に
よ
り
相
当
の
期
間
内
に
当
該
会
社
の

経
営
の
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
実
施
し
て
い
る
会
社

（
新
設
）

イ

官
公
署

ロ

商
工
会
又
は
商
工
会
議
所

ハ

イ
又
は
ロ
に
準
ず
る
も
の

ニ

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人

ホ

公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人

ヘ

税
理
士
又
は
税
理
士
法
人

ト

他
の
事
業
者
等
の
経
営
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
業
務
を
営
む
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社

等
以
外
の
会
社
に
限
る
。）

十

（
略
）

十
一

（
略
）

７

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の

子
会
社
が
前
項
に
規
定
す
る
会
社
（
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
議
決
権
を
取

得
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
銀
行
等
に
よ
る
人
的
な
又
は
財
政
上
の
支
援
そ
の
他
の
当
該
商
工
組
合
中
央
金

庫
又
は
銀
行
等
が
行
う
事
業
の
再
生
の
た
め
の
支
援
を
そ
の
内
容
に
含
む
事
業
計
画
（
法
第
三
十
九
条
第
一

項
第
八
号
の
事
業
に
係
る
計
画
を
い
う
。）が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

前
号
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
前
項
第
九
号
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
関
与
し
て

策
定
し
て
い
る
こ
と
。
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８

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ

て
い
る
株
式
又
は
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
式
の
発
行
者
で
あ
る
会
社
以
外
の
会

社
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
会
社
又
は
事
業
の
再
生
の
計
画
の
作
成
に
株
式
会
社
地
域

経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
関
与
し
て
い
る
会
社
と
す
る
。

（
新
設
）

一

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
よ
り
設

立
さ
れ
る
株
式
会
社
が
無
限
責
任
組
合
員
と
な
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
か
ら
出
資
を
受
け
て
い
る
会
社

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
当
該
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
組
合
員
と
な
っ
て
い
る
も

の
ロ

当
該
株
式
会
社
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
出
資
し
て
い
る
も
の

二

事
業
の
再
生
又
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た
な
事
業
の
創
出
そ
の
他
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す

る
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
社
で
あ
っ
て
、
第
六
項
第
九
号
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
が
関
与
し
て
策
定
し
た
事
業
計
画
を
実
施
し
て
い
る
会
社

９

第
五
項
に
規
定
す
る
会
社
の
ほ
か
、
会
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会

社
（
子
会
社
と
な
る
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得

又
は
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
取
得
さ
れ
た
と
き
（
当
該
会
社
の
議
決
権
が
商

工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
り
二
回
以
上
に
わ
た
り
取
得
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
同
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に

最
後
に
取
得
さ
れ
た
と
き
）
に
第
五
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
し
て
い
た
も
の
も
、
そ
の
議
決
権
が
商
工
組

合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
同
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず

に
新
た
に
取
得
さ
れ
な
い
限
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主

務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
に
規
定
す
る
会
社
の
ほ
か
、
株
式
会
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子

会
社
（
子
会
社
と
な
る
会
社
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
取
得
さ
れ
た
と
き
（
当
該
株
式
会
社
の
議
決
権
が
商
工
組
合
中
央
金
庫

又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
り
二
回
以
上
に
わ
た
り
取
得
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号

又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
最
後
に
取
得
さ
れ
た
と
き
）
に
前
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
し
て

い
た
も
の
も
、
そ
の
議
決
権
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
り
第
七
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
新
た
に
取
得
さ
れ
な
い
限
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
法
第
三
十

九
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
四
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る
。

（
削
る
）

８

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
子
会
社
」
と
い

う
。）が
そ
の
取
得
し
た
前
二
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
第
九
号
に
お
い
て

「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
」
と
い
う
。）の
議
決
権
を
処
分
基
準
日
（
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
う
ち

第
六
項
第
十
二
号
に
該
当
す
る
会
社
以
外
の
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
に
あ
っ
て
は
そ
の
取
得
の

日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
を
い
い
、
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
う
ち
同
号
に
該
当
す
る
会
社
の
議
決
権

に
あ
っ
て
は
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
議
決
権
が
同
項
第
九
号
及
び
第
十
号
の
規
定
に

該
当
す
る
会
社
の
議
決
権
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
が
当
該
支
援
を
受
け
て
い
る
期
間
が
当
該
議
決

権
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
支
援
が
終
了
す
る
日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な
い
と
き
は
、
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
商

工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
四
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を
行
え
ば
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会

社
が
保
有
す
る
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
の
数
が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権

数
（
国
内
の
会
社
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
内
の
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
議
決
権
に
つ
い

て
は
そ
の
総
株
主
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
、
外
国
の
会
社
の
議
決
権
に
つ
い
て
は

そ
の
総
株
主
の
議
決
権
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分
基
準
日
ま
で
の
間
に

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
の
う
ち
当
該

処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
削
る
）

９

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
条
第
二
項
第
十
八
号
に
掲
げ

る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社
と
す
る
。

10

前
項
の
規
定
は
、
第
六
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
前
項
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

10

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
持
株
会
社
（
同
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

業
務
を
営
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
は
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
商
工
組
合
中
央

金
庫
、そ
の
子
会
社
又
は
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
証
券
専
門
会
社
（
以
下
「
証
券
専
門
会
社
」と
い
う
。）、

同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
証
券
仲
介
専
門
会
社
（
以
下
「
証
券
仲
介
専
門
会
社
」
と
い
う
。）及
び
同
項
第
五

号
に
規
定
す
る
信
託
専
門
会
社
（
以
下
「
信
託
専
門
会
社
」
と
い
う
。）を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
あ
っ

て
は
、
専
ら
当
該
子
会
社
の
経
営
管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号

及
び
第
二
項
各
号
（
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の
（
子
会
社

と
し
て
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
会
社
を
有
し
な
い
場
合
に
限
る
。
次
号
及

び
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）

（
削
る
）

二

証
券
専
門
会
社
又
は
証
券
仲
介
専
門
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
子
会
社

の
経
営
管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
（
第
三

十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の
（
子
会
社
と
し
て
法
第
三
十
九
条
第

一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
会
社
を
有
し
な
い
場
合
に
限
る
。）

（
削
る
）

三

信
託
専
門
会
社
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
子
会
社
の
経
営
管
理
を
行
う
業
務

及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
（
第
三
十
一
号
か
ら
第
四
十
五
号

ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の
（
子
会
社
と
し
て
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第
二

号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
会
社
を
有
し
な
い
場
合
に
限
る
。）

（
削
る
）

四

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
の
二
、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
会
社
を
子
会
社
と
す

る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
子
会
社
の
経
営
管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び

に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
（
第
三
十
一
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を

営
む
も
の

（
削
る
）

五

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
六
号
ハ
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
証
券
専
門
会
社
又

は
証
券
仲
介
専
門
会
社
の
子
会
社
の
う
ち
次
条
第
六
項
に
定
め
る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
持
株

会
社
の
子
会
社
の
経
営
管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二

項
各
号
（
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の

（
削
る
）

六

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
保
険
会
社
又
は
少

額
短
期
保
険
業
者
（
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
子
会
社
の
う
ち
次
条
第
七
項
に
定
め
る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
持
株
会
社
の
子
会
社
の
経
営

管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
（
第
三
十
一
号

か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
及
び
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の

（
削
る
）

七

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
八
号
ハ
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
信
託
専
門
会
社
の

子
会
社
の
う
ち
次
条
第
八
項
に
定
め
る
持
株
会
社
に
あ
っ
て
は
、
専
ら
当
該
持
株
会
社
の
子
会
社
の
経
営
管

理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
（
第
三
十
一
号
か

ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
除
く
。）に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
も
の

11

第
九
項
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
九
項
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）
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12

第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
（
第
七
項
を
除
く
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
子
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一

項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
子
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
そ
の
取
得
し
た
第
五
項
に
規
定
す
る
会
社
若
し

く
は
第
九
項
の
規
定
に
該
当
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
」
と
い
う
。）、

第
六
項
に
規
定
す
る
会
社
若
し
く
は
第
十
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
項
の
規
定
に
該
当
す
る
会

社
（
以
下
「
事
業
再
生
会
社
」
と
い
う
。）又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
会
社
若
し
く
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
第
九
項
の
規
定
に
該
当
す
る
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
地
域
活
性
化
事
業
会
社
」と
い
う
。）

の
議
決
権
を
処
分
基
準
日
（
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
の
議
決
権
に
あ
っ
て
は
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
五
年
を

経
過
す
る
日
を
い
い
、
事
業
再
生
会
社
及
び
地
域
活
性
化
事
業
会
社
の
議
決
権
に
あ
っ
て
は
そ
の
取
得
の
日
か

ら
十
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
議
決
権
が
第
六
項
に
規
定
す
る
会
社
（
同
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。）の
議
決
権
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
が
当
該
支
援
を
受
け
て
い
る
期
間
が
当
該
議
決

権
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
支
援
が
終
了
す
る
日
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な
い
と
き
は
、
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
、
当
該
事
業
再
生
会
社
及
び
当
該
地
域

活
性
化
事
業
会
社
（
以
下
「
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
」
と
い
う
。）は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
新
規

事
業
分
野
開
拓
会
社
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主

務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
、
事
業
再
生
会
社
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
同
項
第
八
号
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
、
地
域
活
性
化
事
業
会
社
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
同
項
第
九

号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を

行
え
ば
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
の
数

が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
（
国
内
の
会
社
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
内
の
会

社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
事
業
再
生
会
社
（
第
七
項
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同

じ
。）の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分
基
準
日

ま
で
の
間
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権

の
う
ち
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
新
設
）

13

第
六
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社

が
そ
の
取
得
し
た
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
を
処
分
基
準
日
（
そ
の
取
得
の
日
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
議
決

権
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で

に
処
分
し
な
い
と
き
は
、
当
該
事
業
再
生
会
社
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

当
該
処
分
を
行
え
ば
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
事
業
再
生

会
社
の
議
決
権
の
数
が
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
が
当
該
取
得
の
日
か
ら
処
分
基
準
日
ま
で
の
間
に

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
う

ち
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
新
設
）

一

中
小
企
業
者
の
発
行
す
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権

十
年

二

中
小
企
業
者
以
外
の
会
社
の
発
行
す
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権

三
年

14

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
ら

に
附
帯
す
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社
と
す
る
。

（
新
設
）

一

次
条
第
二
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
業
務

二

他
の
事
業
者
等
の
経
営
に
関
す
る
相
談
の
実
施
、
当
該
他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
関
連
す
る
事
業
者
等
又

は
顧
客
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
（
前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
よ
る
資
金
の
供
給
を
受

け
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
株
式
会
社
に
係
る
も
の
を
主
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



15

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
持
株
会
社
（
同

号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

（
新
設
）

一

次
に
掲
げ
る
会
社
の
い
ず
れ
か
を
子
会
社
と
す
る
持
株
会
社

イ

保
険
会
社

ロ

少
額
短
期
保
険
業
者

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
持
株
会
社
の
子
会
社
の
経
営
管
理
を
行
う
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す

る
業
務
並
び
に
次
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
持
株
会
社

イ

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も

の
ロ

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
当
該
持
株
会
社
が
証
券
専
門
会
社
等
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
、
当
該
持
株
会
社
が
保
険
会

社
等
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
三
十
六
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
を
、
当
該
持
株
会
社
が
信
託
専
門
会
社
を
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
（
当
該
持
株
会
社
の
議
決
権
を

保
有
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託
兼
営
の
場
合
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
が
当
該
議
決
権
を

保
有
す
る
場
合
を
含
む
。）を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
同
項
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業

務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）

16

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
六
項
第
九
号
、
第
七
項
、
第
九
項
（
第
十
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
項
、
第
十
三
項
及
び
前
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」

と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の

は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
第
七
項
及
び
第
八
項
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
の
範
囲
等
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

他
の
事
業
者
等
の
た
め
の
不
動
産
（
原
則
と
し
て
、商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
か
ら
取
得
し
、

又
は
賃
借
し
た
事
業
用
不
動
産
に
限
る
。）の
賃
貸
又
は
他
の
事
業
者
等
の
所
有
す
る
不
動
産
若
し
く
は
そ
れ

に
付
随
す
る
設
備
の
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

一

他
の
事
業
者
の
た
め
の
不
動
産
（
原
則
と
し
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
か
ら
取
得
し
、

又
は
賃
借
し
た
事
業
用
不
動
産
に
限
る
。）の
賃
貸
又
は
他
の
事
業
者
の
所
有
す
る
不
動
産
若
し
く
は
そ
れ
に

付
随
す
る
設
備
の
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

二

他
の
事
業
者
等
の
役
員
又
は
職
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
務
を
行
う
業
務

二

他
の
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
務
を
行
う
業
務

三

他
の
事
業
者
等
の
事
務
の
用
に
供
す
る
物
品
の
購
入
又
は
管
理
を
行
う
業
務

三

他
の
事
業
者
の
事
務
の
用
に
供
す
る
物
品
の
購
入
又
は
管
理
を
行
う
業
務

四

他
の
事
業
者
等
の
事
務
に
係
る
文
書
、
証
票
そ
の
他
の
書
類
の
印
刷
又
は
製
本
を
行
う
業
務

四

他
の
事
業
者
の
事
務
に
係
る
文
書
、
証
票
そ
の
他
の
書
類
の
印
刷
又
は
製
本
を
行
う
業
務

五

他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
関
す
る
広
告
、
宣
伝
、
調
査
、情
報
の
分
析
又
は
情
報
の
提
供
を
行
う
業
務（
第

九
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

五

他
の
事
業
者
の
業
務
に
関
す
る
広
告
又
は
宣
伝
を
行
う
業
務

六

他
の
事
業
者
等
の
た
め
の
自
動
車
の
運
行
又
は
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

六

他
の
事
業
者
の
た
め
の
自
動
車
の
運
行
又
は
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

（
削
る
）

七

他
の
事
業
者
の
業
務
に
関
し
必
要
と
な
る
調
査
又
は
情
報
の
提
供
を
行
う
業
務
（
第
十
号
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。）

七

他
の
事
業
者
等
の
現
金
自
動
支
払
機
そ
の
他
の
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
機
械
（
第
七
十
二
条
の
二
第

六
号
に
お
い
て
「
現
金
自
動
支
払
機
等
」
と
い
う
。）の
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

八

他
の
事
業
者
の
現
金
自
動
支
払
機
等
の
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

八

他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
勧
誘
又
は
当
該
契
約
の
内
容
に
係
る
説
明
を
行

う
葉
書
又
は
封
書
の
作
成
又
は
発
送
を
行
う
業
務

九

他
の
事
業
者
の
業
務
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
勧
誘
又
は
当
該
契
約
の
内
容
に
係
る
説
明
を
行
う

葉
書
又
は
封
書
の
作
成
又
は
発
送
を
行
う
業
務

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



九

他
の
事
業
者
等
の
行
う
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
信
用
供
与
に
係
る
債
権
の
担
保
の
目
的
と
な
る
財
産
の

評
価
、
当
該
担
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
財
産
の
管
理
そ
の
他
当
該
財
産
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う

業
務

十

他
の
事
業
者
の
行
う
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
信
用
供
与
に
係
る
債
権
の
担
保
の
目
的
と
な
る
財
産
の
評

価
、
当
該
担
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
財
産
の
管
理
そ
の
他
当
該
財
産
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う
業

務

十

他
の
事
業
者
等
が
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
信
用
供
与
に
係
る
債
権
の
回
収
の
た
め
に
担
保
権
を
実
行
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、当
該
他
の
事
業
者
等
の
た
め
に
当
該
債
権
の
担
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
財
産（
不

動
産
を
除
く
。）の
売
買
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
業
務

十
の
二

他
の
事
業
者
が
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
信
用
供
与
に
係
る
債
権
の
回
収
の
た
め
に
担
保
権
を
実
行

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、当
該
他
の
事
業
者
の
た
め
に
当
該
債
権
の
担
保
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
財
産（
不

動
産
を
除
く
。）の
売
買
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
業
務

十
一

他
の
事
業
者
等
の
行
う
資
金
の
貸
付
け
（
住
宅
の
購
入
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
消
費
者
に

対
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
限
る
。）に
関
し
相
談
に
応
ず
る
業
務
又
は
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
事
務
の
取

次
ぎ
そ
の
他
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う
業
務

十
一

他
の
事
業
者
の
行
う
資
金
の
貸
付
け
（
住
宅
の
購
入
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
消
費
者
に
対

す
る
資
金
の
貸
付
け
に
限
る
。）に
関
し
相
談
に
応
ず
る
業
務
又
は
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
事
務
の
取
次

ぎ
そ
の
他
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う
業
務

十
二

他
の
事
業
者
等
の
行
う
外
国
為
替
取
引
、
信
用
状
若
し
く
は
旅
行
小
切
手
に
関
す
る
業
務
又
は
輸
出
入

そ
の
他
の
対
外
取
引
の
た
め
直
接
必
要
な
資
金
に
関
す
る
貸
付
け
、
手
形
の
割
引
、
債
務
の
保
証
若
し
く
は

手
形
の
引
受
け
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う
業
務

十
二

他
の
事
業
者
の
行
う
外
国
為
替
取
引
、
信
用
状
若
し
く
は
旅
行
小
切
手
に
関
す
る
業
務
又
は
輸
出
入
そ

の
他
の
対
外
取
引
の
た
め
直
接
必
要
な
資
金
に
関
す
る
貸
付
け
、
手
形
の
割
引
、
債
務
の
保
証
若
し
く
は
手

形
の
引
受
け
に
関
し
必
要
と
な
る
事
務
を
行
う
業
務

十
三

他
の
事
業
者
等
の
事
務
に
係
る
計
算
を
行
う
業
務

十
三

他
の
事
業
者
の
事
務
に
係
る
計
算
を
行
う
業
務

十
四

他
の
事
業
者
等
の
事
務
に
係
る
文
書
、
証
票
そ
の
他
の
書
類
の
作
成
、
整
理
、
保
管
、
発
送
又
は
配
送

を
行
う
業
務

十
四

他
の
事
業
者
の
事
務
に
係
る
文
書
、
証
票
そ
の
他
の
書
類
の
作
成
、
整
理
、
保
管
、
発
送
又
は
配
送
を

行
う
業
務

十
五

他
の
事
業
者
等
と
当
該
他
の
事
業
者
等
の
顧
客
と
の
間
の
事
務
の
取
次
ぎ
を
行
う
業
務

十
五

他
の
事
業
者
と
当
該
他
の
事
業
者
の
顧
客
と
の
間
の
事
務
の
取
次
ぎ
を
行
う
業
務

十
六

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
号

に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業

十
六

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業

十
七

他
の
事
業
者
等
の
た
め
に
電
子
計
算
機
に
関
す
る
事
務
を
行
う
業
務
（
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、
開
発
若
し
く
は
保
守
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
作
成
、
販
売
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）若
し
く
は
保
守
を
行
う
業
務
を
含
む
。）

十
七

他
の
事
業
者
の
た
め
に
電
子
計
算
機
に
関
す
る
事
務
を
行
う
業
務
（
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
計
若
し
く
は
保
守
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
作
成
、
販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）若
し
く
は
保
守
を
行
う
業
務
を
含
む
。）

十
八

他
の
事
業
者
等
の
役
員
又
は
職
員
に
対
す
る
教
育
又
は
研
修
を
行
う
業
務

十
八

他
の
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
に
対
す
る
教
育
又
は
研
修
を
行
う
業
務

十
九

他
の
事
業
者
等
の
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
有
価
証
券
の
輸
送
を
行
う
業
務
（
次
号
及
び
第
二
十
一

号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

十
九

他
の
事
業
者
の
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
有
価
証
券
の
輸
送
を
行
う
業
務
（
次
号
及
び
第
二
十
一
号

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

二
十

他
の
事
業
者
等
の
主
要
な
取
引
先
に
対
す
る
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
証
書
の
集
配
を
行
う
業
務

二
十

他
の
事
業
者
の
主
要
な
取
引
先
に
対
す
る
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
証
書
の
集
配
を
行
う
業
務

二
十
一

他
の
事
業
者
等
の
主
要
な
取
引
先
と
の
間
で
当
該
他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
係
る
有
価
証
券
の
受
渡

し
を
行
う
業
務

二
十
一

他
の
事
業
者
の
主
要
な
取
引
先
と
の
間
で
当
該
他
の
事
業
者
の
業
務
に
係
る
有
価
証
券
の
受
渡
し
を

行
う
業
務

二
十
二

他
の
事
業
者
等
の
た
め
に
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
有
価
証
券
を
整
理
し
、
そ
の
金
額
若
し
く
は

枚
数
を
確
認
し
、
又
は
一
時
的
に
そ
の
保
管
を
行
う
業
務

二
十
二

他
の
事
業
者
の
た
め
に
現
金
、
小
切
手
、
手
形
又
は
有
価
証
券
を
整
理
し
、
そ
の
金
額
若
し
く
は
枚

数
を
確
認
し
、
又
は
一
時
的
に
そ
の
保
管
を
行
う
業
務

二
十
三

自
ら
を
子
会
社
と
す
る
保
険
会
社
の
た
め
に
投
資
を
行
う
業
務

二
十
三

自
ら
を
子
会
社
と
す
る
保
険
会
社（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
た
め
に
投
資
を
行
う
業
務

二
十
四
〜
二
十
六

（
略
）

二
十
四
〜
二
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
法
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
又
は
信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
若
し
く

は
労
働
金
庫
（
こ
れ
ら
の
法
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
連
合
会
を
含
む
。）の
業
務
（
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
代
理
又
は
媒
介

一

銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
又
は
信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
若
し
く
は
労
働
金
庫
（
こ
れ
ら
の
法
人
を
も
っ

て
組
織
す
る
連
合
会
を
含
む
。）の
業
務
（
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）の
代
理
又
は
媒
介

二

農
業
協
同
組
合
若
し
く
は
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

る
信
用
事
業
（
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）、
漁
業
協
同
組
合
若
し
く
は
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
若
し
く
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
若
し
く
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
水
産
業
協

同
組
合
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
信
用
事
業
（
同
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）又
は
農
林
中
央
金
庫
の
業
務
（
同
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
代
理
又
は
媒
介

二

農
業
協
同
組
合
若
し
く
は
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

る
信
用
事
業
（
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）、
漁
業
協
同
組
合
若
し
く
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
若
し

く
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
若
し
く
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
水
産
業
協
同
組
合
法
第
五
十

四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
信
用
事
業（
同
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）又
は
農
林
中
央
金
庫
の
業
務（
同

号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）の
代
理
又
は
媒
介
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三
〜
三
の
三

（
略
）

三
〜
三
の
三

（
略
）

四

信
託
業
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
信
託
契
約
代
理
業
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）

四

信
託
業
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
信
託
契
約
代
理
業
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

五

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
が
営
む
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
第

三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条

第
三
号
及
び
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
受
託
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介

五

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
が
営
む
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
第

三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条

第
三
号
及
び
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）を
受
託
す
る
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介

六
〜
六
の
三

（
略
）

六
〜
六
の
三

（
略
）

七

法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務
（
同
項
第
十
一
号
、
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る

業
務
、
有
価
証
券
関
連
業
そ
の
他
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

七

法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務
（
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
有
価
証
券
関
連
業
（
金

融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）そ
の
他
主
務
大

臣
等
の
定
め
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

十

保
険
業
法
第
二
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
保
険
募
集
（
第
三
十
八
号
に
お
い
て「
保
険
募
集
」と
い
う
。）

十

保
険
業
法
第
二
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
保
険
募
集
（
以
下
「
保
険
募
集
」
と
い
う
。）

十
の
二
〜
十
六

（
略
）

十
の
二
〜
十
六

（
略
）

十
七

機
械
類
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
さ
せ
る
業
務
（
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
法
第
二

十
一
条
第
四
項
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

十
七

機
械
類
そ
の
他
の
物
品
又
は
物
件
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
リ
ー
ス
物
品
等
」
と
い
う
。）を
使
用
さ

せ
る
業
務
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
契
約
に
基
づ
い
て
、
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主

と
し
て
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

（
削
る
）

イ

リ
ー
ス
物
品
等
を
使
用
さ
せ
る
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
使
用
期
間
」
と
い
う
。）の
開
始
の
日

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
使
用
開
始
日
」
と
い
う
。）以
後
又
は
使
用
開
始
日
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し

た
後
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
が
い
つ
で
も
解
約
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

と
。

（
削
る
）

ロ

使
用
期
間
に
お
い
て
、
リ
ー
ス
物
品
等
の
取
得
価
額
か
ら
使
用
期
間
が
満
了
し
た
後
に
お
け
る
当
該

リ
ー
ス
物
品
等
の
見
積
残
存
価
額
を
控
除
し
た
額
並
び
に
利
子
、
固
定
資
産
税
、
保
険
料
及
び
手
数
料
の

額
を
対
価
と
し
て
受
領
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
削
る
）

ハ

使
用
期
間
が
満
了
し
た
後
、
リ
ー
ス
物
品
等
の
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
が
相
手
方
に
移
転
す
る
旨
の
定

め
が
な
い
こ
と
。

十
八

（
略
）

十
八

次
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
他
の
株
式
会
社
に
対
し
そ
の
事
業
に
必
要
な
資
金
を
供
給
す
る
業
務

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
民
法
第
六
百
六
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
又
は
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
民
法
第
六
百
六
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
又
は
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

十
九
・
二
十

（
略
）

十
九
・
二
十

（
略
）

二
十
一

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
八
十
号
）
第
三
条
第

一
号
、
第
二
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
対
す
る
投
資
と
し
て
、
他
人
の
た
め
金
銭

そ
の
他
の
財
産
の
運
用
（
そ
の
指
図
を
含
む
。）を
行
う
業
務
（
第
十
一
号
及
び
前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
一

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
八
十
号
）
第
三
条
第

一
号
、
第
二
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
対
す
る
投
資
と
し
て
、
他
人
の
た
め
金
銭

そ
の
他
の
財
産
の
運
用
（
そ
の
指
図
を
含
む
。）を
行
う
業
務
（
第
十
一
号
及
び
前
二
号
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。）

二
十
二

他
の
事
業
者
等
の
事
業
の
譲
渡
、
合
併
、
会
社
の
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
若
し
く
は
株
式
交

付
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
こ
れ
ら
に
関
し
仲
介
を
行
う
業
務

二
十
二

他
の
事
業
者
の
事
業
の
譲
渡
、
合
併
、
会
社
の
分
割
、
株
式
交
換
、
株
式
移
転
若
し
く
は
株
式
交
付

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
こ
れ
ら
に
関
し
仲
介
を
行
う
業
務
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二
十
三

経
営
相
談
等
業
務

二
十
三

他
の
事
業
者
の
経
営
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
業
務

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

二
十
六

主
と
し
て
子
会
社
対
象
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
該
当
す
る
会
社
そ
の
他
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
金
融
機
関
の
業
務
に
関
す
る
デ
ー
タ
又
は
事
業

者
等
の
財
務
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
を
行
う
業
務
、
及
び
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
伝
送
役
務
を
提
供
す
る
業

務

二
十
六

主
と
し
て
子
会
社
対
象
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。
次

号
、
第
四
十
三
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
会
社
そ
の
他
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
金
融
機
関

の
業
務
に
関
す
る
デ
ー
タ
又
は
事
業
者
の
財
務
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
を
行
う
業
務
、
及
び
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
の
伝
送
役
務
を
提
供
す
る
業
務

二
十
七

主
と
し
て
子
会
社
対
象
会
社
に
該
当
す
る
会
社
そ
の
他
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
金
融
機
関
の
業
務
又

は
事
業
者
等
の
財
務
に
関
す
る
電
子
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
作
成
若
し
く
は
販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）を
行
う
業
務
及
び
計
算
受
託
業
務
（
第
四
十
三
号

に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
七

主
と
し
て
子
会
社
対
象
会
社
に
該
当
す
る
会
社
そ
の
他
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
金
融
機
関
の
業
務
又

は
事
業
者
の
財
務
に
関
す
る
電
子
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
若
し
く
は
販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に

伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）を
行
う
業
務
及
び
計
算
受
託
業
務
（
第
四
十
三
号
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）

二
十
八
〜
三
十
三

（
略
）

二
十
八
〜
三
十
三

（
略
）

三
十
四

有
価
証
券
に
関
連
す
る
情
報
の
提
供
又
は
助
言
（
第
三
十
一
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）

三
十
四

有
価
証
券
に
関
連
す
る
情
報
の
提
供
又
は
助
言
（
第
三
十
一
号
及
び
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）

三
十
五

（
略
）

三
十
五

（
略
）

三
十
六

保
険
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
の
保
険
業
に
係
る
業
務
の
代
理
（
第
十
号
及
び
第
十
号
の
二
に

掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
事
務
の
代
行

三
十
六

保
険
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
の
保
険
業
に
係
る
業
務
の
代
理
（
第
十
号
、
第
十
号
の
二
及
び

次
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
事
務
の
代
行

三
十
七
〜
四
十
二

（
略
）

三
十
七
〜
四
十
二

（
略
）

四
十
三

主
と
し
て
保
険
持
株
会
社
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
（
保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
七
第

二
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
い
う
。）、
子
会
社
対
象
会
社
に
該
当
す
る
会
社
（
保
険
会
社

等
に
限
る
。）又
は
保
険
募
集
人
の
業
務
に
関
す
る
電
子
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、作
成
又
は
販
売（
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）を
行
う
業
務
及
び
計
算
受
託
業
務

四
十
三

主
と
し
て
保
険
持
株
会
社
、
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
（
保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条
の
三
十
七
第

二
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
い
う
。）、
子
会
社
対
象
会
社
に
該
当
す
る
会
社（
保
険
会
社
、

少
額
短
期
保
険
業
者
又
は
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
に
限
る
。）又
は
保
険
募
集
人
の
業
務
に
関
す
る
電
子

計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
又
は
販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を

含
む
。）を
行
う
業
務
及
び
計
算
受
託
業
務

四
十
四
・
四
十
五

（
略
）

四
十
四
・
四
十
五

（
略
）

四
十
六

財
産
の
管
理
に
関
す
る
業
務
（
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
業
務
を
営

む
会
社
の
議
決
権
を
保
有
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信
託
兼
営
の
場
合
に
限
り
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
が
当
該
議
決
権
を
保
有
す
る
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
含
む
。）

又
は
当
該
業
務
を
営
む
会
社
の
議
決
権
を
保
有
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
そ
の
子
会
社
が
当
該
議
決
権
を

保
有
す
る
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
含
む
。）が
子
会
社
と
す
る
信
託
専
門
会
社
が
受
託
す
る
信

託
財
産
と
同
じ
種
類
の
財
産
に
つ
き
、
業
務
方
法
書
に
規
定
す
る
信
託
財
産
の
管
理
の
方
法
と
同
じ
方
法
に

よ
り
管
理
を
行
う
も
の
に
限
る
。）及
び
当
該
業
務
に
係
る
代
理
事
務

四
十
六

財
産
の
管
理
に
関
す
る
業
務
（
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
業
務
を
営

む
会
社
の
議
決
権
を
保
有
す
る
信
託
子
会
社
等
が
受
託
す
る
信
託
財
産
と
同
じ
種
類
の
財
産
に
つ
き
、
業
務

方
法
書
に
規
定
す
る
信
託
財
産
の
管
理
の
方
法
と
同
じ
方
法
に
よ
り
管
理
を
行
う
も
の
に
限
る
。）及
び
当
該

業
務
に
係
る
代
理
事
務

四
十
七

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
業
務
（
第
十
二
号
及
び
前
号
、
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
号

並
び
に
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
業
務
を
行
う
会
社
を
子
会
社
と
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
が

信
託
兼
営
の
場
合
以
外
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
そ
の
子
会
社
が
当
該
業
務
を
行
う
会

社
の
議
決
権
を
保
有
す
る
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
含
む
。）の
子
会
社
で
あ
る
信
託
専
門
会
社

が
信
託
業
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

四
十
七

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
業
務
（
第
十
二
号
及
び
前
号
、
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
号

並
び
に
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
業
務
を
行
う
会
社
を
子
会
社
と
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
信

託
兼
営
銀
行
に
相
当
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
の
信
託
子
会
社
等
が
信
託
業
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

四
十
八
〜
五
十

（
略
）

四
十
八
〜
五
十

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）
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６

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、第
二
項
第
四
十
六
号
及
び
第
四
十
七
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省

令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る

株
式
又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
六
号
ハ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会

社
で
あ
る
証
券
専
門
会
社
又
は
証
券
仲
介
専
門
会
社
が
、
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る

議
決
権
を
保
有
す
る
同
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

（
削
る
）

７

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会

社
で
あ
る
保
険
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
が
、
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決

権
を
保
有
す
る
同
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

（
削
る
）

８

法
第
三
十
九
条
第
二
項
第
八
号
ハ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会

社
で
あ
る
信
託
専
門
会
社
が
、
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
同
条

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
持
株
会
社
と
す
る
。

（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
等
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
事
由
）

（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
等
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
事
由
）

第
七
十
一
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す

る
。

第
七
十
一
条

法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

（
削
る
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
（
株
式
又
は
持
分
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
取
得

一
・
二

（
略
）

二
・
三

（
略
）

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
株
式
を
所
有
す
る
会
社
の
株
式
の
転
換
（
当
該
株
式
が
そ
の
発

行
会
社
に
取
得
さ
れ
、
そ
の
引
換
え
に
他
の
種
類
の
株
式
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
第
七
十
五
条
第
一

項
第
五
号
及
び
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。）（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
請
求
に
よ
る
場
合
を

除
く
。）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
株
式
を
所
有
す
る
会
社
の
株
式
の
転
換
（
当
該
株
式
が
そ
の
発

行
会
社
に
取
得
さ
れ
、
そ
の
引
換
え
に
他
の
種
類
の
株
式
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
商

工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
請
求
に
よ
る
場
合
を
除
く
。）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
株
式
等
を
所
有
す
る
会
社
の
株
式
等
の
併
合
若
し
く
は
分
割
又

は
株
式
無
償
割
当
て
（
会
社
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
株
式
無
償
割
当
て
を
い
う
。
第
七
十
五
条
第
一

項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
株
式
等
を
所
有
す
る
会
社
の
株
式
等
の
併
合
若
し
く
は
分
割
又

は
株
式
無
償
割
当
て
（
会
社
法
第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
株
式
無
償
割
当
て
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

五
・
六

（
略
）

六
・
七

（
略
）

七

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社

に
よ
る
株
式
等
の
取
得

（
新
設
）

２

法
第
三
十
九
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
由

と
す
る
。

（
新
設
）

３

法
第
三
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子

会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
と
す

る
。

２

法
第
三
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

（
子
会
社
対
象
会
社
の
う
ち
認
可
対
象
会
社
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

（
子
会
社
対
象
会
社
の
う
ち
認
可
対
象
会
社
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

第
七
十
二
条

法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

第
七
十
二
条

法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営

む
会
社
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
に
掲
げ
る
業
務
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
業
務

二

第
七
十
条
第
二
項
第
四
十
九
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
条
第
三
項
第
二
号
、
第
四
項
第
二
号
及
び
第
五
項
第

二
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）

三

第
七
十
条
第
二
項
第
五
十
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る

も
の

三

第
七
十
条
第
二
項
第
五
十
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
条
第
三
項
第
三
号
、
第
四
項
第
三
号
及
び
第
五
項
第
三

号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）
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（
一
定
の
業
務
高
度
化
等
会
社
）

第
七
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
専

ら
営
む
会
社
又
は
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十

四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
の
認
定
に
係
る
子
会
社
、
関
係
会
社

若
し
く
は
関
係
子
会
社
（
そ
れ
ぞ
れ
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
子
会
社
、
関
係
会
社
又
は
関
係
子
会
社
を
い
う
。）と
す
る
。

（
新
設
）

一

専
ら
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
む
法
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業

務
の
高
度
化
若
し
く
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る
業
務
又
は
こ
れ
に
資
す
る

と
見
込
ま
れ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

二

特
定
の
地
域
に
お
い
て
生
産
さ
れ
、
若
し
く
は
提
供
さ
れ
る
商
品
又
は
提
供
さ
れ
る
役
務
の
提
供
を
行
う

業
務
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
に
支
障
を
来
す
著
し
い
お
そ
れ
が

な
い
も
の

三

高
度
の
専
門
的
な
能
力
を
有
す
る
人
材
そ
の
他
の
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
利
用
者
で
あ
る
事
業
者
等
の
経

営
の
改
善
に
寄
与
す
る
人
材
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
（
経
営
相
談
等
業
務
そ
の
他
の
商
工
組
合
中

央
金
庫
の
営
む
業
務
に
関
連
し
て
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
の
派
遣
労
働
者
が
常
時
雇
用
さ
れ
る
労

働
者
で
な
い
も
の
に
限
る
。）

四

他
の
事
業
者
等
の
た
め
に
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、
開
発
若

し
く
は
保
守
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
事
業
者
等
と
共
同
し

て
設
計
し
、
若
し
く
は
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
計
、
作
成
、
販
売
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
に
伴
い
必
要
と
な
る
附
属
機
器
の
販
売
を
含
む
。）若
し

く
は
保
守
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
事
業
者
等
と
共
同
し
て

設
計
し
、
若
し
く
は
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
業
務

（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

五

他
の
事
業
者
等
の
業
務
に
関
す
る
広
告
、
宣
伝
、
調
査
、
情
報
の
分
析
又
は
情
報
の
提
供
を
行
う
業
務

六

他
の
事
業
者
等
の
現
金
自
動
支
払
機
等
の
保
守
、
点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務

七

成
年
後
見
制
度
に
係
る
相
談
の
実
施
、
成
年
後
見
人
等
（
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
成
年
後
見
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）の
事
務
の
支
援
そ
の
他
成
年
後
見
人
等
の
事
務
を
行
う
業
務

八

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
し
必
要
と
な
る
業
務
で
あ
っ
て
、
子
会
社
対
象
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一

項
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
会
社
を
除
く
。）が
営
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

九

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

（
認
可
対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
の
申
請
等
）

（
認
可
対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
の
申
請
等
）

第
七
十
三
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
対
象
会
社
（
同
項
に
規
定

す
る
認
可
対
象
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
同
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
会
社
（
前
条
に
規
定
す
る
会
社

を
除
く
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
三
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
認
可
対
象
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
認
可
対
象
会
社

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

（
略
）

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

株
式
交
換
に
よ
り
認
可
対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

ハ

株
式
交
換
に
よ
り
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ニ

株
式
交
付
に
よ
り
認
可
対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

ニ

株
式
交
付
に
よ
り
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面

〜

（
略
）

〜

（
略
）
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三

（
略
）

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
つ
き
連
結
し
て
記
載
し
た
最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
（
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面
を
含
む
。）そ
の
他
こ
れ
ら
の
会
社
の
最
近

に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
つ
き
連
結
し
て
記
載
し
た
最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
こ
れ
ら
の
会
社
の
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
（
子
会
社
と
な
る
会
社
を
含
む
。）の

収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
算
式
に
よ
り

得
ら
れ
る
比
率
（
第
八
十
四
条
第
三
号
チ
に
規
定
す
る
連
結
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
（
子
会
社
と
な
る
会
社
を
含
む
。）の

収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
算
式
に
よ
り

得
ら
れ
る
比
率
を
い
う
。
次
項
第
二
号
、
第
八
十
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
九
十
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

四

（
略
）

四

当
該
認
可
に
係
る
認
可
対
象
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書（
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面
を
含
む
。）

そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ハ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産

及
び
損
益
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
認
可
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が

合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
同
条
第
一
項
第
十
号
に
掲

げ
る
会
社
（
前
条
に
規
定
す
る
会
社
を
除
く
。
以
下
「
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
」
と
い
う
。）の
議
決
権
に
つ

い
て
引
き
続
き
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
を
除
く
。）及
び
法
第
三
十
九

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
削
る
）

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
第
一
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株

式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省

令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
五
号
（
前
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す

る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
の
申
請
等
）

第
七
十
三
条
の
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
他
業
業
務
高

度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

理
由
書

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産

及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
収
支
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

ハ

株
式
交
換
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議

決
権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書

面

株
主
総
会
の
議
事
録
そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

株
式
交
換
契
約
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

株
式
交
換
費
用
を
記
載
し
た
書
面
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ニ

株
式
交
付
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議

決
権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書

面

株
主
総
会
の
議
事
録
そ
の
他
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

株
式
交
付
計
画
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

株
式
交
付
費
用
を
記
載
し
た
書
面

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
に
つ
き
連
結
し
て
記
載
し
た
最
終
の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
（
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面
を
含
む
。）そ
の
他
こ
れ
ら
の
会
社
の
最
近

に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ロ

当
該
認
可
後
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
（
子
会
社
等
と
な
る
会
社
を
含
む
。）

の
収
支
及
び
連
結
自
己
資
本
比
率
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
面

四

当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面

イ

名
称
及
び
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
位
置
を
記
載
し
た
書
面

ロ

業
務
の
内
容
及
び
当
該
業
務
を
遂
行
す
る
体
制
を
記
載
し
た
書
面

ハ

最
終
の
貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書（
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面
を
含
む
。）

そ
の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

ニ

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）の
役
職
名
及
び
氏
名
又
は

名
称
を
記
載
し
た
書
面

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決

権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ

の
子
会
社
が
国
内
の
会
社
の
議
決
権
を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
と
な
る
場

合
に
は
、
当
該
国
内
の
会
社
の
名
称
及
び
業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

六

そ
の
他
次
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
す
る
た
め
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面

２

主
務
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
資
本
金
の
額
が
当
該
申
請
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
取
得

し
、
又
は
保
有
す
る
に
足
り
る
十
分
な
額
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
に
対
す
る
出
資
が
全
額
毀
損
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
（
当
該
認
可
に
よ
り
子
会
社
等
と
な
る
会
社
を
除
く
。）の
財
産
及
び
損

益
の
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
申
請
の
時
に
お
い
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
収
支
が
良
好
で
あ
り
、
か
つ
、
商

工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
に
つ
い
て
そ

の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
た
後
も
良
好
に
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
。

五

当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
が
そ
の
業
務
を
的
確
か
つ
公
正
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。
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六

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決

権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
む

法
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
高
度
化
若
し
く
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
利
用
者
の
利
便
の

向
上
又
は
地
域
の
活
性
化
、
産
業
の
生
産
性
の
向
上
そ
の
他
の
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
。

七

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
状
況
に
照
ら
し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
当

該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有

し
た
後
も
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
に
支
障
を
来
す
著
し
い
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

八

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
顧
客
に
対
し
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
と
し
て
の
取
引
上
の
優
越
的
地
位
又
は
当
該
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
業
務
に
お
け
る
取
引
上
の
優

越
的
地
位
を
不
当
に
利
用
し
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
に
係
る
取
引
の
条
件
若
し
く
は
実
施
又
は
当

該
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
業
務
に
係
る
取
引
の
条
件
若
し
く
は
実
施
に
つ
い
て
不
利
益
を
与
え
る
行
為

が
行
わ
れ
る
著
し
い
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

九

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
当
該
認
可
に
係
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
が
行
う
取
引
に
伴
い
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
又
は
当
該
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
が
行
う
業
務
に
係
る
顧
客
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
著
し

い
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
認
可
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が

合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社

の
議
決
権
に
つ
い
て
引
き
続
き
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
可
に
限
る
。）に

つ
い
て
準
用
す
る
。

４

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
並
び
に
第
二
項
第
一
号
、
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」

と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式

又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
よ
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
の
内
容
等
）

第
七
十
四
条
の
二

法
第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
方
針
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
方
針
と
す
る
。

（
新
設
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
グ
ル
ー
プ
（
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
グ
ル
ー

プ
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
収
支
、
資
本
の
分
配
及
び
自
己
資
本
の
充
実
に
係
る
方
針
そ

の
他
の
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
方
針

二

災
害
そ
の
他
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
グ
ル
ー
プ
の
危
機
管
理
に
係
る
体

制
の
整
備
に
係
る
方
針

２

法
第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
体
制
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
お

け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法

第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
の
職
務
の

執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
と
す
る
。

３

法
第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
グ

ル
ー
プ
の
再
建
計
画
（
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
関
し
改
善
が
必
要
な
場
合
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央

金
庫
グ
ル
ー
プ
の
経
営
の
再
建
の
た
め
の
計
画
を
い
う
。）の
策
定
が
必
要
な
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
あ
ら

か
じ
め
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
再
建
計
画
を
策
定
し
、
及
び
そ
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
と
す

る
。
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（
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
事
由
）

（
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
事
由
）

第
七
十
五
条

（
略
）

第
七
十
五
条

法
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
に
つ
い
て
第
六
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う

と
す
る
と
き
又
は
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
に
つ
い
て
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
お
う
と
す

る
と
き
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
に
よ
り
当
該
議
決
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
た
め
当
該
議
決
権
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

九

第
六
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
の
議
決
権
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と

き
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
に
よ
り
当
該
議
決
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
た
め
当
該
議
決
権
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

（
削
る
）

十

元
本
の
補
て
ん
の
な
い
信
託
に
係
る
信
託
財
産
以
外
の
財
産
に
お
け
る
議
決
権
数
が
基
準
議
決
権
数
以
内

と
な
る
場
合
に
お
け
る
株
式
等
の
取
得

十

（
略
）

十
一

（
略
）

２

前
項
第
十
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大

臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
第
十
一
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務

大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
の
申
請
）

（
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
の
申
請
）

第
七
十
六
条

（
略
）

第
七
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経

済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
例
対
象
会
社
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
議
決
権
に
含
め
な
い
議
決
権
）

第
七
十
八
条

法
第
四
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
会
社
又
は
事
業
の
再
生
の
計
画
の
作
成
に
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
関
与
し
て
い
る
会
社

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
に
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。
第
三
項
及
び
第
九
十
条
第
一
項
第
三
十
五

号
に
お
い
て
「
特
例
事
業
再
生
会
社
」
と
総
称
す
る
。）と
す
る
。

第
七
十
八
条

法
第
四
十
条
第
八
項
（
令
第
六
条
第
三
項
並
び
に
第
六
十
九
条
第
十
一
項
、第
七
十
三
条
第
五
項
、

第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
九
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
に
よ
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
議
決
権
に
含
ま
な
い
も
の
と

さ
れ
る
主
務
省
令
で
定
め
る
議
決
権
は
、
次
に
掲
げ
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権
と
す
る
。

一

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
よ
り
設

立
さ
れ
る
株
式
会
社
が
無
限
責
任
組
合
員
と
な
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
か
ら
出
資
を
受
け
て
い
る
会
社

一

有
価
証
券
関
連
業
を
営
む
金
融
商
品
取
引
業
者
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
金
融
商

品
取
引
業
者
を
い
う
。）及
び
外
国
の
会
社
が
業
務
と
し
て
所
有
す
る
株
式
等

イ

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
当
該
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
組
合
員
と
な
っ
て
い
る
も

の

（
新
設
）

ロ

当
該
株
式
会
社
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
出
資
し
て
い
る
も
の

（
新
設
）

二

事
業
の
再
生
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た
な
事
業
の
創
出
そ
の
他
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
社
で
あ
っ
て
、
第
六
十
九
条
第
六
項
第
九
号
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
関
与
し
て
策
定
し
た
事
業
計
画
を
実
施
し
て
い
る
会
社

二

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の

有
限
責
任
組
合
員
と
な
り
、
組
合
財
産
と
し
て
取
得
し
、
又
は
所
有
す
る
株
式
等
（
有
限
責
任
組
合
員
が
議

決
権
を
行
使
で
き
る
場
合
、
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
有
限
責
任
組
合
員
が
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
無

限
責
任
組
合
員
に
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
及
び
当
該
株
式
等
を
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら

十
年
を
超
え
て
当
該
株
式
等
を
所
有
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
削
る
）

三

民
法
第
六
百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
で
会
社
に
対
す
る
投
資
事
業
を
営
む
こ
と
を
約
す

る
も
の
に
よ
っ
て
成
立
す
る
組
合
（
一
人
又
は
数
人
の
組
合
員
に
そ
の
業
務
の
執
行
を
委
任
し
て
い
る
も
の

に
限
る
。）の
組
合
員
（
業
務
の
執
行
を
委
任
さ
れ
た
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
非
業
務
執
行
組

合
員
」
と
い
う
。）と
な
り
、
組
合
財
産
と
し
て
取
得
し
、
又
は
所
有
す
る
株
式
等
（
非
業
務
執
行
組
合
員
が

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
削
る
）

四

前
二
号
に
準
ず
る
株
式
等
で
、
主
務
大
臣
等
の
承
認
を
受
け
た
株
式
等

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
非
業
務
執
行
組
合
員
が
業
務
の
執
行

を
委
任
さ
れ
た
者
に
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
及
び
当
該
株
式
等
を
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
十
年
を
超
え
て
当
該
株
式
等
を
所
有
す
る
場
合
を
除
く
。）

２

前
項
に
規
定
す
る
会
社
の
ほ
か
、
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
に
該
当
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

で
あ
っ
て
、
そ
の
議
決
権
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
（
子
会
社
と
な
る
会
社
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
第
七
十
五
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
取
得
さ
れ
た

と
き
（
当
該
会
社
の
議
決
権
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
に
よ
り
二
回
以
上
に
わ
た
り
取
得
さ
れ

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
由
に
よ
ら
ず
に
最
後
に
取
得
さ
れ
た
と
き
）
に
前
項
に
規
定
す
る
会
社
に
該
当

し
て
い
た
も
の
も
、
そ
の
議
決
権
が
当
該
事
由
に
よ
ら
ず
に
新
た
に
取
得
さ
れ
な
い
限
り
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
に
係
る
法
第
四
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
信
託
財
産
で
あ
る
株
式
等
に
係
る
議
決
権
で
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

又
は
そ
の
子
会
社
が
委
託
者
若
し
く
は
受
益
者
と
し
て
行
使
し
、
又
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
か
ら
除
か
れ
る
主
務
省
令
で
定
め
る
議
決
権
は
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第

十
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
社
が
投
資
信
託
委
託
会
社
（
同
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
投
資
信
託
委
託

会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
し
て
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
株
式
等
に
係
る
議
決
権
及
び
同
法
第
十

条
の
規
定
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
社
が
同
法
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ

り
投
資
信
託
委
託
会
社
に
相
当
す
る
者
と
し
て
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
株
式
等
に
係
る
議
決
権
と
す

る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
子
会
社
が
そ
の
取
得
し
た
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
を
処
分
基

準
日
（
そ
の
取
得
の
日
か
ら
十
年
を
経
過
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
処
分
し
な

い
と
き
は
、
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
は
、
処
分
基
準
日
の
翌
日
か
ら
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
係
る
法
第
四

十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
処
分
を
行

え
ば
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再
生
会
社
の
議
決
権
の
数
が
当
該
処

分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
（
そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
下
回
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
子
会
社
が
当
該
取

得
の
日
か
ら
処
分
基
準
日
ま
で
の
間
に
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
保
有
す
る
当
該
特
例
事
業
再

生
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
当
該
処
分
基
準
日
に
お
け
る
基
礎
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
処
分
し
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
第
一
項
第
四
号
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
理
由
書
を

添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
四
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
会
社
は
、
新
規
事
業
分
野
開
拓

会
社
等
又
は
事
業
再
生
会
社
が
当
該
会
社
の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を

超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
で
あ
る
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社

等
若
し
く
は
事
業
再
生
会
社
以
外
の
子
会
社
が
、
合
算
し
て
当
該
会
社
の
総
株
主
等
の
議
決
権
に
百
分
の
十
を

乗
じ
て
得
た
議
決
権
の
数
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

４

主
務
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
株
式
等
に
つ
い

て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
議
決
権
を
行
使
し
、
又
は
そ
の
行
使
に
つ
い
て
指
図
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
前
三
項
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産

業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
貸
借
対
照
表
等
の
公
告
）

（
貸
借
対
照
表
等
の
公
告
）

第
八
十
二
条

（
略
）

第
八
十
二
条

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

９

法
第
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
は
、第
七
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報

を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
第
九
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
使
用
す
る
方

法
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

９

法
第
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
は
、第
七
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報

を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
使
用
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と

す
る
。
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（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

（
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
関
す
る
説
明
書
類
の
縦
覧
等
）

第
八
十
三
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中

間
事
業
年
度
（
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
説
明
書
類

（
第
七
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
中
間
説
明
書
類
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ト
ま
で
、

第
二
号
、
第
三
号
ロ

、
第
四
号
（
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
五
号
リ
並
び
に
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を

除
く
。）と
す
る
。

第
八
十
三
条

法
第
五
十
三
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中

間
事
業
年
度
（
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
説
明
書
類

（
以
下
「
中
間
説
明
書
類
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
イ
及
び
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
二
号
、
第
三
号
ロ

、
第
四
号
、
第
五
号
リ
並
び
に
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

一

（
略
）

一

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
概
況
及
び
組
織
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

会
計
監
査
人
の
氏
名
又
は
名
称

（
新
設
）

ヘ

（
略
）

ホ

（
略
）

ト

（
略
）

ヘ

代
理
組
合
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

代
理
組
合
等
の
商
号
又
は
名
称

代
理
組
合
等
の
商
号

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

（
略
）

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
主
要
な
業
務
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

直
近
の
三
中
間
事
業
年
度
及
び
二
事
業
年
度
又
は
直
近
の
五
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
業
務
の
状
況

を
示
す
指
標
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
（

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
信
託
業
務
を
営

む
場
合
に
限
る
。）

ロ

直
近
の
三
中
間
事
業
年
度
及
び
二
事
業
年
度
又
は
直
近
の
五
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
業
務
の
状
況

を
示
す
指
標
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
（

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
信
託
業
務
を
営

む
場
合
に
限
る
。）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

単
体
自
己
資
本
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
算
式
に
よ
り
得
ら

れ
る
比
率
を
い
う
。
第
五
号
ル
に
お
い
て
同
じ
。）

単
体
自
己
資
本
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
算
式
に
よ
り
得
ら

れ
る
比
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

〜

（
略
）

〜

（
略
）

信
託
勘
定
有
価
証
券
残
高
（

に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

信
託
勘
定
有
価
証
券
残
高
（

に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）

信
託
勘
定
電
子
決
済
手
段
残
高
及
び
履
行
保
証
電
子
決
済
手
段
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
履
行
保
証
電
子
決
済
手
段
を
い
う
。）残
高

（
新
設
）

信
託
勘
定
暗
号
資
産（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
暗
号
資
産
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）残
高
及
び
履
行
保
証
暗
号
資
産
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
二
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
履
行
保
証
暗
号
資
産
を
い
う
。）残
高

（
新
設
）

・

（
略
）

・

（
略
）

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

四

（
略
）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
及
び
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
の
状
況

（
新
設
）

ニ

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項

（
新
設
）

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
す
る
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第
一

号
に
定
め
る
手
続
実
施
基
本
契
約
を
締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
当
該
手
続
実
施
基
本
契
約
の
相
手
方
で

あ
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
商
号
又
は
名
称

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
し
な
い
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
法
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
第

二
号
に
定
め
る
苦
情
処
理
措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
の
内
容
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五

（
略
）

五

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
直
近
の
二
中
間
事
業
年
度
又
は
二
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
の
状
況
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
有
す
る
債
権
（
別
紙
様
式
第
二
号
中
の
貸
借
対
照
表
の
社
債
（
当
該
社
債
を
有

す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
保
証
し
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
社
債
の
発
行
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
の

私
募
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）、
貸
出
金
、
外
国
為
替
、
そ
の
他
資
産
中

の
未
収
利
息
及
び
仮
払
金
並
び
に
支
払
承
諾
見
返
の
各
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
並
び
に
欄
外
に
注
記
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
の
そ
の
有
価
証
券
（
使
用
貸
借
又
は
賃

貸
借
契
約
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）の
う

ち
次
に
掲
げ
る
も
の
の
額
及
び

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
合
計
額

・

（
略
）

・

（
略
）

三
月
以
上
延
滞
債
権
（
元
本
又
は
利
息
の
支
払
が
約
定
支
払
日
の
翌
日
か
ら
三
月
以
上
遅
延
し
て
い

る
貸
出
金
（

及
び

に
掲
げ
る
貸
出
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
ハ
及
び
次
条
第
三
号

ロ

に
お
い
て
同
じ
。）

三
月
以
上
延
滞
債
権
（
元
本
又
は
利
息
の
支
払
が
約
定
支
払
日
の
翌
日
か
ら
三
月
以
上
遅
延
し
て
い

る
貸
出
金（

及
び

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。ハ
及
び
次
条
第
三
号
ロ

に
お
い
て
同
じ
。）

貸
出
条
件
緩
和
債
権
（
債
務
者
の
経
営
再
建
又
は
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、金
利
の
減
免
、

利
息
の
支
払
猶
予
、
元
本
の
返
済
猶
予
、
債
権
放
棄
そ
の
他
の
債
務
者
に
有
利
と
な
る
取
決
め
を
行
っ

た
貸
出
金
（

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
貸
出
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
ハ
及
び
次
条
第

三
号
ロ

に
お
い
て
同
じ
。）

貸
出
条
件
緩
和
債
権
（
債
務
者
の
経
営
再
建
又
は
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、金
利
の
減
免
、

利
息
の
支
払
猶
予
、
元
本
の
返
済
猶
予
、
債
権
放
棄
そ
の
他
の
債
務
者
に
有
利
と
な
る
取
決
め
を
行
っ

た
貸
出
金
（

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
ハ
及
び
次
条
第
三
号
ロ

に
お
い
て

同
じ
。）

（
略
）

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

ホ

流
動
性
に
係
る
経
営
の
健
全
性
の
状
況
に
つ
い
て
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
事
項

ホ

流
動
性
に
係
る
経
営
の
健
全
性
の
状
況
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別

に
定
め
る
事
項

ヘ

（
略
）

ヘ

次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
取
得
価
額
又
は
契
約
価
額
、
時
価
及
び
評
価
損
益

〜

（
略
）

〜

（
略
）

電
子
決
済
手
段

（
新
設
）

暗
号
資
産

（
新
設
）

ト
〜
リ

（
略
）

ト
〜
リ

（
略
）

ヌ

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
中
間
貸
借
対
照
表
又
は
貸
借
対
照
表
、
中
間
損
益
計
算
書
又
は
損
益
計
算
書
及

び
中
間
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第
百
九
十

三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六

条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
次
条
第
三
号
ト
及
び
第
八
十
九
条
の
四
十
第
三

項
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
監
査
法
人
の
監
査
証
明
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

ヌ

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
中
間
貸
借
対
照
表
又
は
貸
借
対
照
表
、
中
間
損
益
計
算
書
又
は
損
益
計
算
書
及

び
中
間
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
第
百
九
十

三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六

条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
次
条
第
三
号
ト
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
監
査
法

人
の
監
査
証
明
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

ル

単
体
自
己
資
本
比
率
及
び
単
体
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準

に
係
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
る
比
率
（
単
体
自
己
資
本
比
率
を
除
く
。）を
い
う
。）の
算
定
に
関
す
る
外
部

監
査
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

ル

単
体
自
己
資
本
比
率
の
算
定
に
関
す
る
外
部
監
査
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

六

報
酬
等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
受
け
る
財
産
上
の

利
益
又
は
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃
金
を
い
う
。）に
関

す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も

の
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の

六

報
酬
等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
受
け
る
財
産
上
の

利
益
又
は
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃
金
を
い
う
。）に
関

す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も

の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
も
の

七

（
略
）

七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第
八
十
四
条

（
略
）

第
八
十
四
条

法
第
五
十
三
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
中

間
説
明
書
類
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
、
第
三
号
ヘ
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

（
略
）

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
主
要
な
業
務
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

直
近
の
三
中
間
連
結
会
計
年
度
（
中
間
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
に
係
る
期
間
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。）及
び
二
連
結
会
計
年
度
（
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
に
係
る
期
間
を
い
う
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
直
近
の
五
連
結
会
計
年
度
に
お
け
る
主
要
な
業
務
の
状
況
を
示
す
指
標
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

ロ

直
近
の
三
中
間
連
結
会
計
年
度
（
中
間
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
に
係
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及

び
二
連
結
会
計
年
度
（
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
に
係
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
直
近
の
五
連
結

会
計
年
度
に
お
け
る
主
要
な
業
務
の
状
況
を
示
す
指
標
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

経
常
収
益
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の

経
常
収
益

経
常
利
益
若
し
く
は
経
常
損
失
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の

経
常
利
益
又
は
経
常
損
失

〜

（
略
）

〜

（
略
）

三

（
略
）

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
直
近
の
二
中
間
連
結
会
計
年
度
又
は
二
連
結
会
計
年
度
に
お

け
る
財
産
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

中
間
連
結
貸
借
対
照
表
又
は
連
結
貸
借
対
照
表
、
中
間
連
結
損
益
計
算
書
又
は
連
結
損
益
計
算
書
及
び

中
間
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
（
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
項
を
含

む
。
ト
に
お
い
て
同
じ
。）

イ

中
間
連
結
貸
借
対
照
表
又
は
連
結
貸
借
対
照
表
、
中
間
連
結
損
益
計
算
書
又
は
連
結
損
益
計
算
書
及
び

中
間
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
又
は
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

ニ

流
動
性
に
係
る
経
営
の
健
全
性
の
状
況
に
つ
い
て
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
事
項

ニ

流
動
性
に
係
る
経
営
の
健
全
性
の
状
況
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別

に
定
め
る
事
項

ホ

連
結
財
務
諸
表
規
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も

の

ホ

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
法
人
等
が
二
以
上
の
異
な
る
種
類
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
の
事

業
の
種
類
ご
と
の
区
分
に
従
い
、
当
該
区
分
に
属
す
る
経
常
収
益
の
額
、
経
常
利
益
又
は
経
常
損
失
の
額

及
び
資
産
の
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
経
常
収
益
等
」
と
い
う
。）と
し
て
算
出
し
た
も
の
（
各
経
常

収
益
等
の
額
の
総
額
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い
場
合
を
除
く
。）

ヘ
・
ト

（
略
）

ヘ
・
ト

（
略
）

チ

連
結
自
己
資
本
比
率
及
び
連
結
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準

に
係
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
る
比
率
（
連
結
自
己
資
本
比
率
を
除
く
。）を
い
う
。）の
算
定
に
関
す
る
外
部

監
査
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

チ

連
結
自
己
資
本
比
率
の
算
定
に
関
す
る
外
部
監
査
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

四

報
酬
等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社

等
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
又
は
労
働
基
準
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃
金
を
い
う
。）に
関
す
る
事
項
で

あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与

え
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の

四

報
酬
等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社

等
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
又
は
労
働
基
準
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃
金
を
い
う
。）に
関
す
る
事
項
で

あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与

え
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
も
の

五

（
略
）

五

（
略
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
登
録
簿
の
縦
覧
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
登
録
簿
の
縦
覧
）

第
八
十
九
条
の
七

主
務
大
臣
等
は
、
そ
の
登
録
を
し
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
商

工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
登
録
簿
を
経
済
産
業
省
、
財
務
省
及
び
金
融
庁
（
金
融
庁
に
あ
っ
て

は
、
当
該
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
（
外
国
法
人
又
は
外
国

に
住
所
を
有
す
る
個
人
に
あ
っ
て
は
、
国
内
に
お
け
る
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
。
第
八
十
九
条
の
三
十
に

第
八
十
九
条
の
七

経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
は
、
そ
の
登
録
を
し
た
商
工
組
合
中
央
金
庫

電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
登
録
簿
を
経
済
産
業
省
、
財
務
省

及
び
金
融
庁
（
金
融
庁
に
あ
っ
て
は
、
当
該
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
主
た
る
営
業
所
又

は
事
務
所
（
外
国
法
人
又
は
外
国
に
住
所
を
有
す
る
個
人
に
あ
っ
て
は
、
国
内
に
お
け
る
主
た
る
営
業
所
又
は
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（
個
人
利
用
者
情
報
の
漏
え
い
等
の
報
告
）

（
個
人
利
用
者
情
報
の
漏
え
い
等
の
報
告
）

第
八
十
九
条
の
十
六
の
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
は
、
そ
の
取
り
扱
う
個
人
で
あ
る
商
工

組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
利
用
者
に
関
す
る
情
報
（
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の

漏
え
い
、
滅
失
若
し
く
は
毀
損
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事

態
が
生
じ
た
旨
を
主
務
大
臣
等
に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
八
十
九
条
の
十
六
の
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
は
、
そ
の
取
り
扱
う
個
人
で
あ
る
商
工

組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
の
利
用
者
に
関
す
る
情
報
（
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条

第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
漏
え
い
、
滅
失
若
し
く
は
毀
損
が
発
生
し
、

又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
態
が
生
じ
た
旨
を
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大

臣
及
び
金
融
庁
長
官
又
は
財
務
局
長
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
長
に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
い
て
「
主
た
る
営
業
所
等
」
と
い
う
。）の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の

管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
福
岡
財
務
支
局
、
当
該
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
が

国
内
に
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
関
東
財
務
局
））に
備
え
置
き
、
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
も
の
と
す
る
。

事
務
所
。
第
八
十
九
条
の
三
十
に
お
い
て
「
主
た
る
営
業
所
等
」と
い
う
。）の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局（
当

該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
福
岡
財
務
支
局
、
当
該
商
工
組
合
中
央

金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
者
が
国
内
に
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
関
東
財
務
局
））に

備
え
置
き
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
八
十
九
条
の
二
十
四
の
二

法
第
六
十
条
の
十
七
第
三
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書

は
、
別
紙
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
の

職
員
が
立
入
検
査
（
財
務
大
臣
の
権
限
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
八
十
九
条
の
二
十
八
の
二

法
第
六
十
条
の
二
十
九
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書

は
、
別
紙
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
の

職
員
が
立
入
検
査
（
財
務
大
臣
の
権
限
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
名
簿
の
縦
覧
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
電
子
決
済
等
代
行
業
を
営
む
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
名
簿
の
縦
覧
）

第
八
十
九
条
の
三
十

主
務
大
臣
等
は
、
法
第
六
十
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
銀
行
法
第

二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
名
簿
を
経
済
産
業
省
、財
務
省
及
び
金
融
庁（
金

融
庁
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
（
当
該

所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
福
岡
財
務
支
局
、
当
該
電
子
決
済
等
代
行

業
者
が
国
内
に
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
関
東
財
務
局
））に
備
え
置
き
、
公
衆
の
縦

覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条
の
三
十

経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
は
、
法
第
六
十
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
銀
行
法
第
二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係
る
名
簿
を
経
済

産
業
省
、
財
務
省
及
び
金
融
庁
（
金
融
庁
に
あ
っ
て
は
、
当
該
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
主
た
る
営
業
所
等
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
福
岡

財
務
支
局
、
当
該
電
子
決
済
等
代
行
業
者
が
国
内
に
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
関
東

財
務
局
））に
備
え
置
き
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

指
定
紛
争
解
決
機
関

（
新
設
）

（
心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
八
十
九
条
の
三
十
一

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精

神
の
機
能
の
障
害
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
等
業
務

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
す
る
意
見
聴
取
等
）

第
八
十
九
条
の
三
十
二

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
、
業
務
規
程
（
同
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
を
い
う
。

第
二
号
及
び
第
八
十
九
条
の
四
十
三
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
内
容
を
説
明
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
異
議
が
な

い
か
ど
う
か
の
意
見
（
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。）を
聴
取
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
説
明
会
を
開
催
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

説
明
会
を
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
参
集
の
便
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。
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二

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程
等
」
と
い
う
。）を
交
付
し
、

又
は
送
付
す
る
こ
と
。

イ

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
及
び
電
話

番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

ロ

説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

ハ

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
説
明
会
の
開
催
日
か
ら
一
定
の
期
間
内

に
意
見
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

三

前
号
ハ
の
一
定
の
期
間
が
、
二
週
間
を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
全
て
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
説
明
会
へ
の
出
席
の
有
無

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
意
見
書
の
提
出
の
有
無

四

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
お
け
る
異
議
の
記
載
の
有
無

五

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
異
議

の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
理
由

３

前
項
の
書
類
に
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
提
出
を
受
け
た
意
見
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
等
の
交
付
若
し
く
は
送
付
又
は
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当

該
業
務
規
程
等
又
は
当
該
意
見
書
が
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
電
磁
的
方
法
を
も
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
申
請
書
の
提
出
）

第
八
十
九
条
の
三
十
三

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第

一
項
の
指
定
申
請
書
は
、
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
指
定
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
八
十
九
条
の
三
十
四

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第

二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

（
新
設
）

一

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
、

収
支
計
算
書
若
し
く
は
損
益
計
算
書
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
同

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）が
当
該
申
請
の

日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
（
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
人
を
い
う
。
第
八
十
九

条
の
四
十
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
）

二

法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
後
に
お
け
る
収
支
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

２

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第
二
項
第
六
号
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

第
八
十
九
条
の
三
十
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
て
交
付
し
、
又
は
送

付
し
た
業
務
規
程
等
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二

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
て
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
年
月
日
及
び
方
法
を
証
す
る
書

類
三

商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
て
業
務
規
程
等
を
送
付
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
到
達
の
有
無
及
び
到
達
に
係

る
事
実
と
し
て
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
を
証
す

る
書
類

イ

到
達
し
た
場
合

到
達
し
た
年
月
日

ロ

到
達
し
な
か
っ
た
場
合

通
常
の
送
付
方
法
に
よ
っ
て
到
達
し
な
か
っ
た
原
因

３

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第
二
項
第
七
号
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

申
請
者
の
総
株
主
等
の
議
決
権
（
総
株
主
、
総
社
員
、
総
会
員
、
総
組
合
員
又
は
総
出
資
者
の
議
決
権
を

い
う
。
次
号
及
び
第
八
十
九
条
の
四
十
三
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
百
分
の
五
以
上
の
議
決
権
を
保
有
し

て
い
る
者
の
氏
名
又
は
商
号
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
主
た
る
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
の
所
在
地
及
び

そ
の
保
有
す
る
議
決
権
の
数
を
記
載
し
た
書
面

二

申
請
者
の
親
法
人
（
申
請
者
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
を

い
う
。）及
び
子
法
人
（
申
請
者
が
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
を

い
う
。）の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
及
び
事
業
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

三

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
八
十
九
条

の
三
十
七
及
び
第
八
十
九
条
の
三
十
八
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
民
票
の
抄
本（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
役
員
の
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

四

役
員
の
旧
氏
及
び
名
を
当
該
役
員
の
氏
名
に
併
せ
て
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第
一
項
の
指
定
申
請
書
に
記
載
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
号
に
掲
げ
る
書
類

が
当
該
役
員
の
旧
氏
及
び
名
を
証
す
る
も
の
で
な
い
と
き
は
、
当
該
旧
氏
及
び
名
を
証
す
る
書
面

五

役
員
が
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
一
項
第
四
号
ロ
に
該
当
し
な
い
旨
の
官
公
署
の
証
明
書
（
役
員
が
日
本

の
国
籍
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
同
号
ロ
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
当
該
役
員
が
誓
約
す
る
書
面
）

六

役
員
の
履
歴
書
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
役
員
の
沿
革
を
記
載
し
た
書
面
）

七

紛
争
解
決
委
員
（
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
四
第

一
項
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
委
員
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
四
十
一
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
候

補
者
並
び
に
紛
争
解
決
等
業
務
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
役
員
及
び
職
員
（
以
下
こ
の
項
及
び
第

八
十
九
条
の
四
十
三
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。）の
確
保
の
状
況
並
び
に
当
該
役
員
等
の
配
置
の
状
況

を
記
載
し
た
書
面

八

役
員
等
が
、
暴
力
団
員
等
（
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の

六
十
九
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
四
十
三
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
な

い
こ
と
を
当
該
役
員
等
が
誓
約
す
る
書
面

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
業
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
）

第
八
十
九
条
の
三
十
五

法
第
六
十
条
の
三
十
六
第
八
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

（
新
設
）

一

紛
争
解
決
等
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
そ
の
営
業
所
又
は
事
務
所
が
紛
争
解
決
等
業
務
を
行
う

区
域
に
関
す
る
事
項
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三

紛
争
解
決
等
業
務
を
行
う
職
員
の
監
督
体
制
に
関
す
る
事
項

四

苦
情
処
理
手
続
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
処
理
手
続
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の

三
十
九
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
紛
争
解
決
手
続
（
法
第
六
十
条
の
三
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
紛
争
解
決
手

続
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
委
託
に
関
す
る
事
項

五

そ
の
他
紛
争
解
決
等
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
手
続
実
施
基
本
契
約
の
内
容
）

第
八
十
九
条
の
三
十
六

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
七
第

二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
当
事
者
で
あ
る
加
入
商

工
組
合
中
央
金
庫
（
法
第
六
十
条
の
三
十
六
第
四
号
に
規
定
す
る
加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
顧
客
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
紛
争
解
決
手
続
に
お
け
る
和
解
で
定
め
ら
れ
た
義
務
の
履
行
状
況
を
調

査
し
、
当
該
加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
対
し
て
、
そ
の
義
務
の
履
行
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
。

（
新
設
）

（
実
質
的
支
配
者
等
）

第
八
十
九
条
の
三
十
七

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
七
第

四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
株
式
の
所
有
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
に
対
す
る
融
資
そ
の
他

の
事
由
を
通
じ
て
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え

る
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
事
業
上
の
関
係
に
照
ら

し
て
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
こ
と
及
び
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

特
定
の
者
が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
当
該
特
定
の
者
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、

技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
の
者
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決

権
を
行
使
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び
当
該
特
定
の
者
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

に
同
意
し
て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
を
合
わ
せ
て
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
議
決
権
の
三
分
の

一
以
上
を
占
め
て
い
る
場
合
（
当
該
特
定
の
者
が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
議
決
権
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

を
含
む
。）に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

二

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
又
は
役
員
で
あ
っ
た
者

三

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
の
三
親
等
以
内
の
親
族

四

前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
代
表
者
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
の
代
表

者
又
は
管
理
人
を
含
む
。
次
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
者

五

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
の
三
分
の
一
以
上
が
役
員
若
し
く
は
使
用
人
で
あ
る
者
又
は
役
員
若
し
く
は

使
用
人
で
あ
っ
た
者

六

指
定
紛
争
解
決
機
関
と
の
間
で
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
契
約
を
締
結
し

て
い
る
者

七

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
号
及
び
次
条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
額
の
三
分
の
一
以
上
に
つ
い
て
特
定
の
者
が
融
資
（
債

務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
同
条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
っ
て
い
る
場

合
（
当
該
特
定
の
者
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融

資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の
三
分
の
一
以
上
と
な
る
場
合
を
含
む
。）に
お
け
る
当
該
特
定
の

者
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八

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
者

九

特
定
の
者
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、
前
各
号
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
除
く
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
指
定
紛
争
解
決
機
関
に
対
す
る
関
係
と
同
様
の
関

係
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

十

第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
特
定
の
者
に
対
し
て
、
次
条
第
一
号
又
は
第
五
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
同
条
第
一
号
又
は
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
対
す

る
関
係
と
同
様
の
関
係
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

（
子
会
社
等
）

第
八
十
九
条
の
三
十
八

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
七
第

四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的

に
支
配
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
事
業

上
の
関
係
に
照
ら
し
て
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
指
定
紛
争
解
決
機
関
と
出
資
、

人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
意
思
と

同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
を
合
わ
せ
て
、
他
の
法
人
又
は

法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
法

人
等
」
と
い
う
。）の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
場
合
（
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
自
己
の
計
算

に
お
い
て
議
決
権
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。）に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
等

二

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
若
し
く
は
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
使
用
人
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者

三

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
の
三
親
等
以
内
の
親
族

四

前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
代
表
者
と
す
る
者

五

第
二
号
に
掲
げ
る
者
が
他
の
法
人
等
の
役
員
で
あ
る
者
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
場
合
に
お
け
る

当
該
他
の
法
人
等

六

指
定
紛
争
解
決
機
関
が
特
定
の
者
と
の
間
に
当
該
特
定
の
者
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
契
約
を

締
結
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

七

特
定
の
者
の
資
金
調
達
額
の
総
額
の
三
分
の
一
以
上
に
つ
い
て
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
融
資
を
行
っ
て
い

る
場
合
（
指
定
紛
争
解
決
機
関
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ
る
者

が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の
三
分
の
一
以
上
と
な
る
場
合
を
含
む
。）に
お
け
る
当

該
特
定
の
者

八

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
特
定
の
者
の
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

九

前
各
号
に
掲
げ
る
者
が
特
定
の
者
に
対
し
て
、
前
各
号
（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
除
く
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
関
係
と
同
様
の
関

係
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
者

（
苦
情
処
理
手
続
に
関
す
る
記
録
の
記
載
事
項
等
）

第
八
十
九
条
の
三
十
九

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
一
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
そ
の
実
施
し
た
苦
情
処
理
手
続
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
顧
客
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
解
決
の
申
立
て
を
し
た
年
月

日
及
び
そ
の
内
容
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二

前
号
の
申
立
て
を
し
た
加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
顧
客
及
び
そ
の
代
理
人
の
氏
名
、
商
号
又
は
名
称

三

苦
情
処
理
手
続
の
実
施
の
経
緯

四

苦
情
処
理
手
続
の
結
果
（
苦
情
処
理
手
続
の
終
了
の
理
由
及
び
そ
の
年
月
日
を
含
む
。）

２

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
記
録
を
、
そ
の
実
施
し
た
苦
情
処
理
手
続
が

終
了
し
た
日
か
ら
少
な
く
と
も
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
紛
争
解
決
委
員
の
利
害
関
係
等
）

第
八
十
九
条
の
四
十

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
三

項
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
の
申
立
て
に
係
る
当
事
者
と
利
害
関
係
を
有
す
る
者
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

当
事
者
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
で
あ
っ
た
者

二

当
事
者
の
四
親
等
内
の
血
族
、
三
親
等
内
の
姻
族
若
し
く
は
同
居
の
親
族
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者

三

当
事
者
の
後
見
人
、
後
見
監
督
人
、
保
佐
人
、
保
佐
監
督
人
、
補
助
人
又
は
補
助
監
督
人

四

当
該
申
立
て
に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
に
つ
い
て
当
事
者
の
代
理
人
若
し
く
は
補
佐
人

又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者

五

当
事
者
か
ら
役
務
の
提
供
に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
者
又
は
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
な
い
者

２

第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二

条
の
七
十
三
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
三
項
第
五
号
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
職
の
一
又
は
二
以
上
に
あ
っ
て
そ
の
年
数
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ
る
者

イ

判
事

ロ

判
事
補

ハ

検
事

ニ

弁
護
士

ホ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
の
学
部
、
専
攻
科
又
は
大
学
院
の
法

律
学
に
属
す
る
科
目
の
教
授
又
は
准
教
授

二

次
に
掲
げ
る
職
の
一
又
は
二
以
上
に
あ
っ
て
そ
の
年
数
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ
る
者

イ

公
認
会
計
士

ロ

税
理
士

ハ

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
学
部
、
専
攻
科
又
は
大
学
院
の
経
済
学
又
は
商
学
に
属
す
る
科
目
の
教
授

又
は
准
教
授

三

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
を
処
理
す
る
業
務
又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
苦
情
の
処
理

に
関
す
る
業
務
を
行
う
法
人
に
お
い
て
、
顧
客
の
保
護
を
図
る
た
め
必
要
な
調
査
、
指
導
、
勧
告
、
規
則
の

制
定
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
十
年
以
上
で
あ
る
者

四

主
務
大
臣
等
が
前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す

る
と
認
め
た
者
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（
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
で
あ
る
加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
顧
客
に
対
す
る
説
明
）

第
八
十
九
条
の
四
十
一

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法

第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
八
項
に
規
定
す
る
説
明
を
す
る
に
当
た
り
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当

事
者
で
あ
る
加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
顧
客
か
ら
書
面
の
交
付
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
書
面
を
交
付
し
て

説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
八
項
第
三
号
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
陳
述
さ
れ
る
意
見
若
し
く
は
提
出
さ
れ
、
若
し
く
は
提
示
さ
れ
る
資
料
に
含
ま

れ
、
又
は
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
九
項
の
手

続
実
施
記
録
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
手
続
実
施
記
録
」
と
い
う
。）に
記
載
さ
れ
て
い
る
商
工
組
合
中
央

金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
及
び
第
三
者
の
秘
密
の
取
扱
い
の
方
法

二

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
が
紛
争
解
決
手
続
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
要
件
及
び
方
式

三

紛
争
解
決
委
員
が
紛
争
解
決
手
続
に
よ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
間
に
和
解

が
成
立
す
る
見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
紛
争
解
決
手
続
を
終
了
し
、
そ
の
旨
を

当
該
商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
業
務
関
連
紛
争
の
当
事
者
間
に
和
解
が
成
立
し
た
場
合
に
作
成
さ
れ
る
書
面
の
有
無

及
び
書
面
が
作
成
さ
れ
る
場
合
に
は
作
成
者
、
通
数
そ
の
他
当
該
書
面
の
作
成
に
係
る
概
要

（
手
続
実
施
記
録
の
保
存
及
び
作
成
）

第
八
十
九
条
の
四
十
二

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
手
続
実
施
記
録
を
、
そ
の
実
施
し
た
紛
争
解
決
手
続
が
終
了

し
た
日
か
ら
少
な
く
と
も
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
三
第
九
項
第
六
号
に
規
定

す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

紛
争
解
決
手
続
の
申
立
て
の
内
容

二

紛
争
解
決
手
続
に
お
い
て
特
別
調
停
案
（
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第

五
十
二
条
の
六
十
七
第
六
項
の
特
別
調
停
案
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
提
示
さ
れ
た
場
合

に
は
、
当
該
特
別
調
停
案
の
内
容
及
び
そ
の
提
示
の
年
月
日

三

紛
争
解
決
手
続
の
結
果
が
和
解
の
成
立
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
和
解
の
内
容

（
届
出
事
項
）

第
八
十
九
条
の
四
十
三

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法

第
五
十
二
条
の
七
十
九
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
書
に
理
由
書
そ
の
他
参
考
と
な

る
べ
き
事
項
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
含
む
。）を
記
載
し
た
書

類
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
九
第
一
号
に
掲
げ
る
場

合

手
続
実
施
基
本
契
約
を
締
結
し
、
又
は
終
了
し
た
年
月
日

二

次
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
等
と
な
っ
た
者
が
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

の
当
該
役
員
等
と
な
っ
た
者
に
よ
る
誓
約

三

次
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
手
続
実
施
基
本
契
約
に
係
る
債
務
そ
の
他
の
紛
争

解
決
等
業
務
の
実
施
に
関
す
る
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
確
実
で
な
い
と
見
込
ま
れ
る
理
由

四

次
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

行
為
が
発
生
し
た
営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称

ロ

行
為
を
し
た
役
員
等
の
氏
名
又
は
商
号
若
し
く
は
名
称
及
び
役
職
名

ハ

行
為
の
概
要

ニ

改
善
策

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



２

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
七
十
九
第
二
号
に
規
定
す
る
主

務
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き
と
す
る
。

一

定
款
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
定
め
を
変
更
し
た
と
き
。

二

親
法
人
（
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
子
法
人
（
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を

保
有
し
て
い
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
商
号
若
し
く
は
名
称
、
主
た
る

営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
の
所
在
地
又
は
事
業
の
内
容
を
変
更
し
た
と
き
。

三

親
法
人
が
親
法
人
で
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

子
法
人
が
子
法
人
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
子
法
人
の
議
決
権
を
取
得
し
、若
し
く
は
保
有
し
た
と
き
。

五

総
株
主
等
の
議
決
権
の
百
分
の
五
を
超
え
る
議
決
権
が
一
の
者
に
よ
り
取
得
さ
れ
、
又
は
保
有
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
と
き
。

六

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
六
十
三
第
一
項
の
指
定
申
請

書
を
提
出
後
、
新
た
に
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
役
員
等
と
な
っ
た
者
が
い
る
と
き
。

七

商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
手
続
実
施
基
本
契
約
の
締
結
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
申
込

み
を
拒
否
し
た
と
き
。

八

指
定
紛
争
解
決
機
関
又
は
そ
の
業
務
の
委
託
先
の
役
員
等
が
紛
争
解
決
等
業
務
（
業
務
の
委
託
先
に
あ
っ

て
は
、
当
該
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
委
託
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
遂
行
す
る
に
際
し
て
法
令
又

は
当
該
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
業
務
規
程
に
反
す
る
行
為
が
発
生
し
た
事
実
を
知
っ
た
と
き
。

九

加
入
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
役
員
等
が
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
業
務
規
程
に
反
す
る
行
為
を
行
っ

た
事
実
を
知
っ
た
と
き
。

３

前
項
第
八
号
又
は
第
九
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
事
実
を
指
定
紛
争
解

決
機
関
が
知
っ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
紛
争
解
決
等
業
務
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
）

第
八
十
九
条
の
四
十
四

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
が
作
成
す
べ
き
紛
争
解
決
等
業
務
に
関
す
る
報
告
書
は
、
別
紙
様
式
第

十
八
号
に
よ
り
作
成
し
、
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
若
し
く
は
損
益

計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
報
告
書
の
提

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
主
務
大
臣
等
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
提
出
を
延
期
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

指
定
紛
争
解
決
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
理
由
書

を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

主
務
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
指
定
紛
争
解
決

機
関
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
の
延
期
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ

る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
立
入
検
査
の
証
明
書
）

第
八
十
九
条
の
四
十
五

法
第
六
十
条
の
三
十
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
八
十
一
第

三
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
紙
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し
く
は
福
岡
財
務
支
局
の
職
員
が
立
入
検
査
（
財
務
大
臣
の
権
限
に
よ
る
も
の
を

除
く
。）を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第
八
章

雑
則

第
七
章

雑
則

（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
九
十
条

（
略
）

第
九
十
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
等
に

届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

一

法
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
事
項
を
実
行
し
た
場
合
（
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
内
閣
総
理

大
臣
の
所
掌
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

一

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
事
項
を
実
行
し
た
場
合
（
法
第
二
条
第
二
項
、第
三
条
第
三
項
、

第
三
十
九
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
一
条

に
係
る
も
の
に
限
る
。）

二

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
営
業
所
（
出
張
所
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該

営
業
所
以
外
の
営
業
所
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
営
業
所
を
除
く
。）と
し
よ
う
と
す
る
場
合

二

法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務
（
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。）の
全
部
若
し
く

は
一
部
の
み
を
営
む
施
設
若
し
く
は
設
備
の
設
置
、
移
転
若
し
く
は
廃
止
又
は
当
該
施
設
若
し
く
は
設
備
に

お
い
て
営
む
業
務
の
内
容
の
変
更
を
し
た
場
合

三

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
営
業
所
を
当
該
営
業
所
以
外
の
営
業
所
（
出
張
所
の
う
ち
臨
時
若
し

く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）と
し
た
場
合
（
前
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

四

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
出
張
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
を
除

く
。）の
設
置
、
移
転
若
し
く
は
廃
止
又
は
第
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
出
張
所
の
設
置
を
し
た
場
合

三

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
出
張
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
を
除

く
。）の
設
置
、
移
転
若
し
く
は
廃
止
又
は
第
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
出
張
所
の
設
置
を
し
た
場
合

五

第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
営
業
所
の
設
置
を
し
た
場
合

（
新
設
）

六

出
張
所
の
種
類
の
変
更
を
し
た
場
合

（
新
設
）

七

第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
出
張
所
の
廃
止
又
は
外
国
に
所
在
す
る
営
業
所
の
移
転
（
次
号
又
は

第
二
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）を
し
よ
う
と
す
る
場
合

四

第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
出
張
所
の
廃
止
又
は
外
国
に
所
在
す
る
営
業
所
の
移
転
（
次
号
又
は

第
二
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）を
し
よ
う
と
す
る
場
合

八

外
国
に
所
在
す
る
出
張
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
に
限
る
。）の
廃
止
又
は
移

転
（
第
二
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）を
し
た
場
合

五

外
国
に
所
在
す
る
出
張
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
に
限
る
。）の
廃
止
又
は
移

転
（
第
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）を
し
た
場
合

九

外
国
に
お
い
て
法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
み
を
営
む
施
設
若
し

く
は
設
備
の
設
置
、
移
転
若
し
く
は
廃
止
又
は
当
該
施
設
若
し
く
は
設
備
に
お
い
て
営
む
業
務
の
内
容
の
変

更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
新
設
）

十
〜
十
七

（
略
）

六
〜
十
の
四

（
略
）

（
削
る
）

十
一
及
び
十
二

削
除

十
八

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
連
結
自
己
資
本
比
率
を
算
出
す
る
際
に
、
主
務
大
臣
等
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
社
の
資
産
、
負
債
、
収
益
及
び
費
用
の
う
ち
当
該
会
社
に
投
資
し
て
い
る
商
工

組
合
中
央
金
庫
及
び
連
結
子
法
人
等
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
で
あ
っ
て
連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ

る
も
の
を
い
う
。
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
帰
属
す
る
部
分
を
連
結
の
範
囲
に
含

め
る
方
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
場
合

十
三

商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
等
の
連
結
自
己
資
本
比
率
を
算
出
す
る
際
に
、
主
務
大
臣
等
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
社
の
資
産
、
負
債
、
収
益
及
び
費
用
の
う
ち
当
該
会
社
に
投
資
し
て
い
る
商
工

組
合
中
央
金
庫
及
び
連
結
子
法
人
等
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
法
人
等
で
あ
っ
て
連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ

る
も
の
を
い
う
。
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
帰
属
す
る
部
分
を
連
結
の
範
囲
に
含

め
る
方
法
を
用
い
よ
う
と
す
る
場
合

十
九
〜
二
十
一

（
略
）

十
四
〜
十
六

（
略
）

二
十
二

新
株
予
約
権
又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
新
規
）

二
十
三
〜
二
十
六

（
略
）

十
六
の
二
〜
十
九

（
略
）

二
十
七

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
（
出
張
所
を
除
く
。）の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
第
六
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
時
間
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
時
間
以
外

の
時
間
に
お
い
て
の
み
そ
の
業
務
を
営
む
も
の
の
設
置
に
係
る
場
合
及
び
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）

二
十

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
を
除
く
。）の
全
部

又
は
一
部
に
お
い
て
、
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
時
間
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。）
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二
十
八

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
出
張
所
（
臨
時
若
し
く
は
巡
回
型
の
施
設
又
は
無
人
の
設
備
を
除
く
。）の
全

部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
第
六
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
時
間
の
変
更
を
し
た
場
合
（
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
営
業
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
の
み
そ
の
業
務
を
営
む
も
の
の
設
置
に
係
る
場
合
及
び
第

三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

二
十
九

商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
の
担
保
権
の
実
行
に
よ
る
株
式
等
の
取
得
又
は
第
七
十

一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
他
の
会
社
を
子
会
社
（
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
に
あ
っ
て
は
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
会

社
。
第
三
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
た
場
合
（
法
第
三
十
九
条
第
七
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
子
会
社

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
号
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
一

第
七
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
他
の
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
七
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
号
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

を
子
会
社
と
し
た
場
合

三
十

法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ

の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有
す
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保

有
し
た
場
合
（
前
号
又
は
第
三
十
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

二
十
二

そ
の
子
会
社
の
議
決
権
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
た
場
合

三
十
一

そ
の
子
会
社
（
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
又
は
事
業
再
生
会
社
の
子
会
社
を
除
く
。）が
、
名
称
、

本
店
若
し
く
は
主
た
る
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
の
位
置
の
変
更
（
変
更
前
の
位
置
に
復
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合
を
除
く
。）、
合
併
又
は
業
務
の
全
部
の
廃
止
を
行
っ
た
場
合
（
法
第
三
十
九
条
第
七
項
第
二
号
に

該
当
す
る
場
合
又
は
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

二
十
三

そ
の
子
会
社
が
名
称
、
本
店
若
し
く
は
主
た
る
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
の
位
置
を
変
更
し
、
合
併

し
、
又
は
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
場
合
（
法
第
三
十
九
条
第
七
項
第
二
号
の
場
合
を
除
く
。）

三
十
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
他
業

業
務
高
度
化
等
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
保
有
し
な
く
な
っ

た
場
合

二
十
四

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
、
第
七
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
、
国

内
の
会
社
の
議
決
権
を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
し
た
場
合

三
十
三

第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
子
会
社
及
び
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社

等
又
は
事
業
再
生
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
子
法
人
等
又
は
関
連
法

人
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
殊
関
係
者
」
と
い
う
。）を
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

（
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
殊
関
係
者
が
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
て
商
工
組
合
中
央

金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
新
た
に
取
得
し
、
又
は
保
有

す
る
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

三
十
四

そ
の
特
殊
関
係
者
が
特
殊
関
係
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

（
新
設
）

三
十
五

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
、
他
の
会
社
（
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
、
事
業
再
生

会
社
、
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
及
び
特
例
事
業
再
生
会
社
を
除
く
。）の
議
決
権
を
合
算
し
て
、
そ
の
基
準

議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
（
当
該
他
の
会
社
が
商
工
組
合
中
央
金

庫
の
子
会
社
又
は
特
殊
関
係
者
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。）

二
十
五

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
国
内
の
子
会
社
対
象
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
子
会
社
対
象
会
社
を
い
う
。）の
議
決
権
を
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
取
得
し
、
又
は

保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
（
当
該
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
て

い
る
場
合
及
び
法
第
三
十
九
条
第
七
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
並
び
に

第
二
十
七
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

三
十
六

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
国
内
の
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
保
有
し
な
く

な
っ
た
場
合

二
十
六

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
国
内
の
会
社
の
議
決
権
の
う
ち
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
部
分
の
議
決
権
を
保
有
し
な
く

な
っ
た
場
合
（
第
二
十
八
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
削
る
）

二
十
七

第
十
二
条
各
号
又
は
第
二
十
八
条
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
子
会
社
を
除
く
。
次

号
及
び
第
二
十
九
号
に
お
い
て
「
特
殊
関
係
者
」
と
い
う
。）を
新
た
に
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

（
削
る
）

二
十
八

そ
の
特
殊
関
係
者
が
特
殊
関
係
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
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三
十
七

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有

す
る
子
会
社
対
象
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
を
除
く
。）又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
殊
関
係

者
（
子
会
社
対
象
会
社
に
限
る
。）が
当
該
子
会
社
対
象
会
社
以
外
の
認
可
対
象
会
社
に
該
当
す
る
会
社
と

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合
（
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

二
十
九

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有

す
る
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
及
び
外
国
の
会
社
を
除
く
。）又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
殊

関
係
者
が
そ
の
業
務
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

（
削
る
）

三
十

削
除

三
十
八

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有

す
る
認
可
対
象
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
を
除
く
。）又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
殊
関
係
者

（
認
可
対
象
会
社
に
限
る
。）が
当
該
認
可
対
象
会
社
に
該
当
し
な
い
会
社
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合（
前

号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

三
十
九

商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
て
議
決
権
を
保
有

す
る
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
会
社
（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
及
び
他
業
業
務
高
度

化
等
会
社
を
除
く
。）又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
特
殊
関
係
者
（
同
号
に
掲
げ
る
会
社
（
他
業
業
務
高
度
化

等
会
社
を
除
く
。）に
限
る
。）が
他
業
業
務
高
度
化
等
会
社
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合

（
新
設
）

四
十

（
略
）

三
十
一

（
略
）

四
十
一

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
若
し
く
は
業
務
の
委
託
先
（
第
四
項
に
お
い
て
「
商
工
組
合
中

央
金
庫
等
」
と
い
う
。）又
は
代
理
組
合
等
に
お
い
て
不
祥
事
件
（
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
内
閣
総

理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
も
の
に
限
り
、
業
務
の
委
託
先
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
委
託
す
る
業
務

に
係
る
も
の
に
限
り
、
代
理
組
合
等
に
あ
っ
て
は
組
合
等
代
理
（
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
理

又
は
媒
介
を
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合

三
十
二

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
、
業
務
の
委
託
先
（
第
四
項
に
お
い
て
「
商
工
組
合
中
央
金
庫

等
」
と
い
う
。）又
は
代
理
組
合
等
に
お
い
て
不
祥
事
件
（
法
第
二
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三

条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
同
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
二

項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

三
十
七
条
の
四
、
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
並
び
に
第

四
十
五
条
、
第
三
十
一
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か

ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
及
び
第
八
項
、
第

四
十
二
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第

四
項
及
び
第
六
項
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、第
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
、
令
第
六
条
第

五
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、第
十
条
、

第
十
二
条
第
二
項
並
び
に
第
十
三
条
に
係
る
も
の
に
限
り
、
業
務
の
委
託
先
に
あ
っ
て
は
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
が
委
託
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
り
、
代
理
組
合
等
に
あ
っ
て
は
組
合
等
代
理
（
法
第
二
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
代
理
又
は
媒
介
を
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合

（
削
る
）

三
十
三

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
会
社
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
子
会
社

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
及
び
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り

子
会
社
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
子
会
社
と
し
よ
う

と
す
る
と
き
（
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
合
併
、
会
社
分
割
又
は
事
業
の
譲
受
け
の
認
可
を
受
け
る
場

合
を
除
く
。）。

四
十
二
・
四
十
三

（
略
）

三
十
四
・
三
十
五

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



２

（
略
）

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
書
に
理
由
書
そ
の
他

参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書

面
）
を
添
付
し
て
主
務
大
臣
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
面

一

前
項
第
十
七
号
に
掲
げ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
面

イ
〜
ホ

（
略
）

イ
〜
ホ

（
略
）

二

前
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
場
合

同
号
に
規
定
す
る
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細
書

二

前
項
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合

同
号
に
規
定
す
る
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細
書

３

（
略
）

３

次
に
掲
げ
る
届
出
は
、
半
期
ご
と
に
一
括
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
八
号
又
は
第
二
十
八
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出

二

第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出

４

第
一
項
第
四
十
一
号
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参

与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
を
含
む
。）、
監
査
役
若
し
く
は
従
業
員

又
は
代
理
組
合
等
若
し
く
は
そ
の
役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）

若
し
く
は
従
業
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
い
う
。

４

第
一
項
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
と
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参

与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
を
含
む
。）、
監
査
役
若
し
く
は
従
業
員

又
は
代
理
組
合
等
若
し
く
は
そ
の
役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）

若
し
く
は
従
業
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
い
う
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

５

第
一
項
第
四
十
一
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出
は
、
不
祥
事
件
の
発
生
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
知
っ
た
日

か
ら
三
十
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
第
三
十
二
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出
は
、
不
祥
事
件
の
発
生
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
知
っ
た
日

か
ら
三
十
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
第
三
十
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ

る
会
社
の
議
決
権
の
取
得
又
は
保
有
に
つ
い
て
は
、
特
定
子
会
社
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
に
該
当

し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

６

第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ

る
会
社
の
議
決
権
の
取
得
又
は
保
有
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
特
定
子
会
社
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

の
子
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

７

第
一
項
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社
等
又
は

事
業
再
生
会
社
に
よ
る
他
の
会
社
の
議
決
権
の
取
得
又
は
保
有
に
つ
い
て
は
、
当
該
新
規
事
業
分
野
開
拓
会
社

等
又
は
当
該
事
業
再
生
会
社
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

（
新
設
）

８

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
十
九
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
及
び
第
三
十
五

号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
並
び
に
前
二
項
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経

済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号
に
規
定
す

る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

附

則

（
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
の
特
例
）

第
三
条

削
除

第
三
条

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
（
法
第
二
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規

定
す
る
短
期
社
債
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。）並
び
に
第
二
十
五
条
第
四
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
適
用
し
な
い
。

別
表
第
一
（
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
関
係
）

別
表
第
一
（
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
関
係
）

項
目

記
載
す
る
事
項

項
目

記
載
す
る
事
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

（ 略 ） （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）

（ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ） 信 託 業 務 に 関 す る 指 標 （ 信 託 業 務

を 営 む 場 合 に 限 る 。 ）

一 ・ 二 （ 略 ）

三 元 本 補 塡 契 約 の あ る 信 託 （ 信 託 財 産 の 運 用 の た め

再 信 託 さ れ た 信 託 を 含 む 。 ） の 種 類 別 の 受 託 残 高

三 元 本 補 て ん 契 約 の あ る 信 託 （ 信 託 財 産 の 運 用 の た

め 再 信 託 さ れ た 信 託 を 含 む 。 ） の 種 類 別 の 受 託 残 高

四 （ 略 ） 四 （ 略 ）

五 金 銭 信 託 等 の 種 類 別 の 貸 出 金 、 有 価 証 券 、 電 子 決

済 手 段 及 び 暗 号 資 産 の 区 分 ご と の 運 用 残 高

五 金 銭 信 託 等 の 種 類 別 の 貸 出 金 及 び 有 価 証 券 の 区 分

ご と の 運 用 残 高

六 〜 十 二 （ 略 ） 六 〜 十 二 （ 略 ）

十 三 電 子 決 済 手 段 の 種 類 別 の 残 高 （ 新 設 ）

十 四 暗 号 資 産 の 種 類 別 の 残 高 （ 新 設 ）

別紙様式第１号（第81条第１項関係） 別紙様式第１号（第81条第１項関係）
第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第８


中小企業信用保険法第19条の規定の遵守の状況


（新設）
（記載上の注意） （記載上の注意）
７ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

７ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

８

この様式中に記載する事項は、次に掲げる場合には、その記載を省略することができる。


（新設）


同一の事項を記載した書類を添付し、かつ、その旨及び当該事項を記載した箇所を明

記した場合



同一の事項を記載した書類を既に主務大臣等に提出している場合において、その旨及

び当該事項を記載した箇所を明記したとき。


４ 「その他資産」及び「その他の負債」のうち、同一の種類の資産及び負債でその金額が資産
総額の100分の５を超えるものについては、その資産及び負債の性質を示す適切な名称を付し
た科目を設けて記載すること。

４ 「その他資産」及び「その他の負債」のうち、同一の種類の資産及び負債でその金額が資産
総額の100分の５を超えるものについては、その資産及び負債の性質を示す適切な名称を付し
た科目を設けて記載すること。

５


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

８ 遡及適用、修正再表示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計
処理の確定を行った場合には、当期首残高に対する累積的影響額及び当該遡及適用、修正再表
示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の後の当期
首残高を区分表示すること。

８ 遡及適用、修正再表示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計
処理の確定を行った場合には、当期首残高に対する累積的影響額及び当該遡及適用、修正再表
示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の後の当期
首残高を区分表示すること。

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






９


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

３ 法令等に基づき、又は株式会社商工組合中央金庫のキャッシュ・フローの状態を明らか
にするために必要があるときは、この様式に掲げる科目以外の科目を設け、その性質に応
じて適切な名称を付し、適切な場所に記載すること。

３ 法令等に基づき、又は株式会社商工組合中央金庫のキャッシュ・フローの状態を明らか
にするために必要があるときは、この様式に掲げる科目以外の科目を設け、その性質に応
じて適切な名称を付し、適切な場所に記載すること。

第６ 危機対応業務に関する事業計画の実施の状況及び他の事業者との間の適正な競争関係を確
保するために講じた措置の状況

第６ 危機対応業務に関する事業計画の実施の状況及び他の事業者との間の適正な競争関係を確
保するために講じた措置の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第８


中小企業信用保険法第19条の規定の遵守の状況


（新設）
別紙様式第２号（第81条第２項関係） 別紙様式第２号（第81条第２項関係）
第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第８


中小企業信用保険法第19条の規定の遵守の状況


（新設）
（記載上の注意） （記載上の注意）
７ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

７ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

８

この様式中に記載する事項は、次に掲げる場合には、その記載を省略することができる。


（新設）


同一の事項を記載した書類を添付し、かつ、その旨及び当該事項を記載した箇所を明

記した場合



同一の事項を記載した書類を既に主務大臣等に提出している場合において、その旨及

び当該事項を記載した箇所を明記したとき。


６ 「リース資産」に区分される資産については、「有形固定資産」に属する各科目（「リース資産」
及び「建設仮勘定」を除く。）又は「無形固定資産」に属する各科目（「のれん」及び「リース資
産」を除く。）に含めることができる。

６ 「リース資産」に区分される資産については、「有形固定資産」に属する各科目（「リース資産」
及び「建設仮勘定」を除く。）又は「無形固定資産」に属する各科目（「のれん」及び「リース資
産」を除く。）に含めることができる。

７


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

８ 遡及適用、修正再表示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計
処理の確定を行った場合には、当期首残高に対する累積的影響額及び当該遡及適用、修正再表
示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の後の当期
首残高を区分表示すること。

８ 遡及適用、修正再表示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計
処理の確定を行った場合には、当期首残高に対する累積的影響額及び当該遡及適用、修正再表
示又は当該事業年度の前事業年度における企業結合に係る暫定的な会計処理の確定の後の当期
首残高を区分表示すること。

９


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

３ 法令等に基づき、又は株式会社商工組合中央金庫のキャッシュ・フローの状態を明らか
にするために必要があるときは、この様式に掲げる科目以外の科目を設け、その性質に応
じて適切な名称を付し、適切な場所に記載すること。

３ 法令等に基づき、又は株式会社商工組合中央金庫のキャッシュ・フローの状態を明らか
にするために必要があるときは、この様式に掲げる科目以外の科目を設け、その性質に応
じて適切な名称を付し、適切な場所に記載すること。

令
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年

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
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



第６ 危機対応業務に関する事業計画の実施の状況及び他の事業者との間の適正な競争関係を確
保するために講じた措置の状況

第６ 危機対応業務に関する事業計画の実施の状況及び他の事業者との間の適正な競争関係を確
保するために講じた措置の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第７ 完全民営化の実現に向けた財政基盤の強化及び中小企業者に対する金融の円滑化を図るた
めの先進的な金融上の手法を用いた業務の状況

第８


中小企業信用保険法第19条の規定の遵守の状況


（新設）
別紙様式第３号（第81条第３項関係） 別紙様式第３号（第81条第３項関係）
６ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

６ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

７

この様式中に記載する事項は、次に掲げる場合には、その記載を省略することができる。


（新設）


同一の事項を記載した書類を添付し、かつ、その旨及び当該事項を記載した箇所を明

記した場合



同一の事項を記載した書類を既に主務大臣等に提出している場合において、その旨及

び当該事項を記載した箇所を明記したとき。


別紙様式第４号（第81条第４項関係） 別紙様式第４号（第81条第４項関係）
５ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

５ 氏を改めた者については、旧氏及び名を「代表取締役氏名」欄に括弧書で併せて記載す
ることができる。

６

この様式中に記載する事項は、次に掲げる場合には、その記載を省略することができる。


（新設）


同一の事項を記載した書類を添付し、かつ、その旨及び当該事項を記載した箇所を明

記した場合



同一の事項を記載した書類を既に主務大臣等に提出している場合において、その旨及

び当該事項を記載した箇所を明記したとき。


別紙様式第５号（第82条第１項及び第６項関係） 別紙様式第５号（第82条第１項及び第６項関係）
４ 「その他資産」及び「その他の負債」のうち、同一の種類の資産及び負債でその金額が資産
総額の100分の５を超えるものについては、その資産及び負債の性質を示す適切な名称を付し
た科目を設けて記載すること。

４ 「その他資産」及び「その他の負債」のうち、同一の種類の資産及び負債でその金額が資産
総額の100分の５を超えるものについては、その資産及び負債の性質を示す適切な名称を付し
た科目を設けて記載すること。

５


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

別紙様式第６号（第82条第１項及び第６項関係） 別紙様式第６号（第82条第１項及び第６項関係）
７ 総括科目及びその金額は、ゴシック式活字等識別しやすい方法により記載すること。 ７ 総括科目及びその金額は、ゴシック式活字等識別しやすい方法により記載すること。
８


将来の特別準備金の国庫納付に向けた準備として、会社法第452条の規定に基づき、剰余金


の配当により減少する剰余金の額に５分の２（当期純損失が生じた事業年度にあっては、10分

の１）を乗じて得た額を目途として任意積立金を積み立てたときは、特定積立金として、その

他任意積立金と区分して記載すること。


（新設）

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報


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別
紙
様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
11号
（
第
89条
関
係
）

別
紙
様
式
第
十
五
号
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

別
紙
様
式
第
16号
（
第
89条
の
24の
２
関
係
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



別紙様式第17号（第89条の28の２関係）

１ 紛争解決等業務の概要

２ 紛争解決等業務を行う営業所又は事務所の名称、所在地並びに当該業務を行う日及び時間

名 称
（設置年月日） 所 在 地 業務を行う

日及び時間

（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

別紙様式第18号（第89条の44第１項関係）
（日本産業規格Ａ４）
年 月 日提出

業 務 に 関 す る 報 告 書
第 期 

 年 月 日から
年 月 日まで 



殿
提出者 （郵便番号 ）
所在地
電話番号（ ） 
商号又は名称
代表者又は管理人の役職氏名
目 次

１ 紛争解決等業務の概要
２ 紛争解決等業務を行う営業所又は事務所の名称、所在地並びに当該業務を行う日及び時間
３ 組織に関する事項
４ 紛争解決委員及び役職員の増減
５ 役員の氏名等
６ 他の事業の種類及び内容
７ 役員の兼職状況
８ 主要議決権所有者並びに親法人及び子法人の氏名等
９ 意思決定機関の状況
10 加入商工組合中央金庫等の状況
11 紛争解決等業務の状況
 苦情処理手続の実施状況
 紛争解決手続の実施状況
 紛争解決等業務の料金等の総額（当期の状況）
 紛争解決等業務に関する苦情の件数及び内訳（当期の状況）
12 他の指定紛争解決機関その他の者との連携の状況
13 その他特記事項
（記載上の注意）
１ 法第60条の37第１項において準用する銀行法（以下「準用銀行法」という。）第52条の63第１
項の指定申請書又は準用銀行法第52条の78第１項の規定による届出書に旧氏及び名を併せて記
載して提出した者については、これらの書類に記載した当該旧氏及び名を変更する旨を届け出
るまでの間、「代表者又は管理人の役職氏名」欄に当該旧氏及び名を括弧書で併せて記載し、又
は当該旧氏及び名のみを記載することができる。
２ この様式中に記載する金額、件数及び株数は、この様式中で指定された単位で記載し、当該
単位未満は切り捨てること。






（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

（ 年 月 日）

郵便番号 

電話番号（ ） 
電子メールアドレス

営業所
計 事務所

３ 組織に関する事項

４ 紛争解決委員及び役職員の増減
（単位：人）

区 分 前 期 末 当 期 末 増 減

紛 争 解 決 委 員

役 員

（う ち 非 常 勤 役 員） （ ） （ ） （ ）

職 員

そ の 他

合 計

（記載上の注意）
１ 「役員」とは、法人にあっては役員、法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるもの
にあつては代表者又は管理人をいう。
２ 「職員」は、紛争解決等業務に従事する職員をいう。
３ 「その他」欄には、一時的又は臨時に雇用している従業員について記載すること。

５ 役員の氏名等
（フリガナ）

氏名又は商号
若しくは名称

職名又
は呼称

住所又は主たる営業所
若しくは事務所の所在地 略 歴 備 考

生 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

計 名
（記載上の注意）
１ 準用銀行法第52条の63第１項の指定申請書又は準用銀行法第52条の78第１項の規定による届
出書に旧氏及び名を併せて記載して提出した者については、これらの書類に記載した当該旧氏
及び名を変更する旨を届け出るまでの間、「氏名又は商号若しくは名称」欄に当該旧氏及び名を
括弧書で併せて記載し、又は当該旧氏及び名のみを記載することができる。

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







２ 役員が外国人である場合は、「住所」については、国籍及び日本における住所を記載すること。
３ 「略歴」欄には、職歴を簡潔に記載すること。
４ 代表権を有する者については、備考欄にその旨を記載すること。

６ 他の事業の種類及び内容

（記載上の注意）
１ 「他の事業」とは、紛争解決等業務以外の業務を行う事業をいう。
２ 「事業の種類」は、日本標準産業分類表細分類により記載すること。

７ 役員の兼職状況
（フリガナ） 役員を使用する者の氏名及び住所又は

役員を役員若しくは使用人とする法人
の商号又は名称及び主たる営業所又は
事務所の所在地（役員が他の事業を営
んでいるときはその旨）

事業の種類又は
法人の業務の種類役員の氏名又は

商号若しくは名称

（記載上の注意）
１ 準用銀行法第52条の63第１項の指定申請書又は準用銀行法第52条の78第１項の規定による届
出書に旧氏及び名を併せて記載して提出した者については、これらの書類に記載した当該旧氏
及び名を変更する旨を届け出るまでの間、「役員の氏名又は商号若しくは名称」欄に当該旧氏及
び名を括弧書で併せて記載し、又は当該旧氏及び名のみを記載することができる。
２ 欄中の「法人」には、法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを含む。
３ 「他の事業」とは、紛争解決等業務以外の業務を行う事業をいう。
４ 「事業の種類」及び「業務の種類」は、日本標準産業分類表細分類により記載すること。

８ 主要議決権所有者並びに親法人及び子法人の氏名等
（フリガナ）

住所又は主たる営業所
若しくは事務所の所在地

議決権
の割合

主要議決権所
有者並びに親
法人及び子法
人及び子法人
の氏名等

議決権が株式
である場合は
株式の数氏名又は商号

若しくは名称

株

株

株

株

株

株

株

（記載上の注意）
「主要議決権所有者」とは、指定紛争解決機関の総株主等の議決権の百分の五以上の議決権を
保有している株主、社員又は出資者をいい、「親法人」とは第89条の43第２項第２号の親法人、「子
法人」とは同号の子法人をいう。

９ 意思決定機関の状況

（記載上の注意）
株主総会、社員総会等の意思決定機関の会議（紛争解決等業務に関する事項が取り扱われたも
のに限る。）について、会議の種類、開催の年月日及び決議した事項その他会議に関する重要な事
項を記載すること。

10 加入商工組合中央金庫等の状況
 商工組合中央金庫

番号 商号 本店の所在地 加入年月日

 商工組合中央金庫以外の加入者

番号 氏名又は商号
若しくは名称

住所又は主たる営業所
若しくは事務所の所在地 主要な事業の内容 加入年月日

（記載上の注意）
記載基準日は事業年度の末日とする。
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
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

日
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
号
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



11 紛争解決等業務の状況
 苦情処理手続の実施状況
ア 苦情処理手続の受付件数（当期の状況）

（単位：件）

受付事件内訳

新受 前期の未済
既済 未済

当期の新受分 前期の未済分 当期の新受分 前期の未済分

（記載上の注意）
「新受」には、当期に受け付けた苦情処理手続の件数を全て計上すること。

イ 苦情処理手続の類型別の内訳件数（当期の既済事件）
（単位：件）

類型
当事者の別

顧客が法人 顧客が個人 その他 計

計

類型
終了事由の別

不開始 解決 移行 不応諾 不調 その他 小計 移送 計

計

（記載上の注意）
１ 「類型」には、苦情処理手続を実施した商工組合中央金庫業務関連苦情の種類をそれぞれ
記載すること。
２ 「移行」とは、紛争解決手続への移行をいう。
ウ 苦情処理手続（不応諾及び移送を除く。）の所要期間等（当期の既済事件）

（単位：件） （単位：件）

所要期間 件数 手続実施方法 件数

１月未満 面 談

１月以上３月未満 電 話

３月以上６月未満 電子メール

６月以上 ファクシミリ

計 文書の送付

そ の 他

 紛争解決手続の実施状況
ア 紛争解決手続の受付件数（当期の状況）

（単位：件）

受付事件内訳

新受 前期の未済
既済 未済

当期の新受分 前期の未済分 当期の新受分 前期の未済分

（記載上の注意）
「新受」には、当期に受け付けた紛争解決手続の件数を全て計上すること。
イ 紛争解決手続の類型別の内訳件数（当期の既済事件）

（単位：件）

類型

請求の価額の別

60万円以
下

60 万 円
超 140
万円以下

140 万円
超 300
万円以下

300 万円
超1000
万円以下

1000万円
超１億
円以下

１億円超 算定不能
又は不明 計令

和

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



計

類型
当事者の別 代理人（法定代理人を除く。）の別

顧客が法人 顧客が個人 計 双方代理人 一方代理人 代理人なし 計

計

類型
終了事由の別

成立 見込み
なし

双方の
離脱

一方の
離脱 その他 小計 不応諾 移送 計

計

ウ 紛争解決手続の類型別の紛争解決委員を選任した人数（当期の既済事件）

類型
計

計

（記載上の注意）
１ 「類型」には、紛争解決手続を実施した商工組合中央金庫業務関連紛争の種類をそれぞれ
記載すること。
２ 紛争解決委員の職業ごとに整理した上、各類型ごとの件数を記載すること。
３ 複数の紛争解決委員を選任した場合には、その職業ごとに記載すること。
エ 紛争解決手続（不応諾及び移送を除く。）の所要期間等（当期の既済事件）

（単位：件） （単位：件） （単位：件）

所要期間 件数 所要回数 件数 手続実施方法 件数

１月未満 １回 面 談

１月以上３月未満 ２回 電話

３月以上６月未満 ３回 電子メール

６月以上１年未満 ４回 面
談
以
外

ファクシミリ

１年以上２年未満 ５10回 文書の送付

２年以上 11回以上 その他

計 計 小計

（記載上の注意）
「面談以外」には、面談と併用した場合を含む。
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 紛争解決手続の料金等の総額（当期の状況）
（単位：千円）

料金・負担金

料金額
負担金額 計

苦情処理手続 紛争解決手続

 紛争解決等業務に関する苦情の件数及び内訳（当期の状況）
（単位：件）

類型 苦情処理手続
に関するもの

紛争解決手続
に関するもの その他 合計

指定紛争解決機関の窓口業務
に関するもの

手続実施者又は紛争解決委員
の選任の方法に関するもの

手続実施者又は紛争解決委員
の資質・能力に関するもの

手続の進行に関するもの

資料の保管・返還、秘密の保
持に関するもの

報酬・費用に関するもの

苦情処理手続又は紛争解決手
続の結果に関するもの

そ の 他

計

（記載上の注意）
苦情の対象類型ごとに整理した上、各類型ごとの苦情件数を記載すること。

12 他の指定紛争解決機関その他の者との連携の状況

13 その他特記事項

（記載上の注意）
指定紛争解決機関の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものにあっては、
その代表者又は管理人）、紛争解決委員等の関係者が拘禁刑以上の刑に処せられた場合、逮捕、
勾留された場合、刑事事件に関し起訴された場合、重要な不利益処分を受けた場合、指定紛争解
決機関が裁判手続の当事者となった場合等に、その概要を記載すること。

別紙様式第19号（第89条の45関係）
令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







省

令

経
済
産
業
省
・
財
務
省
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

経
済
産
業
省
・
財
務
省
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
削
る
）

（
新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認
可
の
申

請
）

第
一
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫（
以
下「
商

工
組
合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）は
、
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十

四
号
）（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
の
規
定
に

よ
り
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）

第
百
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
そ
の
発
行
す

る
株
式
（
以
下
「
新
株
」
と
い
う
。）を
引
き
受
け

る
者
の
募
集
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
新

一

新
株
の
種
類
及
び
数

二

新
株
の
払
込
金
額
（
新
株
一
株
と
引
換
え
に

払
い
込
む
金
銭
又
は
給
付
す
る
金
銭
以
外
の
財

産
の
額
を
い
う
。）又
は
そ
の
算
定
方
法

三

金
銭
以
外
の
財
産
を
出
資
の
目
的
と
す
る
と

き
は
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
財
産
の
内
容
及
び

価
額

四

新
株
と
引
換
え
に
す
る
金
銭
の
払
込
み
又
は

前
号
の
財
産
の
給
付
の
期
日
又
は
そ
の
期
間

五

増
加
す
る
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
に
関
す

る
事
項

六

新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
方
法

七

新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
よ
り
取
得

す
る
金
額
の
使
途

八

新
株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
理
由

株
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
に
関
す
る
取
締
役
会

又
は
株
主
総
会
の
議
事
録
の
写
し
を
添
え
て
、
主

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の

認
可
の
申
請
）

（
削
る
）

第
二
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
第
四
条
の
規

定
に
よ
り
会
社
法
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
募
集
新
株
予
約
権
（
以
下
「
募
集
新
株
予

約
権
」
と
い
う
。）を
引
き
受
け
る
者
の
募
集
の
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
募
集
新
株
予
約
権
を
引

き
受
け
る
者
の
募
集
に
関
す
る
取
締
役
会
又
は
株

主
総
会
の
議
事
録
の
写
し
を
添
え
て
、
主
務
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

募
集
新
株
予
約
権
の
内
容
及
び
数

二

募
集
新
株
予
約
権
と
引
換
え
に
金
銭
の
払
込

み
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

旨
三

前
号
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
は
、

募
集
新
株
予
約
権
の
払
込
金
額
（
募
集
新
株
予

約
権
一
個
と
引
換
え
に
払
い
込
む
金
銭
の
額
を

い
う
。）又
は
そ
の
算
定
方
法

四

募
集
新
株
予
約
権
を
割
り
当
て
る
日

五

募
集
新
株
予
約
権
と
引
換
え
に
す
る
金
銭
の

払
込
み
の
期
日
を
定
め
る
と
き
は
、
そ
の
期
日

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
命
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
別
表
第
一
の
規
定
は
、
こ
の
命
令
の
施
行
の
日（
以
下「
施

行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
終
了
す
る
中
間
事
業
年
度
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
中
間
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
事
業
年
度
に
係
る
説
明
書
類
（
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
説
明
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
終
了
す
る
中
間
事

業
年
度
又
は
事
業
年
度
に
係
る
説
明
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
規
則
第
八
十
四
条
の
規
定
は
、施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
中
間
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
に
係
る
説
明
書
類（
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
終
了
す
る
中
間
事
業
年
度
又
は
事
業
年
度
に
係
る
説
明
書
類
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
財

務

省

経
済
産
業
省
令
第
二
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十

一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
経
済
産
業
省
・
財
務
省
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治





六

募
集
新
株
予
約
権
が
新
株
予
約
権
付
社
債
に

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項

イ

新
株
予
約
権
付
社
債
の
総
額
及
び
各
新
株

予
約
権
付
社
債
の
金
額

ロ

新
株
予
約
権
付
社
債
の
利
率
、
償
還
の
方

法
及
び
期
限
そ
の
他
の
発
行
条
件

七

募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集

の
方
法

八

募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集

に
よ
り
取
得
す
る
金
額
の
使
途

九

募
集
新
株
予
約
権
を
引
き
受
け
る
者
の
募
集

の
理
由

（
株
式
の
買
取
り
等
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き

取
締
役
等
）

（
株
式
の
買
取
り
等
に
関
し
て
責
任
を
と
る
べ
き

取
締
役
等
）

第
一
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成

十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社

法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
四
百
六

十
二
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
定
め
る
者

と
す
る
。

第
三
条

法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用

す
る
会
社
法
第
四
百
六
十
二
条
第
一
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

分
配
可
能
額
（
会
社
法
第
四
百
六
十
一
条
第

二
項
に
規
定
す
る
分
配
可
能
額
を
い
う
。
第
十

七
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
計
算
に
関
す

る
報
告
を
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
及
び
監
査

委
員
会
を
含
む
。）又
は
会
計
監
査
人
が
請
求
し

た
と
き
は
、
当
該
請
求
に
応
じ
て
報
告
を
し
た

取
締
役
及
び
執
行
役

三

分
配
可
能
額
（
会
社
法
第
四
百
六
十
一
条
第

二
項
に
規
定
す
る
分
配
可
能
額
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
計
算
に
関
す
る
報
告
を
監
査
役
（
監

査
等
委
員
会
及
び
監
査
委
員
会
を
含
む
。）又
は

会
計
監
査
人
が
請
求
し
た
と
き
は
、
当
該
請
求

に
応
じ
て
報
告
を
し
た
取
締
役
及
び
執
行
役

（
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有

者
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

（
主
要
株
主
基
準
値
以
上
の
数
の
議
決
権
の
保
有

者
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
の
認
可
の
申
請
等
）

第
二
条

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
又
は
行
為
に
よ

り
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
以
下
「
商
工

組
合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）の
主
要
株
主
基
準
値

（
同
項
に
規
定
す
る
主
要
株
主
基
準
値
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て

同
じ
。）以
上
の
数
の
議
決
権
（
法
第
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
議
決
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
保

第
四
条

法
第
八
条
第
一
項
の
取
引
又
は
行
為
に
よ

り
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上

の
数
の
議
決
権
（
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

議
決
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
保
有
者
（
他
人

（
仮
設
人
を
含
む
。）の
名
義
を
も
っ
て
保
有
す
る

も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
な
ろ
う
と
す
る
者

（
法
人
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）は
、
同
項
の
規
定

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当

該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い

場
合
は
、
当
該
書
面
に
類
す
る
書
面
）

二

当
該
法
人
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面
（
当

該
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由

に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い
場
合

は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計

参
与
の
履
歴
書
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載
し

た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の

履
歴
書
。
第
三
項
第
二
号
ハ
に
お
い
て
同

じ
。）

ニ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計

参
与
の
履
歴
書
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載
し

た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の

履
歴
書
）

有
者
（
他
人
（
仮
設
人
を
含
む
。）の
名
義
を
も
っ

て
保
有
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
な
ろ
う
と

す
る
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）は
、
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面

を
添
付
し
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可

申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
て
主
務
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

ヘ

当
該
認
可
に
係
る
株
式
会
社
商
工
組
合
中

央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
六
十
七
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
令
」

と
い
う
。）第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は

行
為
が
株
主
総
会
又
は
取
締
役
会
（
こ
れ
ら

に
準
ず
る
機
関
を
含
む
。）の
決
議
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る
株

主
総
会
の
議
事
録
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録

（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関
に
お
い
て
必
要
な

手
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
含

む
。）

ヘ

当
該
認
可
に
係
る
株
式
会
社
商
工
組
合
中

央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
六
十
七
号
）（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
三

条
各
号
に
掲
げ
る
取
引
又
は
行
為
が
株
主
総

会
又
は
取
締
役
会
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関

を
含
む
。）の
決
議
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る
株
主
総
会
の
議
事

録
又
は
取
締
役
会
の
議
事
録
（
こ
れ
ら
に
準

ず
る
機
関
に
お
い
て
必
要
な
手
続
が
あ
っ
た

こ
と
を
証
す
る
書
面
を
含
む
。）

ト
〜
ル

（
略
）

ト
〜
ル

（
略
）

ヲ

そ
の
子
会
社
等
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項

に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
第
三
項
第

二
号
ル
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）の

名
称
、
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
位
置

及
び
業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

ヲ

そ
の
子
会
社
等
（
子
法
人
等
（
令
第
七
条

第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
を
い
う
。）及

び
関
連
法
人
等
（
令
第
七
条
第
三
項
に
規
定

す
る
関
連
法
人
等
を
い
う
。）を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
名
称
、
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務

所
の
位
置
及
び
業
務
の
内
容
を
記
載
し
た
書

面

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

（
略
）

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
主
要
株
主
基
準
値
以
上

の
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
会
社
そ
の
他
の
法
人

の
設
立
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
認
可
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し

て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

（
略
）

二

当
該
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
る
会
社
そ
の

他
の
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
設
立
法

人
」と
い
う
。）に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
書
面（
当

該
設
立
法
人
が
外
国
の
法
人
で
あ
る
こ
と
等
の

理
由
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
面
の
一
部
が
な
い

場
合
は
、
当
該
書
面
に
相
当
す
る
書
面
）

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計

参
与
の
履
歴
書

ハ

会
計
参
与
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
計

参
与
の
履
歴
書
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
会
計
参
与
の
沿
革
を
記
載
し

た
書
面
及
び
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
の

履
歴
書
）

ニ
〜
ル

（
略
）

ニ
〜
ル

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
三
条
〜
第
五
条

（
略
）

第
五
条
〜
第
七
条

（
略
）

（
議
決
権
保
有
に
係
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
会

社
等
）

（
議
決
権
保
有
に
係
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
会

社
等
）

第
六
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
等
は
、
次
に
掲
げ
る
会

社
等
と
す
る
。

第
八
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
等
は
、
次
に
掲
げ
る
会

社
等
と
す
る
。

一
〜
二

（
略
）

一
〜
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
社
等
又
は
他
の

会
社
等
が
保
有
す
る
議
決
権
に
は
、
社
債
、
株
式

等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

七
十
五
号
）
第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
四

十
八
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
二
百

二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
、

第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
六
条

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
発
行
者
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
又
は
出
資
に
係
る

議
決
権
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
議
決
権
保
有
に
係
る
特
定
会
社
等
集
団
に
準
ず

る
者
）

（
議
決
権
保
有
に
係
る
特
定
会
社
等
集
団
に
準
ず

る
者
）

第
七
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
投
資
事
業
有
限
責
任

組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九

十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
投
資
事

業
有
限
責
任
組
合
」
と
い
う
。）又
は
民
法
（
明
治

二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
百
六
十
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
で
会
社
に
対
す
る

投
資
事
業
を
営
む
こ
と
を
約
す
る
も
の
に
よ
っ
て

成
立
す
る
組
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
民
法

組
合
」
と
い
う
。）の
無
限
責
任
組
合
員
等
（
投
資

事
業
有
限
責
任
組
合
の
無
限
責
任
組
合
員
又
は
民

法
組
合
の
組
合
員
と
な
り
、
業
務
の
執
行
を
委
任

さ
れ
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）と
し
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

計
算
さ
れ
る
数
は
、
次
に
掲
げ
る
議
決
権
の
数
の

合
計
数
と
す
る
。

第
九
条

法
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
投
資
事
業
有
限
責
任

組
合
等
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
以

下
「
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」
と
い
う
。）又
は

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六

百
六
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
契
約
で
会

社
に
対
す
る
投
資
事
業
を
営
む
こ
と
を
約
す
る
も

の
に
よ
っ
て
成
立
す
る
組
合
（
以
下「
民
法
組
合
」

と
い
う
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
無
限
責
任
組

合
員
等
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
無
限
責
任

組
合
員
（
以
下
「
無
限
責
任
組
合
員
」
と
い
う
。）

又
は
民
法
組
合
の
組
合
員
と
な
り
、
業
務
の
執
行

を
委
任
さ
れ
た
者
を
い
う
。）と
し
、
主
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
数
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
議
決
権
の
数
の
合
計
数
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
八
条
〜
第
十
条

（
略
）

第
十
条
〜
第
十
一
条
の
二

（
略
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

（
取
締
役
等
の
兼
職
の
認
可
の
申
請
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
二
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
常
務
に
従
事
す

る
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
は
、
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
酬
を
得
て
他
の
職
務
に

従
事
し
、
又
は
事
業
を
営
む
こ
と
に
つ
い
て
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
認
可
申
請
書
に
次

に
掲
げ
る
書
面
を
添
付
し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

を
経
由
し
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

報
酬
を
得
て
従
事
す
る
他
の
職
務
又
は
営
む

事
業
に
係
る
定
款
、
最
終
の
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
株
主
資
本
等
変
動

計
算
書
（
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
面
を
含
む
。）そ

の
他
最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

五

報
酬
を
得
て
従
事
す
る
他
の
職
務
又
は
営
む

事
業
に
係
る
定
款
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含

む
。）、
最
終
の
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
そ
の
他

最
近
に
お
け
る
業
務
、
財
産
及
び
損
益
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
面

第
十
二
条
・
第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条
・
第
十
四
条

（
略
）

（
融
資
対
象
団
体
等
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）

（
融
資
対
象
団
体
等
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
）

第
十
四
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務

省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
は
、
子
会

社
等
と
す
る
。

第
十
五
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務

省
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
は
、
会
社

法
第
二
条
第
三
号
に
定
め
る
子
会
社
と
す
る
。
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（
危
機
対
応
業
務
に
関
す
る
事
業
計
画
の
認
可
の

申
請
）

第
十
五
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
第
二
十
二

条
の
四
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
危
機
対
応
業

務
（
法
第
二
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
危
機
対
応

業
務
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る

事
業
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
事
業
計
画
」

と
い
う
。）の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

事
業
計
画
を
記
載
し
た
申
請
書
に
資
金
計
画
書
及

び
収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
第
二
十
二
条
の
四

第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
の
変
更
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う

と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請

書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
前
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
事
業
計
画
の
認
可
を
申
請
す
る
と
き

に
添
付
し
た
資
金
計
画
書
又
は
収
支
予
算
書
の
変

更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
当
該
書
類
を

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
危
機
対
応
業
務
の
実
施
方
針
に
関
す
る
事
項

等
）

（
融
資
対
象
団
体
等
以
外
の
も
の
に
対
す
る
資
金

の
貸
付
け
等
の
相
手
方
と
な
ら
な
い
金
融
商
品
仲

介
業
者
等
の
範
囲
）

第
十
六
条

法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す

る
主
務
省
令
で
定
め
る
危
機
対
応
業
務
の
実
施
方

針
に
関
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
六
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
第
七
号
の
金
融

商
品
仲
介
業
者
又
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
の

う
ち
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
金
融
商
品
取

引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
仲
介
業
者
又

は
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）

第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲

介
業
者
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
等

仲
介
業
務
を
行
う
者
に
限
る
。）と
す
る
。

一

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十

九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規

定
す
る
被
害
の
発
生
時
に
お
け
る
対
応
の
方
針

に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

二

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
二
条
第

四
号
に
規
定
す
る
被
害
の
発
生
に
備
え
た
取
組

に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

三

危
機
対
応
業
務
に
係
る
資
金
の
貸
付
先
の
経

営
改
善
の
取
組
等
に
関
す
る
事
項
及
び
こ
れ
を

通
じ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
財
政
基
盤
の
強

化
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

四

そ
の
他
危
機
対
応
業
務
の
的
確
な
実
施
に
関

す
る
事
項

（
新
設
）

（
届
出
事
項
）

（
届
出
事
項
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
主

務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
事
項
を
実

行
し
た
場
合
（
内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る

も
の
を
除
く
。）

一

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
事

項
を
実
行
し
た
場
合
（
法
第
四
条
、
第
八
条
第

一
項
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
六
条
、
第

十
八
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
九
条
に
係
る
も
の
に

限
る
。）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
常
務
に
従
事
す
る
代

表
取
締
役
以
外
の
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設

置
会
社
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
常

務
に
従
事
す
る
取
締
役
（
代
表
取
締
役
を
除

く
。）又
は
執
行
役
（
代
表
執
行
役
を
除
く
。）。

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
役
員
等
」

と
い
う
。）を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
役

員
等
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号
に
該

当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

五

役
員
等
の
選
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場
合

（
役
員
等
の
選
任
又
は
退
任
の
前
に
、
役
員
等

を
選
任
し
よ
う
と
す
る
旨
又
は
役
員
等
が
退
任

し
よ
う
と
す
る
旨
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
に
限
る
。）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
常
務
に
従
事
す
る
取

締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
執
行
役
）
の
就
任
又
は
退
任
が

あ
っ
た
場
合

六

会
計
参
与
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は

会
計
参
与
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
次
号

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

七

会
計
参
与
の
選
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場
合

（
会
計
参
与
の
選
任
又
は
退
任
の
前
に
、
会
計

参
与
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
旨
又
は
会
計
参
与

が
退
任
し
よ
う
と
す
る
旨
の
届
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）

五

会
計
参
与
設
置
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
会
計
参
与
の
就
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場

合

八

会
計
監
査
人
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
又

は
会
計
監
査
人
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）
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九

会
計
監
査
人
の
選
任
又
は
退
任
が
あ
っ
た
場

合
（
会
社
法
第
三
百
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
再
任
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

を
除
き
、
会
計
監
査
人
の
選
任
又
は
退
任
の
前

に
、
会
計
監
査
人
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
旨
又

は
会
計
監
査
人
が
退
任
し
よ
う
と
す
る
旨
の
届

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）

（
新
設
）

十

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
（
法
第

二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い

う
。）若
し
く
は
業
務
の
委
託
先
（
第
六
項
に
お

い
て
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
」
と
い
う
。）又

は
代
理
組
合
等
（
法
第
二
条
第
三
項
の
代
理
又

は
媒
介
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び

第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
不
祥
事
件

（
内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
も
の
を
除
き
、

業
務
の
委
託
先
に
あ
っ
て
は
商
工
組
合
中
央
金

庫
が
委
託
す
る
業
務
に
係
る
も
の
に
限
り
、
代

理
組
合
等
に
あ
っ
て
は
組
合
等
代
理
（
法
第
二

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
代
理
又
は
媒
介
を

い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
発
生
し
た
こ

と
を
知
っ
た
場
合

六

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
（
法
第

二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い

う
。）、
業
務
の
委
託
先（
第
六
項
に
お
い
て「
商

工
組
合
中
央
金
庫
等
」
と
い
う
。）又
は
代
理
組

合
等
（
法
第
二
条
第
三
項
の
代
理
又
は
媒
介
を

行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
不
祥

事
件
（
法
第
二
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四

項
、
第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
一

条
第
四
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五

項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九

条
、
同
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
金

融
商
品
取
引
法
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の

二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第

二
項
及
び
第
三
項
、第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
、

第
三
十
七
条
、
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
三
十
七
条
の
四
、
第
三
十
七
条
の

六
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
八

条
、
第
四
十
条
並
び
に
第
四
十
五
条
、
第
三
十

一
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十

五
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五

項
ま
で
、
第
七
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
条
第

二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、第
七
項
及
び
第
八
項
、

第
四
十
二
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
五
十
二
条
、第
五
十
三
条
第
一
項
、

第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、第
五
十
四
条
、

第
五
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
八

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
九
条
か
ら
第

六
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
二
条
第
一
項
、
第
六

十
四
条
、
第
六
十
五
条
、
令
第
六
条
第
五
項
、

第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第

十
条
、
第
十
二
条
第
二
項
並
び
に
第
十
三
条
に

係
る
も
の
を
除
き
、
業
務
の
委
託
先
に
あ
っ
て

は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
委
託
す
る
業
務
に

係
る
も
の
に
限
り
、
代
理
組
合
等
に
あ
っ
て
は

組
合
等
代
理
（
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
く
代
理
又
は
媒
介
を
い
う
。）に
係
る
も
の
に

限
る
。）が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合

２

主
要
株
主
（
法
第
十
条
に
規
定
す
る
「
主
要
株

主
」
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又

は
主
要
株
主
で
あ
っ
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
要
株
主
（
法
第
十
条
に
規
定
す
る
「
主
要
株

主
」を
い
う
。以
下
同
じ
。）又
は
主
要
株
主
で
あ
っ

た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

３

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
第
四
号
に
規
定

す
る
一
の
株
主
が
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
主
要
株
主
の

議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」と
あ
る
の
は「
所

有
す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と

あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
第
二
項
第
四
号
に
規

定
す
る
一
の
株
主
が
取
得
し
、
又
は
保
有
す
る
こ

と
と
な
っ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
主
要
株
主

の
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
と
は
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会

計
参
与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
を
含
む
。）、
監
査
役
若

し
く
は
従
業
員
又
は
代
理
組
合
等
若
し
く
は
そ
の

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務

を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）若
し
く
は
従
業
員
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た

こ
と
を
い
う
。

６

第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
不
祥
事
件
と
は
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
会

計
参
与
（
会
計
参
与
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
行
う
べ
き
社
員
を
含
む
。）、
監
査
役
若

し
く
は
従
業
員
又
は
代
理
組
合
等
若
し
く
は
そ
の

役
員
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務

を
行
う
べ
き
者
を
含
む
。）若
し
く
は
従
業
員
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た

こ
と
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

現
金
、
手
形
、
小
切
手
又
は
有
価
証
券
そ
の

他
有
価
物
の
紛
失
（
盗
難
に
遭
う
こ
と
及
び
過

不
足
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
の
業
務
又
は
代
理
組
合
等
の
組
合
等
代
理

の
業
務
の
特
性
、
規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案

し
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
管
理
上
重
大
な
紛
失
と

認
め
ら
れ
る
も
の

三

現
金
、
手
形
、
小
切
手
又
は
有
価
証
券
そ
の

他
有
価
物
の
一
件
当
た
り
の
金
額
が
百
万
円
以

上
の
紛
失
（
盗
難
に
遭
う
こ
と
及
び
過
不
足
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
。）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

７

第
一
項
第
十
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出
は
、

不
祥
事
件
の
発
生
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
知
っ

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

７

第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
と
き
の
届
出
は
、

不
祥
事
件
の
発
生
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
知
っ

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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附

則

附

則

（
危
機
対
応
業
務
に
関
す
る
事
業
計
画
の
認
可
の

申
請
）

（
削
る
）

第
二
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫（
以
下「
商

工
組
合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）は
、
法
附
則
第
二

条
の
四
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
危
機
対
応
業

務
に
関
す
る
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と

い
う
。）の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事

業
計
画
を
記
載
し
た
申
請
書
に
資
金
計
画
書
及
び

収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
は
、
法
附
則
第
二
条
の
四

第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
の
変
更
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う

と
す
る
事
項
及
び
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請

書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
前
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
事
業
計
画
の
認
可
を
申
請
す
る
と
き

に
添
付
し
た
資
金
計
画
書
又
は
収
支
予
算
書
の
変

更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
当
該
書
類
を

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
事
業
者
と
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保
す

る
た
め
に
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
に
関
す
る
事

項
）

（
危
機
対
応
業
務
の
実
施
方
針
に
関
す
る
事
項

等
）

第
二
条

法
附
則
第
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
他
の
事
業
者
と
の
適
正
な
競

争
関
係
を
確
保
す
る
た
め
に
講
じ
よ
う
と
す
る
措

置
に
関
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条

法
附
則
第
二
条
の
四
第
二
項
の
主
務
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

他
の
事
業
者
と
の
間
の
適
正
な
競
争
関
係
の

確
保
に
配
慮
し
た
業
務
運
営
の
方
針
に
関
す
る

事
項

一

危
機
対
応
業
務
の
実
施
方
針
に
関
す
る
事
項

（
削
る
）

イ

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
二
条

第
四
号
に
規
定
す
る
被
害
の
発
生
時
に
お
け

る
対
応
の
方
針
に
関
す
る
事
項

（
削
る
）

ロ

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
二
条

第
四
号
に
規
定
す
る
被
害
の
発
生
に
備
え
た

取
組
に
関
す
る
事
項

（
削
る
）

ハ

危
機
対
応
業
務
に
係
る
資
金
の
貸
付
先
の

経
営
改
善
の
取
組
等
に
関
す
る
事
項
及
び
こ

れ
を
通
じ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
財
政
基

盤
の
強
化
に
関
す
る
事
項

（
削
る
）

ニ

そ
の
他
危
機
対
応
業
務
の
的
確
な
実
施
に

関
す
る
事
項

（
納
付
の
手
続
）

（
納
付
の
手
続
）

第
三
条

危
機
対
応
準
備
金
（
法
附
則
第
二
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
危
機
対
応
準
備
金
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

け
る
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、「
附

則
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
す
る
。

第
四
条

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
け
る
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
、「
附
則
第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
第
四
十
四
条
第
二
項
」
と
す
る
。

（
危
機
対
応
準
備
金
の
額
）

（
危
機
対
応
準
備
金
の
額
）

第
四
条

危
機
対
応
準
備
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
が

増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

危
機
対
応
準
備
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
限
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
が
増
加
す

る
も
の
と
す
る
。

一

法
附
則
第
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

危
機
対
応
準
備
金
の
額
を
増
加
す
る
場
合

同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
さ
れ
た
額
の
全

額

一

法
附
則
第
二
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

危
機
対
応
準
備
金
の
額
を
増
加
す
る
場
合

同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
さ
れ
た
額
の
全

額

二

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
危
機
対
応
準
備
金
の
額
を
増
加
す
る

場
合

同
項
に
定
め
る
額

二

法
附
則
第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
危
機
対
応
準
備
金
の
額
を
増
加
す

る
場
合

同
項
に
定
め
る
額

２

危
機
対
応
準
備
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
限
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
が
減
少

す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
危
機

対
応
準
備
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
限
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
が
減
少
す
る
も

の
と
す
る
。

一

法
附
則
第
二
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
危
機
対

応
準
備
金
の
額
を
減
少
す
る
場
合

同
条
第
一

号
の
額
に
相
当
す
る
額

一

法
附
則
第
二
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
危
機
対

応
準
備
金
の
額
を
減
少
す
る
場
合

同
条
第
一

号
の
額
に
相
当
す
る
額

二

法
附
則
第
二
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
危
機
対

応
準
備
金
を
国
庫
に
納
付
す
る
場
合

法
附
則

第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
法
第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
額
に

相
当
す
る
額

二

法
附
則
第
二
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
危
機
対

応
準
備
金
を
国
庫
に
納
付
す
る
場
合

法
附
則

第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
額

に
相
当
す
る
額

二

一
般
の
金
融
機
関
そ
の
他
の
事
業
者
の
意
見

を
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
運
営
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
取
組
に
関
す
る
事
項

二

他
の
事
業
者
と
の
適
正
な
競
争
関
係
を
確
保

す
る
た
め
に
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
に
関
す
る

事
項

（
削
る
）

イ

他
の
事
業
者
と
の
間
の
適
正
な
競
争
関
係

の
確
保
に
配
慮
し
た
業
務
運
営
の
方
針
に
関

す
る
事
項

（
削
る
）

ロ

一
般
の
金
融
機
関
そ
の
他
の
事
業
者
の
意

見
を
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
業
務
運
営
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
取
組
に
関
す
る
事
項

（
削
る
）

ハ

そ
の
他
他
の
事
業
者
と
の
間
の
適
正
な
競

争
関
係
の
確
保
に
係
る
取
組
に
関
す
る
事
項

三

そ
の
他
他
の
事
業
者
と
の
間
の
適
正
な
競
争

関
係
の
確
保
に
係
る
取
組
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）
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（
危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
変
動
す
る
場
合
に
お

け
る
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額
の
特
例
等
）

（
危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
変
動
す
る
場
合
に
お

け
る
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額
の
特
例
等
）

第
五
条

危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い

る
場
合
に
お
け
る
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま

で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一

項
中
「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別

準
備
金
の
額
又
は
法
附
則
第
二
条
の
四
の
規
定
に

よ
り
危
機
対
応
準
備
金
（
法
附
則
第
二
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
危
機
対
応
準
備
金
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。）の
額
」
と
、「
同
項
第
一
号
」と
あ
る
の
は「
法

第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
附
則
第
二
条
の

四
第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
条
の
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
四
十
四

条
第
三
項
」
と
、「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
特
別
準
備
金
の
額
又
は
危
機
対
応
準
備
金
の

額
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
特
別
準
備
金
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
準
備
金
の
額
又
は
法
附

則
第
二
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
危
機
対
応
準
備
金

の
額
」
と
、「
同
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項

第
一
号
又
は
法
附
則
第
二
条
の
四
第
一
号
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、

「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
準
備

金
の
額
又
は
危
機
対
応
準
備
金
の
額
」
と
、
第
二

十
一
条
中
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
附
則
第
二
条
の
七
第

二
項
」
と
す
る
。

第
六
条

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
け
る
第
十
九
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
第
一

項
中
「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別

準
備
金
の
額
又
は
法
附
則
第
二
条
の
七
の
規
定
に

よ
り
危
機
対
応
準
備
金
の
額
」と
、「
同
項
第
一
号
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
第
一
号
又
は
法
附
則
第
二
条

の
七
第
一
号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四

条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
条
の
九
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
四

十
四
条
第
三
項
」
と
、「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
特
別
準
備
金
の
額
又
は
危
機
対
応
準
備

金
の
額
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
特
別
準
備

金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
準
備
金
の
額
又
は

法
附
則
第
二
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
危
機
対
応
準

備
金
の
額
」
と
、「
同
項
第
一
号
」と
あ
る
の
は「
同

項
第
一
号
又
は
法
附
則
第
二
条
の
七
第
一
号
」と
、

同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
附
則
第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
四
十
四
条
第
三
項
」と
、

「
特
別
準
備
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
準
備

金
の
額
又
は
危
機
対
応
準
備
金
の
額
」
と
、
第
二

十
一
条
中
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
十
七
条
第
二
項
及
び
法
附
則
第
二
条
の
十

第
二
項
」
と
す
る
。

（
危
機
対
応
準
備
金
に
係
る
報
告
義
務
）

（
危
機
対
応
準
備
金
に
係
る
報
告
義
務
）

第
六
条

危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い

る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
、「
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
四
十
八
条
第
一
項
」

と
す
る
。

第
七
条

法
附
則
第
二
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

危
機
対
応
準
備
金
の
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合

に
お
け
る
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
、「
附
則
第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
」
と
す

る
。

別
紙
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
（
第
24条
関
係
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分

に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
航
空
機
の
整
備
及
び
改
造
）

（
航
空
機
の
整
備
及
び
改
造
）

第
五
条
の
六

航
空
機
の
整
備
又
は
改
造
の
作
業
の
内
容
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
ご
と
に
同
表
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
五
条
の
六

航
空
機
の
整
備
又
は
改
造
の
作
業
の
内
容
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
ご
と
に
同
表
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

作
業
の
区
分

作

業

の

内

容

作
業
の
区
分

作

業

の

内

容

（
略
）

（
略
）

整
備

修
理

軽
微
な
修
理

重
量
、
重
心
位
置
、
強
度
、
動
力
装
置
の
機
能
、
飛
行
性
そ
の
他
の
航
空

機
の
耐
空
性
（
以
下
こ
の
表
及
び
次
条
の
表
に
お
い
て
単
に
「
耐
空
性
」

と
い
う
。）に
及
ぼ
す
影
響
が
軽
微
な
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
複
雑
で
な

い
修
理
作
業
で
あ
つ
て
、
当
該
作
業
の
確
認
に
お
い
て
動
力
装
置
の
作
動

点
検
（
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
動
力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行
う
も
の
に
限

る
。）そ
の
他
複
雑
な
点
検
を
必
要
と
し
な
い
も
の

整
備

修
理

軽
微
な
修
理

重
量
、
重
心
位
置
、
強
度
、
動
力
装
置
の
機
能
、
飛
行
性
そ
の
他
の
航
空

機
の
耐
空
性
（
以
下
こ
の
表
及
び
次
条
の
表
に
お
い
て
単
に
「
耐
空
性
」

と
い
う
。）に
及
ぼ
す
影
響
が
軽
微
な
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
複
雑
で
な

い
修
理
作
業
で
あ
つ
て
、
当
該
作
業
の
確
認
に
お
い
て
動
力
装
置
の
作
動

点
検
そ
の
他
複
雑
な
点
検
を
必
要
と
し
な
い
も
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
五
十
四
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の
限
定
は
、
実
地
試
験
に
使
用
さ
れ
る
航
空

機
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
り
行
う
。

第
五
十
四
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の
限
定
は
、
実
地
試
験
に
使
用
さ
れ
る
航
空

機
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
り
行
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
型
式

三

一
等
航
空
整
備
士
及
び
一
等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
型
式

イ

第
五
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
航
空
機
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
当
該
航
空
機
の

型
式

イ

第
五
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
航
空
機
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
空
機
の
型
式

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

四

二
等
航
空
整
備
士
、
一
等
航
空
運
航
整
備
士
及
び
二
等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に
あ
つ
て
は
、
前
号
ロ

の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
型
式
の
航
空
機
に
つ
い
て
は
当
該
航
空
機
の
型
式

四

二
等
航
空
整
備
士
及
び
二
等
航
空
運
航
整
備
士
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
型
式
の
航
空

機
に
つ
い
て
は
当
該
航
空
機
の
型
式

２

前
項
（
第
三
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
一
等
航
空
整
備
士
が
、
第
五
条
の
六
の
表
に
掲
げ
る

作
業
の
区
分
の
う
ち
の
保
守
又
は
軽
微
な
修
理
を
し
た
航
空
機
に
つ
い
て
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
確

認
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
新
設
）

（
査
察
操
縦
士
の
指
名
）

（
査
察
操
縦
士
の
指
名
）

第
百
六
十
四
条
の
八

（
略
）

第
百
六
十
四
条
の
八

（
略
）

２

前
項
の
指
名
は
、
第
百
六
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
百
六
十
四
条
第
二
項
の
口
述
審

査
及
び
実
地
審
査
で
あ
つ
て
第
百
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
を
有
す

る
こ
と
に
つ
い
て
行
う
も
の
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
査
察
操
縦
士
を
法
第

七
十
二
条
第
五
項
の
認
定
又
は
同
条
第
六
項
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
と
当
該
認
定
又
は
審
査
に
係
る
航

空
機
と
同
じ
型
式
の
航
空
機
に
同
乗
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
実
地
審
査
を
行
う
と
き
は
、
当
該
査
察
操
縦
士

を
補
助
座
席
に
お
い
て
同
乗
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
指
名
は
、
第
百
六
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
百
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
実
地
審
査
に
つ
い
て
模
擬
飛
行
装
置
又
は
飛
行
訓
練
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
定
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
五
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
、
第
三
十
六
条
並
び
に
第
七
十
二
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
航
空

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌





（
査
察
操
縦
士
の
指
名
の
要
件
）

（
査
察
操
縦
士
の
指
名
の
要
件
）

第
百
六
十
四
条
の
九

法
第
七
十
二
条
第
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
と
す
る
。

第
百
六
十
四
条
の
九

法
第
七
十
二
条
第
九
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

限
定
査
察
操
縦
士
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
口
述
審
査
及
び
実
地
審
査
の
範
囲
を
限
定
し
て
指
名
を

受
け
た
査
察
操
縦
士
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
前
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
号
イ
中
「
査
察
操
縦
士
」
と
あ
る
の
は
、「
限
定
査
察
操
縦
士
」
と
す
る
。

二

限
定
査
察
操
縦
士
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
地
審
査
の
方
法
を
限
定
し
て
指
名
を
受
け
た
査
察
操

縦
士
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
前
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
号
イ
中「
査

察
操
縦
士
」
と
あ
る
の
は
、「
限
定
査
察
操
縦
士
」
と
す
る
。

（
査
察
操
縦
士
の
指
名
の
申
請
等
）

（
査
察
操
縦
士
の
指
名
の
申
請
等
）

第
百
六
十
四
条
の
十

法
第
七
十
二
条
第
九
項
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
は
、
名
称

及
び
住
所
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
四
条
の
十

法
第
七
十
二
条
第
九
項
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
は
、
名
称

及
び
住
所
並
び
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交

通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

限
定
査
察
操
縦
士
の
指
名
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

限
定
査
察
操
縦
士
候
補
者
（
第
百
六
十
四
条
の
八

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
口
述
審
査
及
び
実
地
審
査
の
範
囲
を
限
定
し
て
査
察
操
縦
士
の
指
名
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
航
空
身
体
検
査
証
明
の
番
号

を
除
く
。）

二

限
定
査
察
操
縦
士
の
指
名
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

限
定
査
察
操
縦
士
候
補
者
（
第
百
六
十
四
条
の
八

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
地
審
査
の
方
法
を
限
定
し
て
査
察
操
縦
士
の
指
名
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
航
空
身
体
検
査
証
明
の
番
号
を
除
く
。）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
一
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
査
察
操
縦
士
候
補
者
が
前
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
旨
を
、
同
項
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
限
定
査
察
操
縦
士
候
補
者
が
同
条
第
二
号
に

掲
げ
る
要
件
（
同
条
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
備
え
る
旨
を
説
明
す
る
書
面
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
前
項
第
一
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
査
察
操
縦
士
候
補
者
が
前
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
旨
を
、
前
項
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
限
定
査
察
操
縦
士
候
補
者
が
前
条
第
二
号
に

掲
げ
る
要
件
（
同
条
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
備
え
る
旨
を
説
明
す
る
書
面
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

別
表
第
三
（
第
四
十
六
条
、
第
四
十
六
条
の
二
関
係
）

別
表
第
三
（
第
四
十
六
条
、
第
四
十
六
条
の
二
関
係
）

学
科
試
験
の
科
目

学
科
試
験
の
科
目

（
表

略
）

（
表

略
）

実
地
試
験
の
科
目

実
地
試
験
の
科
目

資
格
又
は
証
明

技
能
証
明
の
限
定
を
し

よ
う
と
す
る
航
空
機
の

種
類
若
し
く
は
等
級
又

は
業
務
の
種
類

科

目

資
格
又
は
証
明

技
能
証
明
の
限
定
を
し

よ
う
と
す
る
航
空
機
の

種
類
若
し
く
は
等
級
又

は
業
務
の
種
類

科

目

（
略
）

（
略
）

一
等
航
空
運
航
整
備
士
又

は
二
等
航
空
運
航
整
備
士

飛
行
機
、
回
転
翼
航
空

機
、
滑
空
機
又
は
飛
行

船

一
〜
四

（
略
）

一
等
航
空
運
航
整
備
士
又

は
二
等
航
空
運
航
整
備
士

飛
行
機
、
回
転
翼
航
空

機
、
滑
空
機
又
は
飛
行

船

一
〜
四

（
略
）

五

動
力
装
置
の
操
作
（
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
動

力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行
う
作
動
点
検
に
係
る

も
の
を
除
く
。）（
曳え

い

航
装
置
な
し
動
力
滑
空
機

及
び
曳え

い

航
装
置
付
き
動
力
滑
空
機
以
外
の
滑
空

機
の
場
合
を
除
く
。）

（
新
設
）

イ

発
動
機
の
地
上
に
お
け
る
運
転
試
験

ロ

諸
系
統
の
機
能
試
験
及
び
作
動
試
験

ハ

故
障
の
発
生
に
対
応
す
る
操
作
及
び
整
備

方
法

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第20号様式（第52条関係） 第20号様式（第52条関係）
（略） （略）

技能証明書（限定事項関係） 技能証明書（限定事項関係）

（略） （略）

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

航
空
法
施
行
規
則
第
五
十
四
条
及
び
第
二
十
号
様
式
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
十
条
の
規
定

公
布
の
日

二

航
空
法
施
行
規
則
第
百
六
十
四
条
の
八
か
ら
第
百
六
十
四
条
の
十
ま
で
の
改
正
規
定

令
和
七
年
六
月
三
十
日

三

航
空
法
施
行
規
則
第
五
条
の
六
及
び
別
表
第
三
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
航
空
法
施
行
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
五
十
四
条
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
り
航
空
機
の
型
式
に
つ
い
て
の
限
定
を
さ
れ
て
い
る
一

等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
限
定
を
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書
（
限
定
事
項
関
係
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
航
空
法
施
行
規

則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書
と
み
な
す
。

第
四
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
一
等
航
空
運
航
整
備
士
又
は
二
等
航
空
運
航
整
備
士
（
以
下
「
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
」
と
い
う
。）の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
当
該
資

格
に
係
る
業
務
範
囲
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
に
係
る
実
地
試
験
に
合
格
し
た
者
が
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
附
則
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
二
条
に
お

い
て
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
を
受
け
る
場
合
の
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
範
囲
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
旨
を
記
載
し
た
技
能
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
指
定
航
空
従
事
者
養
成
施
設
の
課
程
（
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
修
了
し
て
い
る
者
に
係
る
実
地
試
験
（
一
等
航
空

運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
条
及
び
附
則
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
航
空
従
事
者
養
成
施
設
の
課
程
を
修
了
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
指
定
航
空
従
事
者
養
成
施
設
の
課
程
に
属
す
る
者
が
、
第
三
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
当
該
課
程
を
修
了
し
て
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
つ
い
て

の
技
能
証
明
を
申
請
す
る
場
合
の
当
該
技
能
証
明
に
係
る
実
地
試
験
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
八
条

附
則
第
五
条
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
実
地
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
航
空
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
実
地
試
験
を
免
除
さ
れ
た
者
が
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
を
受
け

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
条

附
則
第
四
条
又
は
第
五
条
第
一
項
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
（
附
則
第
十
二
条
及
び

第
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
「
旧
資
格
者
」
と
い
う
。）が
、
指
定
航
空
従
事
者
養
成
施
設
の
課
程
で
あ
っ
て
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
を
修
了
し
、
そ
の
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範

囲
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
の
施
行
後
の
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
を
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
の
施
行
後
の
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
と
さ
れ
た
者
は
、
航
空
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
従
前
の
技
能
証
明
書
に
加
え
て
同
項

の
修
了
証
明
書
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
手
続
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
に
つ
い
て
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
の
施
行
後
の
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
と
さ
れ
た
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
、
一
等
航

空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
係
る
技
能
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

航
空
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条
及
び
第
七
十
二
条
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
証
明
書
の
再
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
二
条

旧
資
格
者
（
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
を
除
く
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
第
三
号
施
行
日
以
後
に
一
等
航
空
運
航
整
備
士
等
の
資
格
に
つ
い
て
の
技
能
証
明
を
申
請
し
た
場

合
の
当
該
申
請
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
施
行
規
則
第
四
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
三
条

旧
資
格
者
に
対
し
て
、
航
空
法
施
行
規
則
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
証
明
書
を
再
交
付
す
る
場
合
の
当
該
資
格
に
係
る
業
務
範
囲
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
の
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２

附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。





法

規

的

告

示

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
す
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

改

正

後

改

正

前

（
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
）

（
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
一
号

に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
定
め
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

農
業
協
同
組
合
（
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一

項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
農
業
協
同

組
合
連
合
会
（
同
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を

行
う
も
の
に
限
る
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。）、
漁
業
協
同
組
合
（
水
産
業
協
同
組
合
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第

十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に

限
る
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く

は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同
法
第
八
十
七
条

第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。

次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
水
産
加
工
業

協
同
組
合
（
同
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号

二

農
業
協
同
組
合
（
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一

項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。）若
し
く
は
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同

号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。以
下
同
じ
。）、

漁
業
協
同
組
合
（
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条

第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。

以
下
同
じ
。）若
し
く
は
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を

行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）、
水
産
加
工

業
協
同
組
合
（
同
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二

号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

若
し
く
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同

第
一
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
年
金
融
庁
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
項
第
一
号
に

お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
水
産
加
工
業
協
同
組

合
連
合
会
（
同
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号

の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
項
第
一
号
に

お
い
て
同
じ
。）又
は
農
林
中
央
金
庫

法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）又
は
農
林
中
央
金

庫

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

金
融
商
品
取
引
業
者（
金
融
商
品
取
引
法（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九

項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
を
い
う
。

次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
登

録
金
融
機
関
（
同
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定

す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う
。）

五

金
融
商
品
取
引
業
者（
金
融
商
品
取
引
法（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九

項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）又
は
登
録
金
融
機
関
（
同
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
を
い
う
。）

六

保
険
会
社
（
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第

百
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会

社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
外
国
保
険
会
社

等
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社

等
を
い
う
。）

（
新
設
）

七

貸
金
業
者
（
貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法

律
第
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

貸
金
業
者
を
い
い
、
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・

内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法

施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
七
十

条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
主
と
し

て
営
む
会
社
に
限
る
。）

（
新
設
）

八
〜
十
五

（
略
）

六
〜
十
三

（
略
）

十
六

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構

十
四

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

十
七
・
十
八

（
略
）

十
五
・
十
六

（
略
）

十
九

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

（
新
設
）

二
十
・
二
十
一

（
略
）

十
七
・
十
八

（
略
）

二
十
二

一
般
財
団
法
人
自
転
車
産
業
振
興
協
会

十
九

財
団
法
人
自
転
車
産
業
振
興
協
会

２

（
略
）

２

法
第
二
十
一
条
第
四
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る

主
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

銀
行
並
び
に
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
者
の
業
務
（
農
業
協
同
組
合
又
は
農
業
協

同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
農
業
協
同
組
合
法

第
十
一
条
第
二
項
、
漁
業
協
同
組
合
に
あ
っ
て

は
水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
の
五
第
二

項
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
同
法

第
九
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
一
条
の
五
第
二
項
、
水
産
加
工
業
協
同
組

一

銀
行
並
び
に
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
者
の
業
務
（
農
業
協
同
組
合
又
は
農
業
協

同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
農
業
協
同
組
合
法

第
十
一
条
第
二
項
、
漁
業
協
同
組
合
に
あ
っ
て

は
水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
の
四
第
二

項
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
同
法

第
九
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
一
条
の
四
第
二
項
、
水
産
加
工
業
協
同
組

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
金

融

庁

財

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
五
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十

一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
）、
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
及
び
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣

府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
施
行
に
関
す
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

井
藤

英
樹

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治





二

（
略
）

一
の
二

（
略
）

合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
一
条
の
五
第
二
項
、

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
同

法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
信
用
事
業
に

限
り
、
信
託
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

の
代
理
又
は
媒
介
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）

合
に
あ
っ
て
は
同
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
一
条
の
四
第
二
項
、

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
に
あ
っ
て
は
同

法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
信
用
事
業
に

限
り
、
信
託
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

の
代
理
又
は
媒
介
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）

三

（
略
）

二

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
次
に
掲
げ
る
業

務
（
法
第
二
十
一
条
第
七
項
に
掲
げ
る
業
務
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
代
理
又
は
媒
介

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す

る
法
律
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務

（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
受
託
す
る
契

約
の
締
結

ロ

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す

る
法
律
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務

（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務

を
除
く
。）を
受
託
す
る
契
約
の
締
結

四

（
略
）

三

（
略
）

五

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
の
資
金
の
貸
付
け

の
代
理
又
は
媒
介

（
新
設
）

六

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
が
営
む
貸
金
業

（
貸
金
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
金

業
を
い
い
、
同
号
に
規
定
す
る
業
務
に
附
帯
し

て
営
む
も
の
に
限
る
。）の
業
務
の
媒
介

（
新
設
）

七

前
項
第
八
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
の
業
務
の
代
理

四

前
項
第
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
の
業
務
の
代
理

（
預
金
の
受
払
事
務
の
委
託
等
）

（
預
金
の
受
払
事
務
の
委
託
等
）

第
二
条

規
則
第
十
九
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
主

務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者

と
す
る
。

第
二
条

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
九
条
第
一
号
イ
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

一

有
価
証
券
関
連
業
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二

十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業

を
い
う
。
第
十
三
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）

（
同
法
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
九
項
に
規
定

す
る
第
一
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
務
、
同
法

第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
第

一

有
価
証
券
関
連
業
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二

十
八
条
第
八
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
関
連
業

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
同
法
第
二
十
九
条
の

四
の
二
第
九
項
に
規
定
す
る
第
一
種
少
額
電
子

募
集
取
扱
業
務
、
同
法
第
二
十
九
条
の
四
の
三

第
三
項
に
規
定
す
る
第
二
種
少
額
電
子
募
集
取

二

貸
金
業
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た

者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
割
賦
販
売
法
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
第
三
十
一
条
の

登
録
を
受
け
た
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

二

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二

号
）
第
三
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
で

あ
っ
て
、
か
つ
、
割
賦
販
売
法
（
昭
和
三
十
六

年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
第
三
十
一
条
の
登
録

を
受
け
た
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者

三

保
険
業
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
生
命

保
険
会
社
及
び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
外
国

生
命
保
険
会
社
等

三

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
生
命
保
険
会
社
及
び

同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
外
国
生
命
保
険
会
社

等

２

（
略
）

２

（
略
）

二
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
務
及
び
同
法
第
二

十
九
条
の
四
の
四
第
八
項
に
規
定
す
る
非
上
場

有
価
証
券
特
例
仲
介
等
業
務
を
除
く
。）を
営
む

金
融
商
品
取
引
業
者

扱
業
務
及
び
同
法
第
二
十
九
条
の
四
の
四
第
八

項
に
規
定
す
る
非
上
場
有
価
証
券
特
例
仲
介
等

業
務
を
除
く
。）を
営
む
金
融
商
品
取
引
業
者

（
自
己
資
本
の
額
に
加
え
る
調
整
）

（
自
己
資
本
の
額
に
加
え
る
調
整
）

第
三
条

規
則
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
法

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従

い
算
出
さ
れ
る
自
己
資
本
の
額
に
必
要
な
調
整
を

加
え
た
額
は
、
単
体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資

本
の
額
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
商

工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
二
十
年
金
融
庁
・
財
務

省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
。
以
下
「
自
己
資

本
比
率
告
示
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
一
号
の
算

式
に
お
け
る
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額

を
い
う
。）及
び
単
体
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
四
条
第
二
号
の
算

式
に
お
け
る
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
い

う
。）の
合
計
額
と
す
る
。

第
三
条

海
外
営
業
拠
点
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中

央
金
庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営

の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
二
十

金

融

庁

年
財

務

省
告
示
第
二
号
。
以
下
「
自
己
資
本

経
済
産
業
省

比
率
告
示
」
と
い
う
。）第
二
条
に
定
め
る
海
外
営

業
拠
点
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
以
下
「
商
工
組

合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）の
規
則
第
二
十
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
必
要
な
調
整
を
加
え
た
自
己
資

本
の
額
は
、
単
体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本

の
額
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
四
条
第
一
号
の

算
式
に
お
け
る
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
単
体
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ

ｒ
１
資
本
の
額
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
四
条

第
二
号
の
算
式
に
お
け
る
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資

本
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
単
体
Ｔ
ｉ
ｅ

ｒ
２
資
本
の
額
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
四
条

第
三
号
の
算
式
に
お
け
る
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
合
計
額
と
す
る
。

（
削
る
）

２

前
項
の
単
体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
及
び
単
体
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
（
財
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務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す

る
規
則（
昭
和
三
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
十
九
号
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
規
則
」
と

い
う
。）第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
を
い
う
。）の
額
が

正
の
値
で
あ
る
場
合
の
当
該
額
及
び
繰
延
ヘ
ッ
ジ

損
益
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
繰
延

ヘ
ッ
ジ
損
益
を
い
い
、
ヘ
ッ
ジ
対
象
が
そ
の
他
有

価
証
券
（
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
第
二
十
二
項

に
規
定
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
を
い
う
。）で
あ
る

も
の
に
限
る
。）の
額
の
合
計
額
が
正
の
値
で
あ
る

場
合
の
当
該
合
計
額
は
考
慮
し
な
い
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
単
体
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本

の
額
は
、
単
体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
に
単
体
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
加
え

た
額
を
超
え
な
い
額
と
す
る
。

２

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
以
下
「
商
工

組
合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）が
金
融
機
関
の
信
託

業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
信
託
業

務
を
営
む
場
合
に
は
、
前
項
の
自
己
資
本
の
額
に

特
別
留
保
金
及
び
債
権
償
却
準
備
金
の
額
を
加
え

る
も
の
と
す
る
。

３

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
金
融
機
関
の
信
託
業
務

の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
信
託
業
務
を

営
む
場
合
に
は
、
第
一
項
の
自
己
資
本
の
額
に
特

別
留
保
金
及
び
債
権
償
却
準
備
金
の
額
を
加
え
る

も
の
と
す
る
。

（
連
結
自
己
資
本
の
額
に
加
え
る
調
整
）

（
連
結
自
己
資
本
の
額
に
加
え
る
調
整
）

第
五
条

規
則
第
二
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
法

第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従

い
算
出
さ
れ
る
自
己
資
本
の
額
に
必
要
な
調
整
を

加
え
た
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
整
自
己

資
本
額
」
と
い
う
。）は
、
連
結
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
条

第
一
号
の
算
式
に
お
け
る
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ

１
資
本
の
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）及

び
連
結
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
（
自
己
資

本
比
率
告
示
第
二
条
第
二
号
の
算
式
に
お
け
る
そ

の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
い
う
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）の
合
計
額
と
す
る
。

第
五
条

海
外
営
業
拠
点
を
有
す
る
場
合
に
商
工
組

合
中
央
金
庫
の
規
則
第
二
十
九
条
第
四
項
に
規
定

す
る
必
要
な
調
整
を
加
え
た
自
己
資
本
の
額
（
以

下
「
調
整
自
己
資
本
額
」
と
い
う
。）は
、
連
結
普

通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
（
自
己
資
本
比

率
告
示
第
二
条
第
一
号
の
算
式
に
お
け
る
普
通
株

式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）、
連
結
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
（
自

己
資
本
比
率
告
示
第
二
条
第
二
号
の
算
式
に
お
け

る
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）及
び
連
結
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
（
自
己

資
本
比
率
告
示
第
二
条
第
三
号
の
算
式
に
お
け
る

Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

合
計
額
と
す
る
。

２

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
（
法
第
二
十

三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い

う
。）に
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
関
連
法
人
等
（
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。）第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
関

連
法
人
等
を
い
う
。
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）が

含
ま
れ
る
場
合
の
調
整
自
己
資
本
額
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
関
連
法
人
等
を
除
い

て
算
出
し
た
連
結
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本

の
額
及
び
連
結
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
の

合
計
額
と
す
る
。

２

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
に
規
定
す
る
子
会
社
等
に
商
工
組
合
中
央
金
庫

の
関
連
法
人
等
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
七
条
第
三

項
に
規
定
す
る
関
連
法
人
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）が
含
ま
れ
る
場
合
の
調
整
自
己
資
本
額
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
関
連
法
人
等

を
除
い
て
算
出
し
た
連
結
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ

１
資
本
の
額
、
連
結
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
及
び
連
結
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
の
合
計
額
に

当
該
関
連
法
人
等
の
単
体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ

１
資
本
の
額
に
相
当
す
る
額
、
単
体
そ
の
他
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
に
相
当
す
る
額
及
び
単
体
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
を
加

え
た
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

３

前
二
項
の
連
結
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本

の
額
及
び
連
結
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
の
算
定
に

当
た
っ
て
は
、そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金（
連

結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
連
結
財
務
諸
表
規

則
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
を
い

う
。）の
額
が
正
の
値
で
あ
る
場
合
の
当
該
額
及
び

繰
延
ヘ
ッ
ジ
損
益
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
繰

延
ヘ
ッ
ジ
損
益
を
い
い
、
ヘ
ッ
ジ
対
象
が
そ
の
他

有
価
証
券
（
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
二
条
第
十
八

号
に
規
定
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
を
い
う
。）で
あ

る
も
の
に
限
る
。）の
額
の
合
計
額
が
正
の
値
で
あ

る
場
合
の
当
該
合
計
額
は
考
慮
し
な
い
。た
だ
し
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
連
結
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本

の
額
は
、
連
結
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の

額
に
連
結
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
を
加
え

た
額
を
超
え
な
い
額
と
す
る
。

（
削
る
）

４

前
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
関
連
法
人
等
の
単

体
普
通
株
式
等
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
に
相
当
す

る
額
、
単
体
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
に
相

当
す
る
額
及
び
単
体
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
資
本
の
額
に
相

当
す
る
額
の
算
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

（
略
）

５

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
取
引
の
通
常
の
条
件
に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中

央
金
庫
に
不
利
益
を
与
え
る
取
引
等
を
行
う
こ
と

が
必
要
な
場
合
）

（
取
引
の
通
常
の
条
件
に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中

央
金
庫
に
不
利
益
を
与
え
る
取
引
等
を
行
う
こ
と

が
必
要
な
場
合
）

第
六
条

規
則
第
三
十
二
条
第
三
号
の
主
務
大
臣
等

が
必
要
な
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
場
合

は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
、
そ
の
特
定
関
係
者

（
法
第
二
十
七
条
本
文
に
規
定
す
る
特
定
関
係
者

を
い
う
。）の
解
散
又
は
営
業
の
全
部
の
譲
渡
に
際

し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
取
引
の
通
常
の
条
件

に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
不
利
益
を
与

え
る
取
引
又
は
行
為
を
当
該
特
定
関
係
者
と
の
間

で
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
引
又
は
行
為
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
よ
り
大

き
な
不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
す

る
。

第
六
条

規
則
第
三
十
二
条
第
三
号
の
主
務
大
臣
等

が
必
要
な
も
の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
場
合

は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
、
そ
の
特
定
関
係
者

（
法
第
二
十
七
条
本
文
に
規
定
す
る
特
定
関
係
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
解
散
又
は
営
業
の
全
部

の
譲
渡
に
際
し
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
取
引
の

通
常
の
条
件
に
照
ら
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
に

不
利
益
を
与
え
る
取
引
又
は
行
為
を
当
該
特
定
関

係
者
と
の
間
で
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
引

又
は
行
為
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
に
よ
り
大
き
な
不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
と
す
る
。

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
所
在
地
に
お

け
る
一
般
の
休
日
に
当
た
る
日
で
当
該
営
業
所
の

休
日
と
す
る
日
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
所
在
地
に
お

け
る
一
般
の
休
日
に
当
た
る
日
で
当
該
営
業
所
の

休
日
と
す
る
日
）

第
七
条

令
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
商

工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る

一
般
の
休
日
に
当
た
る
日
で
当
該
営
業
所
の
休
日

と
す
る
日
は
、
外
国
に
所
在
す
る
営
業
所
に
つ
い

て
、
当
該
営
業
所
の
所
在
地
の
法
令
に
よ
り
認
め

ら
れ
る
休
日
と
す
る
。

第
七
条

令
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
商

工
組
合
中
央
金
庫
の
営
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る

一
般
の
休
日
に
当
た
る
日
で
当
該
営
業
所
の
休
日

と
す
る
日
は
、
外
国
に
所
在
す
る
営
業
所
に
つ
い

て
、
当
該
営
業
所
の
所
在
地
の
法
令
に
よ
り
認
め

ら
れ
る
休
日
と
す
る
。

（
現
金
自
動
支
払
機
等
）

（
削
る
）

第
八
条

規
則
第
六
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
機
械
は
、
次
に

掲
げ
る
機
械
と
す
る
。

一

現
金
自
動
支
払
機

二

現
金
自
動
預
金
機

三

現
金
自
動
預
入
払
出
兼
用
機

四

そ
の
他
法
第
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定
に
よ
り
営
む
業
務
の
全
部
又
は
一

部
を
営
む
た
め
の
機
械

（
剰
余
金
及
び
引
当
金
）

（
剰
余
金
及
び
引
当
金
）

第
八
条

令
第
十
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
大

臣
の
定
め
る
も
の
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
の
合
計
額
か
ら
配
当
金
又
は
中
間
配
当
金
の
予

定
額
を
除
く
も
の
と
す
る
。

第
九
条

令
第
十
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
大

臣
の
定
め
る
も
の
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
の
合
計
額
か
ら
配
当
金
又
は
中
間
配
当
金
の
予

定
額
を
除
く
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

２

令
第
十
四
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の

定
め
る
も
の
は
、
貸
倒
引
当
金
、
退
職
給
付
引
当

金
そ
の
他
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省

令
第
十
三
号
）
第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
く
引
当
金
又
は
特
別
法
上
の
引
当
金
と
す

る
。

２

令
第
十
三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の

定
め
る
も
の
は
、
貸
倒
引
当
金
、
退
職
給
付
引
当

金
そ
の
他
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省

令
第
十
三
号
）
第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
く
引
当
金
又
は
特
別
法
上
の
引
当
金
と
す

る
。

（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
又
は
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
）

（
削
る
）

第
十
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
場
合
に

お
い
て
、会
社
が
主
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
、

そ
の
子
会
社
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
と
し
て

主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
営
む
業
務
の
た
め
に

従
属
業
務
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
従

属
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
営
ん
で
い
る
か

ど
う
か
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
会
社
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
。

イ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
規
則
第
七
十
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
に
掲

げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
従
属
す
る
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る

商
工
組
合
中
央
金
庫
、
そ
の
子
会
社
（
法
第

二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
（
同

項
の
規
定
に
よ
り
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る
会

社
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
法

第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

か
ら
の
収
入
の
額
の
合
計
額
（
規
則
第
七
十

条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務（
以
下「
二

号
業
務
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
商
工
組
合

中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
の
役
職
員
か
ら

の
収
入
を
含
む
。
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第

五
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
収
入
の
額
に
占

め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
こ

と
。

ロ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
法
第
三
十

九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
か
ら
の

収
入
が
あ
る
こ
と
。
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二

当
該
会
社
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
。

イ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
係
集
団
（
商

工
組
合
中
央
金
庫
及
び
そ
の
子
会
社
並
び
に

商
工
組
合
中
央
金
庫
関
係
金
融
機
関
（
規
則

第
六
十
九
条
第
四
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で

に
掲
げ
る
者
を
い
う
。以
下
同
じ
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）か
ら
の
収
入
の
合
計
額
（
二
号

業
務
に
つ
い
て
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
係

集
団
に
属
す
る
法
人
の
役
職
員
か
ら
の
収
入

を
含
む
。）の
総
収
入
の
額
に
占
め
る
割
合
が

百
分
の
九
十
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

ロ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
の
収
入
が

あ
り
、
か
つ
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
係
金

融
機
関
に
属
す
る
法
人
の
い
ず
れ
か
か
ら
の

収
入
が
あ
る
こ
と
。

三

当
該
会
社
が
証
券
専
門
会
社
（
法
第
三
十
九

条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
規
定
す
る
証
券
専
門

会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
証
券
仲
介
専

門
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規

定
す
る
証
券
仲
介
専
門
会
社
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
営
む
業
務
の
た
め
に
従
属
業
務
を
営
む

会
社
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
。

イ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会

社
か
ら
の
収
入
の
額
の
合
計
額
の
総
収
入
の

額
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら

な
い
こ
と
。

ロ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ

る
証
券
専
門
会
社
又
は
証
券
仲
介
専
門
会
社

の
い
ず
れ
か
か
ら
の
収
入
が
あ
る
こ
と
。

四

当
該
会
社
が
保
険
会
社
（
法
第
三
十
九
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
（
法
第

三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
少
額
短

期
保
険
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
営
む
業

務
の
た
め
に
従
属
業
務
を
営
む
会
社
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会

社
か
ら
の
収
入
の
額
の
合
計
額
の
総
収
入
の

額
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら

な
い
こ
と
。

ロ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ

る
保
険
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
の
い

ず
れ
か
か
ら
の
収
入
が
あ
る
こ
と
。

五

当
該
会
社
が
信
託
専
門
会
社
（
法
第
三
十
九

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
信
託
専
門
会
社

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
営
む
業
務
の
た
め
に

従
属
業
務
を
営
む
会
社
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会

社
か
ら
の
収
入
の
額
の
合
計
額
の
総
収
入
の

額
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら

な
い
こ
と
。

ロ

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業
務

に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ

る
信
託
専
門
会
社
か
ら
の
収
入
が
あ
る
こ

と
。

２

法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会

社
が
主
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
営
む
業
務

の
た
め
に
従
属
業
務
を
営
ん
で
い
る
か
ど
う
か
の

基
準
は
、
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
従
属
す
る
業

務
に
係
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
の
収
入
の
額

の
合
計
額
（
二
号
業
務
に
つ
い
て
は
商
工
組
合
中

央
金
庫
の
役
職
員
か
ら
の
収
入
を
含
む
。）の
総
収

入
の
額
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら

な
い
こ
と
と
す
る
。

（
規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第

二
号
及
び
第
十
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
大

臣
等
が
定
め
る
基
準
）

（
削
る
）

第
十
一
条

規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第

二
項
第
二
号
及
び
第
十
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
は
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
の
子
会
社
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

主
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子

会
社
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の
で
あ
る

場
合

前
条
第
一
項
第
一
号
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
。
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〇

〇

二

主
と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
関
係
集
団
の

営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の
で
あ
る
場
合

前
条
第
一
項
第
二
号
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
。

（
現
金
自
動
支
払
機
等
）

第
九
条

規
則
第
七
十
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す

る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
機
械
は
、
次
に
掲

げ
る
機
械
と
す
る
。

（
新
設
）

一

現
金
自
動
支
払
機

二

現
金
自
動
預
金
機

三

現
金
自
動
預
入
払
出
兼
用
機

四

そ
の
他
法
第
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
の
規
定
に
よ
り
営
む
業
務
の
全
部
又
は
一

部
を
営
む
た
め
の
機
械

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
が
営
む
こ
と
の

で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ
る
業
務
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
が
営
む
こ
と
の

で
き
る
業
務
か
ら
除
か
れ
る
業
務
）

第
十
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す

る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
は
、
法
第
二
十
一

条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
の
う

ち
、商
工
組
合
中
央
金
庫
並
び
に
そ
の
子
会
社（
法

第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）、
子
法
人
等
（
令
第
七
条
第
二

項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
（
子
会
社
を
除
く
。）を

い
う
。）及
び
関
連
法
人
等
に
よ
る
事
業
者
に
対
す

る
事
業
の
用
に
供
す
る
資
金
に
関
す
る
も
の
と
す

る
。

第
十
二
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
は
、
法
第
二
十

一
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
の

う
ち
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
、
子
法
人

等（
令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等（
子

会
社
を
除
く
。）を
い
う
。）及
び
関
連
法
人
等
に
よ

る
事
業
者
に
対
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
資
金
に

関
す
る
も
の
と
す
る
。

２

合
併
、
会
社
の
分
割
、
事
業
譲
渡
又
は
他
の
会

社
の
株
式
若
し
く
は
持
分
の
取
得
に
よ
り
、
前
項

に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
業
務
に
属
す
る
契

約
に
係
る
権
利
義
務
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
と

き
は
、
当
該
契
約
の
う
ち
、
期
限
の
定
め
の
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
期
限
満
了
ま
で
、
期
限
の
定
め

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
権
利
義
務
が
生
じ
た
日

か
ら
一
年
以
内
の
期
間
に
限
り
、
当
該
契
約
に
関

す
る
業
務
は
、
同
項
に
規
定
す
る
業
務
に
含
ま
れ

な
い
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
金
融
関
連
業
務
と
し
て
債
権
管
理
回
収
業
等
に

付
随
す
る
業
務
を
営
む
場
合
に
満
た
す
べ
き
基

準
）

（
金
融
関
連
業
務
と
し
て
債
権
管
理
回
収
業
等
に

付
随
す
る
業
務
を
営
む
場
合
に
満
た
す
べ
き
基

準
）

第
十
一
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

る
基
準
と
す
る
。

第
十
三
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
特
定
金
銭
債
権
が
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
、
基
準
議

決
権
数
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基

準
議
決
権
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
超
え
る

特
定
会
社
の
議
決
権
（
法
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
議
決
権
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
取
得

し
、
又
は
保
有
し
て
い
る
商
工
組
合
中
央
金
庫

又
は
そ
の
子
会
社
で
あ
る
保
険
会
社
か
ら
当
該

特
定
会
社
が
取
得
し
た
債
権
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
特
定
金
銭
債
権
が
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
、
基
準
議

決
権
数
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基

準
議
決
権
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
超
え
る

特
定
会
社
の
議
決
権
（
株
主
総
会
に
お
い
て
決

議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
全
部
に
つ
き

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に

つ
い
て
の
議
決
権
を
除
き
、
会
社
法
（
平
成
十

七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を
有
す
る
も
の
と

み
な
さ
れ
る
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
て

い
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
で

あ
る
保
険
会
社
か
ら
当
該
特
定
会
社
が
取
得
し

た
債
権
で
あ
る
こ
と
。

三

特
定
会
社
が
、
取
得
し
た
不
動
産
に
関
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
整
地
、
当
該
土
地
に
適
切
な

建
築
物
の
建
設
、
隣
地
の
購
入
等
を
行
い
、
当

該
不
動
産
の
価
値
の
向
上
の
た
め
の
有
効
利
用

に
努
め
る
こ
と
。

三

特
定
会
社
が
、
取
得
し
た
不
動
産
に
関
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
整
地
、
当
該
土
地
に
適
切
な

建
築
物
の
建
設
又
は
隣
地
の
購
入
等
を
行
い
、

当
該
不
動
産
の
価
値
の
向
上
の
た
め
の
有
効
利

用
に
努
め
る
こ
と
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第

五
号
に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中「
所
有
す
る
株
式
」

と
あ
る
の
は「
所
有
す
る
株
式
又
は
持
分
」と
、「
主

務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
省
令
・
財
務

省
令
・
内
閣
府
令
」
と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る

の
は
「
で
あ
る
株
式
又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
第
五
号

に
規
定
す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

規
則
第
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い

て
法
第
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

３

規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

第
十
二
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
十
七
号
に
規

定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
同
号
に
規
定
す
る
機
械
類
そ
の

他
の
物
件
を
使
用
さ
せ
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
第
七
号
に
お
い
て
「
リ
ー
ス
業
務
」
と
い

う
。）を
営
む
会
社
の
リ
ー
ス
業
務
及
び
次
条
第
七

号
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
当
該
リ
ー
ス
業
務
を
営

む
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
同
号
に
掲
げ
る
業
務
を

営
む
会
社
（
リ
ー
ス
業
務
を
営
む
も
の
を
除
く
。

次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
リ
ー
ス
物
件
売
買
等
会

社
」
と
い
う
。）の
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
に

よ
る
収
入
の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
法
第
二
十
一

条
第
四
項
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
よ
る
収

入
の
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
こ

と
と
す
る
。

第
十
四
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
十
七
号
に
規

定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
同
号
に
規
定
す
る
機
械
類
そ
の

他
の
物
品
又
は
物
件
を
使
用
さ
せ
る
業
務
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
リ
ー
ス
業
務
」
と
い
う
。）に

よ
る
収
入
の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
同
号
イ
か
ら

ハ
ま
で
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
契
約
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
業
務
に
よ
る
収
入
の
額
の
割
合
が
百

分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ー
ス
業
務
を

営
む
会
社
が
リ
ー
ス
業
務
を
営
む
他
の
会
社
を
子

会
社
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
、
リ
ー
ス
会
社

集
団
（
リ
ー
ス
業
務
を
営
む
会
社
及
び
そ
の
子
会

社
で
あ
る
リ
ー
ス
業
務
を
営
む
会
社
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
に
係
る
規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
十
七
号

に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
基
準
は
、
次

に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

２

リ
ー
ス
業
務
を
営
む
会
社
が
他
の
リ
ー
ス
業
務

を
営
む
会
社
を
子
会
社
と
し
て
有
す
る
場
合
に

は
、
前
項
の
収
入
の
額
に
は
、
当
該
子
会
社
の
収

入
の
額
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
リ
ー
ス
会
社
集
団

及
び
当
該
リ
ー
ス
会
社
集
団
に
係
る
リ
ー
ス
物

件
売
買
等
会
社
の
リ
ー
ス
業
務
及
び
次
条
第
七

号
に
掲
げ
る
業
務
に
よ
る
収
入
の
額
の
合
計
額

に
占
め
る
当
該
リ
ー
ス
会
社
集
団
の
法
第
二
十

一
条
第
四
項
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
よ

る
収
入
の
額
の
合
計
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十

を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

（
新
設
）

二

各
事
業
年
度
に
お
い
て
、
リ
ー
ス
会
社
集
団

に
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
（
リ
ー
ス
業
務
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
会
社
を
除
く
。）に

お
け
る
次
条
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
に
よ
る
収

入
の
額
が
当
該
会
社
に
お
け
る
リ
ー
ス
業
務
に

よ
る
収
入
の
額
を
上
回
ら
な
い
こ
と
。

（
新
設
）

（
規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
四
十
九
号
に
規
定
す

る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
）

（
規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
四
十
九
号
に
規
定
す

る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
五
条

規
則
第
七
十
条
第
二
項
第
四
十
九
号
に

規
定
す
る
主
務
大
臣
等
の
定
め
る
業
務
は
、
次
に

掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
削
る
）

四

証
券
決
済
制
度
等
の
改
革
に
よ
る
証
券
市
場

の
整
備
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附

則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
社
債
等
登
録
法
（
昭
和

十
七
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る

登
録
機
関
の
行
う
業
務

四
〜
六

（
略
）

五
〜
七

（
略
）

七

リ
ー
ス
業
務
（
自
己
又
は
自
ら
を
子
会
社
と

す
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
子
会

社
（
自
己
を
除
く
。）が
営
む
も
の
に
限
る
。）に

係
る
機
械
類
そ
の
他
の
物
件
と
同
種
の
機
械
類

そ
の
他
の
物
件
（
中
古
の
も
の
に
限
る
。）の
売

買
又
は
当
該
機
械
類
そ
の
他
の
物
件
の
保
守
、

点
検
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
業
務
（
自
己
が

リ
ー
ス
業
務
を
営
ま
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
で
あ
る
リ
ー
ス

業
務
を
営
む
会
社
（
保
険
会
社
を
除
く
。）の
子

会
社
と
し
て
営
む
場
合
に
限
る
。）

（
新
設
）

八

（
略
）

八

（
略
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
が
基
準
議
決
権
数
を
超

え
て
保
有
す
る
議
決
権
の
処
分
に
関
す
る
基
準
）

（
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
が
基
準
議
決
権
数
を
超

え
て
保
有
す
る
議
決
権
の
処
分
に
関
す
る
基
準
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
六
条

法
第
四
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務

大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
と
す

る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２

法
第
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
議

決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
所
有
す
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
所
有

す
る
株
式
又
は
持
分
」
と
、「
主
務
省
令
」
と
あ
る

の
は「
経
済
産
業
省
令
・
財
務
省
令
・
内
閣
府
令
」

と
、「
で
あ
る
株
式
」
と
あ
る
の
は
「
で
あ
る
株
式

又
は
持
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
条
第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定

す
る
議
決
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

規
則
第
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い

て
法
第
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
新
設
）
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（
規
則
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
届

出
を
要
し
な
い
業
務
）

（
削
る
）

第
十
七
条

規
則
第
九
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定

す
る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
は
、
法
第

二
十
一
条
第
四
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
業
務
の

う
ち
、
特
定
の
施
設
内
の
一
定
の
場
所
に
職
員
を

派
遣
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等

に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
承
継
会
社
が
同
法
附
則
第

二
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
業
務
を
営
む
場

合
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ

る
者
及
び
特
定
承
継
会
社
（
農
林
中
央
金
庫
及
び
特

定
農
水
産
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編

及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
百
十

八
号
）
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

承
継
会
社
を
い
う
。次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）」

と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
銀
行
並
び
に
」
と
あ

る
の
は
「
銀
行
、」と
、「
掲
げ
る
者
」と
あ
る
の
は「
掲

げ
る
者
並
び
に
特
定
承
継
会
社
」
と
す
る
。

農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等

に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
承
継
会
社
が
同
法
附
則
第

二
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
業
務
を
営
む
場

合
に
お
け
る
第
一
条
及
び
第
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、第
一
条
第
一
項
中「
掲

げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
者
及
び
特
定
承
継

会
社
（
農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組

合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る

法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
承
継
会
社
を
い
う
。

次
項
第
一
号
及
び
第
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
お
い

て
同
じ
。）」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
銀
行
並

び
に
」
と
あ
る
の
は
「
銀
行
、」と
、「
掲
げ
る
者
」
と

あ
る
の
は
「
掲
げ
る
者
並
び
に
特
定
承
継
会
社
」と
、

第
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
掲
げ
る
者
」
と
あ
る

の
は
「
掲
げ
る
者
及
び
特
定
承
継
会
社
等
（
特
定
承

継
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
（
銀
行
に
限
る
。）を
い

う
。）」
と
す
る
。

（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ

の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
改
正
）

改

正

後

改

正

前

（
調
整
後
非
支
配
株
主
持
分
等
の
額
及
び
調
整
項

目
の
額
の
算
出
方
法
）

（
調
整
後
非
支
配
株
主
持
分
等
の
額
及
び
調
整
項

目
の
額
の
算
出
方
法
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

（
略
）

４

第
五
条
第
二
項
第
二
号
、
第
六
条
第
二
項
第
一

号
及
び
第
七
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す

る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

第
二
条

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
二
十
年
金
融
庁
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一

第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
己
保
有

普
通
株
式
の
額
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は

連
結
子
法
人
等
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
連

結
子
法
人
等
の
資
本
調
達
手
段（
自
己
株
式（
連

結
財
務
諸
表
規
則
第
二
条
第
十
九
号
に
規
定
す

る
自
己
株
式
を
い
う
。）に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）を
保
有
し
て
い
る
場
合
（
法
人
等
（
令
第

六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
法
人
等
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
連
結
自
己
資

本
比
率
の
算
出
に
当
た
り
連
結
の
範
囲
に
含
ま

れ
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
連
結
範

囲
外
の
法
人
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
投
資
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
を
通
じ
て
実
質
的
に

保
有
し
て
い
る
場
合
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
を
含
む
。）

に
お
け
る
当
該
資
本
調
達
手
段
（
次
号
及
び
第

三
号
、
次
項
並
び
に
第
十
条
第
二
項
第
一
号
ヘ

に
お
い
て
「
自
己
保
有
資
本
調
達
手
段
」
と
い

う
。）の
う
ち
普
通
株
式
に
該
当
す
る
も
の
の
額

と
す
る
。

一

第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
己
保
有

普
通
株
式
の
額
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は

連
結
子
法
人
等
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
連

結
子
法
人
等
の
資
本
調
達
手
段（
自
己
株
式（
連

結
財
務
諸
表
規
則
第
二
条
第
十
九
号
に
規
定
す

る
自
己
株
式
を
い
う
。）に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）を
保
有
し
て
い
る
場
合
（
法
人
等
（
令
第

七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
人
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
連
結
自
己
資
本
比
率
の

算
出
に
当
た
り
連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
者

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
連
結
範
囲
外
の
法

人
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
投
資
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
行
為
を
通
じ
て
実
質
的
に
保
有
し
て

い
る
場
合
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
合
を
含
む
。）に
お
け
る

当
該
資
本
調
達
手
段
（
次
号
及
び
第
三
号
、
次

項
並
び
に
第
十
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
に
お
い
て

「
自
己
保
有
資
本
調
達
手
段
」
と
い
う
。）の
う

ち
普
通
株
式
に
該
当
す
る
も
の
の
額
と
す
る
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

８

（
略
）

８

第
六
条
第
二
項
第
四
号
並
び
に
第
七
条
第
二
項

第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
額
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

第
六
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
そ
の
他
金

融
機
関
等
の
そ
の
他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
調
達
手

段
の
額
は
、
そ
の
他
金
融
機
関
等
（
次
に
掲
げ

る
者
を
い
う
。）の
対
象
資
本
等
調
達
手
段
を
商

工
組
合
中
央
金
庫
又
は
連
結
子
法
人
等
が
保
有

し
て
い
る
場
合
（
連
結
範
囲
外
の
法
人
等
に
対

す
る
投
資
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
を
通
じ

て
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は
連
結
子
法
人
等
が

実
質
的
に
保
有
し
て
い
る
場
合
に
相
当
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
場
合

を
含
み
、
第
六
項
各
号
の
場
合
を
除
く
。）に
お

け
る
当
該
対
象
資
本
等
調
達
手
段
（
以
下
こ
の
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イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

条
に
お
い
て
「
そ
の
他
金
融
機
関
等
に
係
る
対

象
資
本
等
調
達
手
段
」
と
い
う
。）の
う
ち
そ
の

他
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
調
達
手
段
に
相
当
す
る
も

の
の
額
と
す
る
。

ハ

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
三
十
九
条
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
会

社
又
は
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
会
社
（
金
融

関
連
業
務
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
金
融
関
連
業
務
を
い
う
。）を
営
む
会
社
に

限
る
。）（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
金
融
業

務
を
営
む
会
社
」
と
い
う
。）を
子
法
人
等
と

し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
法
人
等
で

あ
っ
て
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
一

項
各
号
又
は
第
二
項
に
該
当
す
る
た
め
、
連

結
自
己
資
本
比
率
の
算
出
に
当
た
り
連
結
の

範
囲
に
含
ま
れ
な
い
も
の
（
イ
及
び
ロ
に
掲

げ
る
者
を
除
く
。）

ハ

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
法
第
三
十
九
条
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
八
号

に
掲
げ
る
会
社
（
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
会

社
の
う
ち
従
属
業
務
を
専
ら
営
む
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
金
融
業
務
を

営
む
会
社
」
と
い
う
。）を
子
法
人
等
と
し
て

い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
法
人
等
で
あ
っ

て
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
一
項
各

号
又
は
第
二
項
に
該
当
す
る
た
め
、
連
結
自

己
資
本
比
率
の
算
出
に
当
た
り
連
結
の
範
囲

に
含
ま
れ
な
い
も
の
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。）

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９
〜
14

（
略
）

９
〜
14

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
報
酬
等
に

関
す
る
開
示
事
項
）

（
子
会
社
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
報
酬
等
に

関
す
る
開
示
事
項
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

前
項
の
定
性
的
な
開
示
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

一

対
象
役
員
及
び
対
象
従
業
員
等
（
商
工
組
合

中
央
金
庫
の
対
象
役
員
以
外
の
役
員
及
び
従
業

員
並
び
に
そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
（
規
則

一

対
象
役
員
及
び
対
象
従
業
員
等
（
商
工
組
合

中
央
金
庫
の
対
象
役
員
以
外
の
役
員
及
び
従
業

員
並
び
に
そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
（
規
則

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
九
十
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
連
結

子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
役
員
及
び
従
業
員
（
直
近
の
事
業
年
度

中
に
退
任
又
は
退
職
し
た
役
員
及
び
従
業
員
を

含
む
。）で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は

そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
か
ら
高
額
の
報
酬

等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価

と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
主

要
な
連
結
子
法
人
等
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利

益
又
は
労
働
基
準
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃

金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を

受
け
る
者
の
う
ち
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び

そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
の
業
務
の
運
営
又

は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
報

酬
等
の
決
定
及
び
報
酬
等
の
支
払
そ
の
他
の
報

酬
等
に
関
す
る
業
務
執
行
の
監
督
を
行
う
委
員

会
そ
の
他
の
主
要
な
機
関
等
の
名
称
、
構
成
及

び
職
務
に
関
す
る
事
項

第
九
十
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
連
結

子
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
役
員
及
び
従
業
員
（
直
近
の
事
業
年
度

中
に
退
任
又
は
退
職
し
た
役
員
及
び
従
業
員
を

含
む
。）で
あ
っ
て
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
又
は

そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
か
ら
高
額
の
報
酬

等
（
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価

と
し
て
商
工
組
合
中
央
金
庫
若
し
く
は
そ
の
主

要
な
連
結
子
法
人
等
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利

益
又
は
労
働
基
準
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
賃

金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を

受
け
る
者
の
う
ち
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び

そ
の
主
要
な
連
結
子
法
人
等
の
業
務
の
運
営
又

は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
報

酬
等
の
決
定
及
び
報
酬
等
の
支
払
そ
の
他
の
報

酬
等
に
関
す
る
業
務
執
行
の
監
督
を
行
う
委
員

会
そ
の
他
の
主
要
な
機
関
等
の
名
称
、
構
成
及

び
職
務
に
関
す
る
事
項
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（
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
第
一
項
第
六
号

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
業
務
の
運
営
又
は

財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る

も
の
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
三
条

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
第
一
項
第

六
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の
業
務
の
運
営

又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定

め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
四
年
金
融
庁
・
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

〇
金

融

庁

財

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
六
号

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
十
二
項
第
五
号
並
び

に
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
・
財
務

省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）
第
十
一
条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

で
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施

行
令
第
六
条
第
十
二
項
第
五
号
並
び
に
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行

規
則
第
十
一
条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
合
算
関
連
法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め

る
者
等
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
六

月
十
三
日
）
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

金
融
庁
長
官

井
藤

英
樹

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治


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株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
第
六
条
第
十
二
項
第
五
号
並
び
に
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府

関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
七
第
二
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及

び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
合
算

関
連
法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
と
し
て
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
等
を
定
め
る
告
示

（
合
算
関
連
法
人
等
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
一
条

経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。）第
十
一
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
（
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

金
融
商
品
取
引
所
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る

金
融
商
品
取
引
所
を
い
い
、
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
で
外
国
に
所
在
す
る
も
の
を
含
む
。）に
上
場
さ
れ
て
い
る
有

価
証
券
の
発
行
者
又
は
同
法
第
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
（
こ
れ
に
類
似
す
る

も
の
で
外
国
に
備
え
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。）に
登
録
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
の
発
行
者

二

他
の
法
人
等
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
法
人
等
を
い
う
。）の
子
会
社
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）又
は
子
法
人
等（
令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
を
い
い
、子
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

三

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
（
以
下
「
商
工
組
合
中
央
金
庫
」
と
い
う
。）（
連
結
自
己
資
本
比
率
（
規
則
第

七
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
連
結
自
己
資
本
比
率
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
算
出
す
る
場

合
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
そ
の
子
会
社
等
（
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
（
平
成
十

九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

又
は
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
子
会
社
等
が
行
う
信
用
の
供
与
等
（
同
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
信
用
の
供
与
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
額
が
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株

式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
二
十
年
金
融
庁
・
財
務

省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
。
以
下
「
自
己
資
本
比
率
告
示
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
号
の
算
式
に
お
け
る
商

工
組
合
中
央
金
庫
の
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
満
た
な
い
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。）

四

商
工
組
合
中
央
金
庫
（
連
結
自
己
資
本
比
率
を
算
出
し
な
い
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が

行
う
信
用
の
供
与
等
の
額
が
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
四
条
第
二
号
の
算
式
に
お
け
る
商
工
組
合
中
央
金
庫
の

Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
資
本
の
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
満
た
な
い
者
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。）

五

同
一
人
自
身
（
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
一
人
自
身
を
い
う
。
第
十
一
条
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）の

破
綻
に
よ
り
そ
の
者
が
連
鎖
的
に
破
綻
す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
（
前
各
号
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。）

（
貸
出
金
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

第
二
条

規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の
は
、
第
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引
に

係
る
も
の
と
す
る
。

（
債
務
の
保
証
）

第
三
条

規
則
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
は
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十

五
条
第
一
項
の
表
百
の
項
の
中
欄
六
に
掲
げ
る
取
引
（
一
般
的
な
債
務
の
保
証
に
限
り
、
取
引
対
象
資
産
が
貸
借
対

照
表
（
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
を
い
う
。）に
計
上
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

（
規
則
第
二
十
五
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）

第
四
条

規
則
第
二
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の
は
、
次
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
取
引
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
ル
ッ
ク
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る
信
用
の
供
与
等
の
額
の
計
上
又
は
算
出
の
方
法
等
）

第
七
条

規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
取
引
は
、
次
に
掲
げ
る
取
引
と
す
る
。

一

受
益
証
券
等
（
規
則
第
十
六
条
に
規
定
す
る
受
益
証
券
等
を
い
う
。）に
係
る
取
引

二

証
券
化
取
引
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
証
券
化
取
引
を
い
う
。）に
係
る
取
引

２

規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一

裏
付
け
と
な
る
原
資
産
（
規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
原
資
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）が
同
一
で
あ
る
間
接
的
信
用
供
与
等
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
間
接
的
信
用
供
与
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）の
い
ず
れ
も
が
他
の
間
接
的
信
用
供
与
等
に
劣
後
す
る
も
の
で
な
い
場
合

当
該
原
資
産
を

裏
付
け
と
す
る
間
接
的
信
用
供
与
等
の
総
額
に
占
め
る
対
象
信
用
供
与
等
（
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
計
上
又

は
算
出
の
対
象
と
な
る
間
接
的
信
用
供
与
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
の
割
合
を
個
別
資
産

等
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
個
別
資
産
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
価
額
に
乗
じ
た
額
に
つ

い
て
、
当
該
個
別
資
産
等
に
係
る
債
務
を
負
担
す
る
者
そ
の
他
実
質
的
に
当
該
対
象
信
用
供
与
等
を
受
け
て
い
る

者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
と
し
て
そ
の
者
に
対
す
る
他
の
信
用
の
供
与
等
の
額
と
合
算
す
る
方
法

二

裏
付
け
と
な
る
原
資
産
が
同
一
で
あ
る
間
接
的
信
用
供
与
等
の
い
ず
れ
か
が
他
の
間
接
的
信
用
供
与
等
に
劣
後

す
る
も
の
で
あ
る
場
合

当
該
原
資
産
を
裏
付
け
と
す
る
間
接
的
信
用
供
与
等
の
う
ち
対
象
信
用
供
与
等
と
同
一

順
位
の
階
層
に
あ
る
間
接
的
信
用
供
与
等
の
総
額
に
占
め
る
当
該
対
象
信
用
供
与
等
の
額
の
割
合
を
個
別
資
産
等

の
価
額
に
乗
じ
た
額
（
当
該
額
が
当
該
対
象
信
用
供
与
等
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、当
該
対
象
信
用
供
与
等
の
額
）

に
つ
い
て
、
当
該
個
別
資
産
等
に
係
る
債
務
を
負
担
す
る
者
そ
の
他
実
質
的
に
当
該
対
象
信
用
供
与
等
を
受
け
て

い
る
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
と
し
て
そ
の
者
に
対
す
る
他
の
信
用
の
供
与
等
の
額
と
合
算
す
る
方
法

三

対
象
信
用
供
与
等
に
係
る
個
別
資
産
等
又
は
当
該
個
別
資
産
等
に
係
る
債
務
を
負
担
す
る
者
そ
の
他
実
質
的
に

当
該
対
象
信
用
供
与
等
を
受
け
て
い
る
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合

当
該
対
象
信
用
供
与

等
に
つ
い
て
、
一
の
同
一
人
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
同
一
人
を
い
う
。
第
十
一
条
に
お
い
て

同
じ
。）に
擬
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
擬
似
同
一
人
」
と
い
う
。）に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
と
み
な
し

て
、
当
該
対
象
信
用
供
与
等
の
額
を
擬
似
同
一
人
に
対
す
る
他
の
信
用
の
供
与
等
の
額
と
合
算
す
る
方
法

３

規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
場
合
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
方
法
に

よ
り
信
用
の
供
与
等
の
額
を
計
上
し
、
又
は
算
出
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
主
務
大
臣
等
が
認
め
る
場
合
と
す

る
。

（
外
国
政
府
等
）

第
八
条

令
第
六
条
第
十
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
己
資
本
比
率
告
示
第
三
十
三
条
第
一
項
各
号
の
表
に
規
定
す
る
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
零
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
信
用
リ
ス
ク
区
分
に
係
る
同
項
の
格
付
又
は
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
・
ス
コ
ア
が
付
与
さ
れ
た
外
国
政
府
及
び

外
国
の
中
央
銀
行

二

自
己
資
本
比
率
告
示
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
向
け
ら
れ
た
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
零
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
も
の

（
債
務
の
保
証
以
外
の
オ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
）

第
五
条

規
則
第
二
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
別
に
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
取
引
と
す
る
。

一

自
己
資
本
比
率
告
示
第
一
条
第
九
号
に
規
定
す
る
レ
ポ
形
式
の
取
引
及
び
信
用
取
引
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
海

外
の
取
引

二

自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
五
条
第
一
項
の
表
十
の
項
か
ら
百
の
項
ま
で
及
び
同
条
第
二
項
の
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
取
引
（
第
三
条
に
該
当
す
る
も
の
及
び
現
金
又
は
有
価
証
券
に
よ
る
担
保
の
提
供
を
除
く
。）

三

自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
六
条
第
一
項
本
文
の
先
渡
、
ス
ワ
ッ
プ
、
オ
プ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
派
生
商
品
取
引

（
第
十
一
条
第
六
号
に
お
い
て
「
派
生
商
品
取
引
」
と
い
う
。）及
び
自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
六
条
第
二
項
に

規
定
す
る
長
期
決
済
期
間
取
引

四

自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
百
三
十
一
条
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
取
引

（
資
金
清
算
機
関
等
へ
の
預
託
金
又
は
担
保
の
差
入
れ
）

第
六
条

規
則
第
二
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の
は
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
条
第
三

項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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（
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
信
用
の
供
与
等
の
額
の
計
上
又
は
算
出
の
方
法
）

第
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
信
用
の
供
与
等
の
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
上
さ
れ
、
又
は
算
出
さ

れ
る
額
と
す
る
。

一

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
（
自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
を
い

う
。）に
係
る
も
の
（
規
則
第
二
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
信
用
の
供
与
等
の
額
を
計
上
し
、
又
は
算
出
す
る

も
の
を
除
く
。）
自
己
資
本
比
率
告
示
第
七
章
第
三
節
第
三
款
（
第
二
百
七
十
二
条
第
六
号
を
除
く
。）に
定
め
る

方
法
に
準
じ
て
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
す
る
方
法

イ

自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
百
七
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、ネ
ッ
ト
のJT

D

リ
ス
ク
・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
を
乗
じ
な
い
も
の
と
す
る
。

ロ

自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
百
七
十
二
条
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
号
の
算
式
中L

G
D

は

百
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

ハ

JT
D

が
正
の
値
を
と
る
も
の
の
み
を
算
出
の
対
象
と
す
る
も
の
と
す
る
。

二

第
三
条
に
定
め
る
も
の

自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
方
法

三

第
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
取
引

自
己
資
本
比
率
告
示
第
四
章
第
六
節
第
三
款
に
定
め
る
方
法

四

第
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
取
引

自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
五
条
に
定
め
る
方
法

五

第
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
取
引

自
己
資
本
比
率
告
示
第
五
十
七
条
に
定
め
る
方
法

六

第
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
取
引

自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
百
三
十
一
条
の
四
に
定
め
る
方
法

（
金
融
機
関
間
取
引
）

第
十
条

規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

者
と
す
る
。

一

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行

二

長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行

三

信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫
連
合
会

四

信
用
協
同
組
合
及
び
協
同
組
合
連
合
会
（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）

第
九
条
の
九
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）

五

労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会

六

農
業
協
同
組
合
（
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
事
業
を
行
う
も

の
に
限
る
。）

七

漁
業
協
同
組
合
（
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号

及
び
第
四
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
及
び

第
四
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）、
水
産
加
工
業
協
同
組
合
（
同
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
（
同
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
号
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）

八

農
林
中
央
金
庫

九

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社

十

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
十
項
に
規
定
す
る
証
券
金
融
会
社

十
一

金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
金
融
商
品
取
引
業
を
行
う
者

十
二

金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
を
行
う
者

十
三

金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
投
資
助
言
・
代
理
業
を
行
う
者

十
四

金
融
商
品
取
引
法
第
二
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
投
資
運
用
業
を
行
う
者

十
五

貸
金
業
法
施
行
令
第
一
条
の
二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
短
資
業
者
を
指
定
す
る
件
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵

省
告
示
第
百
二
十
四
号
）
に
掲
げ
る
者

十
六

外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
銀
行
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
銀
行
業
を
営
む
者
（
第
一
号

又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

十
七

外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
保
険
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
業
を
行
う
者
（
第
九

号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

十
八

外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
業
務
を
行
う
者

十
九

外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
コ
ー
ル
資
金
の
貸
付
け
又
は
そ
の
貸
借
の
媒
介
を
業
と
し
て
行
う

者
（
信
用
の
供
与
等
の
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
額
）

第
十
一
条

規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
額
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
同

一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
額
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

現
金
を
担
保
と
す
る
も
の
の
う
ち
当
該
担
保
の
額

二

令
第
六
条
第
十
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
が
債
務
の
保
証
を
行
う
も
の
の
う
ち
当
該
債
務
の
保

証
の
額

三

令
第
六
条
第
十
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
が
発
行
す
る
債
券
を
担
保
と
す
る
も
の
の
う
ち
当
該

担
保
の
額

四

第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
が
債
務
の
保
証
を
行
う
も
の
の
う
ち
当
該
債
務
の
保
証
の
額

五

第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
が
発
行
す
る
債
券
を
担
保
と
す
る
も
の
の
う
ち
当
該
担
保
の
額

六

規
則
第
二
十
五
条
第
四
項
第
十
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
も
の
並
び
に
第
五
条
に
定
め
る
も

の
に
係
る
信
用
の
供
与
等
の
額
の
う
ち
当
該
信
用
の
供
与
等
を
行
う
原
因
と
な
っ
た
派
生
商
品
取
引
を
時
価
評
価

す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
し
た
再
構
築
コ
ス
ト
の
額
（
零
を
下
回
る
場
合
に
限
る
。）を
零
か
ら
差
し
引
い
た
額

七

自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
条
各
号
又
は
第
十
四
条
各
号
の
算
式
に
お
い
て
調
整
項
目
の
額
と
さ
れ
る
額

八

次
に
掲
げ
る
条
件
の
全
て
を
満
た
す
同
一
人
自
身
の
自
金
庫
預
金
の
額

イ

対
象
取
引
（
当
該
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
に
該
当
す
る
取
引
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）に
係
る
債
権
と
相
殺
契
約
下
に
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
同
一
人
自
身
の
債
務
超
過
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
、
再
生
手
続
開
始
の
決
定
、
更
生
手
続
開
始
の
決

定
、
特
別
清
算
開
始
の
命
令
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
由
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
対
象
取
引
に
関
連
す
る
国

に
お
い
て
対
象
取
引
に
係
る
債
権
と
の
相
殺
が
法
的
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
す
十
分
な
根
拠
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

ハ

自
金
庫
預
金
が
相
殺
契
約
下
に
あ
る
対
象
取
引
に
係
る
債
権
と
と
も
に
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
特
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ニ

自
金
庫
預
金
が
継
続
さ
れ
な
い
リ
ス
ク
が
、
監
視
及
び
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

対
象
取
引
に
係
る
債
権
と
相
殺
後
の
自
金
庫
預
金
の
額
が
、
監
視
及
び
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
等
）

第
十
二
条

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
手
段
は
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
六
十
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
（
次
項
に
お
い
て
「
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
も
の
は
、
信
用
リ
ス
ク
削
減
手
法
の
う

ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

担
保
と
し
て
提
供
さ
れ
る
現
金
及
び
自
金
庫
預
金

二

地
方
公
共
団
体
が
債
務
の
保
証
を
し
た
貸
出
金
に
係
る
当
該
債
務
の
保
証

（
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
十
三
条

規
則
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
等
が
定
め
る
者
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四

号
に
掲
げ
る
会
社
及
び
こ
れ
ら
の
子
法
人
等
（
令
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
子
法
人
等
を
い
う
。）と
す
る
。

附

則

農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
承
継
会
社
が
同
法
附
則
第
二
十
七
条
第
二
号
に
規
定

す
る
特
定
業
務
を
営
む
場
合
に
お
け
る
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
次
に
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の

は
、「
次
に
掲
げ
る
者
及
び
農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
承
継
会
社
」
と
す
る
。
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改

正

後

改

正

前

別
表
一

別
表
一

技
能
証
明
、
技

能
証
明
の
限
定

の
変
更
、
計
器

飛
行
証
明
又
は

操
縦
教
育
証
明

航
空
機
の
種

類
、
等
級
若
し

く
は
型
式
又
は

業
務
の
種
類

教
育
の
種
類
及
び
教
育
科
目

教
育
時
間
又

は
回
数

技
能
証
明
、
技

能
証
明
の
限
定

の
変
更
、
計
器

飛
行
証
明
又
は

操
縦
教
育
証
明

航
空
機
の
種

類
、
等
級
若
し

く
は
型
式
又
は

業
務
の
種
類

教
育
の
種
類
及
び
教
育
科
目

教
育
時
間
又

は
回
数

（
略
）

（
略
）

一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

機
体
及
び
電
子
装
備
品
等
に
関
す

る
一
般
知
識

七
百
二
十
五

時
間

一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

機
体
及
び
電
子
装
備
品
等
に
関
す

る
一
般
知
識

五
百
七
十
時

間

二

発
動
機
に
関
す
る
一
般
知
識

二

発
動
機
に
関
す
る
一
般
知
識

三

航
空
法
規
等

三

航
空
法
規
等

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

八
百
九
十
五

時
間

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

六
百
九
十
時

間

二

整
備
に
必
要
な
一
般
的
知
見

二

整
備
に
必
要
な
一
般
的
知
見

三

整
備
に
必
要
な
基
礎
技
術

三

整
備
に
必
要
な
基
礎
技
術

四

航
空
機
の
日
常
点
検
作
業
に
関
す

る
技
術

四

航
空
機
の
日
常
点
検
作
業
に
関
す

る
技
術

五

動
力
装
置
の
操
作
（
燃
料
の
燃
焼

に
よ
り
動
力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行

う
作
動
点
検
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

に
関
す
る
技
術

（
新
設
）

二
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

Ｎ
類
の
航
空
機
の
機
体
及
び
電
子

装
備
品
等
に
関
す
る
一
般
知
識

四
百
十
時
間

二
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

Ｎ
類
の
航
空
機
の
機
体
及
び
電
子

装
備
品
等
に
関
す
る
一
般
知
識

三
百
五
十
時

間

二

小
型
の
発
動
機
に
関
す
る
一
般
知

識

二

小
型
の
発
動
機
に
関
す
る
一
般
知

識

三

航
空
法
規
等

三

航
空
法
規
等

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

五
百
四
十
時

間

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

四
百
時
間

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

航
空
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
申
請
に
よ
り
指
定
し
た
航
空
従
事
者
の
養
成
施
設
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
す
る
実
地
試
験
に
つ
い
て
の
免
除
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

航
空
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
申
請
に
よ
り
指
定
し
た
航
空
従
事
者
の
養
成
施
設
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
す
る
実
地
試
験
に
つ
い
て
の
免
除
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
二
年
運
輸
省
告
示
第
三
百
三
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二

重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
第
五
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
申
請
に
よ
り
指
定
し
た
航
空
従
事
者
の
養
成
施
設
の
課
程
を
修
了

し
た
者
に
対
す
る
実
地
試
験
に
つ
い
て
の
免
除
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

中
野

洋
昌





二

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

一
般
的
知
見

二

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

一
般
的
知
見

三

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

基
礎
技
術

三

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

基
礎
技
術

四

Ｎ
類
の
航
空
機
の
日
常
点
検
作
業

に
関
す
る
技
術

四

Ｎ
類
の
航
空
機
の
日
常
点
検
作
業

に
関
す
る
基
礎
技
術

五

動
力
装
置
の
操
作
（
燃
料
の
燃
焼

に
よ
り
動
力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行

う
作
動
点
検
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

に
関
す
る
技
術

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

一
等
航
空
整
備

士
の
資
格
に
係

る
技
能
証
明
の

限
定
の
変
更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
学
科
教
育
の
項
の
科
目

（
第
四
号
及
び
第
五
号
の
科
目
を
除

く
。）

百
時
間

一
等
航
空
整
備

士
の
資
格
に
係

る
技
能
証
明
の

限
定
の
変
更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
学
科
教
育
の
項
の
科
目

（
第
四
号
及
び
第
五
号
の
科
目
を
除

く
。）

百
時
間

実
技
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の
科
目

（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

九
十
時
間

実
技
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の
科
目

（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

九
十
時
間

一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明
の
限
定
の
変

更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

機
体
及
び
電
子
装
備
品
等
に
関
す

る
一
般
知
識

三
十
時
間

二

発
動
機
に
関
す
る
一
般
知
識

実
技
教
育

一

一
等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に

係
る
技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の

科
目
（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

三
十
時
間

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

別
表
二

別
表
二

技
能
証
明
、
技

能
証
明
の
限
定

の
変
更
、
計
器

飛
行
証
明
、
操

縦
教
育
証
明
又

は
整
備
の
基
本

技
術
の
科
目

航
空
機
の
種

類
、
等
級
若
し

く
は
型
式
又
は

業
務
の
種
類

教
育
の
種
類
及
び
教
育
科
目

実
地
試
験
の

科
目

技
能
証
明
、
技

能
証
明
の
限
定

の
変
更
、
計
器

飛
行
証
明
、
操

縦
教
育
証
明
又

は
整
備
の
基
本

技
術
の
科
目

航
空
機
の
種

類
、
等
級
若
し

く
は
型
式
又
は

業
務
の
種
類

教
育
の
種
類
及
び
教
育
科
目

実
地
試
験
の

科
目

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

機
体
及
び
電
子
装
備
品
等
に
関
す

る
一
般
知
識
（
機
体
装
備
品
及
び
電

子
装
備
品
等
の
機
能
並
び
に
整
備
に

関
す
る
一
般
知
識
を
除
く
。）

一

整
備
の

基
本
技
術

一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

機
体
及
び
電
子
装
備
品
等
に
関
す

る
一
般
知
識
（
機
体
装
備
品
及
び
電

子
装
備
品
等
の
機
能
並
び
に
整
備
に

関
す
る
一
般
知
識
を
除
く
。）

一

整
備
の

基
本
技
術

二

発
動
機
に
関
す
る
一
般
知
識

二

発
動
機
に
関
す
る
一
般
知
識
（
発

動
機
の
機
能
、
性
能
及
び
整
備
に
関

す
る
一
般
知
識
を
除
く
。）

三

航
空
法
規
等

三

航
空
法
規
等

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

四

動
力
装

置
の
操
作

（
燃
料
の

燃
焼
に
よ

り
動
力
装

置
を
駆
動

さ
せ
て
行

う
作
動
点

検
に
係
る

も
の
を
除

く
。）

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

（
新
設
）

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

二

整
備
に
必
要
な
一
般
的
知
見
（
電

子
装
備
品
等
の
作
動
方
法
に
関
す
る

一
般
的
知
見
を
除
く
。）

二

整
備
に
必
要
な
一
般
的
知
見
（
発

動
機
及
び
電
子
装
備
品
等
の
作
動
方

法
に
関
す
る
一
般
的
知
見
を
除
く
。）

三

整
備
に
必
要
な
基
礎
技
術
（
電
子

装
備
品
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
礎

技
術
を
除
く
。）

三

整
備
に
必
要
な
基
礎
技
術
（
発
動

機
及
び
電
子
装
備
品
等
の
取
扱
い
に

関
す
る
基
礎
技
術
を
除
く
。）

四

動
力
装
置
の
操
作
（
燃
料
の
燃
焼

に
よ
り
動
力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行

う
作
動
点
検
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

に
関
す
る
技
術

（
新
設
）

二

整
備
に

必
要
な
知

見
三

整
備
に

必
要
な
技

術

二

整
備
に

必
要
な
知

見
三

整
備
に

必
要
な
技

術

二
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

Ｎ
類
の
航
空
機
の
機
体
及
び
電
子

装
備
品
等
に
関
す
る
一
般
知
識
（
機

体
装
備
品
及
び
電
子
装
備
品
等
の
機

能
並
び
に
整
備
に
関
す
る
一
般
知
識

を
除
く
。）

一

整
備
の

基
本
技
術

二

整
備
に

必
要
な
知

見

二
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機

学
科
教
育

一

Ｎ
類
の
航
空
機
の
機
体
及
び
電
子

装
備
品
等
に
関
す
る
一
般
知
識
（
機

体
装
備
品
及
び
電
子
装
備
品
等
の
機

能
並
び
に
整
備
に
関
す
る
一
般
知
識

を
除
く
。）

一

整
備
の

基
本
技
術

二

整
備
に

必
要
な
知

見

二

小
型
の
発
動
機
に
関
す
る
一
般
知

識

三

整
備
に

必
要
な
技

術

二

小
型
の
発
動
機
に
関
す
る
一
般
知

識
（
発
動
機
の
機
能
、
性
能
及
び
整

備
に
関
す
る
一
般
知
識
を
除
く
。）

三

整
備
に

必
要
な
技

術

三

航
空
法
規
等

三

航
空
法
規
等

（
新
設
）

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

四

動
力
装

置
の
操
作

（
燃
料
の

燃
焼
に
よ

り
動
力
装

置
を
駆
動

さ
せ
て
行

う
作
動
点

検
に
係
る

も
の
を
除

く
。）

四

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

知
識

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

実
技
教
育

一

整
備
の
基
本
技
術
に
関
す
る
基
礎

技
術

二

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

一
般
的
知
見
（
電
子
装
備
品
等
の
作

動
方
法
に
関
す
る
一
般
的
知
見
を
除

く
。）

二

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

一
般
的
知
見
（
発
動
機
及
び
電
子
装

備
品
等
の
作
動
方
法
に
関
す
る
一
般

的
知
見
を
除
く
。）

三

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

基
礎
技
術
（
電
子
装
備
品
等
の
取
扱

い
に
関
す
る
基
礎
技
術
を
除
く
。）

三

Ｎ
類
の
航
空
機
の
整
備
に
必
要
な

基
礎
技
術
（
発
動
機
及
び
電
子
装
備

品
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
礎
技
術

を
除
く
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



四

動
力
装
置
の
操
作
（
燃
料
の
燃
焼

に
よ
り
動
力
装
置
を
駆
動
さ
せ
て
行

う
作
動
点
検
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

に
関
す
る
技
術

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

一
等
航
空
整
備

士
の
資
格
に
係

る
技
能
証
明
の

限
定
の
変
更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
学
科
教
育
の
項
の
科
目

（
第
四
号
及
び
第
五
号
の
科
目
を
除

く
。）

一

整
備
に

必
要
な
知

見
（
動
力

装
置
操
作

等
に
関
す

る
知
見
を

除
く
。）

二

整
備
に

必
要
な
技

術
三

航
空
機

の
点
検
作

業

一
等
航
空
整
備

士
の
資
格
に
係

る
技
能
証
明
の

限
定
の
変
更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
学
科
教
育
の
項
の
科
目

（
第
四
号
及
び
第
五
号
の
科
目
を
除

く
。）

一

整
備
に

必
要
な
知

見
（
動
力

装
置
操
作

等
に
関
す

る
知
見
を

除
く
。）

二

整
備
に

必
要
な
技

術
三

航
空
機

の
点
検
作

業

実
技
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の
科
目

（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

実
技
教
育

一

一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
に
係
る

技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回
転
翼

航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の
科
目

（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

一
等
航
空
運
航

整
備
士
の
資
格

に
係
る
技
能
証

明
の
限
定
の
変

更

飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の

型
式

学
科
教
育

一

一
等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に

係
る
技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の
項
学
科
教
育
の
項
の

科
目
（
第
三
号
及
び
第
四
号
の
科
目

を
除
く
。）

一

整
備
に

必
要
な
知

見
二

整
備
に

必
要
な
技

術

実
技
教
育

一

一
等
航
空
運
航
整
備
士
の
資
格
に

係
る
技
能
証
明
の
項
飛
行
機
又
は
回

転
翼
航
空
機
の
項
実
技
教
育
の
項
の

科
目
（
第
一
号
の
科
目
を
除
く
。）

（
略
）

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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そ の 他 告 示

組換えＤＮＡ技術応用食品及び添加物の安全性審査を経た生物

品種又は品目 名 称 申 請 者

とうもろこし 半矮性トウモロコシＭＯＮ94804系統 バイエルクロップサイエ
ンス株式会社

５ 募 入 決 定 の 方 法
 価格競争入札発行 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
 非競争入札発行 各申込みの応募額を案分により割り当てる。
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行及び国
債市場特別参加者
・第Ⅱ非価格競争
入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

６ 発 行 額
 価格競争入札発行 額面金額で1965000000000円

うち、財政運営に必要な財源の確保を図るための公債の発行の特例に関す
る法律第３条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金
額で779867050000円（令和７年度予算分）、特別会計に関する法律第46
条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金額で
1185132950000円

 非競争入札発行 特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で1150000000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で633300000000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で258900000000円

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（２年）（第472回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

財政運営に必要な財源の確保を図るための公債の発行の特例に関する法律
（平成24年法律第101号）第３条第１項及び特別会計に関する法律（平成
19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札（以下「価格競争入札」という。）による
発行（以下「価格競争入札発行」という。）、価格競争入札と同時に行われ
る入札であって、価格競争入札において定められた利率をその利率とし、
価格競争入札において募入の決定を受けた各申込みの応募価格を募入額に
より加重平均して得られる価格をその発行価格とするものによる発行（以
下「非競争入札発行」という。）、価格競争入札と同時に行われる入札であっ
て、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定めるものによ
る発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅰ非価格競争入札発行」という。）
及び価格競争入札の募入の決定をした後に行われる入札であって、財務大
臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定めるものによる発行（以
下「国債市場特別参加者・第Ⅱ非価格競争入札発行」という。）

７ 払 込 金 額
 価格競争入札発行 1965335170000円
 非競争入札発行 1150195500円
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

633407661000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

258944013000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月１日
11 発 行 価 格
 価格競争入札発行 額面金額100円につき100円１銭以上のそれぞれの応募価格
 非競争入札発行、
国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行及び国
債市場特別参加者
・第Ⅱ非価格競争
入札発行

額面金額100円につき100円１銭７厘

12 利 率 年07％
13 初 期 利 子 令和７年11月１日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。

ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第15号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 07100 ×
１
２

14 第２期以後の利子 毎年５月１日及び11月１日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

〇 内 閣 府 告 示 第 九 十 八 号

次 に 掲 げ る 組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 技 術 に よ っ て 得 ら れ た 生 物 に つ い て は 、 食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準 （ 昭 和

三 十 四 年 厚 生 省 告 示 第 三 百 七 十 号 ） 第 １ の Ａ の ２ に 規 定 す る 安 全 性 審 査 を 経 た の で 、 組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 技

術 応 用 食 品 及 び 添 加 物 の 安 全 性 審 査 の 手 続 （ 平 成 十 二 年 厚 生 省 告 示 第 二 百 三 十 三 号 ） 第 三 条 第 四 項 の

規 定 に 基 づ き 公 表 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 内 閣 総 理 大 臣 石 破 茂

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 四 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 一 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







５ 募 入 決 定 の 方 法
 価格競争入札発行 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
 非競争入札発行 各申込みの応募額を案分により割り当てる。
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

６ 発 行 額
 価格競争入札発行 額面金額で1835300000000円

うち、脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律第７条第
１項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金額で
11703500000円（令和６年度予算分）、特別会計に関する法律第46条第１
項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金額で
1330037800000円、同法第62条第１項の規定に基づき発行した利付国債
については、額面金額で493558700000円

 非競争入札発行 特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で300000000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で564100000000円

令
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
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15 償 還 期 限 令和９年５月１日
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
17 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
18 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
19 払 込 期 日 令和７年５月１日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（５年）（第178回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律（令和５年法律
第32号）第７条第１項並びに特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）
第46条第１項及び第62条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札（以下「価格競争入札」という。）による
発行（以下「価格競争入札発行」という。）、価格競争入札と同時に行われ
る入札であって、価格競争入札において定められた利率をその利率とし、
価格競争入札において募入の決定を受けた各申込みの応募価格を募入額に
より加重平均して得られる価格をその発行価格とするものによる発行（以
下「非競争入札発行」という。）及び価格競争入札と同時に行われる入札で
あって、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定めるもの
による発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅰ非価格競争入札発行」とい
う。）

７ 払 込 金 額
 価格競争入札発行 1836937450000円
 非競争入札発行 300270000円
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

564607690000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月16日
11 発 行 価 格
 価格競争入札発行 額面金額100円につき100円３銭以上のそれぞれの応募価格
 非競争入札発行及
び国債市場特別参
加者・第Ⅰ非価格
競争入札発行

額面金額100円につき100円９銭

12 利 率 年10％
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を第20号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 10100 ×
57
365

14 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第16号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 10100 ×
１
２

15 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

16 償 還 期 限 令和12年３月20日
17 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月16日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（10年）（第378回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

財政運営に必要な財源の確保を図るための公債の発行の特例に関する法律
（平成24年法律第101号）第３条第１項並びに特別会計に関する法律（平
成19年法律第23号）第46条第１項及び第62条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 五 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 十 六 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 六 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 九 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







５ 募 入 決 定 の 方 法
 価格競争入札発行 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
 非競争入札発行 各申込みの応募額を案分により割り当てる。
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

６ 発 行 額
 価格競争入札発行 額面金額で1961300000000円

うち、財政運営に必要な財源の確保を図るための公債の発行の特例に関す
る法律第３条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金
額で563815300000円（令和７年度予算分）、特別会計に関する法律第46
条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、額面金額で
832680250000円、同法第62条第１項の規定に基づき発行した利付国債に
ついては、額面金額で564804450000円

 非競争入札発行 特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で1222000000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で636800000000円
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４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札（以下「価格競争入札」という。）による
発行（以下「価格競争入札発行」という。）、価格競争入札と同時に行われ
る入札であって、価格競争入札において定められた利率をその利率とし、
価格競争入札において募入の決定を受けた各申込みの応募価格を募入額に
より加重平均して得られる価格をその発行価格とするものによる発行（以
下「非競争入札発行」という。）及び価格競争入札と同時に行われる入札で
あって、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定めるもの
による発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅰ非価格競争入札発行」とい
う。）

７ 払 込 金 額
 価格競争入札発行 1982794680000円
 非競争入札発行 1235442000円
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

643804800000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月９日
11 発 行 価 格
 価格競争入札発行 額面金額100円につき100円92銭以上のそれぞれの応募価格
 非競争入札発行及
び国債市場特別参
加者・第Ⅰ非価格
競争入札発行

額面金額100円につき101円10銭

12 利 率 年14％

13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した
金額を第20号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 14100 ×
50
365

14 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第16号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 14100 ×
１
２

15 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

16 償 還 期 限 令和17年３月20日
17 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月９日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（物価連動・10年）（第30回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札による発行
５ 募 入 決 定 の 方 法 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
６ 発 行 額 額面金額で249800000000円
７ 払 込 金 額 250632187464円
８ 最 低 額 面 金 額 100000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月23日
11 発 行 価 格 額面金額100円につき100円５銭
12 利 率 年0005％
13 発行日の想定元金額 額面金額の総額×100283
14 想定元金額の計算方
法

各利子支払期及び償還期限における想定元金額は、各利子支払期及び償還
期限の属する月の３月前の消費者物価指数（総務省統計局が統計法（平成
19年法律第53号）第２条第４項に規定する基幹統計である小売物価統計の
ための調査の結果に基づき作成する全国消費者物価指数のうち生鮮食品を
除く総合指数をいう。以下同じ。）を1096で除して得た数（小数点以下第
５位未満の端数があるときは、これを四捨五入したもの。）に額面金額を乗
じて得た額とする。ただし、消費者物価指数の基準改定が行われ、改定後
の基準に基づく消費者物価指数が公表された場合には、財務大臣が定める
日以降の各利子支払期及び償還期限における想定元金額は、財務大臣が定
める方法により算出される数（小数点以下第５位未満の端数があるときは、
これを四捨五入したもの。）に額面金額を乗じて得た額とする。

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 七 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 二 十 三 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







５ 募 入 決 定 の 方 法
 価格競争入札発行 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

６ 発 行 額
 価格競争入札発行 額面金額で750900000000円

うち、財政法第４条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、
額面金額で191364750000円、特別会計に関する法律第46条第１項の規定
に基づき発行した利付国債については、額面金額で559535250000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で249000000000円
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15 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した
金額を第22号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額×100283× 0005100 ×
74
365

16 初 期 利 子 令和７年９月10日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第18号において規定する期日について同じ。）。

第14号の規定により算出された支払期における想定元金額× 0005100 ×
１
２

17 第２期以後の利子 毎年３月10日及び９月10日を支払期とし、各支払期において、次の算式に
より算出した金額を支払う。

第14号の規定により算出された各支払期における想定元金額× 0005100 ×
１
２

18 償 還 期 限 令和17年３月10日
19 償 還 金 額 第14号の規定により算出された償還期限における想定元金額

ただし、当該想定元金額が額面金額を下回る場合には、額面金額とする。
20 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
21 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
22 払 込 期 日 令和７年５月23日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（20年）（第192回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

財政法（昭和22年法律第34号）第４条第１項及び特別会計に関する法律（平
成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札（以下「価格競争入札」という。）による
発行（以下「価格競争入札発行」という。）及び価格競争入札と同時に行わ
れる入札であって、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を
定めるものによる発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅰ非価格競争入札
発行」という。）

７ 払 込 金 額
 価格競争入札発行 745536900000円
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

247232100000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月21日
11 発 行 価 格
 価格競争入札発行 額面金額100円につき98円15銭以上のそれぞれの応募価格
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

額面金額100円につき99円29銭

12 利 率 年24％
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を第20号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 24100 ×
62
365

14 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第16号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 24100 ×
１
２

15 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

16 償 還 期 限 令和27年３月20日
17 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月21日

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 八 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 二 十 一 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

〇 財 務 省 告 示 第 百 五 十 九 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 十 四 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







５ 募 入 決 定 の 方 法
 価格競争入札発行 各申込みのうち応募価格の高いものからその応募額を順次割り当てる。
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行及び国
債市場特別参加者
・第Ⅱ非価格競争
入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

６ 発 行 額
 価格競争入札発行 額面金額で604800000000円

うち、財政法第４条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、
額面金額で339175150000円、特別会計に関する法律第46条第１項の規定
に基づき発行した利付国債については、額面金額で265624850000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で194700000000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で54500000000円

５ 募 入 決 定 の 方 法


 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

各国債市場特別参加者ごとの応募限度額の範囲内において各申込みの応募
額を割り当てる。

利回り競争入札発
行

各申込みのうち応募利回りの低いものからその応募額を順次割り当てる。令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（30年）（第86回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

財政法（昭和22年法律第34号）第４条第１項及び特別会計に関する法律（平
成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 価格を競争に付して行われる入札（以下「価格競争入札」という。）による
発行（以下「価格競争入札発行」という。）、価格競争入札と同時に行われ
る入札であって、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定
めるものによる発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅰ非価格競争入札発
行」という。）及び価格競争入札の募入の決定をした後に行われる入札で
あって、財務大臣が各国債市場特別参加者ごとに応募限度額を定めるもの
による発行（以下「国債市場特別参加者・第Ⅱ非価格競争入札発行」とい
う。）

７ 払 込 金 額
 価格競争入札発行 552772800000円
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行

177955800000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

49813000000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月14日

11 発 行 価 格
 価格競争入札発行 額面金額100円につき91円10銭以上のそれぞれの応募価格
 国債市場特別参加
者・第Ⅰ非価格競
争入札発行及び国
債市場特別参加者
・第Ⅱ非価格競争
入札発行

額面金額100円につき91円40銭

12 利 率 年24％
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を第20号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 24100 ×
55
365

14 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第16号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 24100 ×
１
２

15 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

16 償 還 期 限 令和37年３月20日
17 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月14日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（40年）（第18回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

財政法（昭和22年法律第34号）第４条第１項及び特別会計に関する法律（平
成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 利回りを競争に付して行われる入札（以下「利回り競争入札」という。）に
よる発行（以下「利回り競争入札発行」という。）及び利回り競争入札の募
入の決定をした後に行われる入札であって、財務大臣が各国債市場特別参
加者ごとに応募限度額を定めるものによる発行（以下「国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競争入札発行」という。）

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 二 十 九 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







６ 発 行 額


 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

特別会計に関する法律第46条第１項の規定に基づき発行した利付国債につ
いて、額面金額で48600000000円

利回り競争入札発
行

額面金額で499900000000円
うち、財政法第４条第１項の規定に基づき発行した利付国債については、
額面金額で453629000000円、特別会計に関する法律第46条第１項の規定
に基づき発行した利付国債については、額面金額で46271000000円

17 入札の基準とする各
発行対象国債の利回
り

銘柄毎の基準利回は、令和７年５月２日付で日本証券業協会が発表した公
社債店頭売買参考統計値表に掲載された平均値の単利利回りとする。

18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月７日
（別表）

名 称 及 び 記 号 利率（年） 償 還 期 限 発 行 額
（額面金額）

利付国庫債券（５年）（第174回） 07％ 令和11年９月20日 16500000000円

利付国庫債券（５年）（第175回） 09％ 令和11年12月20日 427700000000円

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

７ 払 込 金 額
 利回り競争入札発
行

495900800000円

 国債市場特別参加
者・第Ⅱ非価格競
争入札発行

48211200000円

８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月29日
11 発 行 価 格 額面金額100円につき99円20銭
12 利 率 年31％
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を第20号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 31100 ×
70
365

14 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第16号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 31100 ×
１
２

15 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

16 償 還 期 限 令和47年３月20日
17 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月29日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（５年）（第174回及び第175回）、利付国庫債券（10年）（第356
回）及び利付国庫債券（20年）（第106回、第115回及び第117回）

２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 利回り格差（第17号に規定する利回りに応募した者が加算する数値をいう。
次号において同じ。）を競争に付して行われる入札による発行

５ 募 入 決 定 の 方 法 各申込みのうち利回り格差の小さいものからその応募額を順次割り当て
る。

６ 発 行 額 額面金額で499500000000円
内訳（別表のとおり）

７ 払 込 金 額 504349091000円
８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月７日
11 発 行 価 格 発行対象国債ごとに、額面金額100円につき、次の算式により算出した金

額
100＋表面利率×残存年数

第17号に規定する利回り＋募入利回り格差１＋ 


100 
×残存年数

12 利 率 （別表のとおり）
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を払込期日に払い込むものとする。
各発行対象国債の額面金額の総額×各発行対象国債の利率／100×各発行
対象国債の前利子支払期日の翌日から第10号に規定する発行日までの経過
日数（利子支払期日が発行日と同日になる場合には、零。）／365

14 利 子 第10号に規定する発行日後の各発行対象国債の支払期を支払期とし、各支
払期において、次の算式により算出した金額を支払う。ただし、支払期が
銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（償還期限について同
じ。）。

各発行対象国債の額面金額×各発行対象国債の利率100 ×１２
15 償 還 期 限 （別表のとおり）
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 一 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 七 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信







利付国庫債券（10年）（第356回） 01％ 令和11年９月20日 7100000000円

利付国庫債券（20年）（第106回） 22％ 令和10年９月20日 1700000000円

利付国庫債券（20年）（第115回） 22％ 令和11年12月20日 6500000000円

利付国庫債券（20年）（第117回） 21％ 令和12年３月20日 40000000000円

17 入札の基準とする各
発行対象国債の利回
り

銘柄毎の基準利回は、令和７年５月26日付で日本証券業協会が発表した公
社債店頭売買参考統計値表に掲載された平均値の単利利回りとする。

18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
19 入 札 参 加 者 財務大臣から通知を受けた者
20 払 込 期 日 令和７年５月27日
（別表）

名 称 及 び 記 号 利率（年） 償 還 期 限 発 行 額
（額面金額）

利付国庫債券（10年）（第376回） 09％ 令和16年９月20日 575800000000円

利付国庫債券（20年）（第137回） 17％ 令和14年６月20日 20400000000円

利付国庫債券（20年）（第138回） 15％ 令和14年６月20日 6800000000円

利付国庫債券（20年）（第139回） 16％ 令和14年６月20日 6800000000円

利付国庫債券（20年）（第173回） 04％ 令和22年６月20日 40000000000円
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１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（10年）（第376回）及び利付国庫債券（20年）（第137回、第
138回、第139回及び第173回）

２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 利回り格差（第17号に規定する利回りに応募した者が加算する数値をいう。
次号において同じ。）を競争に付して行われる入札による発行

５ 募 入 決 定 の 方 法 各申込みのうち利回り格差の小さいものからその応募額を順次割り当て
る。

６ 発 行 額 額面金額で649800000000円
内訳（別表のとおり）

７ 払 込 金 額 614445342000円
８ 最 低 額 面 金 額 50000円
９ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
10 発 行 日 令和７年５月27日
11 発 行 価 格 発行対象国債ごとに、額面金額100円につき、次の算式により算出した金

額
100＋表面利率×残存年数

第17号に規定する利回り＋募入利回り格差１＋ 


100 
×残存年数

12 利 率 （別表のとおり）
13 経過利子の払込み 募入決定の通知を受けた者は、払込金額に加え、次の算式により算出した

金額を払込期日に払い込むものとする。
各発行対象国債の額面金額の総額×各発行対象国債の利率／100×各発行
対象国債の前利子支払期日の翌日から第10号に規定する発行日までの経過
日数（利子支払期日が発行日と同日になる場合には、零。）／365

14 利 子 第10号に規定する発行日後の各発行対象国債の支払期を支払期とし、各支
払期において、次の算式により算出した金額を支払う。ただし、支払期が
銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（償還期限について同
じ。）。

各発行対象国債の額面金額×各発行対象国債の利率100 ×１２

15 償 還 期 限 （別表のとおり）
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（２年）（第471回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 募集取扱機関による募集の取扱いによる発行
５ 発 行 額 額面金額で52068300000円
６ 払 込 金 額 52141195620円
７ 最 低 額 面 金 額 50000円
８ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
９ 発 行 日 令和７年５月８日
10 発 行 価 格 額面金額100円につき100円14銭
11 利 率 年09％
12 経過利子の払込み 各募集取扱機関は、払込金額に加え、次の算式により算出した金額を第18

号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 09100 ×
37
365

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 二 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 五 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 二 十 七 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 三 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 六 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 八 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信
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13 初 期 利 子 令和７年10月１日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第15号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 09100 ×
１
２

14 第２期以後の利子 毎年４月１日及び10月１日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

15 償 還 期 限 令和９年４月１日
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
17 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
18 払 込 期 日 令和７年５月８日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（５年）（第178回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 募集取扱機関による募集の取扱いによる発行
５ 発 行 額 額面金額で3682650000円
６ 払 込 金 額 3704009370円
７ 最 低 額 面 金 額 50000円
８ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
９ 発 行 日 令和７年５月14日
10 発 行 価 格 額面金額100円につき100円58銭
11 利 率 年10％
12 経過利子の払込み 各募集取扱機関は、払込金額に加え、次の算式により算出した金額を第18

号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 10100 ×
55
365

13 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第15号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 10100 ×
１
２

14 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

15 償 還 期 限 令和12年３月20日
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
17 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
18 払 込 期 日 令和７年５月14日

１ 名 称 及 び 記 号 利付国庫債券（10年）（第378回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 方 法 募集取扱機関による募集の取扱いによる発行
５ 発 行 額 額面金額で19455300000円
６ 払 込 金 額 19523393550円
７ 最 低 額 面 金 額 50000円
８ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
９ 発 行 日 令和７年５月８日
10 発 行 価 格 額面金額100円につき100円35銭
11 利 率 年14％
12 経過利子の払込み 各募集取扱機関は、払込金額に加え、次の算式により算出した金額を第18

号に規定する期日に払い込むものとする。

額面金額の総額× 14100 ×
49
365

13 初 期 利 子 令和７年９月20日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第15号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 14100 ×
１
２

14 第２期以後の利子 毎年３月20日及び９月20日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

15 償 還 期 限 令和17年３月20日
16 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
17 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行
18 払 込 期 日 令和７年５月８日

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 四 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 六 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 十 四 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 五 号

国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 昭 和 五 十 七 年 大 蔵 省 令 第 三 十 号 ） 第 六 条 第 十 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令

和 七 年 五 月 八 日 に 発 行 し た 利 付 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 六 号

個 人 向 け 国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 四 年 財 務 省 令 第 六 十 八 号 ） 第 四 条 第 十 四 項 の 規 定 に 基

づ き 、 令 和 七 年 五 月 十 五 日 に 発 行 し た 個 人 向 け 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信
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１ 名 称 及 び 記 号 個人向け利付国庫債券（固定・３年）（第179回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 額 額面金額で110323270000円
５ 最 低 額 面 金 額 10000円
６ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
７ 発 行 日 令和７年５月15日
８ 発 行 価 格 額面金額100円につき100円
９ 利 率 年078％
10 初 期 利 子 令和７年11月15日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。

ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第12号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 078100 ×
１
２

17 中 途 換 金 の 特 例 前号による取扱いのほか、個人向け国債を有する者（相続税法（昭和25年
法律第73号）第21条の４第１項に規定する特定障害者扶養信託契約の受益
者及び所得税法等の一部を改正する法律（平成25年法律第５号）第３条の
規定による改正前の相続税法第21条の４第１項に規定する特別障害者扶養
信託契約の受益者を含む。）が、死亡したときにはその相続人が、又はその
居住する市町村（特別区を含み、地方自治法（昭和22年法律第67号）第
252条の19第１項の指定都市にあっては、当該市又は当該市の区若しくは
総合区とする。）の区域において、災害救助法（昭和22年法律第118号）に
よる救助の行われる災害が発生し、当該災害にかかったときには当該個人

向け国債を有する者が、令和８年５月15日前であっても、当該個人向け国
債の中途換金を請求することができるものとし、その買取金額は、次の区
分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和７年11月15日から令和８年５月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋経過利子に相当する金額）

 令和７年11月15日前の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－経過利子に相当する金額

18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行

１ 名 称 及 び 記 号 個人向け利付国庫債券（固定・５年）（第169回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 額 額面金額で304284710000円
５ 最 低 額 面 金 額 10000円
６ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
７ 発 行 日 令和７年５月15日
８ 発 行 価 格 額面金額100円につき100円
９ 利 率 年095％
10 初 期 利 子 令和７年11月15日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。

ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第12号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 095100 ×
１
２

11 第２期以後の利子 毎年５月15日及び11月15日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

12 償 還 期 限 令和12年５月15日
13 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
14 払 込 期 日 令和７年５月15日
15 払 込 場 所 日本銀行の本店又は支店
16 中途換金の取扱い 中途換金の買取りは、令和８年５月15日以後において行うこととし、その

買取金額は、次の区分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和８年５月15日から令和８年11月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋第２期利子に相当する金額×

79685
100 ）

 令和８年11月15日以後の場合

額面金額＋経過利子に相当する金額－利子に相当する金額× 79685100 ×
２

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 七 号

個 人 向 け 国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 四 年 財 務 省 令 第 六 十 八 号 ） 第 四 条 第 十 四 項 の 規 定 に 基

づ き 、 令 和 七 年 五 月 十 五 日 に 発 行 し た 個 人 向 け 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信

11 第２期以後の利子 毎年５月15日及び11月15日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子を支払う。

12 償 還 期 限 令和10年５月15日
13 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
14 払 込 期 日 令和７年５月15日
15 払 込 場 所 日本銀行の本店又は支店
16 中途換金の取扱い 中途換金の買取りは、令和８年５月15日以後において行うこととし、その

買取金額は、次の区分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和８年５月15日から令和８年11月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋第２期利子に相当する金額×

79685
100 ）

 令和８年11月15日以後の場合

額面金額＋経過利子に相当する金額－利子に相当する金額× 79685100 ×
２
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17 中 途 換 金 の 特 例 前号による取扱いのほか、個人向け国債を有する者（相続税法（昭和25年
法律第73号）第21条の４第１項に規定する特定障害者扶養信託契約の受益
者及び所得税法等の一部を改正する法律（平成25年法律第５号）第３条の
規定による改正前の相続税法第21条の４第１項に規定する特別障害者扶養
信託契約の受益者を含む。）が、死亡したときにはその相続人が、又はその
居住する市町村（特別区を含み、地方自治法（昭和22年法律第67号）第
252条の19第１項の指定都市にあっては、当該市又は当該市の区若しくは
総合区とする。）の区域において、災害救助法（昭和22年法律第118号）に
よる救助の行われる災害が発生し、当該災害にかかったときには当該個人
向け国債を有する者が、令和８年５月15日前であっても、当該個人向け国
債の中途換金を請求することができるものとし、その買取金額は、次の区
分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和７年11月15日から令和８年５月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋経過利子に相当する金額）

 令和７年11月15日前の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－経過利子に相当する金額

18 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行

１ 名 称 及 び 記 号 個人向け利付国庫債券（変動・10年）（第181回）
２ 発行の根拠法律及び
その条項

特別会計に関する法律（平成19年法律第23号）第46条第１項

３ 振 替 法 の 適 用 等 社債、株式等の振替に関する法律（平成13年法律第75号。以下「振替法」
という。）の規定の適用を受けるものとし、その振替機関は日本銀行とする。

４ 発 行 額 額面金額で189669360000円
５ 最 低 額 面 金 額 10000円
６ 振 替 単 位 振替法の規定による振替口座簿の記載又は記録は、最低額面金額の整数倍

の金額によるものとする。
７ 発 行 日 令和７年５月15日
８ 発 行 価 格 額面金額100円につき100円
９ 初期利子の適用利率 年093％
10 第２期以後の利子の
適用利率

年当たり、各利払期における利子計算期間開始日前に行われた、発行から
償還までの期間が９年５か月超の10年利付国債の直近における入札（当該
開始日の属する月に行われた入札を除く。）の結果に基づき算出された複利
利回りに、066を乗じた率。ただし、乗じた率が005％を下回るときは、
その率は005％とする。

11 初 期 利 子 令和７年11月15日を支払期とし、次の算式により算出した金額を支払う。
ただし、支払期が銀行休業日に当たるときは、その翌営業日に支払う（以
下、次号及び第13号において規定する期日について同じ。）。

額面金額× 093100 ×
１
２

12 第２期以後の利子 毎年５月15日及び11月15日を支払期とし、各支払期において、その日以前
６月間に属する利子として、次の算式により算出した金額を支払う。

額面金額×第10号に規定する第２期以後の利子の適用利率100 ×１２
13 償 還 期 限 令和17年５月15日
14 償 還 金 額 額面金額100円につき100円
15 払 込 期 日 令和７年５月15日
16 払 込 場 所 日本銀行の本店又は支店
17 中途換金の取扱い 中途換金の買取りは、令和８年５月15日以後において行うこととし、その

買取金額は、次の区分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和８年５月15日から令和８年11月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋第２期利子に相当する金額×

79685
100 ）

 令和８年11月15日以後の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（買い取る日の直前の利子支払期
に支払われた利子に相当する金額× 79685100 ＋その直前の利子支払期に

支払われた利子に相当する金額× 79685100 ）

18 中 途 換 金 の 特 例 前号による取扱いのほか、個人向け国債を有する者（相続税法（昭和25年
法律第73号）第21条の４第１項に規定する特定障害者扶養信託契約の受益
者及び所得税法等の一部を改正する法律（平成25年法律第５号）第３条の
規定による改正前の相続税法第21条の４第１項に規定する特別障害者扶養
信託契約の受益者を含む。）が、死亡したときにはその相続人が、又はその
居住する市町村（特別区を含み、地方自治法（昭和22年法律第67号）第
252条の19第１項の指定都市にあっては、当該市又は当該市の区若しくは
総合区とする。）の区域において、災害救助法（昭和22年法律第118号）に
よる救助の行われる災害が発生し、当該災害にかかったときには当該個人
向け国債を有する者が、令和８年５月15日前であっても、当該個人向け国
債の中途換金を請求することができるものとし、その買取金額は、次の区
分に応じ、それぞれの算式により算出した金額とする。
 令和７年11月15日から令和８年５月15日前までの間の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－（初期利子に相当する金額×
79685
100 ＋経過利子に相当する金額）

 令和７年11月15日前の場合
額面金額＋経過利子に相当する金額－経過利子に相当する金額

19 元 利 金 支 払 場 所 日本銀行

〇 財 務 省 告 示 第 百 六 十 八 号

個 人 向 け 国 債 の 発 行 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 四 年 財 務 省 令 第 六 十 八 号 ） 第 四 条 第 十 四 項 の 規 定 に 基

づ き 、 令 和 七 年 五 月 十 五 日 に 発 行 し た 個 人 向 け 国 債 の 発 行 条 件 等 を 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 七 年 六 月 十 一 日 財 務 大 臣 加 藤 勝 信
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官 庁 報 告

官報サービスセンターの公表についての一部を次のように変更する。
次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規定の傍線を付した部分のように改正する。

改 正 後 改 正 前

官報サービスセンターの公表について 官報サービスセンターの公表について
令和６年 12 月 16 日（令和７年７月１日変更）


内閣総理大臣 石破 茂 令和６年 12 月 16 日


内閣総理大臣 石破 茂
官報の発行に関する法律（令和５年法律第85号）第14条第１項の規定に基づき、書面等による
官報掲載事項の提供及び書面官報の頒布については、令和７年４月１日以降、以下の者に委託す
ることとしたので、同条第２項並びに官報の発行に関する内閣府令（令和６年内閣府令第80号）
第26条第３項及び第39条の規定に基づき、公表する。なお、当該委託を受けた者は、官報サービ
スセンターと称する。

［同左］

名称又は氏名 担当区域 事務所の所在地 事業時間 休業日 電話番号 名称又は氏名 担当区域 事務所の所在地 事業時間 休業日 電話番号

［略］ ［同左］

株式会社小山
助学館

徳島県
徳島市万代町
６41４

平日 10：00～18：00


土・祝日 10：00～17：00
日 13：00～17：00

年中無休
088654
2135

株式会社小山
助学館

徳島県
徳島市万代町
６41４

平日 10：00～18：30


土・祝日 10：00～17：00
日 13：00～17：00

年中無休
088654
2135

［略］ ［同左］

（備考）［略］ （備考）［同左］

備考 表中の［ ］の記載は注記である。
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2025 年度皇宮護衛官採用試験（高卒程度試験）公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度皇宮護衛官採用試験（高卒程度試験）
２ 試験の区分 護衛官
なお、護衛官（社会人）区分は、行わない。

３ 対象官職 天皇及び皇后、皇太子その他の皇族の護衛、皇居及び御所の警備その他の皇宮警察の
分野に係る専門的な知識を必要とする事務をその職務の主たる内容とする係員の官職

国 家 試 験

４ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。
（試験の区分） （適用俸給表） （俸 給 月 額）
護衛官 公安職俸給表 １級３号俸 216400円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

５ 受験資格 次に掲げる者とする。
 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算し
て５年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込みの者

官報サービスセンターの変更の公表について
令和７年６月 11 日 内閣総理大臣 石破 茂

官報の発行に関する内閣府令（令和６年内閣府令第80号）第28条第６項の規定に基づき、書面等による官報掲載事項の提供及び書面官報の頒布の委託事項について、変更があったことから、令和７年１
月７日付け官報号外第２号に掲載した官報サービスセンターの公表についての一部を次のように変更し、令和７年７月１日から適用することとしたので、公表する。


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３ 地域試験 それぞれ次表に掲げる地域試験に区分し、実施する。

地 域 試 験 地域の範囲（採用官署が所在する地域の範囲）

刑務Ａ北海道地域 北海道
刑務Ｂ北海道地域
刑務Ａ（社会人）北海道地域
刑務Ｂ（社会人）北海道地域
刑務Ａ（武道）北海道地域
刑務Ｂ（武道）北海道地域

刑務Ａ東北地域 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県
刑務Ｂ東北地域
刑務Ａ（社会人）東北地域
刑務Ｂ（社会人）東北地域
刑務Ａ（武道）東北地域
刑務Ｂ（武道）東北地域

刑務Ａ関東甲信越静地域 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神
奈川県、山梨県、新潟県、長野県、静岡県刑務Ｂ関東甲信越静地域

刑務Ａ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ａ（武道）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（武道）関東甲信越静地域
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 人事院がに掲げる者に準ずると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び作文試験（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験の成績によ
り行い、作文試験は、第１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者決定に反映する。）
 試験の実施日 2025（令和７）年９月28日（日）
 試験地 札幌市、多賀城市、東京都、大阪市、広島市及び福岡市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年10月15日（水）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

７ 第２次試験
 試験種目 人物試験、身体検査、身体測定及び体力検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年10月27日（月）から10月31日（金）までの間の指定する日
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、京都市及び福岡市
８ 最終合格者発表 2025（令和７）年11月25日（火）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
９ 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を得点順に記載する。採
用は、この名簿に記載された者の中から行う。
10 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-
shiken.go.jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障がない範囲で認める。
申込受付期間は、2025（令和７）年７月11日（金）９時から７月24日（木）までとし、７月24
日（木）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、次の問合せ先に至急問い合わ
せること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）年７月11日（金）から７月14日（月）まで（た
だし、持参による申込みの受付は、土曜日及び日曜日は除く。）とし、郵送による申込みの受付は、
同日までの通信日付印のあるものに限る。）。
（問合せ先）
皇宮警察本部 〒1000001 東京都千代田区千代田１３

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

11 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。

12 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、皇宮警察本部のほか、次に掲げる人事院の地方事務局
又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2025 年度刑務官採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度刑務官採用試験
２ 試験の区分 刑務Ａ、刑務Ｂ、刑務Ａ（社会人）、刑務Ｂ（社会人）、刑務Ａ（武道）及び刑務Ｂ
（武道）
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刑務Ａ東海北陸地域 岐阜県、愛知県、三重県、富山県、石川県、福井県

刑務Ｂ東海北陸地域

刑務Ａ（社会人）東海北陸地域

刑務Ｂ（社会人）東海北陸地域

刑務Ａ（武道）東海北陸地域

刑務Ｂ（武道）東海北陸地域

刑務Ａ近畿地域 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

刑務Ｂ近畿地域

刑務Ａ（社会人）近畿地域

刑務Ｂ（社会人）近畿地域

刑務Ａ（武道）近畿地域

刑務Ｂ（武道）近畿地域

刑務Ａ中国地域 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

刑務Ｂ中国地域

刑務Ａ（社会人）中国地域

刑務Ｂ（社会人）中国地域

刑務Ａ（武道）中国地域

刑務Ｂ（武道）中国地域

刑務Ａ四国地域 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

刑務Ｂ四国地域

刑務Ａ（社会人）四国地域

刑務Ｂ（社会人）四国地域

刑務Ａ（武道）四国地域

刑務Ｂ（武道）四国地域

刑務Ａ九州地域 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿
児島県

刑務Ｂ九州地域

刑務Ａ（社会人）九州地域

刑務Ｂ（社会人）九州地域

刑務Ａ（武道）九州地域

刑務Ｂ（武道）九州地域

刑務Ａ沖縄地域 沖縄県
刑務Ａ（武道）沖縄地域

なお、刑務Ｂ区分、刑務Ａ（社会人）区分、刑務Ｂ（社会人）区分及び刑務Ｂ（武道）区分の沖
縄地域の地域試験は行わない。
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６ 受験資格
 試験の区分「刑務Ａ」及び「刑務Ａ（武道）」 1996（平成８）年４月２日から2008（平成20）
年４月１日までに生まれた男子
 試験の区分「刑務Ｂ」及び「刑務Ｂ（武道）」 1996（平成８）年４月２日から2008（平成20）
年４月１日までに生まれた女子
 試験の区分「刑務Ａ（社会人）」 1985（昭和60）年４月２日以降に生まれた男子（の受験資
格を有しなくなった者に限る。）
 試験の区分「刑務Ｂ（社会人）」 1985（昭和60）年４月２日以降に生まれた女子（の受験資
格を有しなくなった者に限る。）
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
７ 第１次試験
 試験種目
ア 試験の区分「刑務Ａ」、「刑務Ｂ」、「刑務Ａ（社会人）」及び「刑務Ｂ（社会人）」 基礎能力試験
及び作文試験（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験の成績により行い、作文試験は、第
１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者決定に当たり、他の試験種目の成績と総合
する。）
イ 試験の区分「刑務Ａ（武道）」及び「刑務Ｂ（武道）」 基礎能力試験、作文試験及び実技試験
（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験及び実技試験の成績により行い、作文試験は、第
１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者決定に当たり、他の試験種目の成績と総合
する。）

 試験の実施日 2025（令和７）年９月21日（日）

４ 対象官職 拘禁刑又は拘留の刑の執行のため拘置される者等の収容及び刑事施設（これに附置さ
れた労役場及び監置場を含む。）における被収容者等の処遇並びに刑事施設の警備の分野に係る専門
的な知識を必要とする事務をその職務の主たる内容とする係員の官職
５ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。
（試験の区分） （適用俸給表） （俸 給 月 額）
刑務官 公安職俸給表 １級３号俸 216400円
刑務官（社会人） 公安職俸給表 １級３号俸を基準とし、採用前の経歴を勘案して決定され

る。
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。
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 試験地 次表に掲げる全都市

地 域 試 験 第 １ 次 試 験 地

刑務Ａ北海道地域 札幌市、函館市、旭川市、釧路市、帯広市、網走市、青
森市、盛岡市、仙台市、秋田市、山形市、福島市、ひた
ちなか市、宇都宮市、前橋市、川越市、千葉市、東京都、
横浜市、甲府市、新潟市、松本市、静岡市、名古屋市、
金沢市、京都市、堺市、神戸市、和歌山市、鳥取市、松
江市、岡山市、広島市、山口市、徳島市、高松市、東温
市、高知市、福岡市、北九州市、鳥栖市、諫早市、熊本
市、大分市、宮崎市、鹿児島市、那覇市、南城市

刑務Ａ東北地域
刑務Ａ関東甲信越静地域
刑務Ａ東海北陸地域
刑務Ａ近畿地域
刑務Ａ中国地域
刑務Ａ四国地域
刑務Ａ九州地域
刑務Ａ沖縄地域
刑務Ｂ北海道地域
刑務Ｂ東北地域
刑務Ｂ関東甲信越静地域
刑務Ｂ東海北陸地域
刑務Ｂ近畿地域
刑務Ｂ中国地域
刑務Ｂ四国地域
刑務Ｂ九州地域
刑務Ａ（社会人）北海道地域
刑務Ａ（社会人）東北地域
刑務Ａ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ａ（社会人）東海北陸地域
刑務Ａ（社会人）近畿地域
刑務Ａ（社会人）中国地域
刑務Ａ（社会人）四国地域
刑務Ａ（社会人）九州地域
刑務Ｂ（社会人）北海道地域
刑務Ｂ（社会人）東北地域
刑務Ｂ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（社会人）東海北陸地域
刑務Ｂ（社会人）近畿地域
刑務Ｂ（社会人）中国地域
刑務Ｂ（社会人）四国地域
刑務Ｂ（社会人）九州地域
刑務Ａ（武道）北海道地域
刑務Ａ（武道）東北地域
刑務Ａ（武道）関東甲信越静地域

刑務Ａ（武道）東海北陸地域
刑務Ａ（武道）近畿地域
刑務Ａ（武道）中国地域
刑務Ａ（武道）四国地域
刑務Ａ（武道）九州地域
刑務Ａ（武道）沖縄地域
刑務Ｂ（武道）北海道地域
刑務Ｂ（武道）東北地域
刑務Ｂ（武道）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（武道）東海北陸地域
刑務Ｂ（武道）近畿地域
刑務Ｂ（武道）中国地域
刑務Ｂ（武道）四国地域
刑務Ｂ（武道）九州地域

 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に設
ける場合もある。

 試験地 次表に掲げる地域試験に対応する第２次試験地の全都市のうち、人事院各地方事務局
長又は沖縄事務所長が指定する都市

地 域 試 験 第 ２ 次 試 験 地

刑務Ａ北海道地域 札幌市、函館市、旭川市、釧路市、帯広市、網走市、青
森市、盛岡市、仙台市、秋田市、山形市、福島市、ひた
ちなか市、さくら市、前橋市、川越市、千葉市、東京都、
横浜市、甲府市、新潟市、松本市、静岡市、名古屋市、
金沢市、京都市、堺市、明石市、鳥取市、松江市、岡山
市、広島市、山口市、徳島市、高松市、東温市、高知市、
福岡県糟屋郡宇美町、北九州市、諫早市、熊本市、大分
市、宮崎市、鹿児島県姶良郡湧水町、南城市

刑務Ａ東北地域
刑務Ａ関東甲信越静地域
刑務Ａ東海北陸地域
刑務Ａ近畿地域
刑務Ａ中国地域
刑務Ａ四国地域
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報  第１次試験合格者発表 2025（令和７）年10月15日（水）に、受験番号及び試験地を、インター

ネットの利用その他の適切な方法により発表する。
８ 第２次試験
 試験種目
ア 試験の区分「刑務Ａ」、「刑務Ｂ」、「刑務Ａ（社会人）」及び「刑務Ｂ（社会人）」 人物試験、身
体検査、身体測定及び体力検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

イ 試験の区分「刑務Ａ（武道）」及び「刑務Ｂ（武道）」 人物試験、身体検査及び身体測定（人
物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年10月23日（木）から10月29日（水）までの間の指定する日
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刑務Ａ九州地域
刑務Ａ沖縄地域
刑務Ａ（社会人）北海道地域
刑務Ａ（社会人）東北地域
刑務Ａ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ａ（社会人）東海北陸地域
刑務Ａ（社会人）近畿地域
刑務Ａ（社会人）中国地域
刑務Ａ（社会人）四国地域
刑務Ａ（社会人）九州地域

刑務Ｂ北海道地域 札幌市、福島市、ひたちなか市、さくら市、前橋市、東
京都、甲府市、新潟市、松本市、静岡市、岐阜県羽島郡
笠松町、和歌山市、岩国市、東温市、鳥栖市、南城市刑務Ｂ東北地域

刑務Ｂ関東甲信越静地域
刑務Ｂ東海北陸地域
刑務Ｂ近畿地域
刑務Ｂ中国地域
刑務Ｂ四国地域
刑務Ｂ九州地域
刑務Ｂ（社会人）北海道地域
刑務Ｂ（社会人）東北地域
刑務Ｂ（社会人）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（社会人）東海北陸地域
刑務Ｂ（社会人）近畿地域
刑務Ｂ（社会人）中国地域
刑務Ｂ（社会人）四国地域
刑務Ｂ（社会人）九州地域

刑務Ａ（武道）北海道地域 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、堺市、広島市、高
松市、福岡市、南城市刑務Ａ（武道）東北地域

刑務Ａ（武道）関東甲信越静地域
刑務Ａ（武道）東海北陸地域
刑務Ａ（武道）近畿地域
刑務Ａ（武道）中国地域
刑務Ａ（武道）四国地域
刑務Ａ（武道）九州地域
刑務Ａ（武道）沖縄地域

刑務Ｂ（武道）北海道地域 札幌市、福島市、東京都、岐阜県羽島郡笠松町、和歌山
市、岩国市、東温市、鳥栖市

刑務Ｂ（武道）東北地域
刑務Ｂ（武道）関東甲信越静地域
刑務Ｂ（武道）東海北陸地域
刑務Ｂ（武道）近畿地域
刑務Ｂ（武道）中国地域
刑務Ｂ（武道）四国地域
刑務Ｂ（武道）九州地域

令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

９ 最終合格者発表 2025（令和７）年11月25日（火）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
10 採用候補者名簿及び採用方法 試験の区分（地域試験の区分を含む。）ごとに採用候補者名簿を作
成し、最終合格者の氏名を得点順に記載する。採用は、これらの名簿に記載された者の中から行う。
11 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における地域試験及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変更
については、災害又は転居によりやむを得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障がな
い範囲で認める。
申込受付期間は2025（令和７）年７月11日（金）９時から７月24日（木）までとし、７月24日
（木）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）
年７月11日（金）から７月14日（月）まで（ただし、持参による申込みの受付は、土曜日及び日
曜日は除く。）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印のあるものに限る。）。


第１次試験の

試験地 
 （問 合 せ 先）

札幌市、函館市、旭川市、
釧路市、帯広市、網走市

法務省北海道矯正管
区

〒0070801 札幌市東区東苗穂１２
５５

青森市、盛岡市、仙台市、
秋田市、山形市、福島市

法務省東北矯正管区 〒9840825 仙台市若林区古城３23１

ひたちなか市、宇都宮市、
前橋市、川越市、千葉市、
東京都、横浜市、甲府市、
新潟市、松本市、静岡市

法務省関東矯正管区 〒3309723 さいたま市中央区新都心２
１

名古屋市、金沢市 法務省中部矯正管区 〒4610011 名古屋市東区白壁１15１
京都市、堺市、神戸市、和
歌山市

法務省近畿矯正管区 〒5400008 大阪市中央区大手前４１
67

鳥取市、松江市、岡山市、
広島市、山口市

法務省中国矯正管区 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
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徳島市、高松市、東温市、
高知市

法務省四国矯正管区 〒7600033 高松市丸の内１１

福岡市、北九州市、鳥栖市、
諫早市、熊本市、大分市、
宮崎市、鹿児島市

法務省九州矯正管区 〒8130036 福岡市東区若宮５３53

那覇市、南城市 沖縄刑務所 〒9011514 南城市知念字具志堅330
 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

12 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
13 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、前記11の問合せ先のほか、次に掲げる人事院の地方
事務局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2025 年度入国警備官採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度入国警備官採用試験
２ 試験の区分 警備官及び警備官（社会人）
３ 対象官職 入国、上陸及び在留に関する違反事件の調査並びに収容令書及び退去強制令書の執行
を受ける者の収容、護送及び送還の分野に係る専門的な知識を必要とする事務をその職務の主たる
内容とする係員の官職
４ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。
（試験の区分） （適用俸給表） （俸 給 月 額）
警備官 公安職俸給表 １級３号俸 216400円
警備官（社会人） 公安職俸給表 １級３号俸を基準とし、採用前の経歴を勘案して決定され

る。
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

５ 受験資格
 試験の区分「警備官」 次に掲げる者とする。
ア 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算
して５年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒
業する見込みの者
イ 人事院がアに掲げる者に準ずると認める者
 試験の区分「警備官（社会人）」 1985（昭和60）年４月２日以降に生まれた者（アに規定す
る期間が経過した者及び人事院が当該者に準ずると認める者に限る。）
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験及び作文試験（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験の成績によ
り行い、作文試験は、第１次試験合格者を対象に評定した上で、試験の区分「警備官」は最終合
格者決定に反映し、「警備官（社会人）」は最終合格者決定に当たり、他の試験種目の成績と総合す
る。）
 試験の実施日 2025（令和７）年９月28日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市及び那覇市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年10月15日（水）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

７ 第２次試験
 試験種目 人物試験、身体検査、身体測定及び体力検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年10月27日（月）から10月31日（金）までの間の指定する日
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市及び那覇市
８ 最終合格者発表 2025（令和７）年11月25日（火）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
９ 採用候補者名簿及び採用方法 試験の区分ごとに採用候補者名簿を作成し、最終合格者の氏名を
得点順に記載する。採用は、これらの名簿に記載された者の中から行う。
10 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験の区分及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変
更については、災害又は転居によりやむを得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障が
ない範囲で認める。
申込受付期間は、2025（令和７）年７月11日（金）９時から７月24日（木）までとし、７月24
日（木）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
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なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）
年７月11日（金）から７月14日（月）まで（ただし、持参による申込みの受付は、土曜日及び日
曜日は除く。）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印のあるものに限る。）。


第１次試験

の試験地 
 （問 合 せ 先）

札 幌 市 出入国在留管理庁札幌出
入国在留管理局

〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目

仙 台 市 出入国在留管理庁仙台出
入国在留管理局

〒9830842 仙台市宮城野区五輪１３20

東 京 都 出入国在留管理庁東京出
入国在留管理局

〒1088255 東京都港区港南５５30

名 古 屋 市 出入国在留管理庁名古屋
出入国在留管理局

〒4558601 名古屋市港区正保町５18

大 阪 市 出入国在留管理庁大阪出
入国在留管理局

〒5590034 大阪市住之江区南港北１2953

広 島 市 出入国在留管理庁広島出
入国在留管理局

〒7300012 広島市中区上八丁堀２31

高 松 市 出入国在留管理庁高松出
入国在留管理局

〒7600033 高松市丸の内１１

福 岡 市 出入国在留管理庁福岡出
入国在留管理局

〒8100073 福岡市中央区舞鶴３５25

那 覇 市 出入国在留管理庁福岡出
入国在留管理局那覇支局

〒9000022 那覇市樋川１1515

 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

11 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
12 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、前記10の問合せ先のほか、次に掲げる人事院の地方
事務局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30

2025 年度航空保安大学校学生採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度航空保安大学校学生採用試験
２ 試験の区分 航空情報科及び航空電子科
３ 対象官職 航空保安大学校において航空保安業務の分野（航空交通管制の分野を除く。）に係る業
務を遂行するに必要な知識及び技能を修得するための専門的な知識を必要とする事務をその職務の
主たる内容とする係員の官職
４ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。

（適 用 俸 給 表） （俸 給 月 額）
行政職俸給表 １級５号俸 188000円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

５ 受験資格 次に掲げる者とする。
 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算し
て３年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込みの者
 人事院がに掲げる者と同等の資格があると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目
ア 試験の区分「航空情報科」 基礎能力試験及び学科試験（多肢選択式）



学科試験（多肢選択式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、英

語コミュニケーションⅠ及び英語コミュニケーションⅡとする。 



イ 試験の区分「航空電子科」 基礎能力試験及び学科試験（多肢選択式）



学科試験（多肢選択式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、物

理基礎及び物理とする。 



 試験の実施日 2025（令和７）年９月28日（日）
 試験地 千歳市、岩沼市、東京都、新潟市、常滑市、泉佐野市、広島市、高松市、福岡市、宮
崎市及び那覇市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年10月15日（水）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
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７ 第２次試験
 試験種目 人物試験、身体検査及び身体測定（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年11月17日（月）から11月20日（木）までの間の指定する日
 試験地 千歳市、東京都、泉佐野市、福岡市及び那覇市
８ 最終合格者発表 2025（令和７）年12月23日（火）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
９ 採用候補者名簿及び採用方法 試験の区分ごとに採用候補者名簿を作成し、最終合格者の氏名を
得点順に記載する。採用は、これらの名簿に記載された者の中から行う。
10 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験の区分及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変
更については、災害又は転居によりやむを得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障が
ない範囲で認める。
申込受付期間は、2025（令和７）年７月11日（金）９時から７月24日（木）までとし、７月24
日（木）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、航空保安大学校（〒598

0047 大阪府泉佐野市りんくう往来南３11）に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは
2025（令和７）年７月11日（金）から７月14日（月）まで（ただし、持参による申込みの受付は、
土曜日及び日曜日は除く。）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印のあるもの
に限る。）。
 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

11 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
12 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、航空保安大学校のほか、次に掲げる人事院の地方事務
局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30

人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2025 年度海上保安大学校学生採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度海上保安大学校学生採用試験
２ 対象官職 海上保安大学校において海上保安業務の分野に係る業務を遂行するに必要な知識及び
技能を修得するための専門的な知識を必要とする事務をその職務の主たる内容とする係員の官職
３ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。

（適 用 俸 給 表） （俸 給 月 額）
行政職俸給表 １級５号俸 188000円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

４ 受験資格 次に掲げる者とする。
 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算し
て２年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込みの者
 人事院がに掲げる者と同等の資格があると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
５ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験、学科試験（多肢選択式）、学科試験（記述式）及び作文試験



学科試験（多肢選択式）及び学科試験（記述式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、

数学Ｂ、数学Ｃ、英語コミュニケーションⅠ及び英語コミュニケーションⅡとする。 



（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験、学科試験（多肢選択式）及び学科試験（記述式）
の成績により行い、作文試験は、第１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者決定に反
映する。）
 試験の実施日 2025（令和７）年10月25日（土）及び10月26日（日）
 試験地 札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市、青森市、盛岡市、仙台市、秋田市、水戸
市、東京都、横浜市、新潟市、長野市、静岡市、名古屋市、金沢市、福井市、京都市、舞鶴市、
大阪市、神戸市、和歌山市、米子市、広島市、高松市、松山市、高知市、福岡市、北九州市、長
崎市、佐世保市、対馬市、熊本市、大分市、宮崎市、鹿児島市、奄美市、那覇市及び石垣市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年12月５日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。


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６ 第２次試験
 試験種目 人物試験、身体検査、身体測定及び体力検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年12月12日（金）
 試験地 小樽市、塩釜市、横浜市、新潟市、名古屋市、舞鶴市、神戸市、広島市、高松市、北
九州市、鹿児島市及び那覇市

７ 最終合格者発表 2026（令和８）年１月15日（木）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
８ 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を得点順に記載する。採
用は、この名簿に記載された者の中から行う。
９ 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障がない範囲で認める。
申込受付期間は、2025（令和７）年８月21日（木）９時から９月８日（月）までとし、９月８
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）
年８月21日（木）及び８月22日（金）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印
のあるものに限る。）。


第１次試験

の試験地 
 （問 合 せ 先）

札 幌 市 第一管区海上保安本部 〒0478560 小樽市港町５２
函 館 市 函館海上保安部 〒0400061 函館市海岸町24４
小 樽 市 小樽海上保安部 〒0470007 小樽市港町５２
旭 川 市 第一管区海上保安本部 〒0478560 小樽市港町５２
釧 路 市 釧路海上保安部 〒0850022 釧路市南浜町５９
青 森 市 青森海上保安部 〒0300811 青森市青柳１１２
盛 岡 市 第二管区海上保安本部 〒9858507 塩釜市貞山通３４１
仙 台 市 宮城海上保安部 〒9850011 塩釜市貞山通３４１
秋 田 市 秋田海上保安部 〒0110945 秋田市土崎港西１７35
水 戸 市 茨城海上保安部 〒3111214 ひたちなか市和田町３４16
東 京 都 第三管区海上保安本部 〒2318818 横浜市中区北仲通５57
横 浜 市 横浜海上保安部 〒2310001 横浜市中区新港１２１
新 潟 市 新潟海上保安部 〒9500072 新潟市中央区竜が島１５４
長 野 市 第九管区海上保安本部 〒9508543 新潟市中央区美咲町１２１
静 岡 市 清水海上保安部 〒4240922 静岡市清水区日の出町９１
名 古 屋 市 第四管区海上保安本部 〒4558528 名古屋市港区入船２３12
金 沢 市 金沢海上保安部 〒9200211 金沢市湊４13
福 井 市 敦賀海上保安部 〒9140079 敦賀市港町７15

10 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
11 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、前記９の問合せ先のほか、次に掲げる人事院の地方
事務局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30

京 都 市 第八管区海上保安本部 〒6248686 舞鶴市字下福井901
舞 鶴 市 舞鶴海上保安部 〒6240946 舞鶴市字下福井901
大 阪 市 大阪海上保安監部 〒5520021 大阪市港区築港４10３
神 戸 市 第五管区海上保安本部 〒6508551 神戸市中央区波止場町１１
和 歌 山 市 和歌山海上保安部 〒6408287 和歌山市築港６22２
米 子 市 境海上保安部 〒6840034 境港市昭和町９１
広 島 市 第六管区海上保安本部 〒7348560 広島市南区宇品海岸３1017
高 松 市 高松海上保安部 〒7600064 高松市朝日新町１30
松 山 市 松山海上保安部 〒7918058 松山市海岸通2426５
高 知 市 高知海上保安部 〒7818010 高知市桟橋通５４55
福 岡 市 福岡海上保安部 〒8120031 福岡市博多区沖浜町８１
北 九 州 市 第七管区海上保安本部 〒8018507 北九州市門司区西海岸１３10
長 崎 市 長崎海上保安部 〒8500921 長崎市松が枝町７29
佐 世 保 市 佐世保海上保安部 〒8570852 佐世保市干尽町４１
対 馬 市 対馬海上保安部 〒8170016 対馬市厳原町東里34142
熊 本 市 熊本海上保安部 〒8693207 宇城市三角町三角浦116020
大 分 市 大分海上保安部 〒8700107 大分市大字海原字地浜916５
宮 崎 市 宮崎海上保安部 〒8870001 日南市油津４12１
鹿 児 島 市 第十管区海上保安本部 〒8908510 鹿児島市東郡元町４１
奄 美 市 奄美海上保安部 〒8940034 奄美市名瀬入舟町22１
那 覇 市 第十一管区海上保安本部 〒9008547 那覇市港町２11１
石 垣 市 石垣海上保安部 〒9070013 石垣市浜崎町１１８
 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。
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人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2025 年度海上保安学校学生採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度海上保安学校学生採用試験
２ 試験の区分 一般課程、航空課程、管制課程及び海洋科学課程
３ 対象官職 海上保安学校において海上保安業務の分野に係る業務を遂行するに必要な知識及び技
能を修得するための専門的な知識を必要とする事務をその職務の主たる内容とする係員の官職
４ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。

（適 用 俸 給 表） （俸給月額）
行政職俸給表 １級５号俸 188000円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。

５ 受験資格 次に掲げる者とする。
 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算し
て12年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込みの者
 人事院がに掲げる者と同等の資格があると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心身耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
６ 第１次試験
 試験種目
ア 試験の区分「一般課程」 基礎能力試験及び作文試験（第１次試験合格者の決定は、基礎能
力試験の成績により行い、作文試験は、第１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者
決定に反映する。）
イ 試験の区分「航空課程」、「管制課程」及び「海洋科学課程」 基礎能力試験及び学科試験（多
肢選択式）



学科試験（多肢選択式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、英

語コミュニケーションⅠ及び英語コミュニケーションⅡとする。 



 試験の実施日 2025（令和７）年９月28日（日）
 試験地 札幌市、函館市、小樽市、旭川市、釧路市、青森市、盛岡市、仙台市、秋田市、水戸
市、東京都、横浜市、新潟市、長野市、静岡市、名古屋市、金沢市、福井市、京都市、舞鶴市、
大阪市、神戸市、和歌山市、米子市、広島市、高松市、松山市、高知市、福岡市、北九州市、長
崎市、佐世保市、対馬市、熊本市、大分市、宮崎市、鹿児島市、奄美市、那覇市及び石垣市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年10月15日（水）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

７ 第２次試験
 試験種目
ア 試験の区分「一般課程」、「管制課程」及び「海洋科学課程」 人物試験、身体検査、身体測
定及び体力検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

イ 試験の区分「航空課程」 身体検査、身体測定及び体力検査
 試験の実施日
ア 試験の区分「一般課程」、「管制課程」及び「海洋科学課程」 2025（令和７）年10月21日（火）
から10月30日（木）までの間の指定する日
イ 試験の区分「航空課程」 2025（令和７）年10月21日（火）から10月30日（木）までの間の
指定する２日

 試験地
ア 試験の区分「一般課程」、「管制課程」及び「海洋科学課程」 小樽市、塩釜市、横浜市、新
潟市、名古屋市、舞鶴市、神戸市、広島市、高松市、北九州市、鹿児島市及び那覇市
イ 試験の区分「航空課程」 東京都

８ 第２次試験合格者発表（試験の区分「航空課程」のみ） 2025（令和７）年11月25日（火）に、
受験番号及び試験地を、第１次試験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
９ 第３次試験（試験の区分「航空課程」のみ）
 試験種目 人物試験、身体検査及び適性検査



人物試験は、個別面接により行う。

適性検査は、模擬飛行装置等により行う。 



なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。
 試験の実施日 2025（令和７）年12月６日（土）から12月16日（火）までの間の指定する２日
 試験地 東京都
10 最終合格者発表
 試験の区分「一般課程」、「管制課程」及び「海洋科学課程」 2025（令和７）年11月25日（火）
に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。
 試験の区分「航空課程」 2026（令和８）年１月15日（木）に、受験番号及び試験地を、第１
次試験合格者発表の方法と同一の方法により発表する。

11 採用候補者名簿及び採用方法 試験の区分ごとに採用候補者名簿を作成し、最終合格者の氏名を
得点順に記載する。採用は、これらの名簿に記載された者の中から行う。
12 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験の区分及び試験地の変更は認めない。ただし、試験地の変
更については、災害又は転居によりやむを得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障が
ない範囲で認める。




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申込受付期間は、2025（令和７）年７月11日（金）９時から７月24日（木）までとし、７月24
日（木）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。
なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）
年７月11日（金）から７月14日（月）まで（ただし、持参による申込みの受付は、土曜日及び日
曜日は除く。）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印のあるものに限る。）。


第１次試験

の試験地 
 （問 合 せ 先）

札 幌 市 第一管区海上保安本部 〒0478560 小樽市港町５２
函 館 市 函館海上保安部 〒0400061 函館市海岸町24４
小 樽 市 小樽海上保安部 〒0470007 小樽市港町５２
旭 川 市 第一管区海上保安本部 〒0478560 小樽市港町５２
釧 路 市 釧路海上保安部 〒0850022 釧路市南浜町５９
青 森 市 青森海上保安部 〒0300811 青森市青柳１１２
盛 岡 市 第二管区海上保安本部 〒9858507 塩釜市貞山通３４１
仙 台 市 宮城海上保安部 〒9850011 塩釜市貞山通３４１
秋 田 市 秋田海上保安部 〒0110945 秋田市土崎港西１７35
水 戸 市 茨城海上保安部 〒3111214 ひたちなか市和田町３４16
東 京 都 第三管区海上保安本部 〒2318818 横浜市中区北仲通５57
横 浜 市 横浜海上保安部 〒2310001 横浜市中区新港１２１
新 潟 市 新潟海上保安部 〒9500072 新潟市中央区竜が島１５４
長 野 市 第九管区海上保安本部 〒9508543 新潟市中央区美咲町１２１
静 岡 市 清水海上保安部 〒4240922 静岡市清水区日の出町９１
名 古 屋 市 第四管区海上保安本部 〒4558528 名古屋市港区入船２３12
金 沢 市 金沢海上保安部 〒9200211 金沢市湊４13
福 井 市 敦賀海上保安部 〒9140079 敦賀市港町７15
京 都 市 第八管区海上保安本部 〒6248686 舞鶴市字下福井901
舞 鶴 市 舞鶴海上保安部 〒6240946 舞鶴市字下福井901
大 阪 市 大阪海上保安監部 〒5520021 大阪市港区築港４10３
神 戸 市 第五管区海上保安本部 〒6508551 神戸市中央区波止場町１１
和 歌 山 市 和歌山海上保安部 〒6408287 和歌山市築港６22２
米 子 市 境海上保安部 〒6840034 境港市昭和町９１
広 島 市 第六管区海上保安本部 〒7348560 広島市南区宇品海岸３1017
高 松 市 高松海上保安部 〒7600064 高松市朝日新町１30
松 山 市 松山海上保安部 〒7918058 松山市海岸通2426５
高 知 市 高知海上保安部 〒7818010 高知市桟橋通５４55
福 岡 市 福岡海上保安部 〒8120031 福岡市博多区沖浜町８１
北 九 州 市 第七管区海上保安本部 〒8018507 北九州市門司区西海岸１３10
長 崎 市 長崎海上保安部 〒8500921 長崎市松が枝町７29
佐 世 保 市 佐世保海上保安部 〒8570852 佐世保市干尽町４１

対 馬 市 対馬海上保安部 〒8170016 対馬市厳原町東里34142
熊 本 市 熊本海上保安部 〒8693207 宇城市三角町三角浦116020
大 分 市 大分海上保安部 〒8700107 大分市大字海原字地浜916５
宮 崎 市 宮崎海上保安部 〒8870001 日南市油津４12１
鹿 児 島 市 第十管区海上保安本部 〒8908510 鹿児島市東郡元町４１
奄 美 市 奄美海上保安部 〒8940034 奄美市名瀬入舟町22１
那 覇 市 第十一管区海上保安本部 〒9008547 那覇市港町２11１
石 垣 市 石垣海上保安部 〒9070013 石垣市浜崎町１１８
 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

13 受験上の配慮 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめ
その旨を申し出ること。
14 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、前記12の問合せ先のほか、次に掲げる人事院の地方
事務局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。
2025 年度気象大学校学生採用試験公告
国家公務員法第47条の規定に基づき、採用試験について次のように告知する。
令和７年６月 11 日 人事院事務総長 佐々木雅之

１ 試験の名称 2025年度気象大学校学生採用試験
２ 対象官職 気象大学校において気象業務の分野に係る業務を遂行するに必要な知識及び技能を修
得するための専門的な知識を必要とする事務をその職務の主たる内容とする係員の官職
３ 給与 この試験に合格し、採用された者は、「一般職の職員の給与に関する法律」の定めるところ
により、原則として次の俸給月額が支給される。

（適 用 俸 給 表） （俸給月額）
行政職俸給表 １級５号俸 188000円
なお、このほか、同法等の定めるところにより、諸手当が支給される。


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４ 受験資格 次に掲げる者とする。
 2025（令和７）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算し
て２年を経過していない者及び2026（令和８）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業す
る見込みの者
 人事院がに掲げる者と同等の資格があると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者、国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることがで
きない者及び平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者（心神耗弱を原因
とするもの以外）は、受験することができない。
５ 第１次試験
 試験種目 基礎能力試験、学科試験（多肢選択式）、学科試験（記述式）及び作文試験



学科試験（多肢選択式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、英

語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、物理基礎及び物理とする。 





学科試験（記述式）の出題分野は、数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ、

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、物理基礎及び物理とする。 



（第１次試験合格者の決定は、基礎能力試験、学科試験（多肢選択式）及び学科試験（記述式）
の成績により行い、作文試験は、第１次試験合格者を対象に評定した上で、最終合格者決定に反
映する。）
 試験の実施日 2025（令和７）年10月25日（土）及び10月26日（日）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、新潟市、名古屋市、大阪市、広島市、高松市、福岡市、鹿
児島市及び那覇市
 試験場は、原則として上記都市内に設けるが、申込者数等の状況に応じて、上記都市周辺に
設ける場合もある。

 第１次試験合格者発表 2025（令和７）年12月５日（金）に、受験番号及び試験地を、インター
ネットの利用その他の適切な方法により発表する。

６ 第２次試験
 試験種目 人物試験及び身体検査（人物試験は、個別面接により行う。）
なお、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。

 試験の実施日 2025（令和７）年12月12日（金）
 試験地 札幌市、仙台市、東京都、大阪市、福岡市及び那覇市
７ 最終合格者発表 2026（令和８）年１月15日（木）に、受験番号及び試験地を、第１次試験合格
者発表の方法と同一の方法により発表する。
８ 採用候補者名簿及び採用方法 採用候補者名簿には、最終合格者の氏名を得点順に記載する。採
用は、この名簿に記載された者の中から行う。
９ 受験手続
 受験の申込み及び申込受付期間 受験希望者は、国家公務員採用試験インターネット申込専用
アドレスにアクセスして申込手続を行うこと（申込専用アドレス〔https://www.jinji-shiken.go.
jp/juken.html〕）。
受験の申込みの受理後における試験地の変更は認めない。ただし、災害又は転居によりやむを
得ないと認められる場合に限り、試験の実施に支障がない範囲で認める。
申込受付期間は、2025（令和７）年８月21日（木）９時から９月８日（月）までとし、９月８
日（月）までに申込データの受信を完了したものに限り受け付ける。

なお、インターネットが利用できない環境にある受験希望者は、受けようとする第１次試験の
試験地に対応する次の問合せ先に至急問い合わせること（郵送・持参の申込みは2025（令和７）
年８月21日（木）及び８月22日（金）とし、郵送による申込みの受付は、同日までの通信日付印
のあるものに限る。）。


第１次試験

の試験地 
 （問 合 せ 先）

札 幌 市 札幌管区気象台 〒0600002 札幌市中央区北２条西18２
仙 台 市 仙台管区気象台 〒9830842 仙台市宮城野区五輪１３15
東 京 都
新 潟 市
名 古 屋 市 




東京管区気象台 〒2048501 東京都清瀬市中清戸３235

大 阪 市
広 島 市
高 松 市 




大阪管区気象台 〒5400008 大阪市中央区大手前４１76

福 岡 市
鹿 児 島 市 




福岡管区気象台 〒8100052 福岡市中央区大濠１２36

那 覇 市 沖縄気象台 〒9008517 那覇市おもろまち２１１
 受験票の発行 受験の申込みを受理した場合は、受験票を発行する。
受験者は、本人の写真を申込専用アドレスからアップロードした受験票を印刷し、又は印刷し
た受験票に本人の写真を貼り、第１次試験の際に必ず持参すること。

10 受験上の配慮
 視覚障害（読字障害）の程度により、拡大文字による試験、試験時間の延長等を行う。
 身体の障害等があるため特に何らかの措置を希望する者は、申込時にあらかじめその旨を申し
出ること。

11 その他
 受験手続その他受験に関する問合せは、前記９の問合せ先のほか、次に掲げる人事院の地方
事務局又は沖縄事務所に行うこと。
なお、インターネットによる申込みに関する問合せは、人事院事務総局（〒1008913 東京

都千代田区霞が関１２３）に行うこと。
（名 称） （所 在 地）

人 事 院 北 海 道 事 務 局 〒0600042 札幌市中央区大通西12丁目
人 事 院 東 北 事 務 局 〒9800014 仙台市青葉区本町３２23
人 事 院 関 東 事 務 局 〒3309712 さいたま市中央区新都心１１
人 事 院 中 部 事 務 局 〒4600001 名古屋市中区三の丸２５１
人 事 院 近 畿 事 務 局 〒5538513 大阪市福島区福島１１60
人 事 院 中 国 事 務 局 〒7300012 広島市中区上八丁堀６30
人 事 院 四 国 事 務 局 〒7600019 高松市サンポート３33
人 事 院 九 州 事 務 局 〒8120013 福岡市博多区博多駅東２11１
人 事 院 沖 縄 事 務 所 〒9000022 那覇市樋川１1515
 提出書類等の所要事項は正確に記入又は入力すること。
 試験の詳細については、別に作成している受験案内、人事院のホームページ等を参照すること。




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